
Tr
ac

in
g 5

0y
ea

rs
 of

 So
ph

ia
 G

ol
f C

lu
b

Tr
ac

in
g 5

0y
ea

rs
 of

 So
ph

ia
 G

ol
f C

lu
b

上智大学体育会ゴルフ部 50周年記念誌

上智大学体育会ゴルフ部 50周年記念誌

Tracing50years
of

Sophia Golf Club

Tracing50years
of

Sophia Golf Club



Tracing 50years of Sophia Golf Club



Tracing50years
of

Sophia Golf Club
上智大学体育会ゴルフ部 50周年記念誌

ご挨拶 ……………………………………………… 2p

ゴルフ部初代部長

山室宗忠先生の「贈る言葉」 …………………… 4p

上智大学体育会ゴルフ部創立事情  ……………… 6p

アンケートでたどる、ゴルフ部５０年のあゆみ …  18p

ゴルフ部からうまれたカップル  …………………  74p

エッセイで綴る、ゴルフ部の５０年史  …………… 76p

細川護煕・佳代子夫妻に聞く

「ゴルフ部時代とその後、そして今」……………… 98p

上智大学体育会ゴルフ部OB会のあゆみ ……… 104p

編集室より　～編集をおえて～

上智大学体育会ゴルフ部 50周年記念誌

Tracing 50years of Sophia Golf Club

発行日： 2003 年 11 月 9 日

発行者： 上智大学体育会ゴルフ部 50 周年記念誌

編集委員会

発行所： 上智大学体育会ゴルフ部 OB会事務局

サンウッド内　TEL：03 - 3 2 8 8 - 2 7 2 7



32

我が上智大学体育会ゴルフ部は、本年めでたく創部 50 周年を

迎え、卒業生の数も 500 名を超えるまでに成長することができ

ました。

1953 年、村田栄・清田光俊・牧野喜美男・松浦史郎の四氏で

スタートして以来、一貫して学生ゴルフとしての本分をわきま

え、各界に幾多の人材を輩出してまいりましたことは、我々の

誇りであると同時に大きな慶びであります。

これも、先輩諸氏ならびに歴代ゴルフ部員の並々ならぬご努

力の賜物と深く敬意を表する次第であります。また、創部以来

ご指導いただきました大学当局、ご支援いただきました日本ゴ

ルフ協会・関東学生ゴルフ連盟、そしてご親交をいただいてお

ります各大学ゴルフ部の皆様に心より感謝するものであります。

さて、この度創部 50 周年の記念誌を刊行することになりまし

た。過去にも「The 19th Hole」という名の記念誌を発行したこ

とはありましたが、今回の 50 周年記念誌は、今までの集大成と

して編纂いたしました。過去 50 年間の活動の軌跡を部史として

記録することにより、輝かしき歴史と伝統を後輩に引き継いで

いくことが我々の責務であると考えた次第であります。記念誌

編纂にあたり、資料の収集やご寄付などで多大なご協力をいた

だいた方々に心より御礼申し上げます。

今後は、上智大学体育会ゴルフ部の益々の発展を期して、

OB ・現役共々一層の努力をする所存であります。関係各位の

ご指導ご鞭撻のほどをよろしくお願い申し上げます。

ご挨拶

上智大学体育会ゴルフ部 OB 会

会長　益野力一
（昭和 42 年卒）

上智大学体育会ゴルフ部創部 50 周年おめでとうございます。私もそれだけの年月をゴルフと

共に過ごして来たのかと振り返って感無量のものがあります。遊び半分でクラブを握ってから

50 年も過ぎ 2001 年には OB の皆様から古稀の記念品を頂戴（その節は誠に有難うございました）

するまでゴルフをし続けて来られました。「人生は、それがどんなものであるのか知らないう

ちに半分過ぎ去ってしまう」と申しますが、私の人生の半分以上はゴルフとの付き合いでした。

40 歳台の頃には何とか 70 歳位迄はゴルフが出来るかな？と遠い先の様に思えていたものでし

た。早やそれも過ぎましたが、気持だけは若い人に負けまいと頑張っています。ゴルフ部に籍

を置いたればこそ同期生ばかりでなく卒業後は若い方々との集いの機会も多く、恵まれた人生

であったし、またこれからもそうありたいと願っています。

ゴルフ部員として最初の卒業生という事で初代の OB 会会長を引き受けてまいりましたが、

吉田氏の会長就任以来、しっかりとした組織の OB 会が運営される様になりました。勿論サポ

ートをして下さった皆様の尽力があったればこそです。50 周年を迎えるにあたり記念行事が行

われますが、役員皆様方の大変な努力のお陰と感謝申し上げ、ゴルフ部 OB 会の益々の発展を

お祈り致します。

昭和 31 年卒 村田　栄

本年、上智大学ゴルフ部が創立 50 周年になると聞き及んで我身のお粗末な成果の長命に虚し

さすら感じております。何せ自分はお恥ずかしい技量のゴルフしか持合わせがなかったので誇

れるような実績はありませんし、一時期当部の OB 会会長を拝命したものの、OB 会の皆様に

はご迷惑ばかり掛けておりましたので、人前に出るのも躊躇している次第です。

そんな自分でも、未だに細々ながらもゴルフプレーを自分なりに楽しんでおりますのも、自

分に挑戦する自己表現として誠に面白く、且つ同伴プレーヤーの器量を勉強するのに解り易い、

正に人生の生き方、歩み方の参考になるものだと感じているからです。

大学入学直後に、校庭の土手の上からゴルフボールを打っている人々を見て、また学生には

ボールを安く打たせてくれることもあって、ゴルフを始めてみたら、相手や環境に文句が言え

ない、全てに対して自分の責任で処理するスポーツと解り、興味深く感じました。緑豊かな自

然の中で、今日の自分のゴルフはこうありたいと挑戦のスタートをするのですが、いつもほと

んどが自分に惨敗、挑戦と惨敗のくり返しの 45 年、飽きもせずにその道の上を自己表現しなが

ら歩んで来ました。皆様の御指導を得て、さらに長く歩き続けることを期待しております。

最後になりましたが、上智大学ゴルフ部のますますの御隆盛と、会員皆様の御健勝をお祈り

申し上げます。

昭和 36 年卒 坂口弘征

わが人生を顧みて、最大なる喜びと教訓を与えてくれたのはゴルフである。最近に於ける日

本のゴルフ界を見ると、この偉大なるゲームを単なる娯楽としての地位に甘んじ、ゴルフの歴

史、文化、伝統を正しく真剣に学ぶ気風に完全に欠けているとしか思われない。よって大学の

後輩達に以下の文章を贈ることにより、日本のゴルフ界を再建する礎になってもらいたい。

¡ゴルフは静謐を旨とする。大声蛮語は無教養の証し、ゴルフに相応しからず。

¡いかなる局面に遭遇しようとも、己れの有利に振る舞うな。試練こそゴルフの本質と知れ。

¡相手に気を配れ。自分が楽しみたかったらまず相手を楽しませよ。自分本位の言動こそ天下

の恥なり。

¡何があってもくさってはならぬ。わがままなる態度は友を失う。

¡言い訳をしてはならぬ。紳士たるもの詭弁を弄して己れの利を企るべからず。常に沈黙して

微笑せよ。

¡マナーはゴルフに限らず、人の基本的な道なり。

以上は 100 年前のオックスフォード大学ゴルフ同好会の訓示である。

昭和 32 年卒 吉田　勉

歴代会長挨拶



ゴルフ部初代部長

山室宗忠先生の

「 贈 る 言 葉 」
故・山室宗忠先生は、ゴルフ部の初
代部長として、つねに学生と一緒に
在ってくださった方。
先生は、ゴルフを通してルール・エ
チケット・マナーの大切さを教えて
くださいました。学生時代にたたき
こまれたルール・エチケット・マナ
ーの重要性が、皆さんの人生のいろ
いろな局面で役立ってきたのではな
いでしょうか。15 周年記念誌と 20 周
年記念誌に記されたことばをもって、
山室先生のメッセージを再確認し、
上智大学ゴルフ部のあるべき姿勢を
守り伝えたいと思います。
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■ 二十周年にあたって ■

ゴルフ部の創立以来二十年の間を振り返ってみると楽しい思い出がたくさ

んうかびあがる。なかでも、村田氏を中心とした創立当時の出来事と昭和四

十年に C ブロックから B ブロックに昇格したことなどが特に深い印象とし

て残る。しかしこれらの事は、他の執筆者に譲り、今回は多少上智のゴルフ

部のありかたについて述べたい。

大学で行なうゴルフはあくまでも試合中心であるからその試合に勝つのが

本来の目的であろう。しかしいくら勝とうと思っても相手あってのことであ

るから、相手が当方よりも強ければ勝つことはできない。従って、いかなる

相手よりも強くなることをめざすわけである。しかしこれにはいくつかの条

件が伴う。まず十分に練習する時間があることと自分がいつでもプレイでき

るホームコースを持っていることである。これらの条件を十分に満足できな

い状況においては、ゴルフの上達度には限度がある。従って与えられた範囲

内において最上の力を発揮できる技術と精神力を養うことが大切である。こ

れは上智大学ゴルフ部の部員に課せられた最小条件である。これを守った上

での試合に勝つとか負けるとかは問題ではない。つまり勝負だけに拘泥して

はいけないということである。

次に、ゴルフは紳士のゲームである。ここでいう紳士とは着飾ったダンデ

ィを意味するのではない。ゴルフは自分自身が審判であるゲームである。従

ってルールを良く知ることが必要である。そしてそのルールを忠実に守るこ

とが紳士の条件である。ゴルファーは定められたルールをアクセプトしたう

えで試合に臨むのであることは他のスポーツと変わりはないが、プレーヤー

自身が審判であるゴルフにおいてはこの点を各人が良く理解することが重要

である。ゴルフをやる以上、定められたルールをあくまでも守らなければな

らない。それを知っていてできないなら紳士ではなくゴルフをやめるべきで

ある。

最後に、ゴルフは相手と共にプレイするゲームであるから相手を不愉快に

するような行為は避けなければならない。ルールブックに書いてあるエチケ

ットを守れば相手を不愉快にすることはあまりないが、それは最低条件であ

る。人間同士のゲームであるから人間関係の友情そして寛大さをもってゲー

ムに臨むべきである。いずれにしても共に楽しくプレイすべきである。これ

は大きな試合においても同じである。負けた相手に対していばることなく、

こちらがより良いゴルフをしたから勝ったのであることを快く認めさせるべ

きである。またこちらが負けた場合、つまらない言いわけなどしないことで

ある。これほど相手やまわりの人を不愉快にすることはない。ただ自分のベ

ストを尽くして負けたのだと認め、まだまだ勉強が足りなかったのだと自覚

し発憤すべきである。これこそゴルフを楽しくプレイする秘訣である。他の

事はともかくこの点については私は五十年の経験から自信をもって述べるの

である。

二十年の歴史も去ったが、これからの上智のゴルフ部も今までのように他

の大学の持っていないものを持つ良いゴルフ部であることを望む。これこそ

創立当時の諸氏が作ったゴルフ部の二十年間に発展した姿であるべきだと私

は信ずる。

■ 十五周年にあたって ■

上智大学ゴルフ部の十五周年を迎えたことによっ

て、創立以来の懐古談をするのが当時から部長であっ

た私にとって当然の義務であると思うが、筆の立たな

い私がそんな大それたことをするよりも、先輩の方々

にお任せした方が良いと思うので、ここではとりとめ

のないことを書くことにした。しかし一言、当時の創

立者である村田先輩を始め、吉田、田中、伍堂、古知、

林諸先輩が今もなお、上智のゴルフ部に深い関心を持

ち、創立者としての誇りと責任を持って物心両面の援

助を惜しまないことには深く感謝する次第である。

私がゴルフを始めたのは、今から四十五年前である。

ロンドンの郊外の或るゴルフ場で父と一緒にまわった

のが最初である。もちろんウッドもアイアンもシャフ

トはヒッコリーであった。中、高等学校時代はラグビ

ー、大学時代はラグビーとボートの選手だったのでゴ

ルフはほとんどやらなかったが、昭和五年に帰国する

と同時に、当時チャンピオンコースだった武蔵野ゴル

フクラブに入会してから週に一回位やるようになっ

た。そして夏は軽井沢でおおいにやった。当時の軽井

沢のメンバーには鍋島（日本アマ優勝三回）、細川（細

川先輩のお父さん）、原田（故人、日本アマ優勝一回）、

小寺（JGA のおえら方）諸氏、ゴルフ界の錚々たる

方々がおられた。当時私のハンディは 10 であったが、

ほとんどシングルばかりの人達に交じって、一度だけ

（昭和九年？）新軽井沢のクラブ選手権にクオリファイ

して（当時八人）一回戦で細川氏に善戦？の後、敗れ去

った。このことは、その前にいくつか（あまり沢山で

はないが）クラブのコンペティションで優勝したこと

よりも、私のゴルフ生活の内もっとも誇りとしている

ことである。

ゴルフ部が十五歳になると同時に私は六十歳になっ

た。そしてゴルフ部が十五周年記念を柏カントリーで

迎えた時、ＯＢ、現役の方々が私の還暦をも祝って下

さった。一日楽しいゴルフをさせていただいた上、

数々の記念品をいただき大きな大きなバースデイケー

キのローソクを吹いて消す時、私の胸は感激と感謝で

いっぱいであった。私はほんとにあの日のために六十

年前に生まれたのではないだろうか。

終りに、縦横のつながりの強い上智のゴルフ部（男

子女子共）の将来の発展を祈ると同時にほんとに微力

ながら今後も部長としてできるだけのことをしたいと

思う。

明治 41 年 4 月 20 日

東京府本郷金助町にて山室宗文長男として

誕生

大正 2 年 

私立成蹊小学校入学

大正 6 年

渡米

ニューヨーク市ブロンクス小学校入学

大正 11 年

ブロンクス中学卒業

同年渡英 ロンドン市 ダウレッジ パブリック

スクール入学

大正 14 年

ケンブリッヂ大学トリニティ・ホール・カレッジ

入学

ラザフォード教授（ノーベル物理学賞受賞）

に師事

昭和 4 年

同大卒業　帰国

東京帝国大学航空研究所入所

昭和 10 年

有田萬里子と結婚

三菱重工業株式会社名古屋発動機製作所

入社

航空機エンジンの振動について研究

昭和 21 年

東京機器株式会社大船製作所入社

昭和 27 年

上智大学一般教養物理学教授となる

同時に国際部にて物理、数学の教鞭を

とる

昭和 36 年

理工学部物理学科教授となる

昭和 48 年

65 歳にて定年退職　名誉教授となる

70 歳まで嘱託として教鞭をとる

昭和 57 年

勲 4 等旭日小綬章叙勲

平成 4 年 7 月 21 日

死去（享年 84 歳）

山室宗忠略歴

（昭和 43 年発行／ザ・ナインティーンス・ホール創刊号より） （昭和 48 年発行／ザ・ナインティーンス・ホール第 3 号より）



ゴルフ部創世記

男子ゴルフ部創部時の経緯と状況

ゴルフ部創立事情

上智大学体育会ゴルフ部創立事情

上智大学体育会ゴルフ部が誕生したのはいまから 50 年前の昭和 27 年。生まれていた OB の数は多
くはありません。戦後 10 年もたたない当時、ゴルフはどういうスポーツだったのか、またどうして
ゴルフ部をつくろうということになったのか。ゴルフ部創立者ともいえる村田栄氏をはじめとする
６人の先輩にお話をうかがいました。

現在、上智大学のゴルフ練習場がある真田堀運動場は、

大学が昭和 24 年に東京都と契約をして以来今日まで、都

から借り受け、学生の授業や課外活動に使用している土地

である。昭和 26 年、日本ゴルフ釣具株式会社から上智大

学に対して、真田堀運動場を都民のゴルフ練習場として使

用したい旨の建設許可願いが提出された。当時は学生数が

800 人足らずで、草刈りなどの管理が思うにまかせない状

況にあった大学側は、学生の運動に支障のない範囲でとい

う条件でこれを許可。昭和 26 年８月１日に、日本ゴルフ

釣具株式会社の運営、上智大学の施設管理のもと、大規模

なゴルフ練習場「四谷ソフィアゴルフクラブ」がオープン

したのであった。

村　田　私がはじめてソフィアゴル

フクラブでクラブを握ったのは、１

年生のときだから昭和 27 年。入学し

てすぐテニス部に入り、テニス部の

夏の合宿が終わったころ、ひとりで

ソフィアゴルフクラブ場へあそびに

いったんです。そしたら上原正一プロとか山口春雄プロが

こうして打つんだと教えてくれてね。朴葉（下駄）をはいて

行ったので、そのまま打ったよ。当たらなかったけど、な

かなかおもしろいなと思った。その幾日かあとに、大学構

内に大きなスピーカー音で「ゴルフの同好の士をつのるの

で、志のある学生はソフィアゴルフクラブに集合するよう

に」というジョンストン神父の放送が流れたんだね。その

放送を聞いて、ぞろぞろ 30 人あまり集まった。でも金が

かかりそうだというのでやめちゃった人も多くて、結局最

後にのこったのは数人だったんだけど、翌年になって募集

したら、同じ経済学部の清田さんやら、１年生の吉田、田

中、古知、伍堂らが入ってきたわけです。

吉　田　ぼくは大学まで２時間以上

かかる遠距離通学で、通学路が同じ

だった村田先輩に誘われたのが、我

がゴルフ人生の始まりですよ。

清　田　私が入って、ボール２ダース一篭 50 円を、学生

は 30 円になるように交渉した。また、上智のゴルフ部の

学生は、カードを見せれば再入場するときに入場料をとら

れないようにしてもらったりもしたんだよ。

村　田　ほかにもクラブハウスによく来るヤツは何人かい

たけど、練習はしなかったね。もっぱらクラブハウスのテ

ィーショップでミルクに砂糖を入れては掻きまわしていた

（笑）。そこにいる女性がめあてなんだから。松浦（史郎）

くんはマネージャーの仕事をやってもらってたけど、牧野

（喜美男）くんはひたすら・・・。結局、彼は受付にいた田

中さんといっしょになった。結婚の通知が来た時は驚きま

したよ。

清　田　あのころは経済学部と神学部くらいしかないし、

女子学生はもちろんいなくて、学校

で女の人といえば図書館にしかいな

いんだもん（笑）。女子が入ったのは

われわれが卒業したあと、昭和 33 年

からじゃないかな。

村　田　とにかく、硬派は私だけ（笑）。

学生ゴルフは大正 11 年創部の慶応、昭和５年創部の明

治、昭和９年創部の早稲田を中心に戦前から大学対抗定期

戦、関東学生ウィンタートーナメント、招待競技といった

競技がおこなわれていたが、全国の大学を統括した選手権

競技の開催や学生ゴルフの指針を打ち出す本格的な活動

は、関東学生ゴルフ連盟が昭和 10 年２月に設立されてか

らである。だが、昭和 12 年、日中戦争が勃発して日本は
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ゴルフ部の誕生秘話

四谷ソフィアゴルフクラブ」クラブハウスの前で

出席者

昭和 31 年卒　村田　栄／清田光俊

昭和 32 年卒　吉田　勉／古知朝彦／田中哲哉／伍堂光雄

6

四谷ソフィアゴルフ場開く
四谷ソフィアゴルフクラブ祝別式に於ける中央はミヘル神父、ト

レッシー氏（上智大学運動部長）右と（左）佐野直次郎氏（四谷ソフ

ィアゴルフクラブ代表者）。

下は始球式に於ける元運輸次官平山孝氏。

四谷ソフィアゴルフクラブ開場
昨年来より急激にゴルフ熱が昂まり都内に適当なる

練習所の設立が要望されていたものであるが、これに

応えるものとして日本ゴルフ釣具株式会社では予てよ

り各界名士ゴルファ並に上智大学の後援により四谷駅横の上智大学運動場に設立すべく準備を進めていたがこ

の程一切の設備が完了し去る８月１日同所に於て盛大なる開場式を行った。この練習所の規模はティーショッ

ト 250 ヤードで次のような設備があり、特に照明設備の完備により夜間ゴルフを楽しめる唯一の練習所である。

1 クラブハウス  16 坪

2 ティーグランド　

3 アイアンショットグランド（芝生）

4 アプローチグランド（芝生）

5 パッティンググリーン（芝生）

6 バンカー　

7 インドアー式グランド

8 夜間照明設備（投光器使用）

9 朝 8 時〜夜 9 時

1 0 同時 50 人プレー

1 1 ボール 2 打　会員 80 円
ヴィジター 140 円

Column コラム GOLF MONTHLY 1951 年 10 月号／ 1952 年 12 月号より



吉　田　朝日新聞社の講堂で開かれた関東学生ゴルフ連盟

の発会式には１年のぼくも行きましたよ。

村　田　連盟に入るのなら部長が必要だろうというので山

室先生にお願いしに行ったんです。山室先生はよくゴルフ

の練習に来ていらしたから。

清　田　山室先生は物理の先生だったけど、文武両道で、

ゴルフに陸上競技にラグビーもよくされた。

村　田　先生はあのころ 45 歳位だったと思うけど、陸上

競技の現役と一緒に走って遜色なかったよ。すごかった。

その年に廣野ゴルフ倶楽部で第１回のコンペがあって、私

と田中が出た。

田　中　ぼくは１年生だったけど、

あのころコースをまわったことのあ

る人がほとんどいなかった。ぼくは

どういうわけか２回くらいまわって

いたから出たんです。そのコンペの

前に読売新聞社主催の全日本学生ゴ

ルフ選手権大会に出たらしくて、ぼくはよく覚えてないん

だけど、そのときのスコア表が出て来たんですよ。慶応か

ら７人、早稲田２人、学習院２人、立教１人、関西の甲南

から５人、関学（関西学院大学）から５人出場しています。

この大会会長をつとめた安田庄司さんという方が、おそら

く読売の社長で上智の出身だったんです。

吉　田 関東では慶応のグリーンクラブがだんとつだっ

た。金はあるし、人数も多かったから。学習院はまだ正式

なゴルフ部になってなくて、安田財閥の御曹子の安田弘さ

んらが個人的に出場してました。当時は出場選手の数は決

まってなくて、ひとりでも何人でもよかったから。関西は

甲南と関学。この３校が圧倒的に強くて、早稲田と上智は

せってた。

村　田　当時の試合は朝日新聞社主催で、朝日がプレーフ

ィーとか全部もってくれるんだから、キャディ付きでした。

企画部の二宮さんも食事に誘ってくれたり、個人的に面倒

をみてくれた。二宮さんは自分はゴルフはしないのに学生

ゴルフに熱心で、個人競技だけでなく団体競技をつくろう

ということで、信夫氏が役員だったころにくどいて、大学

対抗の信夫杯ができたんです。

吉　田　昭和 30 年にぼくと村田さんと、１年下の内田（隆

三）とが日本学生ゴルフ選手権に選抜されて、京都の上賀

茂カントリークラブへ３人で行ったでしょ。夜行列車代や

宿泊代がいるんだけど、家からもらったお金と学校の部費

のほかに、朝日新聞社の補助金が出たからね。それで気を

よくして、試合の前夜、祝杯をあげに祇園へ乗り込んだも

のだから、翌日の試合はさんざんだった（笑）。

古　知　あのとき内田は予選の霞ヶ

関西コースで早稲田の杉田とプレー

オフをしたんですよ。あたりが暗く

なったので車のヘッドライトをつけ

てグリーンを照らしたのでよく覚え

ている。そこで内田が先にホールイ

ンして勝って、そのまま夜行に乗って京都へ行ったんです。

村　田　その前日に東西対抗戦があるんだけど、東西対

抗戦にはメンバーから外れているといわれたので、吉田

と二人ゆっくり昼頃行ったら、早稲田の連中が「村田さん

何やってんの、来ないから牛込が出て負けちゃったよ」っ

てこともあったなあ。話はもどるけど、昭和 28 年の年度

はじめに部として予算をとろうと思って、清田、松浦と

３人で交渉に行ったら、予算の審議委員はだれもゴルフ

のことなんか知らないから、ゴルフの競技方法やら精神

やらを一から説明しなくてはならなくて、たいへん時間

がかかった。

古　知　旧軽で夏の合宿をしていたときに、学校から体育

会に昇格して予算がおりたという連絡があったので、１年

のぼくと松浦が山をおりて予算をもらいに行きました。

吉　田　だから村田さんを

発起人的な形にした同好会

に、われわれ１年生が入っ

て、はじめて組織的にゴル

フをやるだけの人数が集ま

った。それで部にしようと

いうことで昭和 28 年に上

智大学体育会ゴルフ部がで

きた。それから、みんな一

生懸命練習するようになっ

たんですよ。

戦時態勢に入り、舶来色の強かったスポーツはことごとく

排除される中、学生ゴルフ連盟は昭和 15 年、政府から解

散命令が出されて活動が制限された。

復興に向けて動き出したのは、世の中が安定し始めた昭

和 20 年代の中盤以降であった。昭和 26 年頃、関西では京

都ゴルフコースで戦前の名手、成宮喜兵衛氏（昭和７年の日

本アマチャンピオン）が中心になって愛好者が集まり競技会

を開くようになり、７月には連盟結成に漕ぎつけた。一方、

関東でも、早稲田の金田武明氏を中心にした同好会が誕生

し、不自由な環境のもとで競技会を開きながら、自分たち

の手で規約を作り、学生の関東連盟を結成させよう、と話

し合いが再三開かれた。金田氏を囲んで、慶応の永田竜太

郎氏、嘉納忠夫氏、橋上靖一氏らが時のメンバーだった。

この動きに賛同し、支援の手を差し伸べたのはアマチュ

アスポーツの振興に熱を入れていた朝日新聞社だった。戦

前からのゴルファーで元運動部長だった植村陸男氏の計ら

いで同社企画部が中心になって連盟設立を支えた。実務面

の指導に当ったのは企画部嘱託の二宮順氏。アメリカ育ち

で英語とゴルフをよく理解していた。至上命令を受けた二

宮氏は組織化にすぐ対応した。

昭和 28 年７月１日、東京・有楽町にあった朝日新聞社

東京本社で関東学生ゴルフ連盟の発会式を挙行した。参

加したのは慶応、早稲田、明治、上智（昭和 27 年創部）、

学習院（昭和 28 年創部）、立教（昭和 28 年創部）の６大学。

初代会長に、慶応義塾の塾長、潮田江次先生を推戴し、

『技術の向上、真のスポーツマンシップを学び、学生生活

をより豊かにすること。ホームコースを持たない人、技

術の未熟な人々に十分な練習の機会が得られるよう勤め、

立派な学生ゴルファーを出すこと』というスローガンを掲

げた。

こうして関東、関西の連盟の地固めができたところで両

連盟共催の形で全日本学生ゴルフ連盟の試合開催が決ま

り、その年の 11 月 17 ・ 18 日、朝日新聞社の後援で全日

本学生ゴルフ選手権が廣野ゴルフ倶楽部で開催された。２

日間 72 ホールストロークプレーで優勝が争われた結果、

松本富夫氏（慶応。現全日本学生ゴルフ連盟会長）が優勝し

た。昭和 15 年以来 13 年ぶりの復活となった学生ゴルフ選

手権には東西の予選を勝ち抜いた 30 人が出場した。上智

からは、村田栄、田中哲哉の両氏が参加、田中氏は通算

414 打でまわり 23 位、村田氏は 460 打で 29 位の成績を残

した。この大会が今日おこなわれている日本学生ゴルフ選

手権（日本ゴルフ協会主催）のルーツである。

一方、同じ年度にもう一つの日本学生ゴルフ競技が東京

ゴルフ倶楽部で開催された。こちらは読売新聞社が企画し

た招待競技で、松本昭男氏（慶応。松本富夫氏の実弟）が優

勝している。上智の田中哲哉氏も参加したが、この大会は

たった一回の開催に終わった。

昭和 30 年、植村陸男氏の発案で、朝日新聞社は朝日杯

争奪全日本学生ゴルフ選手権と信夫（しのぶ）杯争奪全日本

大学競技を創始した。朝日杯は個人戦、信夫杯は団体戦。

信夫杯の信夫は、当時朝日新聞社の専務取締役だった信夫

韓一郎氏の名を戴いたものである。ゴルフ好きの信夫氏は

『この大会の根底を流れる理念は、大学スポーツの原点は

チームプレーにある、というアメリカの大学スポーツの精

神を取り入れた。母校愛に燃えて応援することは人間形成

に役立つし、母校愛の精神の涵養に役立つ』と力説して学

生ゴルフに熱いエールを送った。その後、女子競技（朝日、

信夫杯とも）が加えられた。

しかし朝日新聞社も自社主催の競技とあわせて二つの

支援は負担が大きくなり、『学生選手権は立派に育ちまし

た。これから先は日本ゴルフ協会で成長させてもらいた

い』と日本ゴルフ協会に学生選手権の主催を申し入れた。

これを受けた日本ゴルフ協会では一部で反対の声もあっ

たが、昭和 34 年霞ヶ関 CC で開催された日本学生ゴルフ

選手権から、日本ゴルフ協会主催としてスタートし今日

に至っている。

当時、関東地区の学生ゴルファーにとっては、日本学生

選手権、関東学生選手権、東西対抗が主要競技で、これに

出場でき、好成績を収めることが大きな目標だった。

上智大学体育会ゴルフ部創立事情
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吉田勉さんのスイング
S32 年 7/29 〜 8/2 山中湖 富士ゴルフ場にて
藤岡（35 卒）（前列左端）、大木（36 卒）（前列右端）
後列中央はお世話になった朝日新聞の二宮 氏

関東学生選手権朝日杯の招待合宿



いました。吉田茂内閣で自民党幹事長をしていた佐藤栄作

が、造船疑獄で起訴されて冷や飯をくってたから、暇を持

て余してしょっちゅうゴルフの練習に来てた。上原正一プ

ロが先生でね。ベン・ホーガンの『パワーゴルフ』を訳し

た作家の水谷準も毎日来てた。いつもベレー帽かぶってね。

ネットを張っちゃうと、水谷先生が塀のうえにのぼって球

をおいて、何打で練習グリーンのホールに入れられるかと

か、いろんなことをやるので、いろんな打ち方を覚えてし

まった。

村　田　バンカーの砂の中にボールを足で埋め込んで、何

打で出せるかとかね。みんな、われわれが授業を抜け出し

て来るのを待ってるんだから。こっちも待ってると思うか

ら、授業受けてても気が気じゃないんだよ（笑）。上原正一

プロ、山口春雄プロ、若いアシスタントプロの渡辺さん、

水谷準、そしてわれわれ、いつもいっしょでした。

吉　田　劇作家の川口松太郎、ジャイアンツのピッチャー

藤本英雄、川上哲治も常連だった。藤本さんなんか、フォ

ルクスワーゲンに乗って門のところでぼくを待っていて

ね、「おい。学校に行かずに乗れ」っていって、そのまま千

葉カントリーに行っちゃった。佐藤栄作夫人にもかわいが

られたね。

村　田　三菱自動車販売の荒井さんという常連が、個人レ

ッスンのコーチに中村寅吉をソフィアゴルフクラブに呼ぶ

から、その時に行くと、寅さんがただで教えてくれた。そ

のつてで寅さんの所属している東雲ゴルフクラブに行く

と、寅さんがいない場合でも、石井朝夫（ともお）プロとか

がただでラウンドレッスンしてくれた。渡辺さんも、私と

気が合ったので、東雲に行くときにはついて来てくれた。

東雲はいま有明テニスの森公園（江東区）になってる所だけ

ど、四谷から東京駅まで国電で行って、そこからバスで晴

海埠頭まで行って、そこで電話をかけて手漕ぎの船で東京

湾を渡ると、船着場にジープが迎えに来てるんだ。コース

は前にも後ろにもプレーしてる人がいないんだから、すぐ

にまわれちゃう。バスの道も空いてるし。授業をさぼって

すっと行ってラウンドして来て、午後からしらばっくれて

授業に出たこともあった。でも、しょっちゅう行ってると、

授業日数が足りなくなってくるから、冬休みあけからはず

っと授業。だから、ゴルフ部としてやるのは練習場での練

習で、コースへ行ったりは個人的にしていましたね。プレ

ー代はたしかノーキャディーで 200 円だったと思う。初任

給が 8000 円くらいの時代ですよ。

吉　田 ラーメンが一杯 30 円だった。いま 500 円か 600

円とすると、約 20 倍だから、4000 円くらいになるかな。

でもあの当時の感覚からはもっと安い感じがした。

古　知 東雲ゴルフクラブは昭和 27 年にオープンしたゴ

ルフ場で、設計は井上誠一。岸信介さんたち政治家が国会

の合間によくゴルフをしてた。

吉　田 といっても、フェアウエイは土と芝が半々で、貝

殻が敷き詰めてあるところもある。グリーンはでこぼこだ

し、砂の入ってないバンカーもあったり。それでも東雲で

の学連の月例会の前日は、寝られないほどうれしかったね。

第１回の月例会でぼくが優勝して、その記事が新聞に出た

んですよ。そしたらマッケクニー神父がそれを発表して、

上智大学の名前が新聞に載った、これはめでたいから今日

は学校を半休にしよう、ということになった。

清　田 のんびりした時代だった。

古　知 朝日新聞のオーナーが東雲の理事長をしていたの

で、学生に理解があったんです。

吉　田 いまとちがって、朝日新聞社をはじめ、新聞各社

が学生ゴルフに非常に協力的だったからね。ところが、こ

んなこともあった。昭和 31 年に我孫子カントリーで早稲

田とフレンドリーマッチをしたときに、毎日新聞社が取材

に来るというので、大ハッスルして当時のベストを出した
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清 田　ぼくらは村田くんを頂点として２、３人でやった

けど、花を開かせてくれたのは伍堂くん、吉田くん、古知

くん、田中くん、亡くなった林（リン）くんたちなんだ。

「四谷ソフィアゴルフクラブ」は、現在のゴルフ練習場

と弓道部の練習場のあたりに、クラブハウス、ティーグラ

ウンド、芝生のアイアンショットグラウンド・アプローチ

グラウンド・パッティンググリーン、さらにはバンカーの

練習場も付設された本格的なもので、四谷駅方向へ 250 ヤ

ード飛ばせるティーグラウンドが何よりの売りであった。

夜間照明も完備で、朝８時から夜 9 時まで営業していた。

ただし、野球部の練習や授業でグラウンドを使用している

間は、数ヤード先にネットが張られた。ちなみに昭和 25

年当時、東京都内にあった一般のゴルフ練習場はわずか

10 か所ほどで、それも銀座ゴルフや美津濃といったショ

ップ兼用の施設をふくめての数である。ソフィアゴルフク

ラブのような「打ち放し」のできる練習場はきわめてめず

らしく、当然、人の集まる人気の練習場となっていったの

である。

古　知　松浦マネージャーは野球部のマネージャーを買収

して、といっても昼飯をごちそうするくらいだけど、なん

とか練習の開始時間をおくらしてくれと頼んでくれまし

た。ネットが張られてしまうと、飛ばせなくてつまらない

からね。

清　田　四谷駅側にあるテニスコートに打ち込むのが目標

だったな。スライスするとボールが土手にぶつかって落ち

て来た。

伍　堂　ゴルフ場で、毎年六大学のゴルフ部の選手を集め

て「関東学生ドライビングコンテスト」をしたね。下の写

真もそのときのものだけど、

学長もいますよ。はじめに

練習用にボールを２個わた

して、本番は３球打って最

長距離を競う。１年下の内

田隆三が 300 ヤード飛ばし

て優勝したこともあった。

もっとも自慢のバイロン・

ネルソンのクラブのおかげ

かもしれないけどね。

田　中　ときにはボール拾いも手伝いました。練習中でも、

車輪付きのネットガードを動かしながら、網でボールを拾

っていくんだけど、打つ方はそのネットをねらって打つん

ですよ。打者がいないときは、ピッチングエッジで打席の

ほうまで打ち返したりね。

古　知　当時のソフィアゴルフクラブには大物が大勢来て

上智大学体育会ゴルフ部創立事情
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左二人目より吉田、伍堂、一人おいて古知、松浦

大物やプロといっしょに練習

四谷ソフィアゴルフクラブで
S31 年 5 月 11 日関東学生ドライビングコンテスト風景

（上）内田隆三さんのスイング
（左）ドライビングコンテストを

見学する大泉学長

S60 年 3 月台湾ゴルフツアー

左から林、田中、村田、吉田
伍堂光雄さんのスイング



村　田 そのおばさんにこれで五日間の食事を作ってよと

お金をわたしたら、その金で初日に肉ばっかり買っちゃっ

た。あの当時は冷蔵庫なんてないから、「みんな飯は食わ

ずに肉だけ食べろ」って（笑）。翌日から弁当のおかずもな

くなって、梅干しと奈良漬けとをおかずにした日の丸弁当

をクラブハウスに持っていって、練習した。それを見た松

井さんという旧軽の理事長の方に、学生はこうでなくちゃ

だめだとほめられちゃった。そういう思い出があります。

田　中 バンガローったって、すごいんだから。ねずみが

ちょろちょろしている。それでバンガローはよくないとい

うので、翌年から富士屋旅館に変わった。お金ないのによ

く面倒みてくれましたね。

吉　田 夏の合宿は富士屋旅館に泊まって旧軽で、春は伊

豆・伊東の一碧湖畔にある伊東観光ゴルフ場の一碧湖コー

スで。その２か所だけでした。

田　中 四谷の練習場のアシスタントプロの渡辺さんも軽

井沢の合宿に来てくれましたね。

村　田 合宿に行っても、自分のクラブを持ってる部員は

半分くらいだった。私は渡辺さんからわけてもらって持っ

ていたけど。

清　田 われわれのゴルフの道具は先輩や、練習場のプロ

のおさがりが多かったね。

吉　田 そのプロたちはみんな、進駐軍が各地のキャンプ

に併設したゴルフ場に勤めていた。相模しかり、霞しかり、

太田しかり。だから、進駐軍が帰るときに彼らのクラブや

ウエアのおさがりをもらったり買ったりして、われわれの

ような学生に売ったわけ。

村　田 乱暴な話、渡辺プロから靴までもらったんだけど、

私のほうが背が高くて足が大きい。だから小さい靴に足を

合わせていくんですよ。クラブでも何でも、こっちが合わ

せなくてはならなかった。

古　知 でも、村田先輩はスパイクのびょうがちびるとい

うので、練習は裸足でしていたでしょ。

吉　田 ゴルフコースに行っても、靴がぬれちゃたときと

か、裸足でやったよ。芝の上はすべるから、足の指がしっ

かりと土をつかんで、いいんですよ。いまでも坂田信弘プ

ロは、子供たちに裸足でやらせていますよ。

古　知 慶応と試合をすると、むこうは金持ちが多いから、

ぴかぴかの靴を履いてる。村田先輩がくやしがって、脱い

であるのを持っていっちゃうから、「山賊」と呼ばれていた

（笑）。
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んだけど、カラー写真入りでその記事を掲載した「週刊毎

日」を読んでびっくりしたよ。このご時勢に学生の分際で

ゴルフを楽しむとは何事か、って書いてあるんだから。も

ちろん、早稲田のキャプテン平川君と毎日新聞社に抗議に

行ったけど、結果はどうなったかなあ。

古　知 東雲で寅さんと賭けて、村田先輩が勝っちゃった

ことありましたね。

村　田 寅さんと私がピンをはさんで反対にオンした。私

のほうが長かったから先に打って入れちゃった。そしたら

寅さんが外しちゃって、ワンアップ返した。ああいう人で

も入らないことあるんだなと思ったことは、いまでも覚え

てますけどね。寅さんはほんとにいい人でした。

古　知 世田谷の砧のゴルフ場は９ホールのパブリックコ

ースで、東宝の撮影所の近くにあったから、黒沢明監督や

ら「七人の侍」の俳優たちが、撮影の合間にいつもあそび

に来てた。砧のショートホールは各企業が賞品を出してい

て、たとえば東芝が電球を何個とかね（笑）。ぼくはそれを

とったことがあるんですよ。

村　田 お茶の水にホームレスがたくさんいた時代だから

ね。昭和 24 年に読売が主催した日本プロの第１回で優勝

した林由郎の優勝賞金が 50 万円だったもの。

吉　田 砧ゴルフ場は昭和 30 年に閉鎖しちゃって、砧緑

地公園になった。あと、昭和 32 年に六郷河原（大田区）に

六郷ゴルフ倶楽部ができてからは、そこも関東学生ゴルフ

連盟の試合に使うようになりました。

村　田 結局、打ち放し場があってプロがいたというのが、

われわれにとっていちばん有利でありがたいことでした

ね。最初は四谷の土手の上からグラウンドを見たら、白い

点々がいっぱいあって、あれは何かなと思ってたくらいだ

から。

一部の特権階級の間では、ゴルフが流行していたとはい

っても、まだ敗戦後十年もたたない昭和 28 年から 30 年頃

にかけての日本社会の現状は、いまのわれわれから想像し

がたいものがある。ちなみに、日米安保条約が締結されて

マッカーサー以下進駐軍が日本を去ったのが昭和 25 年。

昭和 28 年にやっと NHK テレビの本放送が始まった。その

テレビ画面はプロレスの力道山とシャープ兄弟が独占して

いた。そんな時代の学生ゴルファーの実態はどんなものだ

ったのか。学生の分際でキャディバッグを持つことが恥ず

かしかったので、唐草模様のふろしきに包んでいた、とい

う時代の話である。

清　田 はじめてゴルフ部として合宿をしたのは軽井沢。

その合宿の交渉をしたのはぼくなんだよ。軽井沢へ日帰

りで行って、旧軽のマネージャーにあって、関東学生ゴ

ルフ連盟の加盟校として、夏の合宿をしたいんだけど、

面倒をみてくれないかと頼んだら、安いねだんで請け負

ってくれた。

吉　田 旧軽とわれわれがいってるのは、いまの軽井沢ゴ

ルフ倶楽部の前身。軽井沢にはじめてゴルフ場ができて、

それが物足りなくなって移ったのが、軽井沢ゴルフ倶楽部。

清　田 昭和 30 年以前だから、合宿に行っても御飯が食

べられないわけですよ。それも心配して、桶川に住んでい

る村田くんのトラックに、米とか芋とか積んで運び込んだ。

村　田 まず部員に毛布を集めておいてもらって、桶川か

ら四谷までトラックでとりに来て、それを積んでうちへ戻

り、米を一俵積んで砂利道を走って清田とふたりで先に軽

井沢へ行った。宿泊施設がないので、十何人でバンガロー

をいくつか借りて。

清　田 そしてまかないのおばさんを頼んだ。

上智大学体育会ゴルフ部創立事情
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旧軽の富士屋旅館で
左から古知、一人おいて田中、伍堂、林、吉田

S31 年 3 月 15 日〜　春の合宿　伊東 GC 一碧湖コース
後列左から古知、吉田、林マネージャー、田中主将、秋杖、小西
前列左から小出、広瀬、岩田

学生ゴルファーの苦労

S29 年夏の合宿、旧軽井沢の帰り

春の合宿中。左から中島、田中、清田



年に「カナダカップ」としてスタート、67 年から「ワールド

カップ」に名前が変わったのである。前年に 58 か所だった

国内のゴルフ場数が、昭和 33 年には 74 にふえ、上智大学

ゴルフ部の入部者も 33 年は 50 人を越した。この人数のわ

りにボールの数が少なくて、素振り練習ばかり。ボールを

打ててもすぐに球拾いという状況だった。そのカナダカッ

プの模様を日本テレビが生中継で放映した。これは日本に

おける初めてのゴルフ放映であり、卒業したばかりの田中

哲哉氏が関わった。

田　中 ぼくが日本テレビに入ったのが 32 年の４月で、

カナダカップがその年の 11 月。夏ごろだったか、営業部

のぼくのところに編成局長から電話があって「水谷さんか

ら聞いたんだが、君もゴルフをするそうだね。これからカ

ナダカップの打ち合わせをするから来てくれ」といわれた。

その打ち合わせというのに出てびっくり、社長以下エライ

人がずらっとならんでいるんです。日本テレビは当時から

「スポーツの日テレ」といわれてたけれど、ゴルフ中継は初

めてだし、わからないことだらけなわけです。端っこに座

ってじっとしてたら、「田中くん、何かいいアイデアはな

いかね」と聞かれたので「ゴルフのわかる人が少ないのな

ら、ゴルフのできる学生をアシスタントによんで手伝わせ

たらいかがでしょう」と言ったら、「それはいい。手配は君

にまかせるよ」ということになり、六大学から二十人くら

いの学生を集めて手伝ってもらった。もちろん上智の学生

を多くしましたけどね。

吉　田 水谷準さんと、早稲田の金田武明さんがその試合

の解説をしたんだ。ところが中継をするアナウンサーがゴ

ルフを知らないものだから、今考えるとずいぶん変なこと

を言ってたね。

田　中 当時は全部生中継ですからね。チップインのこと

を「ノーズロ（ノーズロースの意）」と言っても、訂正でき

ない。

吉　田 カメラが大きくて移動させられないから、1 番と

18 番ホールに固定して。

村　田 霞ヶ関の東のインの最後の三ホール、ショート、

ミドル、ミドルの放送がおもだった。サム・スニードがそ

のショートで７つ叩いたんだ。

古　知 そのときに南アフリカの有名な選手の補欠で出場

したのが 19 歳のゲーリー・プレーヤーですよ。まったく

無名のプレーヤーが、スニードと個人２位になった。５年

後にはマスターズで外国人として初優勝しますが。

吉　田 そのカナダカップの記事はたくさんあって、ぼく

も持っているけど、その記事に「現場でただひとりゴルフ

の経験があるのは某であった」と書かれている。その某が

哲っちゃんのことなんだよね。

田　中 学生に手伝ってもらったのは、日本テレビにとっ

ても学生にとっても良かったと思う。なにしろあのサム・

スニードを生で見ることができたわけですから。ゴルフ後

進国の日本がアメリカやヨーロッパに勝ったことは、中継

を見たたくさんの人に感動を与えたと思います。上智をは

じめ、手伝ってくれた各校のゴルフ部の諸君にあらためて

お礼をいいたいですね。

カナダカップの翌年、昭和 33 年は、上智大学が女子学

生を受け入れるようになった年でもある。ゴルフ部に女性

が入って来た当初のようすを、37 年卒の西丸（志村）なお

みさんと、38 年卒の桜井（日比）慶子さん、40 年卒の細川

（上田）佳代子さんと藤井（小穴）桂子さんに後日、うかが

った。

西　丸 私は白百合短期大学の仏文科から上智大学の 3 年

に編入したので、ゴルフをしていたのは３年と４年の時で

す。父がゴルフをやっており、マクレガーのレディスクラ

ブを使っていたので、最初はそれを持って「ソフィアゴル

フクラブ」に行きました。４年生がみんな親切に教えてく

ださって、野村征二さん（36 年卒）に言われてアメ横にク
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村　田 いまみたいなゴルフウエアなんて売ってないか

ら、ワイシャツと学生ズボンで、夏は長そでを腕まくり。

でも裾が折り返しのズボンだから、芝がはいって困った。

田　中 何よりボールが高かった。プレー代が 200 円のと

きに、新しいボールが１個 300 円。だからロストボール専

門だけど、昔のはすぐ割れちゃった。ソフィアゴルフクラ

ブで使ってるボールでさえパンクするんですから。

吉　田 富士屋旅館の近くの薬屋に、旧軽のキャディがロ

ストボールを拾い集めて売りにくる。それを薬屋がきれい

に洗って売るんだけど、それが１個 30 円。それを 10 個

300 円とかで仕入れたり、あとは進駐軍からもらった。進

駐軍通の古知くんが、いたからね。

古　知 当時、進駐軍施設のバイトはバイト代が高いし、

めずらしい物資も手に入るから狭き門だったんだけど、た

またまぼくの小学校の大先輩が丸の内の八重洲ホテルとい

う進駐軍の将校待遇のシビリアンのホテルに勤めていた関

係で、上智に入る前の予備校時代から週末にフロントデス

クでバイトをしてたんです。そこでドクターゲルシングと

いう法医学の権威と知り合って、将校をたくさん紹介して

もらった。カトリックのゲルシングの薦めもあって上智に

入学してゴルフ部に入り、彼らを吉田くんや伍堂くん、松

浦くんに紹介したんです。だから、彼らからボールやらク

ラブやら、ゴルフウエアももらって、比較的いいのを着て

たよ（笑）。八重洲ホテルの

フロント仲間の一人に古庄

くんといって進駐軍から買

ったビュイックを乗り回し

てガールハントしている二

枚目の遊び人がいて、彼が

最初に成増のグラントハイ

ツのドライビングレンジに

連れて行ってくれて、そこ

にいた西川というレッスン

プロにも手ほどきを受けま

した。

吉　田 そういう縁で、朝霞のキャンプ・ドレイクの東京

ゴルフ倶楽部で無料でやらせてもらったことがあります。

あそこはアリソンの設計で、進駐軍の将校とかシビリアン

がプレーしてた米軍専用のゴルフ場。だからあそこでゴル

フをやった日本人はそう何人もいないはずなんです。あの

とき写真を撮っておいたらと残念で仕方がない。いまは広

野ゴルフコースがナンバーワンになってるけど、もし朝霞

の東京ゴルフ倶楽部が残っていたら、間違いなくナンバー

ワンですよ。

古　知 そういう形でいま残っているのは、座間だね。伍

堂くんがそこの何番ホールかで信じられないティーショッ

トをしたことがある。ものすごいティーショットを打って、

さがしてもさがしてもボールがない。あきらめて進んだら

280 ヤード先のバンカーの中にあった。彼の生涯でいちば

んジャストミートしたんじゃないかな。とにかくゲルシン

グ博士が帰国するまでの４年間は、会話の勉強はもとより、

吉田くんや伍堂くんと一緒に将校クラブのディナーに呼ば

れたり、ほんとうに楽しい思い出ばかりですよ。

日本でゴルフブームがおこったきっかけは、昭和 32 年

に埼玉の霞ヶ関カントリークラブで開かれた第五回カナダ

カップで、中村寅吉と小野光一が優勝し、中村寅吉が個人

戦タイトルも獲得した“事件”である。このカナダカップ

こそ、昨年伊沢利光と丸山茂樹のペアが逆転優勝して 45

年ぶりに日本に栄冠をもたらしたワールドカップの前身

だ。「ゴルフ界のオリンピック」をめざし、各国代表チーム

２名がフォアボールとフォアサム方式で闘う大会が 1953

上智大学体育会ゴルフ部創立事情
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ゴルフの新世紀始まる

ゴルフ部に女性が入部

皆さんご存知の現在も続いている上南戦。南山大学ゴルフ部との初合宿は
S33 年 3 月湯河原カントリークラブにて行われた。

第 1 回上智南山合同合宿

西丸（志村）なおみさん

古知朝彦さんのスイング



細　川 われわれが２年生の時の女子部の練習は、男子に

たよっていて、なまぬるい感じだったので、新入部員が入

る前に改革しようということになり、時期をまたずして私

が２年の終わりにキャプテンになりました。そして３年に

なって本格的に男子から独立し、女子部員は団結を約束し、

八千代カントリークラブでの合宿を機に、団体戦での上位

進出を目標にかかげて、早朝トレーニング、ランニング、

体力強化のための運動など、男子もびっくりの積極的な練

習をはじめました。

藤　井 私は高校時代から運動をしていたので、入学早々

ゴルフ部に入りました。でも１年２年のころは全然意欲が

なくて、学連の月例杯で、ショートで 13 連打したり、と

てもゴルフ部員とはいえない状況でした。でも３年になっ

て、バーブ（上田さん）と一緒に部の建て直しをはかってか

らは心を入れ替えて練習するようになり、ゴルフを楽しむ

余裕も出て来ました。待望の女子団体戦はその年の秋に千

葉ゴルフ場で開かれましたが、B ブロックの上位に食い込

む夢はあえなく破れ、８校中５位という結果でした。でも、

個人で６位に入賞できたことは、学生時代を通じていちば

んうれしかった思い出です。

細　川 ところが半年後、２年生の４人がそろって退部す

ると言い出したのです。みんな練習の改善を望んでいた人

たちだったので驚きましたが、ゴルフに熱中するあまり時

間的な問題、技術的な問題に悩み、ついてこれなくなった

ようでした。そのため、次の代に女性がいないのは残念な

ことですね。

でもこの出来事は、私にとってもいい経験になりました。

人数の少ない上智のような体育会では、強くあることを目

標にするのはむずかしい。それからは適当に手綱をゆるめ

ながら、楽しいクラブ活動をもめざすようになりましたね。

この方針は、以降代々のキャプテンに受け継がれたように

思います。

ちなみに昭和 37 年に入部した 50 人のうち 10 人は女性

であったという。その盛況にこたえるためか、四谷駅寄り

テニスコートの隅に６−７メートルくらいの鉄製ネット、

３打席ほどの練習場がつくられ、38 年卒の高橋坦氏と細

川護熙氏が始球式をしている。当時、「四谷ソフィアゴル

フクラブ」は、グランドの打ち放しのほか、ホテルニュー

オータニ方向に約 10 メートルの飛距離で 10 打席くらいの

金網の練習場があり、こちらは時間制限なしに使われてい

た。ゴルフ部員は、先輩からの寄付のボールを使用して練

習をしていたが、一般の利用がさほど進まなかったために、

しだいに使用球などの区別はあいまいになったようだ。

しかし、この「四谷ソフィアゴルフクラブ」は、ゴルフ

場の使用時間が漸増し、学生や都民から不満の声が強まっ

たために、大学は昭和 43 年３月をもって日本ゴルフ釣具

株式会社との契約更新を見合わせ、一般のゴルフ場として

の使用は中止された。これ以降、上智大学体育会ゴルフ部

はクラブハウスの建物を受け継ぎながら、さらに自主的な

練習とクラブ活動をつづけたのである。
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ラブを買いに行ったり。練習場に行くといつも山室先生が

紺のブレザーを着てニコニコしながらいらしたのが印象に

残っています。男子の太田ゴルフ場の合宿にも一緒に行き、

４年の大内田康さんが私のクラブを、4 本くらいでしたが、

持ってラウンドしてくださったり、遠足気分でみんなで遊

んでいたという感じでした。楽しくいい思い出です。

桜　井 私も父がゴルフをしていたのでゴルフ道具を持っ

ており、現在のような勧誘などはなかったけれど、自ら練

習場へ行って入部したいと言いました。練習場には、３年

生の坂口弘征さん（36 年卒）たちがいらして、たいへん歓

迎してくださいました。ほかに同じ頃に入部した女子が二

人いましたが、一人は早いうちにやめてしまい、もう一人

の岡村さんは 3 年まで在籍されました。柳田（現・野口）佳

子さん、小倉（蔵本）紀子さん（昭和 52 年に逝去）、上岡悦

子さん（卒業後渡米）とともに卒業まで、ほとんどゴルフ漬

けの毎日を送りました。

最初はすべて男子におんぶして、のんびりムードで練習

していました。後輩が入ってくるので、いちおう私がキャ

プテンになり、練習や試合の交渉なども女子は女子でする

ようになりましたが、３年の秋に、高校時代に陸上短距離

の国体選手で、女子の中では唯一の運動部経験者だった上

岡さんにかわってからは、練習も本格的になりました。た

いへんだったけれど、意気に燃え、気持ちを一つにしてが

んばりました。とはいえ、ゴルフ部はわりあいのんびりム

ードで、山室先生がいつも合宿に来てくださいました。

当時の女性のゴルフ事情はどうだったのか。日本女子ア

マチュア選手権が開かれたのが昭和 28 年、関東女子ゴル

フ選手権は昭和 30 年から開かれている。女子の学生ゴル

フの状況はというと、第１回東京中日杯争奪第１回関東女

子学生ゴルフ競技（正式名称）が昭和 34 年３月 31 日、関東

学生ゴルフ連盟主催、中日新聞社後援でおこなわれ 19 名

が参加。名称を選手権としなかった理由は、女子のレベル

は選手権を開ける域に無い、ということだったそうだ。昭

和 36 年９月には第１回関東女子大学対抗戦が開催され上

智大学も大いに活躍した。ちなみに、樋口久子ら女子プロ

テストの一期生 41 名が誕生し、第１回女子プロ選手権が

開催されたのは、昭和 42 年のことであった。

桜　井 月例杯は浮間で開かれ、毎月出ていました。はじ

めての試合は、青山学院大学との対抗戦で、当時は伍堂先

輩（32 年卒）の妹さんが青学の女子のキャプテンでした。ま

た、リーグ戦もあり、たしか 3 年生の時、女子団体戦で４

位になってＢブロックになったと思う。スコア的には 100

は切っていなかったと思いますけど。そのとき、女子の活

躍が認められ、体育会から表彰されたり、OB の方々にも

ほめていただいたのが、私たちのいちばんの手柄話です。

［これは昭和 36 年９月の第１回関東女子大学対抗戦。大利

根 CC で開催され、慶応（小川、増永、松本、竹下）が成城

大を 25 打引き離して初優勝しており、上智は日比・柳

田・上岡の上位３名で 421、４位タイにはいった。］

私の次の学年に鈴木さんという女子部員がいて、試合に

も出ていましたが、昭和 36 年に入部したのが、元気いっぱ

いの５人。上田（現・細川）佳代子、伊藤（曽田）園子、田中

（高橋）豊子、岡本（堤）智佐子、小穴（藤井）桂子さんです。

上智大学体育会ゴルフ部創立事情
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S37 年体育祭部対抗リレー 4 位
左から藤井、鈴木、高橋、曽田、桜井

桜井（日比）慶子さん

左から大内田、西丸、野村

S38 年卒女性
左から野口、蔵本、桜井、上岡
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1957（昭和32）年卒

男　　子

1. ブロック制はなく、9大学（慶応、早稲田、立教、学習院、中

央、明治、武蔵、東大、上智）の対抗戦。上智は4年間通じ慶

応・早稲田に次いで3位を維持していた。

学生の試合は主に、予選は東雲（しののめ）または新川崎、本戦

は東京、我孫子、霞ヶ関で開催。

2. 新人合宿はなし。春は伊東GC一碧湖コース（現：伊東パーク）、

夏は旧軽井沢で合宿。

4年生の夏合宿で新軽井沢のクラブハウスの食堂で学生4人で

食事をしていたら、白洲理事長が来られ、「君ら学生の分際で

食堂で飯を食うのか。キャディーマスター室で食べなさい」と

いわれ、すごすご食堂から消えた。

3. 民間経営の「ソフィアゴルフクラブ」の練習場がいつでも使えた。

打込みが主。前庭にアプローチとパッティング練習場もあった。

ランニングなどは特になし。

4. バイトはなし。

5. 部室はとくになく、「ソフィアゴルフクラブ」に集まった。

たまり場は、しんみち通りの「スナック越路」や、ビリヤード

場。

6. ブランドはまだなし。

7. ・村田先輩が美人の奥さんと結婚され、「美女と野獣」と各大

学のゴルフ仲間の間でも評判になった。

・3年の夏の軽井沢合宿最終日の夜、古知君が1年生の台君を

得意の柔道技でしめ落とし、背負って帰る途中、背中に小便を

お返しにかけられ、帰京に際してのシャツとズボンが無くなり

大騒ぎ。

・部長の山室先生に、フェアプレーの精神やゴルフは自分との

戦いであること等数多くのことをご教授いただいた。

・朝日新聞社が学生ゴルフに理解を示し、関東学生ゴルフ連盟

を設立して、全日本、関東学生選手権、当時の朝日の役員であ

った信夫氏の名を冠した学校対抗の信夫杯を設立、今でも続い

ている。朝日の企画部嘱託の二宮順氏には大変お世話になった。

S31年3月15日〜　春の合宿（伊東GC一碧湖コース）

アンケートでたどる、ゴルフ部５０年のあゆみ
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Tracing 50years
アンケートでたどる、ゴルフ部50年のあゆみ

Sophia Golf Club
アンケートの質問事項

● 部員の名前と役職、女子は（役職／ニックネーム／現姓）

[男子女子別記]

1. 3年 4年時の所属ブロック

※1971〜90年の男子のブロックと順位については学連の資料

と照合済みです。

2. 新人合宿および合宿に使用させてもらったゴルフ場名と

思い出

3. 合同練習（＝全員でおこなう練習）の回数や内容、義務

練（空き時間に個人的におこなうべき打撃練習）の回数、

朝練習、連帯責任と罰則、思い出

4. キャディのバイト先、ゴルフ部としてのバイト

5. 部室の場所、部員のたまり場

6. 当時流行のゴルフウエア、上智のユニフォーム

7. 心に残る先輩後輩とエピソード

8. 他校のゴルフ部とのつきあい

[男子女子共通]

9. 当時主流だったゴルフクラブ、ボール

10. 当時活躍していた男子プロ・女子プロ

11. 乗っていた車の車種

12. コンペやコンパ（新入生歓迎コンパ、追い出しコンパなど）

に使用した場所

13. 当時の上智大学のようす

14. 付記したい思い出

【凡例】

・ アンケート記入者は代表者、複数人、などいろいろな場合があり

ますが、記入者名は記載しませんでした。個人的なコメントの

場合は文末に（　）で名前を付しました。

・ 回答文中に出てくる女子の名前は、ニックネームあるいは旧姓

で記してあります。男子の同期と後輩の名前は「君」づけに統

一させていただきました。

・ ゴルフ場名のCC、GCなどは省略したものもあります。大学

名も簡略にしました。

・ スペースの関係上、いただいたすべての回答を列挙しきれな

かったことをお詫びいたします。

1956 昭和31年

NEWS
（一般）

＊神武景気（経済白書「もはや戦後ではない」）

＊日本国連復帰加盟

＊スエズ戦争（イスラエルとエジプト）

（ゴルフ）
● 日本ゴルフ場数58、ゴルファー20万人
● 全英オープンでP・トムソン3連勝、石井迪夫36位
● 全日本学生ゴルフ連盟発足、会長に石井光次郎が就任

＜男子＞

村田栄（主将）・松浦史郎（主務）・清田光俊（渉外）・牧野喜美男

S31年7月15日　夏の合宿（旧軽井沢ゴルフ場）

1957 昭和32年

NEWS
（一般）

＊南極観測昭和基地建設

＊ソ連人工衛星スプートニク打上げ成功

＊東海村原子炉第1号50KW

（ゴルフ）
● 第5回カナダカップ（霞ヶ関・東コース）で中村寅吉・

小野光一団体優勝、中村個人優勝、日本テレビが初めて

ゴルフの試合を生中継
● プロゴルフ協会創立（PGA）

＜男子＞

田中哲哉（3年時主将）・古知朝彦（3年時主務）・吉田勉（4年

時主将）・伍堂光雄（4年時主務）・松浦一夫（渉外）・林北辰

（平成5年逝去）

50年前、真田堀グランドにあった

「ソフィアゴルフクラブ」という私営の打ち放し練習場に、

ゴルフに興味をもった上智大生が集まったことから

始まったゴルフ部。

まだゴルフクラブもウエアも手に入らなかった当時から、

ゴルフブームを経て、ゴルフ場閉鎖が相次ぐ今年まで、

ゴルフのありようも、わが大学やゴルフ練習場のありようも

大きく変わってきました。

学年ごとのアンケート回答を編んでみると、

半世紀の変遷が如実にみえてきます。



ストボールマッチを4、5人組で挑戦し、毎度6、7箱献上して

いた。彼がカナダカップで優勝する3年前のことである。

11.国電、西武鉄道、バス。割り勘タクシーは日産ブルーバード、

トヨタクラウンで、日野のリヤエンジン車ルノーは狭くてパス

した。

14.昭和32年のカナダカップにおいては、カメラマンについて選

手名、国名を教える仕事をした。サム・スニード、ゲーリー・プ

レーヤー、ピーター・トムソン、ジミー・ディマレーらのスーパー

ショットにショックの連続だった。サム・スニードについては水

谷準氏が「弾道の美しさが日本のギャラリーを唖然とさせ、1番

アイアンに至っては芸術的美しさに感動させられた」と新聞に

書いたが、彼がデビューした1920年頃、プロになるのを諦めた

人が大勢いたというほど、彼の弾道はすごかった。トップした

かに見える地面スレスレで飛び出した球は、100ヤードを過ぎ

たあたりからジェット機のようにまっすぐ上昇してはるか彼方

に消えて行く。あのような弾道の球を40代で打っていたのだ

から、生涯の師と崇めて、時折ビデオを出してはながめている。

（内田）

1959（昭和34）年卒

男　　子

1. ブロックはなし。

2. 春は伊東GC一碧湖コース（現：伊東パーク）、夏は旧軽井沢。

福島でも合宿をした記憶がある。軽井沢は霧の道を歩いたり、

小さなカップをもらったり、良い思い出がたくさんある。伊東

は大室山のまわりをまわる雄大なコースで、1番ホールの谷越

えなども印象に残っている。

3. 民営の「ソフィアゴルフクラブ」で一箱24個入り30円のボール

を大事に打っていた（ちなみに蕎麦が25円か30円）。ソフィア

の練習場では、刈部さんというプロがよく教えてくれた。あく

まで個人プレーの域を脱せず、合同練習や義務練などはなかっ

た。

4. 昭和32年のカナダカップで4日間、プラカードを持って歩いた

が、バイト代は個人のフトコロには入らなかった。ゲーリー・

プレーヤーの丸太のような腕が印象的だった。

5. 部室はなし。たまり場はソフィアゴルフクラブ。喫茶店は「ルノ

アール」、アルサロ（アルバイトサロン）に「越路」というのがあっ

た。

6. ゴルフウエアなんて洒落たものはなく、ふだんのズボンとシャツ

だった。

7. 田中先輩の豪快なショット、吉田先輩の細身からくりだされる

繊細なボール、大柄な古知先輩のプレー、亡くなられた林（リン）

さんが持っていたケニースミスの軽いクラブは憧れの的だった。

2年後輩の野村君の野球式グリップ、坂口君のにこやかな笑顔

も思い出に残っている。

8. 立教、早稲田、学習院などとよく一緒にプレーした。

9. アメ横で中古クラブを買っていた。

10.中村寅吉、小野光一、石井迪夫。サム・スニード、ゲーリー・

プレーヤー。

11.ほとんど電車を利用。

12.よく使ったコースは東雲、川崎国際、浮間、川口など。試合は

河川敷コース。コンパの記憶はほとんどない。

13.校門の前を全学連のグループが上智を揶揄しながら通ってい

た。学内でもゴルフ部は色眼鏡で見られていたかもしれない。

当時ゴルフほど贅沢な遊びはなかったので、どこの学生ゴルフ

ァーも恵まれた家庭の子弟だった。その点、私はプロゴルファ

ー（＝プロレタリアゴルファー）と自称して、なけなしの小遣い

をはたきながらゴルフに勤しんだ。（中島）

14.4年の時の全日本学生ゴルフ選手権（於；広野）は関東から20名

が参加したと思うが、予選に落ちて行けなかった。残念だった

思い出も多いが、良い仲間をもてたことに感謝しています。

（中島）

アンケートでたどる、ゴルフ部５０年のあゆみ
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8. 学習院・立教・武蔵・上智で4大学トーナメントをしていたが、

特に、立教、学習院と仲がよく、フレンドリーマッチを続けた。

早稲田とは千葉CCの学生会員として我孫子GCにてフレンドリ

ーマッチ。

9. 進駐軍が帰国に際して払い下げた中古クラブを購入していた。

伍堂氏の祖父が使用していたヒッコリーシャフトの中古を部に

数本寄贈された。ブランドとしては、マクレガー、ウィルソン、

スポルディング、スラゼンジャー等が評判だった。

10.中村寅吉、小野光一。サム・スニード、ジミー・ディマレー、

ベン・ホーガン、ジーン・サラゼン。中村寅吉には東雲GCに

て指導を受け、共にキャディーレスでプレーし、ベットで煙草

をとられながらよくラウンドした。

11.電車とバス。

12.プライベートコンペはほとんど無かったが、非常に驚いて印象

に残っているのは関東学生選抜と極東米軍との対抗戦が富士

GCで行なわれ、一等賞品にニュークラブ1セット等豪華賞品が

米軍から用意されたこと。

13.・マケックニー神父は、上智の選手が予選を通過すると、その

名 前 が 出 た 新 聞 を 授 業 に 持 っ て き て 読 み 上 げ 、

「Congratulation Mr ××、今日は休講にします」といわれ、

皆によろこばれた。部長の山室宗忠先生をはじめ、ボッシュ神

父、大泉学長などゴルフ部に協力的な教授も多かった。

・逆に、授業の出席カード採り係の通称「浜作」はゴルフ部を

目の敵にしていたので、卒業式に部員全員出席できなかった。

1958（昭和33）年卒

男　　子

1. ブロック制度なし。

2. 新人合宿なし。夏は南軽井沢と新軽井沢、春は大洗。合宿費用

は1ケ月前に汽車で現地に行って支配人と交渉を重ね、ロッジ

泊3食付き終日プレーで一日1000円のOKを頂いた。

3. 新入生は毎朝、ラグビー場の白線に沿って生えていた雑草をニ

ブリックで刈り取る訓練を試みたが、2メートルも進むとグリ

ップがしびれて疲れた。次は土手に向かって上ったり下ったり

のくり返しをした。4年の時、講堂で部員募集のスピーチをし

たところ、100人近く応募してきたので、グリップの習得を練

習のメインにおき、校舎の間でクラブを貸して素振りをやらせ

た。ルールとエチケットの勉強もさせ、ラウンドは卒業後に各

自でしてもらうという方針で部活動を実施した。

4. 日立の鋳造工場で夜勤の現場仕事に部員そろって行った。1日

500円程度のバイトだったが、帰りの屋台のラーメン35円が

うまかった。

5. 部室はなし。「ソフィアゴルフクラブ」で30円のコーヒーを飲ん

でしゃべっていた。テレビ（もちろん白黒）があって、神宮球場

で立教大学の長島が8号ホーマーを打った試合の中継をみたの

を覚えている。

6. ブランドのウエアはまだなく、早稲田や中央との対抗試合には、

よれよれのワイシャツにセーターやナイロンジャンパーをはお

っていた。

7. 旧軽井沢の最初の合宿に際しては、経済学部の除野教授に御自

身のロッジを開放するなど便宜をはかっていただいた。また村

田主将もみずからハンドルを握って合宿の荷物を運んでくださ

った。伍堂先輩には学連マネージャーとしていろいろ予選会場

を教えていただいたが、練習場のボールに破けたのがあると、

打たずに残されたことが思い出される。

9. クラブはマクレガー「ターニー」、スポルディング、トップフライト、

ウィルソン、スタッフ、トミーアーマーなど。

10.中村寅吉、小野光一、林由郎、陳清水、栗原甲子男。

中村寅吉プロには、彼が進駐軍の箱根仙石原から都営の東雲に

寄留していた頃、よく教えてもらった。彼の個性的なスイング

やパットの巧さを身近に見ることができ、非常に参考になった。

ゴルフは個性をしっかりのばすことだと思う。また、村田主将

率いる上智大勢の月例会で、たばこ「光」（30円）を賭けてのベ
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1958 昭和33年

NEWS
（一般）

＊テレビ受信契約100万台突破、ラジオ1,481万台

＊東京−神戸間特急こだま（6時間50分）

＊東京タワー完成

＊初の1万円札発行

＊関門トンネル開通

＊阿蘇山爆発

＊フラフープ大流行

＊売春防止法施行

（ゴルフ）

●日本のゴルフ場数74。　ゴルフ人口20万人

●（米）ゴルフ場5,754（内パブリック2,759）

＜男子＞

中野弘敏（主将）・内田隆三（渉外）・黒澤博・滝星美

1959 昭和34年

NEWS
（一般）

＊皇太子明仁親王・美智子妃殿下結婚式

＊伊勢湾台風

＊キューバ革命フィデル・カストロ首相

（ゴルフ）
● 横河初子女性初のHDCP9（東京GC）
● 全英オープン賞金総額5000ポンド、優勝1000ポンド

S32年2月　卒業生歓送コンペ（相模原GC）

＜男子＞

中島敏夫（主将）・松下正（渉外）・阿部満・小出茂夫



7. ・部長の山室先生には、ゴルファーとしてのマナーについて指導

を受けた。

・上智大学主催の各大学対抗ドライビングコンテストで内田先輩

（33卒）がよく飛ばしていた。

・1年上の台先輩は女性用のゴルフクラブを使って上手だった。

8. 立教、東大、学習院、中央、日大とは、定期不定期に対抗戦を

おこなっていた。

9. マクレガー「ターニー」、スポルディング、ウォルターヘーゲ

ンなど。

10.中村寅吉、小野光一、林由郎、小針春芳、栗原甲子男、石井朝

夫、陳清水。

11.電車を利用。

12.卒業時に上智会館で山室先生や後輩に歓送してもらった記憶が

ある。

アンケートでたどる、ゴルフ部５０年のあゆみ
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1960（昭和35）年卒

男　　子

1. ブロック制度なし。

2. 合宿は伊東GC一碧湖コース（現；伊東パーク）、南軽井沢

（現；72南コース）で。荒川の河川敷の都民ゴルフ場などは、

学生は100〜200円でプレーできたが、新軽井沢は1500円

くらい支払い、学生はベランダでメシを食えといわれたことを

思い出す。

3. 民営の「ソフィアゴルフクラブ」で打ち放し、パッティング・

グリーンやバンカーでの練習のみ。ランニングなどはなかった。

4. 部としてはなし。

5. 部室・たまり場は「ソフィアゴルフクラブ」。

6. 白ポロシャツに紺のズボンという非常に地味な格好だった。

7. ロンドン駐在時代（1967-77）古知先輩（32卒）と暇さえ

あればゴルフ、ゴルフ、酒・・の日々を過ごした。当時は少し

はましなゴルフをしておりました。（藤岡）

8. 関東学生ゴルフ連盟の山中湖合宿に1年下の大木君と参加し、

早稲田の平川基春氏に教えてもらった。その後8大学OB戦やシ

ニア会で一緒に楽しめるのは幸せだ。中央の平山誠一氏とも海

外をふくめ48年間もつきあえているのも合宿の縁です。（藤岡）

10.中村寅吉、林由郎、陳清水、陳清波、栗原甲子男、小針春芳、

石井迪夫、小野光一、島村祐正、木本三次。

11.林先輩のアメ車にクラブを積んでいただき、電車で行った。

12.来々軒、しんみち通りの飲み屋など。

13.中庭にあった学食ジャーマンベーカリーのハンバーグがとても

おいしかったし、ランチでビールが飲めた。

14.2年の夏休みに福島の吾妻高原GCで約1ヶ月、キャディ教育の

アルバイトをしていたことを、他大学生からアマチュア違反と

指摘されたため、練習をさぼるようになった。その後、学連の

手伝いで朝日新聞社の二宮さんのところに通い、よくメシを御

馳走していただいた。（藤岡）

1961（昭和36）年卒

男　　子

1. ブロック制度なし。関東学連主催の月例会が不定期で行なわれ

ていた。

2. 合宿先は、大洗、伊東GC一碧湖コース（現：伊東パーク）、湯

河原、日光、鬼怒川、太田。新人合宿先は南軽井沢。太田ゴル

フ場は上智大学が最初に合宿先として開拓したので、大いに歓

待されたが、上州名物の雷がつきものだった。

3. 各人の自主練習が主体だったが、時折、「ソフィアゴルフクラ

ブ」に所属の刈部プロ、上原プロに教えてもらった。

4. 部としてのバイトはなし。坂口君がカナダカップのバイトをした。

5. 部室はなし。「ソフィアゴルフクラブ」のクラブハウスがたまり

場だった。
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1960 昭和35年

NEWS
（一般）

＊全学連国会突入、樺美智子さん死亡

＊浅沼稲二郎社会党委員長刺殺

＊池田勇人首相国民所得倍増計画

＊ダッコチャン人形大流行

＊浩宮さまご誕生

（ゴルフ）
● ゴルフクラブの輸入自由化
● ツーピースボール出現
● 全英オープン100年記念大会

（セントアンドリュース、ケン・ネーゲル優勝）

S34〜38卒と山室先生（中央）

＜男子＞

台達彦（主将）・ 洗川誓一・ 藤岡三樹臣・川原田邦穂（昭和61年

逝去）

1961 昭和36年

NEWS
（一般）

＊ソ連、ガガーリン、初の宇宙飛行

＊大鵬と柏戸横綱昇進（柏鵬時代）

＊日坊貝塚欧州24戦無敗「東洋の魔女」

＊ケネディ大統領就任

（ゴルフ）
● ゴルフ場労組ストライキ（東京GC、武蔵CC、飯能GC）
● 第25回マスターズでゲーリー・プレーヤー（南ア）外国人と

して初優勝
● （米）ゴルファー500万人超となる

S35年4月　日光カントリー倶楽部で

＜男子＞

坂口弘征（3年時主将）・野村征ニ（4年時主将）・大内田康

（主務・学連）・大木栄（会計）・長島勝・加藤修二（平成14年

逝去）

1962 昭和37年

NEWS
（一般）

＊東京都常住人口1,000万突破

＊テレビ受信契約1,000万台突破

＊堀江謙一マーメイド号で単独太平洋横断

（ゴルフ）
● 第3回世界アマ、川奈で開催
● アジアサーキット創始（5ケ国）
● ジャック・ニクラウス 全米オープン（オークモント）で

A・パーマーとプレーオフの末優勝、プロに転向
● ワールドゴルフ選手権（現ワールドシリーズ）開催

＜男子＞

なし

＜女子＞（上智大学女子1期生）

井上智香子・志村なおみ（西丸）

1963 昭和38年

NEWS
（一般）

＊東海道新幹線（東京−大阪間）開通

＊米ケネディ大統領暗殺

＊プロレスラー力道山刺殺

＊観光渡航自由化1人500ドル

＊新1000円札（伊藤博文）発券

＊黒部渓谷黒四ダム完成

＊クルマ時代（保有台数600万台へ）

＊ボーリングブーム・レジャーブーム

＊坂本九「スキヤキソング」ビルボード1位

（ゴルフ）
● 第1回アジア・アマチーム選手権日本優勝（フィリピン

ワクワク）
● 日本PGA会員220名

＜男子＞

高橋坦（前主将）・細川護煕（主将）・鈴木晴光（主務）・小檜

山紀之（会計）・菊池隆臣・元木英一・前田隆史・高口・原野・

浅野

＜女子＞

日比慶子（桜井）・柳田佳子（野口）・上岡悦子・小倉紀子（昭

和52年逝去／蔵本）



新人合宿先は太田ゴルフ場。たまり場は練習場。当時のゴルフ

クラブはマクレガー、ウィルソン、スポルディングが主流。ボ

ールはマックスフライ（黒または赤）。

その他のことはほとんど思い出せません。（鋤柄）

卒業追い出しコンパ

1965（昭和40）年卒

男　　子

1. 3年C、4年C-1位、筑波での入替戦でタイスコアだったためC

ブロック残留。

ABCの3ブロックで、慶応がAブロックのトップ、上智はCブ

ロック（6校）の上位にいた。

2. いま名門といわれるようなゴルフ場ができはじめた時代で、出

来立てのそうしたコースで合宿をした。新人合宿は太田。太田

ゴルフ場は、木陰がまったくないため暑さは大変なものだが、

時々突然サイレンが鳴ってプレーが中断されることがあった。

米軍輸送機の物資投下を知らせるサイレンだ。このゴルフ場か

らの帰りは熊谷駅で電車に乗るが、最終列車までの間に“楽し

む”場所があった。その他、富士高原、栃木、茨城で合宿。富

士高原での合宿で春の嵐に襲われ、宿泊所を逃れてクラブハウ

スに避難したら、宿泊所の屋根が見事に吹っ飛ばされ、その後

はクラブハウスに泊まって合宿をつづけた。栃木では大雨で途

中の川が氾濫する危険があるということで、山頂付近にあった

宿舎から雨の中、必死で下山した記憶がある。

月例杯は浮間、高根、茨城、取手を使用。

3. 民営の「ソフィアゴルフクラブ」で打ち放しの練習ができた。

このゴルフ練習場には、国会議員や巨人の藤本投手などがよく

来ていた。ここに7x4mくらいのパッティンググリーンがあり、

このグリーンに向けてのアプローチやパットを賭けでやってい

たおかげで腕が上がったとの声もある。合同練習は水曜と土曜

の午後。グランドから赤坂御所の横を走って神宮外苑に入り、

外苑内をほぼ1周した所で、馬跳び、腹筋、腕立て伏せなどを

おこない、走って帰るメニューだった。新入生には大きな声で

アンケートでたどる、ゴルフ部５０年のあゆみ
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1963（昭和38）年卒

男　　子

1. 記憶では3年生の頃ブロック制ができて、4年生の時AからBブ

ロックに降格したと思う。

2. 合宿先はほとんど群馬県の太田ゴルフ場で、最初は女子、男子

合同でおこなったが、3年か4年になった時代、女子部員も増

えて別々の合宿になった。その他、日光、富士平原、姉ヶ崎、

鬼怒川、軽井沢、箱根を使用。新人合宿はなし。

・太田ゴルフ場は元中島飛行場の跡地のため木が少なく、夏は

直射日光をまともに浴びながら1週間貸切で1日2.5から3ラウ

ンドした。そのためゴルフバッグの中に渡辺のジュースの素

(粉末)をコップに入れ、ハーフの途中に置いてある氷水で溶か

して飲み、渇きを癒した。当時はゴルフ人口が少なく平日は

500円でカレーライス付きで2ラウンドできた。

3. 朝練は合宿の前1週間、合同練習は水曜・土曜の1時〜3時。ラ

ンニングは権田原を左折して草月会館の前を通り、赤坂御所1

周約20〜30分、ランニングの後交代でアイアンからドライバ

ーまで練習した。大学全体で年に1-2度皇居1周マラソンがあ

り、年に数回皇居を走った。

練習場（ソフィアゴルフクラブ）は当時大学が私企業へ貸与して

いて時間制限があり費用もかかったので、先輩が勤めていた魚

網会社にお願いして安くゴルフネットを提供してもらい、一時

期だが地下鉄側のテニスコート付近で練習できるようにした。

4. 運動部としてのアルバイトは学連より原則禁止されていたた

め、アマチュアの大会などで整理員をしたり、合宿を条件に1

日ディボット埋めなどをした。

5. ゴルフ部はマイナーのため部室はなく、「ソフィアゴルフクラ

ブ」の休憩室をたまり場として使用していた。

6. 当時は豊かではなかったのでブランドのゴルフウエアは使用し

ていなかった。

7. ・中島先輩（34卒）は茶道部にも入っておられた文武両道の

方。美しいフォームは印象が強い。

・坂口先輩（36卒）はゴルフを真摯に捉え、技術面は無論、

マナー含め日常の行動について指導いただいた。

・長島先輩（36卒）はアメリカに留学し、帰国後復学された

ため卒業は我々の1年後だったが、高校時代（私の先輩でもあ

った）フットボールの選手経験もあり非常に明るく攻撃的な方。

就職後数年して独立してアメリカ人の客室乗務員と結婚、サン

フランシスコ近郊に移住されたが、私は同時期に同地駐在だっ

たのでお世話になった。（小檜山）

・すぐ上の先輩が不在だったので後輩とよく遊び、特に4年の

時1年の部員と気が合ったため楽しい1年間を過ごすことがで

きた。

8. 学習院､立教､武蔵とは春､秋定期的に対抗戦をおこなった。

女　　子　回答なし

9. アメリカ製のウィルソン、マクレガー、スポルディング、日本

製ではアリガゴルフが多かった。

10.日本の男子プロで目標にする人はいなかったが、私個人として

は米国のダグ･サンダースのフォームが好きだった。（鈴木）

11.当時車を持っている部員は少なく電車が多かったが、ダットサ

ン、ヒルマンミンクス、シトロエンに乗った記憶がある。キャ

ディバッグを持って電車に乗ると厳しい眼でみられた。

12.上智会館など。

13.・古いトタンのかまぼこ校舎のため夏は暑く冬は寒かった。

・授業への出席確認が厳しく、1分でも遅れると鍵が閉まり入

れてくれない。先生いわく「電車に乗ることを考えなさい。待

ってくれないでしょう」と。

・外国語学部は毎週のように試験があり、たまたま対抗戦の日

が試験日だったことがあったが、マケックニー神父はスポーツ

好きで、事情を説明したら試験を免除してくれた。

1964（昭和39）年卒

男　　子
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1964 昭和39年

NEWS
（一般）

＊第18回東京オリンピック開催

＊東京モノレール羽田空港−浜松町間開通

＊巨人王貞治ホームラン55本新記録

＊平凡パンチ創刊、若者文化のバイブルに

＜男子＞

小田川國昭・北崎暁・鋤柄正雄・高橋鉄郎・西崎信隆・野中晋

＜女子＞

なし

1965 昭和40年

NEWS
（一般）

＊朝永振一郎ノーベル物理学賞受賞

＊米国北ベトナム爆撃開始

＊40-45年ごろまで「いざなぎ景気」

（ゴルフ）
● 第2回アジア・アマで日本2連勝、中部銀次郎個人優勝（日光）
● 米シェークスピア社グラスファイバーシャフト製造
● 米アルミニウムシャフト製造
● 全英オープン賞金総額10,000ポンド、優勝1,750ポ

ンド、ギャラリー32,927人

鵠沼海岸で（バーブ撮影）

＜男子＞

瀧川好庸（主将）・原直弘（主務）・山内一郎（副将）・津田昭

治（会計）・山下嘉昭（体育会）・永井義祐

＜女子＞

上田佳代子（主将／バーブ／細川）、伊藤園子（ソンコ／曽田）、

田中豊子（タコ／高橋）、小穴桂子（オア／藤井）、岡本智佐子

（平成5年逝去／アカチャン／堤）



1966（昭和41）年卒

男　　子

1. 3年C-1位、4年B

2. 新人合宿先は栃木。春夏の合宿は富士高原、富士国際、太田な

ど。学内の月例は八千代（昼食付きで1000円）、姉ヶ崎、厚

木国際。学連の月例杯は浮間、筑波、常陽。リーグ戦は取手国

際。

3. 合同練習は週2回で、赤坂御所を1周。打撃練習はソフィアゴ

ルフクラブで打席確保のため朝から自由にしていた。合宿で酒

を飲んだ（細川主将に飲まされた）のが発覚し、連帯責任で朝

6時から強化練習をさせられたのはキツかった。

4. 大丸の倉庫で配送のバイトをして資金稼ぎをした。

5. 部室は練習場の横。たまり場は、カフェテリア、「天和」（雀荘）、

麹町ハイツ（ビリヤード場）、来々軒、清水谷茶房。

6. ウエアのブランドはとくになし。

8. 1〜2年の時は後の西田升平プロを擁する日大と、3〜4年は後

の新井規矩雄プロのいた東洋大や学習院大とフレンドリーマッ

チをした。日大は後の沼沢聖一プロの入学後は相手にしてくれ

なかった。

女　　子　回答なし

9. ゴルフクラブはマクレガー、ウィルソン、スポルディング。

10.杉本英世、陳清波、安田春雄。樋口久子。

11.フォードターナス、コロナ、クラウン。

12.コンパは上智会館。ときに半蔵門の東条会館も使った。

13.昭和32年のカナダカップを契機に第一次ゴルフブームが到来

し、昭和37年入学の我々の場合、入部時の人数は男女あわせ

て50名を数えたが、打席もクラブの数も間に合わず、ランニ

ングと素振りばかりだったため、何部に入ったのかと文句続出、

すぐに半分に減った。残念ながら女性は誰もいなくなり、最後

に残った優秀な男ばかり11名がOBとなった。

1967（昭和42）年卒

男　　子

1. 3年秋 入替戦でB昇格　4年 春B-4位?　秋B-5位、入替戦でB

残留。

ABCの3ブロック。Dがあったか知らない。上しか見ていなか

った。Aブロックは慶応、早稲田、明治、学習院、中央。Bブ

ロックは日大、法政、成城ほか。

2. 新人合宿は太田、修善寺、伊良湖シーサイド。春夏の合宿は茨

城、箱根、霞ヶ関、姉ヶ崎、湯の山（三重）、埼玉国際。

・太田ゴルフ場の隣には米軍の演習基地があり、パラシュート

で投下する物資がコース内に落ちてきたことがあった。それに

遭遇した竹沢君が「デインジャー」と叫んだのは、さすが語学

の上智と思わせた。

・3月末の春合宿では、必ず雪に見舞われ、オイチョカブ大会

アンケートでたどる、ゴルフ部５０年のあゆみ
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挨拶をするところからはじめ、かなり厳しい練習をしていた。

人を背負っての階段昇降、土手ダッシュなどがきつくて、ゴル

フ部をやめようと思った人もいた。

4. 銀座にあった日本運搬社（？）で御中元配送品の仕分けを全員

で行ない、合宿費の一部にした。ちなみに合宿は5日間1万円

でおつりが来た。初任給が2万円くらいの時代だから、現在に

換算すると10万円くらいか。

5. 「ソフィアゴルフクラブ」のクラブハウスの裏に1年上の北崎

先輩と原君が小屋を建てて部室にした。反対側のテニスコート

のそばにもハウスがあった。たまり場はクラブハウスや学食。

6. マンシングウエアが流行。試合用のユニフォームとして、白の

半袖ポロシャツにsophiaの紺の刺繍を入れ、卒業生のおさが

りの、丸いワッペン付きの紺のブレザーを着ていた。丸首シャ

ツでプレーをしようとしたために2年上の菊池先輩にこっぴど

く叱られ、仕方なくゴルフ場へ着てきたワイシャツでプレーを

し、汗と垢にまみれた汚いそのシャツで帰った同級生がいた。

7. ・村田・吉田両先輩はよく練習場に来て指導してくださった。

・1年上の小田川先輩は横振りでフィニッシュはクラブが首に

巻き付くくらいに、という指導だったが、西崎先輩はダウンブ

ローを強調されるので、教わる先輩によってスイングを変えな

ければならず、大変だった。

・原マネージャーは先輩の会社に寄付を頼みにまわっていた

が、「また来たか」という顔をされるので苦労していた。

・とにかく先輩後輩ともひとくせもふたくせもある人が多く、

おもしろかった。

8、学習院対抗戦を東京GCで。対日大戦ではこてんぱんにやられ

た。後の新井規矩夫プロのいた東洋大とはお互いにCブロック

で対抗戦をした。南山大学との上南戦、成蹊大との対抗戦も。

女　　子

1. 1ブロックのみ。

2. 合宿先は八千代、富士平原。新人合宿は夏に太田でしたが、飛

行場跡地でめちゃくちゃ暑く、雷が怖かった。月例杯は浮間。

3. グランドに向けての打ち放し。神宮外苑までのランニング。

4. 部としてはなし。個人的に家の近くの藤沢Pや茅ヶ崎GCで休み

のたびにキャディバイトをしていた。（バーブ）

5. 「ソフィアゴルフクラブ」のクラブハウス。

6. ブランドもののウエアなどまったくなかった。ゴルフ用品はア

メ横で買っていた。

7. 部長の山室先生。

9. マクレガー「ターニー」、ウィルソン、スポルディング、ケニ

ースミス、アリガ、ミズノ。

10.陳清波、杉本英世、林由郎、中村寅吉、戸田藤一郎。樋口久子、

中村悦子。アマで有名だったのは男子は鍋島・細川護貞（細川

先輩の父君）・中部銀次郎、女子は小坂・服部（現服部道子プ

ロの母）。

11.当時は国産車があったかないかの時代。バスをチャーターした

り電車を利用。たまに個人の車（ヒルマン、モーリス、クラウ

ン、コロナ）を利用。

12.追い出しコンペは八千代P。コンパは赤坂プリンスホテル。

13.・まだ旧米軍兵舎のようなカマボコ校舎があり、インディビの

授業を受けるために夕方になると外国人がたくさん来た。

・薄汚れたトレパン・トレシャツを着たまま授業に出ていた

（バーブ）。

・授業への出席がすごくうるさく、授業開始と同時に教室の内

側から鍵がかかって中に入れなかった。
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1966 昭和41年

NEWS
（一般）

＊新三種の神器（カラーテレビ・クーラー・大衆自動車）

＊人口1億を超える

＊全日空機、BOAC、カナダ航空機墜落

＊ビートルズ来日公演5回ステージ9千万円

＜男子＞

平井康征（主将）・浅井宜男（主務・学連）・大西弘高（副将）・楠義紹

（会計）・清水威男（OB係）・相茶武美・小野英樹・栗原晃・瀬川

幸一・長野洋・逸見知ニ・牧瀬利春・吉原重喬（平成14年逝去）

＜女子＞

藤瀬万里子（菅田）

勝利の胴上げ 平井キャプテン

1967 昭和42年

NEWS
（一般）

＊美濃部亮吉知事で革新都政誕生

＊自動車保有台数1,000万台を超える

＊ヨーロッパEC発足

＊第3次中東戦争（イスラエルとアラブ連合）

（ゴルフ）
● 日本ゴルフ場数496
● 女子プロテスト一期生、樋口久子ら41名ライセンス取得
● A・パーマー／J・ニクラウス／G・プレーヤー ビッグ3来日
● カナダカップ、ワールドカップに改称

＜男子＞

小島功（主将）・岩本滋（主務／大石）・益野豁（副将／益野力一）・

秋葉哲（会計）・本間健平（学連）・竹沢俊行・西村新一郎・三田剛・

山田肇・山室忠介

＜女子＞

永井有美子（主将／ユミ／島田）・二井布佐子（サコ）・小林万里子

（マコ／山室）



2. 新人合宿先は太田。ここは無風多湿で、気温がぐんぐん上がり、

よくセルフバッグで2ラウンドもしたものだと思う。2年生の

時の合宿で、バンカーの中で泡をふいている新人がおり、彼は

その後「蟹みたいだった」といわれていた。春の合宿先は三重

県の湯の山と、愛知県の伊良湖。湯の山はみぞれが降ってこご

えそうだったので、走ってまわったらハーフ50分くらいで上

がった。伊良湖の帰りに、豊橋駅で東海道新幹線の試運転を目

撃、あまりの早さに目をまるくした。合宿では、誰かを押さえ

付けて裸にしてサロメチールやマジックインキで、ここに書け

ないような悪戯をするのが恒例だった。脱がせる側に時に女性

が混じっていたこともあった。また目標スコアを切らなければ

宿舎まで歩いて帰るという罰則があった。

3. 合同練習は週1回で、神宮外苑まで走って柔軟と腹筋、青山通り

を赤坂御所に沿って走り、残り1キロのあたりから競争で練習場

へ帰った。あの頃は腹筋200回位は平気だった。打撃練習では、

時々練習場からテニスコートに向けて打たせてもらった。大西

先輩、平井先輩はテニスコートまで飛ばしていたのを思い出す。

4. 部としてのバイトはなし。

5. 部室は練習場のクラブハウス。たまり場は、カフェテリア、

「葵」、「パリー商会」の喫茶店、しんみちの「ルノアール」「ボ

ヌール」、ピザのおいしい「ミッシェリー」。

6. ウエアはA・パーマー、マンシングが主流。

7、・2年上の清水先輩は素振りなどせずいきなり打つ、プレーの

早い人。先日一緒にまわった時に1年上の山田先輩が「あいか

わらず早いですね」と言ったら、「お前に言われたくないよ」

と言い返されていた。山田さんも早いのだ。（瀬古）

・1年上の益野先輩は器用な人でした。合宿の朝、タバコを吸

うのとご飯を食べるのを一緒にしていた。

・同期の相原君とまわった時、彼がドロップしたボールが見つ

からなくて、みんなで捜しまわったら、防寒着のフードから出

て来た。当時は肩ごしにドロップしていたものです。

・ティーマークが亀の形のゴルフ場があって、1年下の平沢君

のティーショットがその亀に当たってボールが跳ね返ってきた。

以来、彼は「カメ！」と呼ばれることになった。

8. 1年生の時、日大との対抗戦で、同じ1年の西田選手と対戦、

途中までいい勝負をしていたのだが、あるホールで林から見事

なフックボールを打ってリカバリーしたのにビビッてしまい、

その後すぐ6−4で負けた。のちの西田升平プロである。そん

なに強い選手とは知らなかったのだ。南山大学との対抗戦で、

南山のキャプテンが間断なく話し掛けてくれて、「いい人だな」

と思って話に答えているうち負けてしまった。それが彼の奥の

手だったことは後から知った。（瀬古）

女　　子

1. ブロックはなし。

2. 新人合宿は太田。春夏の合宿は箱根で。

3. 合同練習は水曜と土曜、権田原まで走って行ってストレッチを

して、走って帰ってから打撃練習をした。先輩・後輩という意識

はうすく、皆仲間という感覚だったせいか罰則などもなかった。

5. 部室は練習場の横にあった建物。

6. ウエアはマンシング、ラコステ、アーノルド・パーマーのポロ

シャツ、スカート、パンツ。

7. 3年先輩の上田佳代子さんはゴルフ部のマドンナ的存在だった。

合宿で「こっくりさん」をやってもらったことを覚えている。

9. マクレガー「ターニー」、スポルディング、パワービルト。

10.杉本英世、杉原輝雄。樋口久子。A・パーマー、G・プレーヤ

ー、J・ニクラウスの絶頂期。彼らが出た東京よみうりの「カ

ナダカップ」に先輩に連れて行ってもらい、ショットに驚いた

記憶がある。（瀬古）

11.電車が主流。斉藤斗志二氏（途中退部・元防衛庁長官）のムス

タングは当時出たばかりなので皆の注目を浴びていた。その他

ブルーバード、スカイライン、ベレット、ワーゲン。

アンケートでたどる、ゴルフ部５０年のあゆみ
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になった。

・箱根の合宿時、瀧川キャプテンのベッドに大量のノミだかダ

ニが発生して、ずいぶん苦労されていた。

3. 朝10時までグランドはソフィアゴルフクラブのドライビングレンジ

だったので、8時前から随時練習していた。ボール代は一般客が

100円（24個）のところゴルフ部員は30円にしてもらい球拾い

を手伝った。コーラを賭けて、テニスコートに入れる競争をし

たら、水野先輩が3番アイアンで入れて、度胆を抜かれた。合

同練習は水・土曜で神宮外苑から赤坂御所の周囲を走ったが、

時間があいたら集まって走ったり、ボールを打ったりしていた。

理論的な筋力トレーニングや、整体技術等の知識が少なく、や

みくもに疲れるまで走ったり、跳んだり、クラブを振ったりだ

った。連帯責任の罰則ってナニ？　ないに決まっている！

4. 任意で多摩CCでキャディ（あぶれることが多かった）、三越の

ハンカチ売り場、東横百貨店の魚売り場でバイト。部としては

デパートの配送センターに皆で行った。

5. クラブハウスを部室がわりに自由に使っていた。他の部はほと

んどカマボコハウス（米軍の野戦用の小屋）に部室を持ってい

た。テニスコートの裏に新設された部室は台風でひっくり返っ

た。上智会館の真中を常に独占、必ず数人以上たむろしていた。

卒業してから知ったがゴルフ部のたむろは、とにかく目立った

らしい。山室教授がそこで楽しそうに皆と談笑していたのを懐

かしく思い出す。学外では喫茶店「パリー商会」、裏門出てす

ぐのレストラン「葵」、ビリヤード場、雀荘「天宝」。

6. ペンギンマークのマンシングウエアが出始めたが、ゴルフ用の

シャツは高額だった。女性用ゴルフウエアなどなかったようで、

背が高くほっそりとしたユミが男用のスラックスを買うために

一緒に伊勢丹へ行ったことがある。

7. ・1年上の代はとにかくよく飛ばした。とくに大西先輩のドラ

イバーの球の高さとキャリーは別格だった。湯の山の合宿で、

200ヤード近辺に川が横断しているミドルホールで、向かい風

が強かったので、私（山田）はドライバーで打っても川の手前

だったのに、同じ川の手前を狙って5番アイアンで打った大西

先輩の球は、なんと川を越えていた。

・Bブロックリーグ戦は軽井沢で1週間かけてマッチプレーで

試合をする。試合のない日に応援に合宿所に行ったところ、も

ぬけの殻だった。全員練習に励んでいるに違いない、と付近を

探したがどこにもいない。相当たって選手たちが晴々とした顔で

興奮気味に帰ってきた。戸倉上山田温泉まで出向いたとのこと。

温泉で疲れを癒してきたのなら大目にみてやろうと思いきや、

温泉名物の女性舞踊ショーをたっぷり楽しんでいた！そのせい

か、この秋も入替戦を戦う破目になってしまった。

・リーグ戦中、毎晩対戦校の選手の力量を推測しながら、マッチ

プレーの組合せを討論し、試合に臨む気分を高揚させたまま、

ほとんど眠れない夜を過ごすのは何ものにも換えがたい体験だった。

8. 立教、日大、東洋大と定期戦をした。立教の城島、日大の西田

升平、山田健一、沼沢聖一、東洋大の新井規矩雄といった後に

プロになった猛者と戦い、ティーショットで100ヤード近く置

いていかれる屈辱を味わったが、そんな強豪大学と戦った経験

は誇りである。南山大学との定期戦も温かみのある交歓だった。

女　　子　回答なし

9. マクレガー「ターニー」、ウィルソン、スポルディング「エグ

ゼクティヴ」等のアメリカ製が人気の中心で、アメ横で一流企

業の役員たちが漁っていたりしたもの。

10.杉本英世の全盛期。フックボールを打つのが主流で、1年先輩

の平井キャプテンが良いフックボールを打っていた。陳清波の

ダウンスイング理論が一世を風靡していた。

A・パーマー、G・プレイヤー、出始めのJ・ニクラウスらが憧

れの存在。彼らが揃って出場した1966年の東京よみうりCC

でのカナダカップは豪勢だった。個人優勝したカナダのジョー

ジ・ヌードソンが細い体にカーディガンをはおり、濃いサング

ラスを掛けたまま淡々とプレーしていたのが印象的だった。益

野君がしばらくその格好を真似ていたっけ。女子では服部道子

のお母さんが女子のトップアマだった。

11.本間君のヒルマンミンクス、たて目のセドリック、トヨタのクラウン。

12.新入生歓迎コンパは学生会館。追い出しコンパは方々で開いた。

上級生と別れるのが無性に淋しかったのを覚えている。私たち

の追い出しコンペは後輩たちが頑張って、大利根CCでミニ合

宿を兼ねて開いてくれた。

13、学生数が6千名位だった。教務課が必ず出席票を集める。語

学は宿題が必ずある。学生への面倒見が良いのか、お節介なの

か…。少人数の授業が多かったこともあって、先生と学生の交

流は自然に深まっていた。当時の他の大学と比較して、キャン

パスは綺麗な環境だった。

1968（昭和43）年卒

男　　子

1. CとB
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1968 昭和43年

NEWS
（一般）

＊東大紛争

＊川端康成ノーベル文学賞受賞

＊和田札幌医大教授日本初心臓移植

＊三億円事件発生

＊全国のボーリング場611ケ所に（前年同期比47%増）

＊ソ連チェコ侵入

（ゴルフ）
● 杉本英世戦後初全米オープン予選出場
● A・パーマー生涯獲得賞金100万ドル達成

＜男子＞

相原良種（主将）・福岡秀治（主務）・瀬古南志（副将・学

連）・鈴木剛・勝岡啓士・塚本次男・三浦康裕

＜女子＞

加藤雅子（主将／マーチャン）・金子迪子（主務・会計／ミッチー／

杉崎）・黒田逸子（クロ／岩橋）・滝口紀代子（オタキ／益野）

通称“鶏小屋”で、練習に励む女子部員



1970（昭和45）年卒

男　　子

1. 3年C、4年春C-5位　秋C-6位

日大が全盛で4年のときDブロックができた記憶がある。

2. 新人合宿先は太田。春夏の合宿先は取手国際、水海道、石打後

楽園、霞ヶ浦国際、筑波。学連の月例杯は戸田。

3, グランド練習場で、夜間も練習した。ランニングはかけ声を出

しての赤坂御所1周で、途中、神宮外苑で筋トレをした。皇居

1周の時もあった。

4, 東京プリンスホテルでダンスパーティーを開いて部費の足しに

した。個人的には草津CCでキャディのバイト。（北村）

5. 部室はSPS。たまり場は、練習場のクラブハウス、学食、カフ

ェテリア、雀荘。

6. ウエアはマンシング、A・パーマー、ラコステ、ゴールデンベ

ア、ピーコック、ホワイトスタッグ、モンタンのポロシャツ。

7. ・入部初の練習日に剣道の竹刀（しない）を持った先輩がいた。

・私（北村）の自宅が大学の近くにあったため、同期や後輩が

よく遊びにきてくれた。とくに後輩の長谷川君、菊池君はお金

がなくなると来て飲み食いをしていた。

8. 高校の同級生が学連の委員長で、私（北村）が委員だった関係

で、日大と学習院の合同合宿（千葉CC川間）に参加させても

らった。

女　　子

1. 1年の時はマメ、マーチャン、オタキらとても強い4人がいた

が（注：当時は先輩を「さん」付けでは呼ばなかった）、上手な

人たちが卒業してランクがさがったものの、マメはリーグ戦で

はメダリスト、全日本では35,36といった感じでプレーし4位

だった。それはそれはカッコ良かったです。

2. 新人合宿先は太田。春夏の合宿は箱根など。箱根の合宿では朝

食はおにぎりだったと思う。ミルクに氷とはちみつを入れると

美味しくて、牛乳嫌いだったのを忘れた。春の合宿は雨が多く

悲しかった。ゴルフは下手でつらかったけれど、夜の先輩達の

お話がおもしろくて良い思い出になっている。（クロ）

3. 合同練習は週3回くらいか。1年365日のうち300日くらいは

クラブをさわっていた気がする。

5. たまり場はカマンドフハウス（ムードがあってよかった）、カフ

ェテリアの入り口を入って中央にいけば必ず部の人に会えた。

6. マンシング、ゴールデンベア。ユニフォームは紺のブレザーに

ワッペン、ブルーのスカートとなかなかいかしていた。

7. 早朝合宿に行く常磐線のなかで、先輩が電車のいすに正座して

お弁当を食べはじめた。カッコいい人なだけに何ともおかしく

忘れられない。

9. マクレガー「ターニー」、ウィルソン、スポルディング。パタ

ーはアクシュネット、シェイクスピア、かまぼこのレイクック。

10.河野高明、尾崎将司、中村通、呂良換。当時テレビでビッグ3

ゴルフ（A・パーマー、G・プレーヤー、J・ニクラウス）を放映

していた（ハワイ島のマウナケアビーチホテルのゴルフ場にて）。

ほかにキャスパー、リトラー、ベアード、リー・トレビノなど。

樋口久子。ミッキー・ライト、キャシー・ウィットワース。

11.コロナハードトップ、プリンス、ムスタング、ヒルマン。

12.軽井沢の晴山ゴルフ場でのコンペ、新宿ゴールデン街の「V」

でコンパ。ホテルでダンパー（ダンスパーティー）を開催、先輩

方はとてもおしゃれをしていた。3年の頃からはモンキーダンス、

ゴーゴーでしたかしら？（クロ）

13.学内に機動隊が入るほど学生運動が激しく、4年生の時には大

学がロックアウトになり、アパートの1室を借りてゼミを開い

ていた。

アンケートでたどる、ゴルフ部５０年のあゆみ
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1969（昭和44）年卒

男　　子

1. 3年春B 秋Cに降格、 4年春C、秋C

2. 新人合宿先は太田。春夏の合宿は水海道で。

3. ランニングは赤坂御所1周。神宮外苑で腹筋などをしてグラン

ドへ戻った。大学のロックアウト中は新丸子練習場で練習した。

4. 夏休みに自由参加で、大丸の運送部門でバイトした。

5. 部室はグランドのハウス。たまり場は「葵」。

6. ウエアはマンシング、アーノルド・パーマー。

7. バンカーの砂は手でならしてから出るものだと悪い先輩から教

えられ、その通りにしてハーフをまわってきた後輩がいると聞

いたことがある。

8. 中央とは定期戦をしていたが、エース松岡氏にはこてんぱんに

やられた。

女　　子

1. ?

2. 新人合宿先は赤城国際。春夏の合宿は箱根、アジア下館、取手

国際、ICUで。

3. 合同練習は週2回（水・土曜）で、神宮外苑とグランドの往復

ランニングと柔軟体操、四谷の土手の往復ランニング。

4. なし。

5. 部室は理工学部の奥の高い建物。

6. ウエアはマンシング、A・パーマー、フクゾウ（横浜元町）。オ

リジナルワッペン付き紺ブレザーとブルーのスカートをよく着

ていた。

9. マクレガー、スポルディング、ウィルソン、ケニー・スミス、

パワービルト。

10.杉本英世。A・パーマー、G・プレーヤー、J・ニクラウス。樋

口久子。

11.スカイライン、クラウン、セドリック、ブルーバード、いすず

ベレット。

12.コンパは砂防会館、虎の門ホール、主婦の友会館を使用。

13.大学紛争のさかんな時代で、ゴルフ部はノンポリもしくは右翼

だといわれていた。
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1969 昭和44年

NEWS
（一般）

＊GNP世界第2位

＊宇宙船アポロ11号月面着陸

＊東大安田講堂機動隊封鎖解除

＊東名高速道路全線開通

（ゴルフ）
● 不景気の波ゴルフ場にも押し寄せる（会員権の値下がり）
● PGA会員541名（内女子45名）
● ワールドカップ、L・トレビノ/O・ムーディ組日本（河

野高明・安田春雄）を破り優勝
● （米）市民運動家南ア人種問題でPGA選手権3R G・

プレーヤーを妨害
● （仏）キャサリン・ラコステ　US女子アマ、全英、全

仏、スペイン女子優勝

＜男子＞

関屋芳史（主将）・平澤富吉（主務）・久原直行（会計）・秋谷

政保・小倉民男・栗原正躬・中尾博・前田武

＜女子＞

鬼島恵美子（主将／ミーコ／久原）・滝沢素子（モコ／三浦） 1970 昭和45年

NEWS
（一般）

＊大阪万国博覧会EXPO70（6421万人見学）

＊よど号ハイジャック赤軍派北朝鮮に

＊三島由紀夫割腹自殺

＊排ガス、光化学スモッグ公害発生

＊歩行者天国始まる

（ゴルフ）
● 関東プロで尾崎将司鮮烈デビュー
● シェークスピア社ブラックシャフト製作
● （英）PGA競技使用球ラージボールに限定
● （英）ワーキングGCついに女性のズボン着用でのプレー

を認め会則改定

＜男子＞

與語忠裕（主将）・佐藤衛（主務）・白田福秋（副将）・仙波不

二夫（副将）・鈴木元紀（会計）・北村茂（学連）・飯塚央・横

田佳夫

＜女子＞

藤井真弓（主将／マメ／長島）、黒田憲子（主務／クロ／高坂）



2. 新人合宿は水戸。その他の合宿先は 筑波、アジア下館、水戸、

浜松シーサイド、稲取、日光、取手国際、新千葉、霞ケ浦、水

海道、フレンドシップ。

浜松シーサイドでの冬合宿は、宿泊所がお寺で、風呂と夕食を

クラブハウスですませて宿舎に帰る毎日。お寺には暖房がなく

非常に寒く、4名が風邪で発熱し大変な合宿であった。

3. 合同練習は週3回、皇居と神宮外苑がトレーニングコース 。朝

練は夏合宿前、冬休み明け等に朝6時から開始。始発電車に乗

って参加する人もいた。特に冬休み明けの朝練では、筋肉痛で

階段の昇降に苦労した。

4. 三越で中元、歳暮時の伝票整理（人数によりクラブに補助金が

でた）。大学入試の警備。当時学生運動が全盛期、柔道場に泊り

込んで入試警備をおこなった。昼間は試験監督、構内警備、特

に夜間も不審者の入試妨害に備えて体育会系のクラブを中心に

構内警備をおこなった。警備は3班に分かれており、3日に1日

夜間外出がゆるされ、しんみち通りに何人かで飲みに行った。

5. 部室は SPSの2階、男女兼用の部室のため着替え時、男女の

札を掛けた。

たまり場 は学食のそばコーナー近くのテーブル。練習後、学食

でよくビールを飲んだ（当時は学生食堂でビールを提供してい

る大学は日本に数校しかなかった）。先輩が来ると大きな声で

挨拶、女子部員はびっくりしたのではないでしょうか？  雨の

日は 学校裏の雀荘（晴れの日の昼間麻雀をやっていると先輩か

ら練習をしろと怒られた）。

6. ペンギンマークのマンシング、ワニマークのラコステ等。 合宿

に行く時は、学生服。夏は白の開襟シャツ、下級生のころは、

赤やピンクのポロシャツは禁止されていた。

7. 1年上の長谷川先輩・戸田先輩・糸日谷先輩は非常に酒が強か

った。現在の竹下通りの中ほどに「しまじま」という小料理屋

があり、練習後、時々行って飲んでいた。ある時、現金の持ち

合わせもないのに3名で60本以上のお銚子を平らげ、ツケで飲

んで暮れに支払いに。当時は、学生を信用してツケで飲ませて

くれた店もありました。

8. 明治学院とフレンドリーで対抗戦をおこなったことがある。

女子

1. 3年春C 秋C、4年春C 秋C

2. 水戸、取手国際、取手アジア、水海道、江戸崎、大宮国際など。

河川敷のゴルフ場で冬の合宿をした時には、寒くて凍えそうで、

これに耐えられればどんな苦難も乗り越えられると本気で考え

た。

3. 土曜の午後は全員でトレーニング、各自の授業スケジュールに

合わせて週3回練習場から神宮外苑までランニングをして、柔

軟体操をした。合宿前には必ず朝練があった。

4. 三越で売り子のバイトをした。

5. 部室はSPSの2階中央、スキー部の前。たまり場は学食の、カ

フェテリア（現購買部）に通じる出口付近。

6. ウエアはマンシング、ラコステ、キャッシング。上智のユニフ

ォームはブルーのスカート。

7. ・2年上のマメさんはゴルフが上手（全日本学生選手権で4位）

でスタイルが良くて、みんなの憧れの的だった。

・上田佳代子先輩（40卒）が合宿に来て下さった時は、フラ

ンスから帰国されたばかりで、とても素敵で思わず見とれてし

まったことと、差し入れに持ってきて下さったケーキを電車の

網棚に忘れて来たと聞いてガッカリしたことをよく覚えてい

る。

8、明治学院の女子部とフレンドリーマッチをしたり、いっしょに

合宿をした。

9. ウィルソン、スポルディング、マクレガー、ベンホーガン。

10.杉本英世、安田春雄、河野高明が日本のビック3で、ほかに山

本義隆、河野光隆、西田升平。女子プロは樋口久子の天下。

アンケートでたどる、ゴルフ部５０年のあゆみ
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1971（昭和46）年卒

男　　子

1. 3年春C-5位　秋C-6位、4年C

2. 水海道、石打後楽園、筑波、日光。石打後楽園での合宿では、

最終日の打ち上げの時に悪い酒を飲み過ぎて、翌日目の見えな

い人が続出した。

3. ランニングは赤坂御所1周（これは楽）、または皇居1周（これ

は大変）。

5. たまり場は学食を入った左側のテーブルで、他の人からはイヤ

な目で見られていた。学校へ行ってもほとんど授業に出ないで、

学食か練習場か雀荘「宝」に入り浸りでした。（浅野）

7. ・キャプテンHとマネージャーTが大酒のみで、毎日宴会。車

をもつMとAが飲まないで長時間つきあわされた挙げ句、Hの

埼玉のはずれの家まで送らされるのが常だった。そのHのせい

か、女子部員がみんな辞めてしまい、さびしい男所帯になって

しまった。いまでも同期会に華がいないのが寂しいので、トレ

ードをお願いします。（浅野）

8. 同ブロックの国学院大、東海大と。

10.杉本英世。4年の夏に尾崎将司が衝撃的なデビューをした。

樋口久子。

11.スカイライン2000GT.

12.我々の追い出しコンパは東京プリンスホテルで開いてもらっ

た。

13.3年の時に学園紛争で半年くらい学校が封鎖された。ゴルフ部

は体制側で黄色いヘルメットをかぶり角材を持ってバリケード

破りに出かけたが、屋上から石なんかが落ちて来て怖かった。

Kがサンドウエッジを振りかざして全共闘を追い掛けまわして

有名だった。封鎖の間は千葉の総武CCでキャディのバイトを

しながら合宿をしたが、旅館の食事が毎日鯉ばかりなので参って

しまい、ゴルフ場の帰りに買うコロッケが唯一の楽しみだった。

1972（昭和47）年卒

男　　子

1. 3年C-7位　4年春C-7位　秋C-4位
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1971 昭和46年

NEWS
（一般）

＊ディスカバージャパン最高潮

＊対ドル・レート変動為替相場制に（1ドル308円に）

＊海外旅行ブーム

＊沖縄返還協定調印

＊NHK総合テレビ完全カラー放送

＊日清食品カップヌードル発売

＊多摩ニュータウン8500戸分譲大人気

（ゴルフ）
● 第2次ゴルフブーム、PGA会員663名
● 2ピースボール流行
● 球聖ボビー・ジョーンズ69歳で逝去
● アポロ14号アラン・シパード月面で人類初ショット

6番アイアンで2球プレー

＜男子＞

長谷川均（主将）・戸田青児（主務）・菊池健人（副将）・糸日

谷哲朗（会計）・浅野義夫（学連）・三木潔（OB係）・関谷俊

男・今田和夫・出口正義

＜女子＞

なし

1972 昭和47年

NEWS
（一般）

＊ゴルフ場の建設ラッシュ

＊土地ブーム

＊札幌冬季オリンピック、ジャンプで笠谷が金メダル

＊横井庄一グアム島「恥ずかしながら」復員

＊連合赤軍「浅間山荘」事件

＊田中角栄「日本列島改造論」

＊日中国交回復（パンダ中国より上野動物園に）

（ゴルフ）
● JGA日本オープン、女子オープン入場有料制に
● ゴルフ税定額課税１人１日600円
● USGA公認球リスト発行25種25ブランド
● 全英オープン賞金総額50,000ポンド、優勝5,500ポ

ンド、ギャラリー84,746人
● ジーン・ブラロック、リプレースごまかしで失格

LPGA 8年間出場停止処分で訴訟

＜男子＞

田中善生（主将／平成15年逝去）・竹山信夫（主務）・岡部照男（副

将）・池座秀和（副主務）・田尻治（会計）・横田保（新人・OB係）・

大森（学連）

＜女子＞

山川裕子（主将／ヤマ／安原）、加藤順子（主務／カトケン／清

水）、浜本典子（副将／ハマ／浅野）、今村麻子（会計／アコ／山

本）、添田あとみ（OB係／アミ／丹羽）、沢木久美子（クッキ

ー／金谷）



女　　子

1. 3年C、4年春C-2位

2. 新人合宿は取手アジア。走れといわれて死ぬかと思った。合宿

後、数人がやめてしまった。春夏の合宿は水海道、水戸など。

合宿最終日の最後に、全員横並びで全ホールの目土をすること

で合宿をやらせていただいた。当時は安くて宿泊できて合宿さ

せてくれる所は少なく、皆で10円玉をたくさん用意し（公衆

電話をかけるのに必要でした！）片っ端からゴルフ場に電話を

かけまくり頼み込んだ。3年下のククが入部し、お父様の経営

する愛鷹600でプレーさせていただいた時は夢のようでした。

（オトメ）

3. 朝練は春・夏・冬などの長い休みの時に1週間程。義務練は週

3〜4コマ。土曜の午後が合同練習で、普段は土手のランニン

グ・柔軟体操・指や腕の鍛錬等。ときには赤坂御所1周し外苑

でトレーニング。途中で「ちび天」こと現在の皇太子殿下（当

時小学1-2年？）に出くわし、「お姉さんたちカッコイイ」とい

われたことがあった。その後打撃練習。練習場の打席数のこと

ではよく男子とケンカした。

4. 三越の地下で御中元の時期にバイトをした。キャディバイトに

は反対だったし、アルバイトをしない分、質素にすることでカ

バーできると思っていた。（オトメ）

5. 部室はSPSで、サッカー部の隣だった。入部した時あまりにも

きたなくて臭かったので何日もかけて整理し掃除しやっと部室

らしくしてみたものの、すぐ元の木阿弥に。（オトメ）

たまり場は学食、喫茶「ラポール」。

6. 白い半袖シャツの胸元にうすいブルーの刺繍でsophiaと入れ、

スカートは同色のブルーのピケの布地をまとめて買ってシンプル

なタイトスカートを各々で作りユニフォームとした。まだまだ

世間ではゴルフをやる学生なんて生意気で贅沢だとみられてい

たので、贅沢にならないように気を遣った。

8. 聖心女子大と交歓試合をし、キャプテンとしての考え方ややり

方を相談したりした。2年夏合宿には、東京農業大のゴルフ部

に女子がひとりしかいないので一緒に合宿に連れて行っていた

だいたが、その方のいびきがすさまじくかなりの寝不足になり、

以後は丁重におことわりしました。（オトメ）

9. ウィルソン、スポルディング、マクレガー、パワービルト。

10.杉本英世、河野高明、安田春雄、そして2年生のときに尾崎将

司が華々しくデビュー。女子は樋口久子の一人天下。吉持姿子

（よしもちしなこ）が高校生で大学の選手権に参加していてビ

ックリした。その後プロになったが鳴かず飛ばずでしたね。

11.クラブを持って電車に乗るのも気が引けた時代です。ブルーバ

ードSSS510、スカイラインGT、三菱ギャラン。

12.追い出しコンペは取手国際、コンパはホテルでやることもあれ

ば、居酒屋でドンチャン騒ぎもあり。我々の追い出しコンパは

ホテルニューオータニで開いてもらった。Bブロック昇格祝い

のコンパでメチャクチャ飲んで気が遠くなったことがあったが

翌日はケロッとして学校へ行った。（当時はゴルフでなくお酒

に強かった！）

13.・もっとも学生運動華やかりし時代で、体制派の体育会は学生

運動の闘士たちとよくやりあった。

・学校が閉鎖される前に部室からクラブを持ち出すのが大変だ

った。正門までたどり着いたところで機動隊がなだれこんでき

て、コートのボタンがちぎれたりする中を、必死で土手を駆け

上がったこともあった。

・入試はロックアウトされた厳戒体制の中、校内にはいった。

入学してからもメインストリートでジグザグ行進のデモをやって

おり、ある日義務練に行くとき出くわしてしまったが、ゴルフ

クラブを担ぎまっすぐ突き進み、デモ隊をよけさせたことがあ

る。よくぶんなぐられずに済んだものと今はゾッとする。

1974（昭和49）年卒

男　　子

1. 3年春C-3位　秋C-7位、4年春C-4位　秋C-6位

2. 越後湯沢、水戸など。新人合宿は浜松シーサイド。宿泊先はゴ

ルフ場近くのお寺の本堂で、ある日酔っ払いが和尚に会わせろ

とやってきて、しつこくからんだので、皆で追い返した思い出

がある。

3. 合同練習は火・木・土曜で、迎賓館前から権田原、絵画館前を

経て、赤坂御所1周のコースをランニング、土曜は時々半蔵門

から皇居1周した。朝練は南千住のユニチカで打ち放し。罰則

は地下鉄丸の内線のトンネルの上の土手に整列して発声練習。

1年上の高橋先輩の指導が厳しかった。

4. 三越。有楽町の交通会館屋上のゴルフ練習場でボール拾い。プ

ロトーナメントの綱張りやスコアボード持ち。優勝した後に

18ホールをランニングしてから風呂に入りに来たG・プレーヤ

ーと、風呂でいっしょになったことがある。
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11.スカG（スカイラインGT）、ブルーバード、コロナ。今は部員のほ

とんどが車を持っていると思いますが当時は半分ぐらいかな？

12.1,2年のころ、東京プリンスホテルでダンスパーティーをゴルフ部

で主催していた。当時は、各大学ではやっていて、他の大学で

は入場料が500円のところゴルフ部は600円。部員一人当た

り10〜15枚程度の販売義務があり、100円の違いで売るのに

苦労した覚えがある。 納会は、赤坂プリンスホテルや砂防会館

（?）で、各学年別に余興をした。カラオケはまだなかったので

マイクをもつと緊張したのを覚えている。新入生歓迎会は上智

会館。追い出しコンパはオールナイトで飲み明かすのが恒例だ

った。

13.1年の1968（昭和43）年秋頃、上智大学は全学連により校舎

を封鎖され12月に機動隊導入による校舎のロックアウトがお

こなわれた。その後も東京大学のロックアウト等、学生運動の

最盛期に学生生活を過ごした。学生運動のおかげで無事4年間

で卒業できた者がかなりいたと思う（学生運動で校舎を封鎖さ

れ、まともに授業を受けていない者、受けられなかった者が多

かったため、学校側の恩赦的配慮からかなりの生徒が留年をま

ぬがれたと想像される）。卒業の年の2月の入試警備のときは、

ちょうど札幌冬季オリンピック中で、笠谷、金野、青地が70メー

トル級ジャンプで金、銀、銅メダルを独占という明るいニュース

もあったが、浅間山荘の占拠による連合赤軍と機動隊との攻防

戦等、激動の時期に学園生活を終えた。そんな中で、学生生活

をエンジョイできたのは、ゴルフ部に入部し同期、先輩、後輩

と苦しく、楽しいクラブ生活ができたからだと感謝しています。

14.3年生の時に7位でDブロック降格を免れた事、団結・規律を図

るため、竹山マネージャーの紹介で横須賀の自衛隊海兵隊に体

験入隊し厳しさを味わった事等、誌面では書ききれないほどの

思い出があります。

1973（昭和48）年卒

男　　子

1. 3年春C-7位　秋C-4位、4年春C-3位　秋C-7位

2. 新人合宿は稲取。春夏の合宿先は水海道、浜松シーサイド、ア

ジア下館、水戸、霞ヶ浦国際、フレンドシップ、新千葉。浜松

シーサイドは1,2年生の冬と夏に、近くのお寺に泊まって合宿

したが、夏合宿で台風に遭遇。池の多いコースのためフェアウ

ェイは水浸しで、バンカーには体長1メートルほどもある鯉が

泳いでいるし、側溝には天然記念物のオオサンショウウオがい

て、びっくりした。

3. 合同練習は週3回。火曜と木曜は赤坂御所のまわりをランニン

グして絵画館前でトレーニング、土曜は皇居を1周してグラン

ドでトレーニング。新入部員は土手の上から発声練習をするの

が恒例だった。

4. キャディバイトはなし。御中元御歳暮時に三越でバイト。ゴル

フトーナメントの綱張り、新幹線食堂車内でレンジの真空管を

交換するバイトなど。

5. SPSにあった部室は女子の着替え室だったので、行っていない。

たまり場は学食の、正面から入っていちばん左奥。しんみちの

喫茶店「フランス屋」。

6. ウエアはマンシング、ラコステ、キャッシング、ゴリノス、

A・パーマー、ゴールデンベア、G・プレーヤーのピューマ。

7. グリーンの芝目を読みながら後ずさりしていってバンカーに転

落した先輩。我慢できずに野糞した先輩。六本木で飲み過ぎて

電車もお金もなくなり、たまたま通りかかった全盛期の杉本英

世プロにお願いして、高級外車で家まで送ってもらったアホな

後輩もいた。
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1973 昭和48年

NEWS
（一般）

＊オイルショック（トイレットペーパーパニック）

＊韓国金大中氏日本で誘拐

＊江崎玲於奈ノーベル物理学賞受賞

＊ベトナム戦争終結宣言

（ゴルフ）
● ゴルフ場新規開発規制発表
● 全英オープンでジーン・サラゼン71歳

8番ホールでホールインワン（TV初実況）
● J・二クラウス7勝し生涯獲得200万ドル超える

S31年7月15日　夏季合宿（旧軽井沢ゴルフ場にて）＜男子＞

白根兼行（主将）・佐藤賢治（主務）・佐々木隆（副将／高橋）・

板倉広忠（会計）・山田修（OB係）・高橋実（学連）・白石俊明・

長澤恵一・松本久・桑原繁

＜女子＞

五月女まり子（主将／オトメ／椋本）、小林恵子（主務／ケイ／

永井）、大沢いう子（会計／ユッコ／高津）、岩崎和子（OG係／

イワ／須賀川）

1974 昭和49年

NEWS
（一般）

＊田中首相金権体質追及され辞任

＊米ウォーターゲート事件でニクソン大統領辞任

＊コンビニ、セブンイレブン開店

＊巨人長島茂雄現役引退「永久に不滅」

＊消費者物価24.5%上昇　狂乱物価

＊ルパング島小野田寛郎発見

（ゴルフ）
● 会員権高騰／グリーンフィー急上昇
● 日本女子プロゴルフ協会設立
● R&A全英オープン、PGA太平洋マスターズより使用球

をラージボールに限定



1975（昭和50）年卒

男　　子

1. 3年春C-4位　秋C-6位、4年春C-1位でBに昇格　秋B-4位

2. 新人合宿は忘れもしないフレンドシップ。 その後の合宿は取手

アジア、新千葉、霞ヶ浦国際などによく行った。取手アジアは

だだっ広い真っ平らなコース、新千葉はリーグ戦にもよく使っ

た。霞ヶ浦国際はなぜか冬のカチンカチンのコースを思い出す。

その他、伊豆国際や石打後楽園などゴルフ場とは思えない所も

あり（札幌五輪の後で、笠谷など日の丸飛行隊の真似を随分し

た）、オープン前の冬に合宿した高萩は、寒いわ風は強いわフ

ェアウェイ、グリーンはカチカチだわで涙を出しながらラウン

ドした。こんなゴルフ場を手配したのは誰だという事になって、

主務の菅野がボロクソにいわれていた事も思い出す。（蓋）

・1年の時、浜松国際で合宿したが、台風でバンカーに魚が出

現したり、水が退いた後、先発組がボール拾いをしていた。途

中、船でフェアウエイを渡ったと思う。（養田）

・新千葉はコースのことより白根先輩と二人きりで風呂に入っ

たときの恐怖が今でも思い出されます。（高橋）

3. 朝連は7時から。学校の場合は主にグランドを使用しての打ち

放し（アイアンクラブ限定）、ボール入れの缶を利用してのア

プローチ競争。勝俣君のSWの上手さ、まるで手で投げている

ようなとんでもなく柔らかな打球に驚いた記憶がある。 時には

7時に現地集合で南千住のユニチカゴルフセンターに行き、1

時間半ほど打ち放しを堪能して学校に戻った。合同練習は週3

回。平日は夕方5時集合で、体操の後、権田原経由神宮外苑ま

でランニングして、絵画館前で柔軟や腕立て。結構きつめの思

い出として肩車をして中腰になるような足腰ががくがくするメ

ニューがあった。土曜はおもに皇居を1周してグランドでトレ

ーニングの後、打ち込みをした。土曜日は練習後そのまま飲み

に向かった記憶が多い。連帯責任は、弓道場の横の土の上での

正座で、かなりやらされた、やらせた両者の記憶がある。（蓋）

4. キャディのバイト先は赤木国際が多かった。銀座三越の御中

元・御歳暮の配送センターでバイトをした。トーナメントのキ

ャディで陳清波が優勝争いをして蓋君がチップをたくさんもら

ったはず。G・プレーヤーが、優勝した後でもトレーニングの

ためコースを走っていたのには驚いたけど、僕らもバイトの後

風呂に入れてもらったら、プレーヤーが入ってきて、何の大き

いのにそこにいた全員あぜん！（養田）

5. 部室は練習場のハウスで、とても汗臭かった。しんみちの「サ

ラマンジェキキ」とかで先輩にごちそうになった。六本木の

「比呂」にもよく行った。

6. 流行はペンギンのマンシングと熊のゴールデンベア、傘のA・

パーマー。 お揃いの紺のセーターを作った記憶がある。

7. ・当時理工学部助手の瀬川先輩（41卒）に大変お世話になり

ました。奥さんもきれいな方でした。（養田）

・4年の秋のBブロックリーグ戦の3日目、卒研の関係で高橋君

がどうしても帰らなくてはいけなくなり、焦って南部富士CC

の玄関横の大きなガラスに追突。縦4m×横3mくらいの強化

ガラスが見事に粉砕、本人はケガ一つなくケロッとしてそそく

さと帰郷したのが思い出される。（その頃は毛が有ったのに！）

後日の請求がなかったのもラッキーでした。（蓋）

・高橋君が朝日杯かなにかの予選で当時高校生の湯原君（後の

湯原信光プロ）とまわって、湯原に励まされていたのを覚えて

いる。ぼくがキャディだからいいスコア出るわけないよね。

（養田）

女　　子

1. 3年春B-1位でAへ昇格　秋A-4位、4年春A-3位　秋A-4位

2. セントラルゴルフクラブなど。夏の合宿では猛暑の中、1日

2.5ラウンドすることもあり、途中で水分補給ができず苦しか

った。新しいスパイクのため靴擦れができて痛かったのを思い

出す。何事もやり抜く忍耐力、精神力、根性を養えたのではな

いかと思う。

・私達の大学在学中に、みるみるゴルフ人口が増えて予約がと

り難くなり、学生ゴルフへの理解もどんどん減って、学割では

コースをまわらせてもらえなくなった。合宿のためのゴルフ場

探しの苦労がありました。

3. 土手でランニングとトレーニング、練習場へ降りる階段でカエ

ル跳び。柔軟体操のメニューはまじめに研究した記憶がある。

神宮外苑まで走って公園でトレーニングすることもあった。神

宮からの帰り道、当時学習院初等科2,3年生だった浩宮様が数

人のガードマンに護衛されながら下校されるようすを横目でみ

ながら走った光景が思い浮かぶ。
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5. たまり場は学食のカフェテリア（現購買部）へ向かう通路の横。

グランド練習場のクラブハウス。しんみち通りの喫茶店「フラ

ンス屋」、スナック「バッカス」、屋台のおでん屋。

6. マンシング、ラコステ、ゴールデンベア、A・パーマー。

7. 1年の冬に横須賀自衛隊で体験入隊に参加。早朝ランニングの

ときに、「上半身裸でランニングの事」と伝達した後輩にだま

され、寒い中を裸で走っておられた長谷川先輩（46卒）。

女　　子

1. 3年春C-2位　秋C-1位でBに昇格、4年春B-1位でAに昇格

秋A-4位。

2. 新人合宿は江戸崎。先輩が大騒ぎしたため、その後の使用を断

られた。春夏は、アジア下館、大宮。アジア下館の夏合宿で、

目土のときにカエルや蛾が大嫌いなマヤが「ぎゃーっ！」と悲

鳴をあげながら飛びまわっていた。

3. 合同練習は週2〜3回。朝練は合宿前に集中して。神宮外苑ま

でランニングしてストレッチの後、赤坂御所をまわって帰る。

4. 三越銀座店の地下5階で御中元御歳暮の伝票整理（暇を見つけ

ては皆で輪ゴム飛ばしをやっていた）。

5. 部室は部室棟SPS（女子が着替えるため、男子は途中から練習

場の小屋に移動）。

たまり場は学食、裏門そばの喫茶店「ラ・ポール」、しんみち

「グリル・エコー」。

6. マンシング、ウェザーコック、Ａ・パーマー、ゴールデンベア、

ラコステ、クロコダイル。

7. 1年時の4年生の主将・長谷川均さんが、追い出しコンパの時

「知床旅情」を朗々と歌い上げ、1年女子一同「ホレボレポー！」

素敵でした。

９. スポルディング、パワービルト、ミズノ。

10.杉本英世、杉原輝雄、村上隆、安田春雄、青木功、尾崎将司、

石井朝夫、陳清波、佐藤精一、島田耕作、謝敏男。女子は樋口

久子、清元澄子、中村悦子。

11.スカイラインGT、ブルーバードSSC、マークII

12.・コンペは取手国際や霞ヶ浦国際で。コンパは麹町の都市セン

ターホール、鉄道弘済会館、主婦会館などを使用、「フランス屋」

で徹夜のパーティーをしたこともあった。現役はガクラン着用。

・新入生歓迎コンパはしんみちの寿司屋。一次会終了後、先輩

男子が女子部員を家まで送ってくれた。二次会に興味をもちつ

つも、大事にされているようでうれしかった。

13.・1年時に三島由紀夫が自決、2年時に浅間山荘事件、3年時に

札幌冬期オリンピック開催など、記憶に残る事柄の多い4年間

で、学生運動もまだまだ激しく、休講が多いことを理由に、練

習場にいりびたっていた。

・上智に芸能人がたくさん入学した時期で、練習後、ジュデ

ィ・オングとよくすれちがった。

・1年時は、いまだ1ドル360円の固定相場制の時代で、しん

みち通りの「1ドルステーキの店」が繁昌していた。
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1975 昭和50年

NEWS
（一般）

＊GNP戦後初のマイナス成長

＊昭和天皇・皇后初訪米

＊ベトナム戦争終結

（ゴルフ）
● 日本のゴルフ場数1,093コース
● 村上隆4大公式戦制覇
● 米ジルテック、チタニウムシャフト製造
● 米マスターズにリー・エルダー黒人として初出場

50年卒女子と48年卒女子

＜男子＞

蓋孝（主将）・菅野郷介（主務）・高橋紀雄（副将）・養田澄男

（OB係）・江美憲・勝俣宏一・鈴木隆夫・松田茂

＜女子＞

森みどり（主将／ミド／吉田）・林真理（主務／マリ／野本）・

西光子（副将／ミッコ／向井）・本間千鶴子（会計／チコ／綾

部）・田中弓子（書記／ユミ／田中）・岡田淳子（オカ／松

田）・清水正子（シミ／山崎）

49年卒男子

＜男子＞

小林幸一（主将）・菅田和則（主務）・上山義和（副将）・箱崎俊介

（体育会）・神尾朗維（学連）・鈴木達郎・東崎雅美・日沢進

49年卒女子と50年卒男子

＜女子＞

鹿野麻耶（主将／マヤ／吉田）、塩沢理恵子（主務／リエ／丸杉）、

久本中子（副将・OG係／ナカ／渡辺）、山下永子（会計／エコ／

中島）



ングパットが入ってしまった。もちろんピンに当たって。（高島）

・1週間の新人合宿で水しか飲めず、体重が15キロ減った。

（浅田）

・昼食で先輩がおごってくれたアイスミルクのダブルがおいし

かった。あの味が忘れられない。（柳澤）

・2年の冬合宿をした高萩はコースが狭くOBゾーンが多いう

え、グリーンは凍てついてカチンカチンだったので、ほとんど

の部員がハーフ50以上叩いていた。小倉君は涙を流しながら

ラウンドしていたっけ。

・練習場の脇の合宿所でおこなうトレーニング合宿では毎晩の

ように暗闇の乱闘があり、浅田君は名誉の負傷をしてレギュラ

ー入りをのがした。

3. 合同練習は週3回で、赤坂御所を走り、神宮外苑で筋トレ。朝

練に来ないやつが必ず一人はいて、連帯責任の毎日。罰はグラ

ンドをウサギ跳びで1周。足腰が立たず、朝一の授業の英語と

人間学の単位を落とした。（浅田）

4. キャディのバイト先は赤城国際、愛鷹600、太平洋クラブ軽井

沢コース、セントラル。新橋の料亭の皿洗い。銀座三越で贈答

品の包装、伝票整理、売り子など。相鉄ジョイナスのサラダシ

ョップでウエイター。プロトーナメントのキャディやギャラリ

ーの整理。無名のプロでもものすごく飛ぶので驚いた。

5. 部室はグランドのクラブハウス。たまり場は学食の、カフェテ

リア（現購買部）に行く通路近くのテーブル。雀荘「四谷クラ

ブ」、しんみちの「バンビ」「蟻ん子」。

6. マンシング。ポロシャツの衿は必ず立てるのが当時のファッシ

ョンだった。

ユニフォームはブリジストンの白のシャツカラーで、袖に

SOPHIA UNIV.GOLF TEAM の文字が入っていた（他の大

学はGOLF CLUB だった）。

7. ・入部当時OBと間違えてしまった2年上の菅田先輩はトレーニ

ング合宿で「おれの目を見ろ」と言って指導していたことがエ

ピソードとして語られつづけている。

・神尾朗維（ロイ）さん（49年卒）にディスコに連れて行っ

てもらった。最初はドキドキしました。（柳澤）

8. 明治学院とフレンドリーマッチをしていた。

・2年から学連に出向していたので、他大学に知り合いが多か

った。ゴルフは負けたけど、麻雀では負けなかった。（柳澤）

女　　子

1. 3年春A-3位　秋A-4位、4年春A-3位　秋A-3位

当時Aブロックではいつも成城と聖心が首位争いをしていた。

成城には2年上に学生ゴルフ界の女王と呼ばれた荒川万寿さん

がいた。

２. 新人合宿の水戸では疲れ過ぎてスイカばかり食べていた。ハヤ

は靴がこわれてつま先穴あき状態でラウンドを続けた。その後

の合宿は熊谷、愛鷹600、新沼津、稲取、伊豆スカイライン、

矢板など。同期のククのお父様が愛鷹600を経営されていたの

で随分利用させていただいた。愛鷹のインターバルには吊り橋

があったが合宿中は吊り橋の上もキャディバッグをしょって走

らなければならず、何十メートルも下の木々が見えるし、皆で

走るので揺れて怖かった。1年下のバビがあわやクラブを吊り

橋の端から落としそうになり生きた心地がしなかった。矢板は

オープンしたてのコースだったが雪でラウンドができなくなっ

て大喜び。稲取に合宿の交渉に行った時は大変寒く、支配人と

ラウンド中にみぞれが降りしきっていたが、支配人からあがり

ましょうといわれるまでひたすら頑張った。

愛鷹はロッジ1泊夕食付1000円位、プレーフィーは3510円

（510円は税金）昼食別（ライスカレー350円）。熊谷にはい

つも上野8番線5:53発／熊谷7:07着の普通電車に乗り7:20

のクラブバスで行っていた。プレーフィー2000円（昼食別）

旅館は1泊2000円。32卒の吉田勉さんが熊谷のメンバーで良

く面倒を見て下さった。冬には伊豆方面の稲取（プレー1日

6000円・ロッジ2000円食事なし）や伊豆スカイライン（プ

レー1日4500円・1泊3食2500円）を選んだが寒かった。

合宿の夜には目標スコアをオーバーした人は腹筋最高40回の

罰。それも1日目にアンダーだった人は翌日の目標はもっと高

くなる。1日目・2日目もアンダーだともっと厳しくなる。

学内月例が毎月1回（取手アジア、東松山、錦ケ原など）。学連

月例はほとんど取手アジア。

3. 通常の練習方法qトレーニング週2回−月曜午後5時から土手

をランニング。土曜の午後はランニング（赤坂御所1周）と腹

アンケートでたどる、ゴルフ部５０年のあゆみ
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・練習場がすいていると嬉しいけれど、誰も居ないと都会の中

の孤独を感じた。（ミド）

4. 1年の夏休みには軽井沢のゴルフ場でキャディバイト。三越で

お歳暮の伝票整理、おもちゃ売り場の売り子。プロのトーナメ

ントでギャラリー整理やマーカーなど。新宿の小料理屋で皿洗

い（そこのオヤジが怖かったのを覚えている）。テレビCMのフ

ィルムに合わせて「ファイトー！ファイトー！」と声を出す、

声優（?）のバイトもした。

5. たまり場は学食のカフェテリア（現購買部）から入ってすぐ右

側のテーブル。

6. ブランドではマンシング、ゴールデンベア、A・パーマー。ポ

ロシャツにキュロットスカートというのが女子の一般的なスタ

イルだった。上智は他大学より地味で、布地を買って来て各自

でスカートをつくったりした。

7. ・1年生のときは、3年4年の先輩がとても美しく女らしく、大

人に見えた。2年上のオトメさんとケイさんの漫才のようなや

りとり。1年上のエコさんの肩凝り、ナカさんの美しさ、マヤ

さんのパワー。

・ゴルフ部のルノー・ベルレーと呼ばれていらした佐々木先輩

（48卒）、神秘的に見えたな！

９. マクレガー、ホンマ、ミズノ（蓋さんに気を使って）、リンクス。

ボールはダンロップとブリヂストン、タイトリストが多かった。

10.河野高明、河野光隆、安田春雄、杉本英世、草壁政治、陳清波。

11.スカイラインのライトバン、三菱コルトギャラン。学生ゴルフ

ァーが事故を起こしてはいけないということで基本は電車だっ

たと思う。

12.コンペは取手アジアや霞ヶ浦国際、取手国際など６号線沿いの

ゴルフ場や、浮間、大宮国際、利根川Pなどで。コンパではし

んみちの「バッカス」が二次会でよく使われ、変なおばちゃん

が「アーラ○○さん」とか言っていましたっけ、ボトルがサン

トリーホワイトだったのが印象的。その他しんみちでは「蟻ん

子」、「エリーゼ」、「バンビ」、「千成すし」、「鳥藤」など。

14.あれは4年生の中日杯の予選のことでした。4年間個人戦本戦

に一度も駒を進めていない紀雄さんにとってそれは最後のチャ

ンスでありました。場所は大宮国際（?）、当時160（2R）を

切れば予選を通過することができました。1.5Rを終わって

125ストローク。予選通過のためには最終ハーフで35が必要

です。しかし、最終ハーフの出だしはダボ。オーマイゴッド！

予選通過は絶望的。しかし、ここから残り8Hで奇跡が起こり

ました。 その後2バーディをとりイーブンパーで最終ホール

（ロング）を迎えました。バーデ ィを取ればきっちり35。セ

カンドショットを打ち終わり、残り約100ヤード。PWのショ

ットはピンを目がけてまっしぐら。バーディは行けるなと思っ

たその瞬間、グリーン周りから歓声が上がりました。入ってし

まったのです。イーグルで34。トータル159で予選をビリで

通過することができました。本戦は予選の結果通り初日ビリで、

おしまいでした。（高橋）

1976（昭和51）年卒

男　　子

1. 3年春C-1位　秋B-4位、4年春B-5位　秋B-6位　

東洋大学との入替戦で8対1で勝ってBブロックに昇格し、秋には

岩手県の南部富士でマッチプレーができたことが最大の思い出。

2. 新人合宿はフレンドシップ、霞ヶ浦国際。その他、赤城国際、

浜松国際、四日市、高萩、太平洋クラブ軽井沢コース、セント

ラル、熊谷などで合宿。

・先輩にピンを持ってくれといわれて、ずっと持っていたらロ
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1976 昭和51年

NEWS
（一般）

＊ロッキード事件で田中角栄逮捕

＊ジャンボ宝くじ（1000万円）発売

＊中国共産党毛沢東主席死亡

＊植村直己北極圏単独走破

＊ソ連ミグ25、函館に強行着陸。日ソ緊張

（ゴルフ）
● JGAヤード表示廃止、メートル制に切替
● 練習場に人工芝初登場
● 樋口久子欧州女子オープン優勝

＜男子＞

池田岩夫（主将）・浅田将之（主務）・小倉幹雄（副将）・菅原

康夫（会計）・高島勝広（OB係）・柳澤佳久（学連）・長南

諭・江副利隆・築地宏典・松村洋一

＜女子＞

林裕美子（主将／ハヤ）・堀田順子（主務／ジュン／水谷）・西

野雅久子（副将／クク）・井上玲子（会計／レコ／鈴木）・吉岡

しげ子（OG係／コゲ／江副）・吉田悦子（学連／ヨッタ）・上

山真知子（マッチ／寺川）・須藤朋子（モコ／柴田）

月刊フェアウェイ1975年11月号　キャンパスゴルファー美女見参

第9回「上智大学女子ゴルフ部訪問」より

新人合宿の帰り、駅ホームで



1977（昭和52）年卒

男　　子

1. 3年春B-5位　秋B-6位、4年春C-2位　秋C-2位

4年のリーグ戦ではBブロック復帰を悲願に部員が一丸となっ

て臨んだが、春季は学連加盟以来、シーズンごとに優勝して一

気にAブロックに上り詰めた日体大に圧倒され、無念の2位も

諦め半分。秋季は初日首位駒沢に射程内の2位、2日目ハーフ

終了時点で首位に立つも、Bから降格した独協の笠原選手の好

スコアに僅差でかわされ惜敗、残念無念であった。

2. 新人合宿は石打後楽園と四日市市の名四（南山大学の紹介）。

冬にはスキー場になる石打後楽園のダウンヒルコースの打ち下

ろしでボールをいくつなくしたことか。あのアップダウンを

2.5ラウンドできたのはやはり若さかとしみじみ思う。名四で

は大学からゴルフを始めた梅田君が右側オールアンダーリペア

の恩恵で70代という快挙をなしとげた。その他、大利根チサ

ン、高萩、高崎サンコー、熊谷、赤城国際、セントラル、太平

洋クラブ軽井沢コース・高崎コースで合宿した。

3. 合同練習は火・木曜の午後5時から、土曜は午後1時半からで、

赤坂御所のランニングと神宮外苑での腹筋・背筋・腕立て伏

せ・肩車などのトレーニング、土曜は皇居も走った。義務練習

は週3回以上、スケジュール表に予定を書き込み、打撃練習を

した。朝練は学期始めやテスト後の年4〜5回、1週間毎日午前

7時半から9時まで。無断欠席・遅刻などに対する連帯責任は

ウサギ跳び・発声練習・腕立て伏せ・坊主刈りなど。

4. キャディのバイトは太平洋クラブ軽井沢コース、セントラル、

赤城国際などで。プロのトーナメントでキャディやギャラリー

の整理。日産のパーツセンター（48卒板倉先輩紹介）、新幹線

のエアフィルター掃除（50卒高橋先輩紹介）、東神奈川のゴル

フ練習場・横浜ジョイナスのサラダショップ（36卒坂口先輩

紹介）、三越本店で御中元のバイト、入学試験の試験官。

5. 部室は練習場のハウス。たまり場は学食のカフェテリア（現購

買部）への通路手前。1〜2年の時は、パチンコ「コメット」

の上の「マーフィー」で練習に疲れ先輩の不満を言い合ってい

た。3〜4年になるとしんみちのバー「バッカス」や新宿・

代々木八幡の飲み屋にたまっていた。

6. ウエアは、マンシング、ラコステ、ブリヂストンのバーゲンで

買ったケバケバウェア。これは当時スポーツ刈りだった青木功

や尾崎将司らが着ていてはやっていたのだが、今思うとゾーッ

とする。

7. 3年先輩のみなさん、きついトレーニングで鍛えていただきあ

りがとうございました。昼は恐ろしくて口もきけませんでした

が、夜は面倒をみてもらいました。

2年先輩のみなさんはゴルフも上手で憧れの存在でした。先輩

達のお陰でBブロックでプレーできたことに感謝。

1年先輩のみなさんは人数も多くて頼り甲斐のある兄貴分。B

ブロックでダブルスを組んだり、キャディをして頂いたことも

ありました。

1年後輩でありながら常にライバルだった勝俣、福田、河村、

ありがとう。

２年後輩は男女とも人数が少なくて大変だったと思う。そのた

め精一杯勧誘して入部してくれた大勢の後輩たちは可愛い新入

生でした。（中戸川）

8. 明治学院（取手国際）や法政（栗橋国際）、立教（太平洋クラ

ブ軽井沢）とフレンドリーマッチをした。

女　　子

1. 3年春A-3位　秋A-3位、4年春A-4位　秋A-3位。

1年生の春に先輩のご活躍によりAブロック昇格以来、在学中

ずっとAブロックでプレーするという幸運に恵まれた。4年秋

にはモッチがAブロックのメダリストに。

2. 新人合宿はファーイースト。春夏の合宿は熊谷、愛鷹600、矢

板、沼津、藤枝、秩父など。熊谷での春合宿は打っても打って

も前へ進まないアゲインストの強風に泣かされた。

3. 朝練は週に1〜2回。義務練は週3回。ランニングは赤坂御所1

周や土手の往復。

4. 三越で伝票整理や販売員。太平洋クラブ軽井沢コース・赤城国

際でキャディ。市ヶ谷のタイヘイゴルフ練習場で受付。トーナ

メントのバイトで青木功を見てなんだか田舎のおじさんみたい

と思った。

5. 部室はSPSの2階。たまり場は学食のカフェテリアへの通路手前。

6. ウエアはラコステ、マンシング、パリス、キャッシング。

7. 吉田大先輩（32卒）にはとてもお世話になりました。

9. ウッドはホンマ、パワービルト、アイアンはベンホーガン、コ

ンフィデンス、リンクス、ウィルソン、スポルディング。ボー

ルは、普段はパチンコの景品のダンロップ65、試合の時は部

費の補助でマックスフライやレクスターを使った。

10.青木功、尾崎将司、村上隆、中島常幸、杉原輝雄、島田幸作、

山本善隆、中村通。ジャック・ニクラウス、トム・ワトソン、

ジョニー・ミラー、トム・ワイスコフ。樋口久子、清元澄子。

ローラ・ボー。

11.ブルーバード、スカイラインGT、ジェミニ、セドリック。

12.新入生歓迎コンパは一次会は上智会館、二次会はしんみち通り

の飲み屋、三次会は六本木の「比呂」へ。追い出しコンペは東

松山やセントラルで定休日にお弁当持参で開催。追い出しコン

パは数年間続いていたホテルでの開催は負担が大きいため都市

センターホールなど公共施設でおこなった。

13.入学時には学生運動の名残りのような人たちもいたが、ノンポ

リで平和な4年間をゴルフ部で謳歌することができた。同級生

にアグネスチャンや三雲孝江アナがいて、上智の女子学生のイ

メージが大いに上がった時期だった。

アンケートでたどる、ゴルフ部５０年のあゆみ
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筋・馬跳びw早朝練習週1回−水曜8時から、主にアプローチ

の練習e義務練（週3回）r自主練。グランドに降りる階段で

のウサギ跳びはきつかった。連帯責任は土手のランニング。ハ

ヤの所属していた大利根に日曜日練習に行ったり、当時お茶の

水にあった練習場のプロにみてもらったりした。

3年時幹部になりたての1週間の2次強化練習のメニュー・・・

学校での練習と多摩川での練習が隔日。学校では7:30〜9:30

打撃・9:40〜10:20トレーニング（土手3周／柔軟／馬跳び

は参加人数×3回／腹筋20回／素振り70回）・10:30〜

12:30打撃。多摩川では8:00〜10:30で5箱（1箱何球いり

だったか?）義務。

4. 三越の銀座店で御中元御歳暮の時期に伝票整理（暇な時には先

輩と輪ゴムの飛ばしあいをした）。そのほか新橋ふぐ料理店で

皿洗い、東神奈川のゴルフ練習場の手伝い。

キャディバイトは赤城国際でやった人もいる。セントラル（同

期のククのお父様経営）のオープンの日にキャディをやったの

が唯一の経験の人もいる。プロのトーナメントでマーカー（ス

コアボードを掲げてプロについて歩く）をした時には、ヨッタ

がテレビにたくさん映った。

5. 部室はSPS。たまり場は学食の奥隅。朝練のあとは裏門から近

い新宿通りの「パパス」へ。しんみちの「蟻ん子」や「グリ

ル・エコー」にも集っていた。

6. マンシング、キャッシング、パーマー、ゴールデンベア、フク

ゾー（横浜元町）。女子のユニフォームは白のポロシャツと紺

の巻きスカートで、かなり地味だった。

7. ・2年上の箱崎先輩のダンス付き「♪は〜るばるきたぜ　は〜

こだ〜て〜〜♪」。

・入部直後に男子リーグ戦の応援にいくことになった。先輩が

打ったら必ず「ナイスショット」か「ドンマイ」を言うこと、

とだけ教えられていたため、ティーショットの球の行方は速く

て何も見えなかったが、コゲが大声で「ナイスショット〜」と

言ったらシーンと静まり返ってしまった（ＯＢだったらしい）。

8. 成城大学とアジア下館でフレンドリーマッチをした。

9. パワービルト、ホンマ、ベンホーガン、ミズノ、スポルディング。

現在はシャフトの長さ47インチも珍しくないが、新しく出た

44インチが長く感じられた。ボールはダンロップ65。スモー

ルからラージ、糸巻きから2ピースボールへの変換期だった。

10.青木功、尾崎将司。トム・ワトソン、ジョニー・ミラー。樋口

久子。ローラ・ボー。

11.合宿はいつも電車。ギャランGTO、カリーナ、セリカ、コロナ

ハードトップ、シルバーのフェアレディーZ。　東松山まで開

通したばかりの関越自動車道でハヤ運転のフェアレディーが男

子の車とサーキットをしていた。

12.コンペは東松山やセントラル。コンパはしんみちの「バッカス」、

六本木「比呂」など。1年上の追い出しコンペは東松山。コン

パは京王プラザ4階「宴」。追い出しコンパは夜明けまで。

13.・国際部にアグネス・チャンがいて、いっしょに数学の授業を

受けたので、白い下敷きに何枚もサインをしてもらい、一枚

50円の下敷きを500円で高校生に売り捌いた。（浅田）

・2年上の箱崎・上山両先輩がゴルフクラブを持って学生運動

の闘士に殴り掛かっている写真をみたことがあり、右翼は怖い

と思った。

14.女子の同期の6人（8人中2人は途中退部）は個性が強く先輩泣

かせだったかも。

レコとジュンはゴルフに行く前日はしょっちゅうハヤの家に泊

まり、寝る前に3人で翌日のお弁当（おにぎりやサンドイッ

チ・男子の分も）を作った。
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1977 昭和52年

NEWS
（一般）

＊王選手、ホームラン世界新756号

＊有珠山爆発

＊青酸コーラ殺人事件

＊アニメ映画「宇宙戦鑑ヤマト」公開

（ゴルフ）
● ゴルフ場数1,322コース、人口650万
● ゴルフ税定額1人1日1,000円
● 樋口久子全米女子プロ日本人初優勝

S31年7月15日　夏季合宿（旧軽井沢ゴルフ場にて）＜男子＞

中戸川洋（主将）・都築義男（主務）・杉山昌孝（副将・会計）・

諫本憲司（副将・学連）・梅田温（OB係）・山田安廣（体育会）

＜女子＞

福島雅子（主将／フック／深澤）・若色一美（主務／ワッカ／勝

俣）・望月明美（副将／モッチ）・野津冨美子（副務／バビ／大

谷）・国峰園子（会計／クニ／下田）



5. 部室はSPS、たまり場は学食の購買部との出入り口付近。しん

みちのバー「バッカス」。

6. マンシング。

7. ・「あなたたちの代はコンパばかりして、ちょっとは練習しな

さい」と言われた2年上のハヤさん、お手製オムレツがおいし

かった。

・ジーンズをはいてきたら「あら、それで電車乗ってきたの？」

とのたまった2年上のレコさん。

・軽井沢で車が脱輪して帰りが遅くなってしまった時、理由も

聞かずに「あなたたち座りなさい。・・・」と、こんこんとお

説教された1年上の先輩たち。

8. 東大医学部の学生とラウンドした。

9. パワービルト、ウィルソン、ベンホーガンのアイアン「エイペ

ックス」、ミズノのウッド「グランドモナーク」、ホンマのウッ

ド「エキストラ90」が台頭してきた。ウッドはパーシモンの

ヘッドに軽量のブラックシャフトが流行の先端だった。ボール

はダンロップ65、ジャンボ。

10.村上隆、尾崎将司、杉原輝雄、中島常幸。樋口久子、吉川なよ

子、 阿玉、ローラ・ボー。

11.スカイライン2000GT、スプリンター、ブルーバード、シビック。

12.コンパはしんみちの奥のほうの店で、二次会は「バッカス」。

追い出しコンペはセントラル。

13.平穏安泰の時期、アグネス・チャンや、栗田ヒロミが在学していた。

1979（昭和54年）卒

男　　子

1. 3年春C-5位　秋C-5位、4年春C-3位　秋C-3位

2. 新人合宿は太平洋クラブ軽井沢コース、春夏の合宿は熊谷。

3. 鳥かご練習場での打撃練習の他に、東神奈川にあった打ち放し

で早朝練習した。

ランニングとトレーニングは青山通り、絵画館前広場でした。

4. 太平洋クラブ軽井沢コースでの夏休み中のキャディ。学連から

の割り振りによるトーナメントの手伝い（袖ヶ浦でのブリヂス

トントーナメントに何度か行った）。

5. たまり場は学食の購買部側の出入り口付近。

6. ペンギンのマンシング、ゴールデンベアなど。

7. 山室先生。

8. 南山大学との上南戦。

女　　子

1. 3年春A-5位　秋A-6位でBに降格、4年春B 秋B-5位

2. 春夏の合宿先は藤枝、ファイブハンドレッド、甘楽など。

3. 朝練は朝起きるのが大変で、よく遅刻したり休んだりした。合

同練習のランニングは土手から始まりニューオータニの周辺や

赤坂御所の周り。義務練は週2〜3回程度で授業の合間におこ

なっていた。

4. 市ケ谷の栗原プロの弟さん（？）経営の練習場「タイヘイゴルフ」

の受付。トーナメントのお手伝いでオーストラリアのグラハ

ム・マーシュの組についた。

5. 部室はSPS、たまり場は学食。

6. マンシング、マクレガー。ミナミスポーツ、渋谷西武、三越エ

レガンス等で買ったものやハワイやアメリカからの色の派手な

お土産品。

アンケートでたどる、ゴルフ部５０年のあゆみ
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1978（昭和53）年卒

男　　子

1. 3年春C-2位　秋C-2位、4年春C-5位　秋C-5位

2. 新人合宿は高崎サンコー。春夏の合宿は、セントラル、太平洋

クラブ軽井沢コース、熊谷、甘楽。

・セントラルに合宿した時、前のホールに落雷して腰を抜かし

た。（杉原）

・杉山先輩（52卒）と旅館の門限をやぶって夜の遊びをして、

兄弟に間違われたこともあった。（福田）

3. 合同練習は週3回（火・木・土）、練習内容は q準備体操 w走

りこみ（赤坂御所または皇居の周回道路）e筋力トレーニング

r発声練習（土手の上から大声で挨拶の練習／時々）t素振り

100回 y打撃練習（約1時間）u整理体操

・いまにして思えば非科学的なスポ根なみの練習で、あれでは

うまくも強くもなれなかったろうが、よくがんばったと思う。

（福田）

4. 太平洋クラブ軽井沢コース・御殿場コース、セントラル、高崎

サンコー、新千葉でキャディのバイト。軽井沢コースには中曽

根元首相や、扇千景大臣も来場したが、華やかさのかげでバイ

ト宿舎はひどいものだった。ブリヂストンオープンなどトーナ

メントのバイト。鈴廣のかまぼこの販売。日産の自動車部品倉

庫で物運び。新幹線の掃除。

5. 部室は鳥かご練習場の横。たまり場は学食のカフェテリア（現

購買部）への通路横。そこでいつも玉子入り肉うどんを食べて

いた。（勝俣）　喫茶店でチョコレートパフェを食べながら先

輩の悪口を言っていた。（福田）

6. ウエアはA・パーマー、ゴールデンベア、ラコステ、マンシング、

トロイブロス。

7、・高島先輩（51卒）は、1年生で出場した秋のBブロックリー

グ戦でキャディをしてくださった。やさしい励ましのおかげで

シングルスで勝ってしまった。（勝俣）

・高島さんは漫才師のごとき笑いの宝庫でした。（杉原）

・都筑先輩と梅田先輩（52卒）が当時大流行のピンクレディーの

ものまねをされていた姿が今でも目に焼き付いている。（海上）

・東京五輪音頭の都筑さん（52卒）。

・ここぞの気合いショットの池田先輩（51卒）。

・2年の時同期の河村と何かの試合の予選に遅刻して池田主将に罰と

して「坊主にしろ！」といわれたのは死ぬまで忘れられない。（福田）

・日傘をさしてプレーしていたレコ先輩（51卒）。

・網タイツのクク先輩（51卒）。

・1年下の知る人ぞ知る前川君。

女　　子

1. 3年春A-4位　秋A-3位、4年A-5位　秋A-6位でBに降格。

2. 新人合宿は福島県のゴルフ場。春夏の合宿は熊谷、セントラル、

愛鷹600、甘楽、伊豆スカイライン。合宿の時、先輩の紅茶に

入れるお砂糖の数などを覚えなければならず大変だった。長野

のゴルフ場で紹介者吉田勉さん（32卒）の知り合いの方にバ

ーに連れて行ってもらった。

3. 合同練習は週3回で、赤坂御所の周囲をランニングして途中、

腹筋・背筋・腕立て伏せなどの筋トレをしていた。時折、強化

練習もあった。連帯責任の罰は土手5周。同年代の憧れの男子

「あいちゃん」をかけ声にして走った。

4. 大阪へボールを販売しに行った。太平洋クラブ軽井沢コースで

キャディ。いろいろなトーナメントのバイト。市ヶ谷のタイヘ

イゴルフ練習場で受付。
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1978 昭和53年

NEWS
（一般）

＊成田空港開港

＊日中平和友好条約調印

＊キャンディーズ解散（ラン・スー・ミキ）

＊（英）世界初試験管ベビー誕生

（ゴルフ）

● 青木功世界マッチプレー選手権優勝

＜男子＞

勝俣正志（主将）・森康二（主務）・福田愛二郎（副将）・野崎

壽久（学連）・海上昌二（OB係）・菊池完之（体育会）・河村

徹・杉原伸夫

＜女子＞

野呂久美子（主将／ミク／赤穂）・塚越雅子（副将／ツーコ／福

田）・樋口正子（主務・会計／チャコ／勝俣）

1979 昭和54年

NEWS
（一般）

＊イラン革命（ホメイニ師）

＊英国サッチャー女性首相誕生

＊韓国朴正煕大統領射殺される

＊NECPC8001でパソコンブームの口火

＊インベーダーゲーム流行

＊ドラえもん人気沸騰

（ゴルフ）
● PGA年間57試合・賞金総額11億・会員1,253名

LPGA年間27試合・賞金総額2億7200万・会員155名
● セベ・バレステロス22歳最年少記録で全英オープンに

優勝
● テーラーメイドメタルウッド製造発売

＜男子＞

鈴木悌介（主将）・前川満彦（副将）・土橋正二（会計）・望月正彦

＜女子＞

高松是子（主将／ココ／高松）



女　　子

1. 3年春B 秋B-5位、4年春B-2位　秋B-1位、B残留。　

1年の時に体験したAブロックは、その時の4年生の先輩たちの

かっこよさもあって、私達の最大の目標となっていた。レギュ

ラーを選出するのがむずかしいほど全員成長し（アコは学連月

例杯で優勝）、最後のリーグ戦でBブロック優勝を勝ち取った時

の喜び、そして入替戦でその目的を果たせなかった無念さは、

一人一人の悔しい思い出となり、まさに輝いていた青春がそこ

にあった。

2. 新人合宿は秩父。山あり谷ありのコースでクソ暑く日射病者続

出、何がなんだかわからず辛かった。春夏の合宿は甘楽、熊谷、

一の宮、新千葉、霞台、太平洋クラブ軽井沢コースなど。熊谷

は「暑さ」「寒さ」「暴風」の三拍子ぞろいで、それぞれを体感

した。高校生の生駒佳代子ちゃん（当時熊谷で良くプレーして

いた。後にプロ）とまわった。甘楽のオムレツはすごくおいし

くて、朝のハーフを上がってオムレツをオーダーしてもう終わ

っていたときはショックだった。

3. 朝練は週2〜3回で、グランドを使ってアプローチの練習。合

同練習は平日1回と土曜で、平日は土手の上のランニング、階

段往復、ウサギ跳び、馬跳び。土曜は迎賓館から絵画館へ走っ

て筋トレをしてから戻り、打撃練習。ココさんの「ソフィアー

ファイト！オーファイト！オー」のかけ声で走った。ココさん

が主将の時の「ブリッジ」はついにできなかった。大遅刻者の

出た学年は全員で土手を走らされた。

4. 市ケ谷のタイヘイゴルフ練習場で受付と雑用。太平洋クラブ軽

井沢コースでキャディ・レストランの皿洗い・ウエイトレス

（制服着用）。錦ヶ原と御殿場コースでキャディ。日本橋高島屋

や三越で年末に鈴廣の販売員。朝日新聞で選挙の集計。

5. 部室はSPS。たまり場は学食の裏の入口はいってすぐのテーブ

ル、卒業したはずの男子の先輩もおられた。「パパス」。ニュー

オータニの「トムキャット」、ジャージ姿のまま行けたのは若か

ったから？　店の前のトイレはゴルフ部専用だと思っていた。

6. マンシングが多かった。私達の学年は地味で、ウェアでおしゃ

れをしたということはなかった。

7. ・1年生の時の4年の先輩達はとても華やかで超大人で、ゴル

フもお上手で憧れだった。

・築地さん（51卒）がずっといて指導してくださった。（いつ

卒業されたのかな？）

・OLだったハヤさん（51卒）が朝練につきあって指導してく

ださった。

・1年上のココさんはたった一人でがんばっておられた。

・2年下のシゲが彗星のごとく現れ、すごかった。彼女のド根

性はすばらしい。

8. 日本女子大、青学、慶応。慶応には藤田元巨人軍監督の娘さん

がいた。上南戦はカルチャーショックもあり面白かった。

9. ベンホーガン「アペックス」、パワービルト「スーパーサイテーショ

ン」、リンクス「マスターズモデル」、ウィルソン「スタッフ」、マク

レガー「ターニー」、ホンマ「エクストラコレクト」、ミズノ「スタッ

フ」「グランドモナーク」。3年生の頃からブラックシャフトが出た。

10.青木功がイメージチェンジをして強くなりだした。中島常幸が

逆C打法で売り出してきた。トム・ワトソン、リー・トレビノ、

ジェリー・ペイト、ジョニー・ミラー。岡本綾子、樋口久子。

ナンシー・ロペス。

11.いすず117クーペ、コロナ、ジェミニ、セリカリフトバック。

12.コンペは東松山、セントラル。コンパは「ファースト」ほか。

1年の時、4年の男子先輩が服を着たままプールに飛び込んだ

のを見て、18歳のうら若き女たちはもうびっくりでした。

13.・入試は共通一次試験導入の前で、マークセンス方式が採用さ

れた。

・成田空港闘争で逮捕された友人がいた。

・女子学生のファッションはニュートラ全盛期で、アイシャドウ

はブルーがおきまりだった。

アンケートでたどる、ゴルフ部５０年のあゆみ

45

7. とにかく一人だったので先輩にも後輩にもご迷惑をかけたと思

いますが、多くの方たちに出会え、また若い時にスポーツとし

てゴルフを始められたことはよかったと思います。

9. ウッドはパーシモンが主流で、ブラックシャフトが出始めた頃

で、ホンマが人気だったが、マクレガーあたりが学生にとって

は垂涎か。アイアンは、パワービルト、スポルディング、ベン

ホーガン、ウィルソン、リンクス。ロストワックスではピンが

出始め。

10.外国人では、ジョニー・ミラーが一世を風靡。ニクラウス、ワ

トソン、ワイスコフ、カイト、ペイト、依然としてパーマー、

プレーヤーは人気。

日本人では、ジャンボ尾崎が売り出し期から最初の全盛期。山

本善隆、中村通、安田春雄、青木功、中島常幸、杉本輝雄，倉

本昌弘、湯原信光。樋口久子、清元澄子。ローラ・ボー。

11.セリカ、ブルーバード、マークII

12.一次会は上智会館、二次会は四谷界隈。

1980（昭和55）年卒

男　　子

1. 3年春C-3位　秋C-3位、4年春C-6位　秋C-4位

Cブロック以下は2日間4ラウンドで、5人プレーのベスト4の

グロス合計で競い、最下位が入替戦になった。

2. 熊谷、甘楽、矢板など。新人合宿は太平洋クラブ軽井沢コース。

新人合宿は雨ばかり、寒さと疲労で膝を痛めてしまい大変だっ

た。熊谷は逆に暑すぎて、鼻血を出す者が続出した。冬の合宿

の早朝のスタートは、ティーグランドやフェアウエイがコンク

リート状態で右往左往した。

3. 平日2回の合同練習は迎賓館と絵画館のコースを走り、土曜日

は皇居を1周した。たまに迎賓館と皇居の「8の字コース」が

あった。グランドがあいている時はテニスコートに向かってド

ライバーを打つことができた。トレパンに個性があふれていた。

臭いにも特徴があった。とくに「白いトレパン」は同期の間で

伝説となって語り継がれている。

4. 太平洋クラブで夏休みに、なんでもありのバイトをした（例：

ホテルの営繕、芝生運び、会長の子供の花火係）。ハンサムな

学生はウエイターができたのだが、駐車場係に配属されて怒っ

ていた先輩もいた。業務命令で床屋に行かされ髪を七三分けに

した思い出がある。

5. 部室は練習場の鶏小屋のようなクラブハウス。ここの管理人夫

妻はなぞに包まれていた。たまり場は学食と購買部のつなぎめ。

しんみちの喫茶店「シャンゼ」、中戸川先輩に連れられたバー

「バッカス」。

6. ウエアはマスターズブランド。特にパンツはステッチが2本入

っているなど、見えない所に手をかけていて、ちょっと高かっ

たのが、おしゃれを自認する人の心をくすぐっていた。ほかに

マンシング、ラコステ。色は一時、黒がはやった。

7. 東映の映画に出て来そうな3年上の中戸川先輩。トレーニング

のランニング中、途切れることなく声を出していた1年上の前

川先輩。後輩では、「ど根性」の中山君、「ラージ」なる言葉を

はやらせた正木君、佐渡君はいろんな面でインパクトがあった。

8. 立教の学生とバイトで一緒になった時、宿舎で下級生に「キン

チョールと勝負」させていた（要するにキンチョールを顔に吹

き掛ける）光景は衝撃的、というより今思い出しても笑える。

立教の同期生とは今も連絡をとりあっている。
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1980 昭和55年

NEWS
（一般）

＊イランイラク戦争

＊日本車生産世界一1,104万台

＊山口百恵サヨナラコンサート

＊モスクワオリンピック日本不参加

（ゴルフ）

● 青木功全米オープンでニクラスと4日間死闘の末、2位

＜男子＞

蔵原弘幸（主将）・中嶋秀一（主務）・上中淳行（副将）・森川雅弘

（副将）・木林一隆（会計）・浜口達雄（学連）・平井正彦（渉外）・

重永昌三（OB係）

＜女子＞

菅野和恵（主将／スー／福田）・橋本暁子（主務／アコ）・明田

宏子（副将／ヒロ／津崎）・藤原歩有（会計／フーコ／佐々木）・

河合響子（OG係／キーコ／仙石）・井田昌伊（マス／安部）・

小西布佐子（ジョー／井口）・井笹久美（サミー／斉藤）・川島

美奈子（ドン／米田）

1981 昭和56年

NEWS
（一般）

＊ポーランド戒厳令、連帯で民主化

＊榎本三恵子「ハチの一刺し」証言

＊中国残留日本孤児初来日

（ゴルフ）
● JGA HDCP方式全国的に実施
● K・ウィットワースLPGA82勝で女子プロ初

100万ドル獲得

＜男子＞

中山淳一（主将）・池田浩（主務）・正木一男（副将／永井）・

井上清司・数長一規・原田直典・吉賀博



ーパブで2階のバルコニーから飛び降りて足を骨折したのはた

しか2年下の松村君だった。OG会は「グリル・エコー」。女子

のAブロック昇格祝勝会は「パパス」で。

14.上智の学食、カフェはビールが安く飲めた。なにしろディスコ

（クラブではない）全盛期で、よく六本木や新宿のディスコに

くりだして踊って（男子はナンパ?して）いた。

1982（昭和57）年卒

男　　子

1. 3年春C-5位　秋C-7位、4年C-5位　秋C-5位

2. 新人合宿は熊谷、7月の酷暑で鼻血を出すものが続出した。春

夏の合宿は太平洋クラブ軽井沢コース（食事がひどい）、新千

葉（食事が良い）、甘楽（3番ホールのOB止まらない）、ユーア

イ（1日2.5ラウンド実施、長い）。

3. 合同練習は火・木・土曜の授業後、主として神宮から赤坂御所

をランニング、マラソン大会が近づくと皇居まで行くこともあ

った。朝練は夏休み中に2週間程度、通常のトレーニング。最

初のトレーニングで「タコ踊り」という名称に驚いた。（佐渡）

土手をはさんでの発声練習では、声が通ると先輩に腕マルをも

らえた。連帯責任は、遅刻に対して学年全員で練習場前の坂ダ

ッシュ10〜20本。練習場のネットが古く、ボールが飛び出す

のでいつもヒヤヒヤしていた。4年の時に打席が人工芝に変え

られ残念だった。

4. キャディのバイトは太平洋クラブ、新千葉、赤城で。大沢商会

主催のゴルフ用品販売会。太平洋クラブマスターズのキャディ。

学連がらみのトーナメント運営。

5. 部室は練習場のハウス。たまり場は学食の一番購買部よりのテ

ーブル。しんみちの喫茶店「シャンゼ」。

6. ウエアはA・パーマー、ゴールデンベア、マンシングなど。基

本的には固いエリのタイプ、しだいにテニスウェアタイプのポ

ロシャツも着るようになった。大沢商会の影響でライル＆スコ

ットのセーターがはやった。学連からの指示でリーグ戦などの

試合では上は白で、下は黒か紺だったような気がする

7. 1年下の大狭君、2年下の林君とはゴルフも酒も心から楽しん

だことを思い出す。（佐渡）

8. 学習院大とのフレンドリーマッチをよくおこなった。

女　　子

1. 3年春B-2位　秋B-1位でAに昇格。　4年春A-5位（シゲ、

241ストロークでメダリスト）　秋A-5位

9. ゴルフクラブはベンホーガン（難易度が高いクラブにあこがれ

て）、ホンマ（工場に行くと学生は50％引き）。ミズノのウッ

ドはオーダーメードが可能だった（当時は当然パーシモン）。

10.尾崎将司、青木功、中島常幸、安田春雄、村上隆。外国勢は

J・ニクラウス、G・プレーヤー、L・トレビノ、T・ワイスコフら

に対し、ヤングライオンズということでトム・ワトソン、ジョニ

ー・ミラー、ギル・モーガン、ジャック・レナー、クレイグ・スタ

ドラー、ブルース・リツキーらが台頭、他にセベ・バレステロスや

新人として登場したボビー・クランペット。女子は強くなかった

がローラ・ボー、ジャン・スチーブンセン。

11.ミラージュ、カローラ、セリカ、ムスタング。

12.新歓コンパはしんみちの居酒屋「村さ来」。追い出しコンパは

山王飯店、ニューオータニ、赤坂ロイヤルほか。二次会は六本木。

13.・当時は麻雀が全盛期で、男は集まれば麻雀（自動卓でない時

代）、メンバーが足りなければパチンコ屋「コメット」に捜しに行

った。またインベーダーゲームが出始めたころで、ゲーム機の

置いてある喫茶店を求めてあちこちさまよい、そこで先輩に何

アンケートでたどる、ゴルフ部５０年のあゆみ
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1981（昭和56年）卒

男　　子

1. 3年春C-6位　秋C-4位、4年春C-5位　秋C-7位

2. 新人合宿は熊谷か太平洋クラブ軽井沢コース。春夏の合宿は太

平洋クラブ軽井沢コース、熊谷、ユーアイ、甘楽、新千葉。

3. 合同練習は週3回。

・赤坂御所の周りはよく瀬古選手が走っていた。

・絵画館前では小林幸子が撮影していた（彼女は25年前も今

もあまり変わっていない）。

4. オープンしたての太平洋クラブ御殿場コースが入学後最初の

GW時のバイト先だったが、忘れもしないのは宿舎のタコ部屋。

ウェイターやらベッドメイキングやら、どこがゴルフと関係あ

るんじゃい！

5. 部室は練習場の鶏小屋。たまり場は学食の購買部につながる通

路に一番近いテーブル。場所取りは下級生の義務だった。

6. 入部した時のウエアはミズノの白一色。4年になった時、キャ

プテン中山君の実家がスポーツ店をはじめたので、だれも望ま

ないのにいつのまにかSOPHIA GOLFと刺繍されたセンスの

ないポロシャツを皆がおしつけられ、それがユニフォームとい

うことになった。しかしながら、試合で着たのは本人だけで、

あとは臭い、襟の裏が黒光りする練習着に。

7. ・今では小学生でもはかない白いトレパンで練習していた1年

上の浜口先輩。

・普段着のスラックスでランニングをしていた2年上の前川先輩。

女　　子

1. 3年春B-2位　秋B-1位　入替戦5ストローク差でB残留、4年

春B-2位　秋B-1位　入替戦3ストローク差で白百合に勝ってA

昇格。（A-青学、成城、慶応、白百合、日体大、日本女子大）

（B-上智、聖心、跡見、成蹊、共立、大妻）

2. 新人合宿は熊谷、40℃近くある芝のうえをキャディバッグを

抱えて走りまわるので、全員、退部しようと思った。春夏の合

宿は甘楽、熊谷、一の宮、霞台(後の二つはリーグ戦使用のコ

ース)。甘楽で早朝のハーフの後で食べた朝食のオムレツが、

とてもおいしかった。熊谷で合宿中、大型台風が来て（列車が

脱線したという記憶も）グリーン上でパターを構えていたマッ

チが風にあおられ尻餅をついたので、ラウンドを中止すること

になり、引き上げたらゴルフ場の木が根こそぎ倒れていた。

3. 朝練は2ヶ月に1度くらい（？）1週間連続で。グランドに缶を

置いてアプローチの練習。義務練は週3コマ。合同練習は、赤

坂御所1周のランニング、途中の神宮外苑でトレーニング（柔

軟体操、腹筋背筋、三段ジャンプ、馬跳び他）。ランニングか

らもどってクラブをもってグリップ強化練習と素振り・打撃練

習。連帯責任は、遅刻すると全員で土手を2周走ること。時々、

芝ゴルフ場や後楽園に打ち放し練習に行き、プロやOGのレッ

スンを受けた。

4. 平素は、市ヶ谷の「タイヘイゴルフ練習場」で球拾いや受付の

バイト、時給350円。のち清瀬に移ったのでそちらにも行った。

太平洋クラブ軽井沢コースで、レストランのウエイトレスや売店

の売り子。太平洋マスターズで記者会見場へ選手を案内する係。

キャディのバイト先は、錦ケ原、泉、勝田台。

5. 部室は図書館建設で取り壊された旧SPS。たまり場は、学食の

購買部への入り口付近。

6. ウエアはマンシング、パリスなど。3年の時にスタジャンをつ

くった。ハマトラが流行していたが、上智のゴルフ部は、慶応、

成城、青学、学習院など付属高校のある大学にくらべると地味

だった。

7. ・合宿によく来て下さった村田・吉田両先輩と、52卒のフッ

クさん、モッチさん。

・たった一人でやっておられた2年上のココさんの大きな眼。

ギョロっと見られると、すくみました。

・宴会でとびだす、蔵原さん（55卒）の五輪音頭と踊り。

9. リンクス、パワービルトが主流で、ホンマのブラックシャフト

にあこがれていた。

10.中島常幸、青木功（1年上の上中先輩がキャディをした）。ト

ム・ワトソン（1年下の佐渡君がキャディをした）、リー・トレビノ

（中山がキャディをした）、ロン・ヒンクル（正木がキャディを

した）。女子プロは樋口久子。ローラ・ボーが来日したとき2年

下の安達君がキャディをしたが、成績は悪かった。

11.メルセデスでもBMWでもないドイツ車、クラウンローヤルサルー

ン、スカイラインGT、バイオレット、シマの真っ赤なポルシェ。

12.追い出しコンペは新千葉・麻生など。新歓コンパは忘れもしな

いしんみちの「ファースト」（今はない）、ゲロマグロの賭殺場、

ドアを破壊し、床は，，，，の海、よく貸してくれたものだと思

う。ほか「バッカス」「キーハンター」など。赤坂のサントリ
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＜女子＞

堀田朋子（主将／トモ／中島）・野玉真智子（主務／マッチ／滝

井）・大塚理津子（副将／リッツ／渡辺）・小林優美（トレーナ

ー／コバ／藤岡）・松村喜美子（会計／ミキ／秋本）・岩橋まゆ

み（学連／シマ／岩橋）

1982 昭和57年

NEWS
（一般）

＊ホテルニュージャパン火災33人死亡

＊ホンダ米国で日本車製造開始

＊東北新幹線上野−盛岡開通、4時間

＊フォークランド紛争（イギリス、アルゼンチン）

（ゴルフ）
● 全英オープン賞金総額250,000ポンド、優勝32,000

ポンド、ギャラリー133,299人

＜男子＞

佐渡充高（主将）・矢島聖一（主務）・三島義之（副将）・麻生信孝

（会計）・河本高志（学連）・佐藤洋（体育会）・目時利一郎

＜女子＞

山本重美（主将／シゲ／鈴木）・柳沢佳子（主務／ナギ／武越）・

大水偉差子（副将／ミオ／高田）・高田真理（タカ／高田）



できたホフマンホールに移った。たまり場は学食の購買部との

通路そばの1テーブル。3年生になってやっと行けるようにな

り、4年になると終日そこで過ごしていた。ニューオータニの

「トムキャット」には汚いトレーニングウエアのままよく行った。

6. ポロシャツにミニスカートかキュロットが主流で、ブルーのスカート

がユニフォームとして先輩から譲られた。ブランドはマンシング、

ブラック＆ホワイト、フィラ、ポロ、ラィル＆スコット（大沢商会）。

7. ・2年上のシマさんのポルシェに乗せてもらって、いろんなレス

トランで御馳走してもらった。厳しい先輩がいらっしゃるなか

で異色のさわやかさで、いつもなぐさめてもらった。

・1年上のシゲさんにはよく遊んでもらった。

8. 学連のバイトや事務所の当番日に楽しく交流したのは良い思い出

だが、なぜか男子（学習院・青学・立教など）しか覚えていません。

9. ホンマ、ミズノ、ベンホーガン、パワービルト、リンクス。

10.尾崎将司、青木功の全盛期。中島常幸、倉本昌弘、羽川豊、湯

原信光らが台頭。岡本綾子のアメリカデビュー、 阿玉。

11.シビック、サニー、セリカ、レオーネ、スカイライン、ローレ

ル、ジェミニ、ソアラ。

12.新歓コンパは一次会は学生会館で、二次会はしんみちの居酒屋。

新入生が倒れるまで飲ませて、最後は先輩の家に連れて行き介

抱をしていた。男子は大変そうで、4年間で何人もお手当させ

ていただきました。（キョン）

追い出しコンペは新千葉。コンパはしんみちの飲み屋、赤坂の

山王飯店、サントリー館。

13.・在学中の4年間は建築ラッシュだったが、ほとんどが卒業す

る頃に完成したためホールや図書館は使っていない。ただホフ

マンホールの部室だけは第1号の使用者だった。

・女子学生はほとんどJJガールで、ハマトラやサーファーが流行

していた。ファッション雑誌（ＪＪ、CanCanなど）に載る上智

大生や、JALのスチュワーデス（ゴルフ部も毎年のように輩出）、

アナウンサー（長野智子さんなど）になる上智大生が増えた。

1984（昭和59）年卒

男　　子

1. 3年春C-4位、4年春C-6位　秋C-4位

2. ・新人合宿は新千葉。春夏の合宿は新千葉、矢板、東の宮、ユ

ーアイ。東の宮のあおいコースの1番は距離があり、3打目も

ウッドを使用していたのに、1年生の岩垣君が9番アイアンで

打っていた。当時ハーフ54以上たたくと坊主刈りにされる制

度があり（30台を出せば帳消し）、新千葉の11番ミドルで2打

目が直接カップに入り、イーグル（生涯この1回のみ）をとった

ことで53になってぎりぎりセーフだった。（池田）

・布団巻きでいじめられた。（水野）

・合宿から帰ると町の女の子がきれいに見えた。（天野）

3. ・朝練はたまにやった。練習場隣のプレハブに泊まってトレー

ニング合宿も実施。合同練習は週3回。絵画館前までランニング

して、筋トレ（タコ踊り・腹筋・背筋・肩車など）をしてグラン

ドに戻って素振り、打撃練習。連帯責任の罰はダッシュと坊主

刈り。当時Cブロックだったが、リーグ戦でDブロックとの入

替戦にまわるとレギュラーが坊主、降格すると全員が坊主にな

ることになっていた。（お陰さまでセーフでした！）

・帰国子女で日本の上下関係になじんでいなかった林君が先輩

に敬語を使わなかったことで、全員が練習場に正座させられた

ことがあった。

・入部して最初のトレーニングで青山通りの空が黄色く見え

「お前みたいに体力のないやつは見たことない」と先輩によく

言われたが、1年生前期最後の猛暑のトレーニングに最後まで

ついていけたときはうれしかった。（林）

4. キャディのバイトは新千葉、太平洋クラブ軽井沢コース、川奈。

大沢商会のバーゲンセールの手伝い。プロトーナメント（ジュ

アンケートでたどる、ゴルフ部５０年のあゆみ
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度も出くわしたが、皆もくもくとやっていた。

・ソフィア祭で焼き鳥の模擬店を出店、当時河本君がバイトし

ていた居酒屋「ニュー浅草」から焼き鳥を仕入れ10万円以上

の収益をあげた。

1983（昭和58年）卒

男　　子

1. 3年C-5位　秋C-5位、4年春C-4位

2. 新人合宿は太平洋クラブ軽井沢コース。その他、新千葉、矢板、

東の宮で合宿。

3. 合同練習は週4日。絵画館往復または皇居1周のランニングと

筋トレ他。朝連は試合前にあり。同期が練習に遅刻した際、坂

道ダッシュ等の罰則あり。

4. 新千葉、太平洋クラブ軽井沢コースでキャディ。学連のトーナ

メント関係のバイト（太平洋マスターズ、サントリーオープン

等）。加藤君が太平洋マスターズでダニー・エドワーズのキャ

ディをして優勝。今でもマスターズの番組ではとりあげられ、

あのシーンが放送される。加藤君が抱きつくシーンである。

（上智大学の先輩である解説者の岩田さんのコメントも非常に

印象的。）安達君がジュノン女子オープンで当時一世を風靡し

ていたローラ・ボーのキャディを勤め、ミニスカート、ホット

パンツ姿に悩殺される。

5. 部室は練習場の小屋。たまり場はニューオータニ内「トムキャッ

ト」、学食の隅（かわいい女の子が多い事で有名なSLTAテニス

クラブの隣）。

6. ミズノ、ダンロップ、ベンホーガン、ブラック＆ホワイト、ラ

コステ。

7. 正木先輩（56卒）と玉置君のお茶目な会話、三島先輩（57卒）

との飲み比べ。矢島先輩（57卒）の長谷川君との師弟関係や、

ドフックショット、 新千葉つくも12番ショートホールでドダフ

リして手前の谷底にボールが落ちたこと。井上先輩（56卒）の

練習場でのリフティング。佐渡先輩（57卒）の完璧ショット

（但し、ショットに比べてパターがなかなか入らない？？？）。

8. 特に聖心女子大学ゴルフ部と仲が良く、新千葉で一緒にバイト

（キャディ）をしていた。学習院との対抗戦等。

女　　子

1. 3年春A-5位　秋A-5位、4年春A-5位　秋A-6位でBに降格。

56〜57卒の先輩がせっかくAブロックに昇格させてくださった

のに、私達の4年で降格になったのはとても残念で申し訳ない

と思っている。あの頃、同年代だった中野晶プロ（学習院ゴルフ

部出身）ががんばっているのを見ると励みになります。（キョン）

2. 新人合宿は霞台。春夏の合宿は甘楽、一の宮、千成、新千葉、

矢板。霞台の新人合宿では昼御飯を早く食べないと叱られた。

毎晩の正座の反省会は苦手だったが、いまは良い思い出。合宿の

帰りに寄って長い間おしゃべりしたロイヤルホストやデニーズも

懐かしい。新千葉にはとくにいろいろとお世話になった。錦ヶ原

の月例はプレーの途中に渡し船で川を渡って行くのが楽しかった。

3. 朝練は火・木曜で、グランドを使ってアプローチ練習をした。

球拾いが大変だった。土曜の午後は赤坂御所のまわりをランニ

ングして、迎賓館前の広場でトレーニング。時々皇居まで走り

に行った。その後、打撃練習。朝練のあと、泥だらけで授業に

出て、今から思うと先生にとても失礼でした。おまけにほとん

ど居眠りしてました（べべ）。

4. 新千葉と泉でキャディ。三越の御歳暮、大沢商会のバーゲンの

お手伝い。秋葉原でゴルフ練習機の実演のバイト。

5. 入学時は汚い部室棟（SPS)だったが、3年か4年の時に新しく
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1983 昭和58年

NEWS
（一般）

＊大韓航空機ソ連領空侵犯で撃墜

＊ＮＨＫ朝の連続ドラマ「おしん」

（ゴルフ）

● 青木功ハワイアンオープン優勝。128Yイーグル

● ゴルフ税定額1人1日1100円

＜男子＞

古橋正好（主将）・加藤友規（副将）・石井真人（副将）・安達

正・稲垣善雄・大峡弘久・上村晴人・玉置一郎・長谷川哲夫・村

松裕介・渡辺孝

＜女子＞

松山京里（主将／キョン／藤川）・中西えり子（副将／ベベ）・

根来美紀（主務／ネコ／名和）・矢野さよ子（学連・OG係・バ

イト／ヨッコ／高谷）

1984 昭和59年

NEWS
（一般）

＊江崎グリコ、森永製菓　かいじん21面相事件

＊ロスオリンピックで山下泰裕・具志堅幸司金メダル

（ゴルフ）
● PGAインストラクター資格認定制度発足
● 岡本綾子女子英国オープン優勝
● 全英オープン賞金総額451,000ポンド、優勝55,000

ポンド、ギャラリー193,126人

＜男子＞

水野高良（主将）・高橋道生（副将）・林裕（学連）・藤田宗

（OB係）・天野聡・池田成樹・井上卓郎・竹内信策

＜女子＞

矢野文子（主将／ブン／辻村）・佐々則子（副将／ノン／長

野）・土肥直美（会計／トッチ／安達）・山本麻起子（学連／マ

ッコ）・堀内理恵（トレーナー／リー／渡辺）



に資料として使う仕事もした。

5. ホフマンホールに部室があったが使用せず、練習場のハウスを

部室にしていた。たまり場は学食の購買部への通路付近。

6. ブラック＆ホワイトの人気が高く、ユニフォームもそれで作った。

7. なにかと御指導いただいた2年上の村松先輩・玉置先輩、1年

上の井上先輩・池田先輩。（天野）

8. 同ブロックの学習院とは毎年定期的にフレンドリーマッチをお

こなった。

女　　子

1. 3年C、4年B

2. 新人合宿は新千葉で。2年までは烏山、霞台、3年には那須小

川、黒磯、甘楽で合宿をした。

3. 合同練習は週2〜3回で、赤坂御所1周のランニング。朝練週間

があった。

4. 新千葉でキャディをして、その後、日が暮れるまでラウンドした。

5. 部室はホフマンホールと練習場。たまり場はニューオータニの

「トムキャット」、学食のいちばん購買部寄りのテーブル。

6. ライル＆スコット、パリス、キャッシング、ブラック＆ホワイ

トなど。

8. 南山大学と上南戦。

9. 学連推奨のミズノかホンマが多かった。

10.学士プロといわれた倉本昌弘、湯原信光、羽川豊を目標として

いた人が多かった。女子プロは岡本綾子。

11.マークII、シビック、ジェミニ、スターレット、カローラ。

12.コンペは新千葉、コンパは赤坂見附やしんみちの店で。

13.マザーテレサやポーランドのワレサ委員長が来校された。

1986（昭和61）年卒

男　　子

1. 3年春C-6位　秋C-8位、4年春C-3位　秋C-2位。新千葉での

入替戦で勝って残留。

2. 新人合宿は新千葉。その後の全員合宿や、レギュラー選抜のた

めの一次合宿等、中心となったのも新千葉。ほかに春は矢板、

夏は東の宮で合宿をした。

3. 朝練は毎週金曜。義務練は週3コマ。合同練習はランニングが

中心で、神宮外苑との往復、冬場は大学のマラソン大会にそな

えて皇居1周もした。練習への無断欠席に対しては、学年全員、

練習場の坂道ダッシュ5本の罰則があった。

4. キャディのバイトは新千葉、川奈、セベバレステロスで。川奈は

カートがなく2バッグを肩にかついで、おばちゃんキャディと

ペアでまわった。18ホールスルーなので、9ホールが終わった

ところでおばちゃんからおにぎりなどをもらって食べていた。

アンケートでたどる、ゴルフ部５０年のあゆみ
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ンクラシック、サントリーオープン、太平洋クラブマスターズ、

三越レディースなど）のバイト。

5. 部室は練習場のハウス。たまり場は学食の購買部寄り、ニュー

オータニの「トムキャット」。

6. ウエアの流行はブラック＆ホワイト、ライル＆スコットだった

が、ユニフォームとしてダンロップの水色のシャツを作った。

7. ・1年春のリーグ戦で中山先輩（56卒）のフォアキャディをした

とき、全ホールパーの36でまわりメダリストになられた。（池田）

・正木先輩（56卒）には酒を飲まされ怖かった。（竹内）

・大峡先輩（58卒）が打った最初のホールのティーショットが

レギュラーティーマークに当たり、ティーグランド後ろの小屋に

ボールがめりこみ、みんなで「入母屋ショット」と名づけた。

・玉置先輩（58卒）に同期全員正座させられビンタをくった。

女　　子

1. 3年春A-5位・秋A-6位でBに降格。4年秋B-6位でCに降格。

4. 新千葉でキャディバイト、日本女子プロのトーナメント。大沢

商会のバーゲン品販売。

7、山本重美（57卒）と山本みどり（61卒）というビッグな姉妹

にはさまれた学年だった。

8. バイト先で一緒だった実践女子大や聖心女子大の人たちと少々

つきあった程度。

9. ベンホーガン、ミズノ、ホンマ、ゴールデンラム。

10.青木功、倉本昌弘、羽川豊、湯原信光、鈴木規夫、尾崎三兄弟。

トム・ワトソン。

岡本綾子、森口祐子、小田美岐、湯原光葉（アマ）。

11.サニー、ブルーバード、シビック、117クーペ、ジェミニ、ス

カイライン、スバルレックス。

12,新人歓迎コンパはしんみちの「キーハンター」、赤坂「ロイヤ

ル」。追い出しコンペは新千葉、コンパはニューオータニ。

13,「花の女子大生」とうたわれた時代。平和で結束力もあり、も

っともよい時代だったと思う。学生部の藤崎課長に昼からビー

ルを御馳走になったこともある。（竹内）

1985（昭和60）年卒

男　　子

1. 3年春C-6位　秋C-4位、4年春C-6位　秋C-8位

2. 合宿は全員合宿、準レギュラー合宿、レギュラー合宿があり、

全員合宿は新千葉で、その他は矢板、東の宮、ユーアイでおこ

なった。新人合宿やバイトでもお世話になった新千葉でのラウ

ンド回数がいちばん多く、思い出深い。

3. 合同練習は週3回で、グランドから青山通りに出て外苑までラ

ンニングをし、絵画館前で筋トレをおこない、迎賓館前を通っ

てもどるコース。義務練は週3コマ。罰則は、朝練遅刻に対し

てダッシュがあったが、合宿でダボペースを上回ると坊主刈り

にしなければいけないのがいちばん厳しかった。

4. キャディのバイト先は新千葉と川奈。学連のトーナメントバイト。

大沢商会のバーゲンセールの手伝い。日本テレビのゴルフ中継

のバイトでは、アナウンサーから指示のある取材をして中継時
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1985 昭和60年

NEWS
（一般）

＊日航ジャンボ機御巣鷹山墜落、520人死亡

＊エイズ第1号患者認定

＊男女雇用機会均等法成立

（ゴルフ）

● 服部道子全米女子アマ優勝

＜男子＞

鷲見哲也（主将）・上村紀之（主務）・上田敏博（副将）・天野典雄

（会計）・祖父江嘉成（学連）

＜女子＞

神保裕子（主将／ユッチ／小川）・澤山恵子（主務／ケイ／矢内）

1986 昭和61年

NEWS
（一般）

＊チェルノブイリ原発大事故で放射能汚染ひろがる

＊大島三原山200年ぶり大噴火。島民1万人脱出

＊英皇太子とダイアナ妃来日フィーバー

＊社会党土井たか子日本初の女性党首

（ゴルフ）
● 日本のゴルフ場数1,538
● JGA距離表示メートルからヤードに戻す
● LPGA公式使用球をラージボールに限定

＜男子＞

谷口達也（主将）・塚田喜幸（主務）・飯田健（副将・新千葉係）・

藤沢暁夫（副将・新千葉係）・稗田薫（会計・川奈係）・小林康記

（学連）・星野政仁（OB係）・黒坂英樹（トレーナー）・大川雅博

（トレーナー）・遠田勝徳（サポーター）・浦裕一郎（サポーター）

＜女子＞

山本みどり（主将／グリ／鈴木）・岡田順子（副将／ヨリ／鈴木）・

猪原加菜代（会計／イノ／永岡）・川澄麻季



3. 朝練は確か金曜。合同練習は火、木、土曜で、外苑ランニング

2周くらいと、筋トレ・素振り。 罰則は坂道ダッシュ。

4. キャディバイトは新千葉、川奈、セベバレステロスで。学連や

日本テレビの各トーナメントで、キャディ・ギャラリー整理・

キャリングボード・マーカーなどの仕事。 同好会連盟で太平洋

マスタ−ズのバイトも。　

5. たまり場は学食の裏口から入って右（テニスサークルSLTA隣）。

6. ウェアの主流は、全盛期の倉本プロが着ていたブラック＆ホワイ

トで、3年時にユニフォームとして着用 。ポロシャツの襟を立て

るのも我々学生時代のことでした。 ウィンドブレーカーは背中

に大きくゴルフ部の英文を入れたヘリーハンセンのものを着用。 

7. 1年時に3年の主将だった鷲見先輩には体育会ゴルフ部員とし

ての心構えからはじまり、たくさんのことを教えていただいた。

鷲見さん、藤田さん（59卒）ほか4年生の先輩方と行ったジュ

ンクラッシックのトーナメントバイトが印象強く残っている。

8. 学習院とは長年同ブロックということもあり、毎年対抗戦をお

互いのゴルフ場でおこなっていた。

女　　子

1. 3年春B-5位　秋B-2位、4年春B-2位　秋B-5位

2. 新人合宿は新千葉。冬の合宿ではティーグランドでティーが刺

さらず、太陽は昇らず、悲しかった。

3. 朝練は週1回（火曜）、合同練習は週2回（月・木曜）で、内容

はランニング、素振り、パッティング。

4. 新千葉でキャディ、雨天のときは皿洗いや伝票整理をした。

5. 部室は使用していなかった。たまり場は学食、居酒屋「むらさ

き」、「ビアンコ」。

6. とくになかった。女性ゴルファーが少なかった。

9. ドライバ−はパ−シモン全盛時代で、パワービルト「サイテーショ

ン」、マクレガー「ターニー」、ホンマ、ミズノプロ。 アイアンは

マッスルバックのみ、ベンホーガン「APEX DECADE」、ホン

マ「CLシリ−ズ」 ミズノ「MSシリ−ズ」。 

10.中島常幸、青木功、泉川ピート。セベ・バレステロス、トム・ワト

ソン。岡本綾子、 阿玉。尾崎はスランプでパッとしなかった。 

11.マークII、セドリック、ギャランシグマ、ゴルフ、ビートル、ソアラ、

ジャガー、プレリュ−ド、ベンツ、ムスタング、コルディア。

12.新歓コンパはしんみちの「むらさき」。追い出しコンぺは新千

葉、 追い出しコンパは1〜3年時はホテル、4年時はアメリカ

ンクラブ。

1988（昭和63）年卒

男　　子

1. 3年春C-3位　秋C-4位、4年春C-4位　秋C-7位、入替戦でC

ブロック残留

4年の秋のC-Dブロック入替戦では、試合前に諸先輩方がいら

っしゃって、「これまでのゴルフ部の長い歴史の中で、Dに落ち

たことは一度もない。絶対に残留しろ！」と言われ、大変なプ

レッシャーを感じたが、僅差（確か数打差）で残留したことは

一生の思い出です。

ブロックはA〜G位まであり、A・Bはマッチプレー、C・Dはスト

ロークプレー競技で、2ラウンド2日間での5人出場内上位4名

のスコアーで競った。各ブロックの優勝と最下位で入替戦を実

施していた。（3年の'86年から上位下位2校の入替戦になった）

アンケートでたどる、ゴルフ部５０年のあゆみ
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その他は、学連のトーナメント、大沢商会のセール会場でのバ

イト。

5. 部室はホフマンホールにあったが、ほとんど出入りせず。たま

り場は学食の購買部寄りの端。

6. 大沢商会でバイトをしていた関係で、ライル＆スコットを着て

いる人が多かったが、人気があったのはブラック＆ホワイト。

8. 南山大とは毎年上南戦があった。学習院とはフレンドリーマッ

チを年に1,2回開いた。

女　　子

1. 3年B、4年B

大学に入ってすぐ春のリーグ戦があり、まだ合同練習にも出て

いなかったが、人数と経験、「Aブロックを守る」ということで

選手として参加することになり、日本に帰国してまもなくだっ

たのでリーグ戦の雰囲気に驚いたことを覚えている。そのとき

男子の先輩達がお揃いの「スタジャン」（当時のはやり）を着て、

目土袋を持って「ファイトー！！」と応援してくれたことはずっ

と忘れられません。（グリ）

2. ・新人合宿は新千葉。春夏の合宿はリーグ戦のおこなわれるゴ

ルフ場、例えば那須小川など。新千葉の朝のラウンドは地面が

凍っていて、ナイスオンしたボールがOBになってしまった。

・新人合宿の初ラウンドが忘れもしない「ハーフ120」でビッ

クリ。（グリ）

3. 義務練は週3〜4回。連帯責任は練習場脇の坂ダッシュ。年末

のマラソン大会はきつかった〜！

4. 新千葉でキャディ。

5. たまり場は学食の購買部との通路寄りの窓際。ニューオータニ

の「トムキャット」。

6. ブラック＆ホワイトが人気。

7. ・新千葉の食堂にパンツであらわれた先輩。

・合宿中にテーブルに顔をぶつけて前歯を折った後輩。

8. 新千葉は東大、聖心、青学も使っていたのでよく交流したがゴ

ルフ場以外ではあまり付き合いはなかった。

9. ミズノ、ダンロップ、ベンホーガン、ホンマ。当時のブリヂス

トンは「おじさんくさい」イメージがあって、使う学生はほと

んどいなかった。新井規矩男がレクスターという商品ブランド

のイメージキャラクターをしていた。

10.青木、尾崎、中島のAON。アマチュアながら日大の川岸良兼

が怪物として注目されていた。森口祐子。

11.ソアラ、コロナ、ファミリア、117クーペ。

12.新歓コンパは赤坂「ロイヤル」が多く、赤坂の路上に寝ること

になる新人がたくさん出た。追い出しコンペはいつも新千葉。

1987（昭和62）年卒

男　　子

1. 3年春C-3位　秋C-2位、4年春C-3位　秋C-2位

4年のリーグ戦で主将の岩垣君は中山先輩以来のメダリストと

なった。 

2. 新人合宿およびふだんの合宿も新千葉。キャディマスタ−室の

松尾さん、金子プロ、鈴木さんに 大変お世話になった。特に鈴

木さんには4年生時に東京でもよく飲みに連れて行ってもらい

ました。
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1987 昭和62年

NEWS
（一般）

＊ニューヨーク株式大暴落暗黒の月曜日

＊国鉄解体、JR発足

＊地価高騰、銀座・新宿で1坪1億円

＊ソ連ペレストロイカ始まる

＊プロ野球、広島衣笠連続出場世界新記録2,215試合

（ゴルフ）
● 岡本綾子米女子ツアー賞金女王$466,034
● リゾート法施行でゴルフ場乱開発
● 会員権投資対象となり億カン続出

イグナチオ教会前で

＜男子＞

岩垣達也（主将）・深井泰雄（主務）・黒岩典正（副将）・湯谷嘉章

（副将）・礒正光（副将・バイト（新千葉））・澤保史（会計）・森本義晃

（学連）・内藤正樹（OB係）・福井敦（バイト（セベ））・太田達之

（バイト（川奈））

＜女子＞

長山祐子（主将／ロン／村松）・松川美樹（主務／モグ）・高梨真

砂子（会計／タマ／大瀧）・山岡充佳（トレーナー／マオ／玉置）・

村藤恵子（トレーナー／ムコ）・島田淳子（OG係／ジン）・青柳

敏江（体育会・学連／ブル／谷口）

1988 昭和63年

NEWS
（一般）

＊リクルート事件、政治家、財界人等辞任

＊ ソウルオリンピック、ドーピングでジョンソン100M金メダル剥奪

＊青函トンネル53.85km世界最長開通

＊瀬戸大橋開通

＊東京ドーム完成

＊ファミコン「ドラゴンクエストIII」1日100万本完売

（ゴルフ）
● ゴルフ場農薬問題が社会問題
● 尾崎将司日本オープン2連覇2連続5回目の賞金王1億2500万円
● 「　阿玉」3年ぶり6回目賞金女王9千万

＜男子＞

星出光平（主将）・青木良晃（主務）・中澤英雄（副将）・鈴木崇

（副将・バイト係）・藤田武士（会計）・堀崎太（学連）・沖村康正

（OB係）

＜女子＞

豊福一恵（主将／ズッコ／西田）・青山幸世（主務／キヨ／小山）・

田尻裕子（OG係／ヒコ／中澤）・北村磨美（キャタ／伊丹）



1989（平成元）年卒

男　　子

1. 3年春C-3位　秋C-8位、入替戦2位で残留、4年春C-5位　秋

C-8位、Dに降格

4年時最後の入替戦の日の早朝、車のライトでグリーンを照ら

しながらみんなでパッティング練習をした。

2. 新人合宿は新千葉。春夏の合宿は新千葉、 月、矢板、東の

宮、那須小川。

新千葉は何百ラウンドしたのか。とくに「つくも」と「たちば

な」コースは隅から隅まで覚えている。新千葉の社員食堂のど

んぶり御飯と布団も忘れられない。矢板では、独協と合同合宿

をしたこと、慶応の女子の風呂を覗いて見つかった先輩がいた

ことなどが思い出に残っている。バッグを担いで走っての2ラ

ウンドは、ゴルフというよりマラソンで、走りが悪かったとい

って怒られるのにびっくりした。

3. 合同練習は週3回で、赤坂御所1周のランニング、合宿前には

それに加えて外苑の周回路を約3周。マラソン大会の1ヶ月く

らい前から皇居1周のタイムトライアルもした。宮崎君直伝の

ストレッチ・腕立て・腹筋・背筋・スクワットを30回×3セッ

ト。義務練は週3コマ。「ちわっす」というあの挨拶は、今考え

ると結構不気味だった。四谷近辺を「上智ファイ、ファイ」の

かけ声で走るのも結構すごかった。公式競技で104以上たたく

か、遅刻などポカミス3回で坊主。合宿で104以上たたくと朝

練1週間、目標スコアを切れないとミーティング中正座とその

後素振り。結果がだめなときは練習を課し、気がたるんでいる

ときは坊主刈りという対応だった。

4. キャディのバイト先は川奈（2バッグの担ぎ）、新千葉、セベバ

レステロス。

・サントリーオープンのバイトで室田淳のキャディをした。

20位くらいだったけれどももらったのはボールだけだった。

（森）

・日本テレビのハワイアンオープンのバイトをした時、選手の

インタビューの画面で、宮崎君がちゃっかり後ろに映っていた。

5. 部室はホフマンホールにあったがほとんど物置きで、練習場の

小屋を使っていた。たまり場は学食のヒーターの前。

6. ユニフォームはヘリーハンセンのウィンドブレーカー（水口君

のお母さんデザインのワッペン付き）を着ていた。

7. 星出先輩の「お前ら奴隷だ」発言。ここには書き切れないほど

のエピソードを残された磯先輩。

逆ギレ事件、バンカーでばったり倒れる事件、肋骨折れちゃっ

た事件をおこした1年下の岡君。「バンカー目土しなくていい

の?」といった後輩。

8. 独協と合同合宿。慶応とサッカーの試合。新千葉で他校と交流

（とくに聖心女子大、大妻女子大など）。

女　　子

1. 3年春B-2位　秋B-6位でCに降格、4年C-4位　秋C-5位　　

ブロックはA〜Dで各6校。4年時にEブロックもできたように

記憶している。下位ブロックの1位校と上位ブロックの6位校

が入替戦をした。

2. 合宿は1次合宿が新千葉、2次合宿・準レギュラー・レギュラー

合宿はリーグ戦のおこなわれるゴルフ場で、霞台、那須小川、

矢板、黒磯などを使用した。新人合宿というものはなかった。

Bブロック復帰のかかった最後のリーグ戦の舞台となった矢板は、

自分の限界まで練習して臨んだものの優勝できなかった悲しい

思い出や（ききょうの8番で20メートルのパーパットを沈めたが）、

最後の個人戦（日刊杯）の本選で26位になった思い出のあるコ

ース。黒磯はやたらアップダウンのある山岳コースで、東京か

らも遠く、Cブロックに転落したこと＝都落ちを実感したが、

後輩がどんどん育って来てうれしかったコース。（スッチ）

アンケートでたどる、ゴルフ部５０年のあゆみ
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2. 新人合宿は大日向、富士ロイヤル、東那須、足利。春夏の合宿

は新千葉で。リーグ戦は東の宮、 月（ふうげつ）、矢板。

3. 義務連は週3コマ。合同練習は火・木曜の5時〜、土曜1時半〜、

金曜の朝練の合計週4回。内容はランニング（コース：q外苑

w赤坂御所1周 e皇居1周、「ソフィア〜（ないし上智〜）、フ

ァイ、ヤ、ファイ、ヤ･･･」の繰り返しで常にかけ声）、筋トレ

（柔軟・腕立て・腹筋・背筋・握り・スクワット・タコ踊り）、

坂道ダッシュ、打撃・パッティング・素振り等の練習。リーグ

戦の直前には、土手から迎賓館側にいる先輩たちに向かって、

「ナイスショットで〜す」、「いい所で〜す」等の声出しをした。

連帯責任の罰則は坂道ダッシュ。個人罰は、合宿でスコアが

104〜108以上やハーフ54以上の場合に坊主刈り。他に遅刻等

が多いため連帯責任で先輩の学年全員が坊主にした記憶がある。

4. キャディバイトは新千葉、川奈、セベバレステロスで。その他、

学連のトーナメントバイト、太平洋マスターズの外人選手のキ

ャディ、平尾昌晃チャリティーゴルフや日本テレビのゴルフ中

継のバイトがあった。

5. 部室はホフマンホールにあったがほとんど利用せず、練習場横

の「グランドハウス」を弓道部と一緒に利用していた。大雪で

練習場が崩壊したことがある。たまり場は学食の購買部より入

ったところの席、必ず誰かはいた。よく飲んだ場所は「大阪屋

（とんかつ）」、「紫」、「磯忠」、「駒忠」、カラオケ「ビアンコ」、

「ろばた」等々。

6. ブラック＆ホワイト、カパルアベイ、プリングル。学年で渋谷

のショップでスタジャンを、またヘリーハンセンのウィンドブ

レーカーを作成して着用していた。

7. ・帰国子女の先輩が多く、練習場で英語が飛び交っていた。

・1年上の代では、リーグ戦メダリストの岩垣先輩、いかなる

時もポロシャツの襟が立っている湯谷先輩・黒岩先輩、強風の

時にバンカー内で木の葉とともにクルクルまわっていた沢先

輩。太田先輩は二次会になるといつも「レッツゴービアンコ

〜！」って叫んでカラオケに行きましたね。

・2年上の代では、浦先輩の発言は話題を呼ぶ内容が多く、逸

話もいろいろあった（キャディバイトでトム・ワトソンについ

て優勝してチップを30万もらったが、帰りに車が壊れて、そ

れ以上にお金がかかった？等）。谷口先輩は字がメチャクチャ

うまかった。

・58卒ですでに卒業していた長谷川先輩は皇居のランニングの

時に突然現れ「会社から走ってきた」と言って一緒に走り、気合を

入れてくださった。そのおかげか？マラソン大会で5位入賞。

8. 学習院とのフレンドリーを年1回、独協とのフレンドリーを4年

の時に初めて開催した。上南戦は、東京・名古屋で交互に実施

していた。慶応とサッカーの試合もした。

女　　子

1. 3年春B-2位・秋B-5位、4年春B-2位・秋B-6位でCに降格。

2. 新人合宿は新千葉、春夏の合宿先は新千葉、ユーアイ、矢板、

那須小川、霞台。

上智の明泉寮は外泊・早朝外出・寮が休みのときの特別外泊な

どの申請が大変で、2年生になると合宿やバイト先の新千葉の

方から「外泊証明の印鑑おすよ、もう出したの」と言われるよ

うになった。（キヨ）

3. 朝練は火曜、合同練習は週2〜3回で、迎賓館やニューオータ

ニをランニング。

4. キャディのバイトは新千葉、鶴舞。トーナメントのバイトはジュ

ン・クラシック、サントリーオープン、伊藤園レディースなど。

5. 部室は練習場のグランドハウス。たまり場は学食の購買部寄り。

6. 個人的には成城大学の格子柄のユニフォームが、色使いも品よ

く、コンサバティブで学生らしい雰囲気にあふれていて大好き

だった。もちろんこっそりまねしてみたりもしました。

8. 86年夏にスコットランドのセントアンドリュース大学ゴルフ

部と関東8大学ゴルフ部女子との親善試合があり、夏休み中の

急な話だったので、上智はわれわれ2年生を中心に数名しか参

加できなかったが、海外の異なる環境でゴルフをしてきた同世

代との交流を経験できたのはよい思い出になっている。

9. ウッドはまだパーシモンの時代、ミズノのプロモデル（岡本モ

デル・中島モデル等をオーダー）や「MS−1,2,3」、パワービル

ト、ウィルソン、マクレガー。アイアンはウィルソン「スタッ

フ」、マクレガー「ミュアフィールド・R55・R65」、ミズノ

「MSシリーズ・プロモデル」、ホンマ等。パターはピンパター

の全盛期。

10.青木功、中島常幸、尾崎三兄弟、倉本昌弘、湯原信光、牧野裕、

羽川豊。トム・ワトソン、ペイビン・ランガー、セベ・バレス

テロス、ゲイツ。岡本綾子、森口祐子、吉川なよ子。

11.シルビア、プレリュード、マークII、117クーペ、ソアラ、ギ

ャランΣ、スカイライン、ゴルフ、ワーゲン「ビートル」、イ

ンテグラ。

12.新歓コンパは一次会が上智会館で、二次会は赤坂「ロイヤル」。

新人は4年生・OBに挨拶してまわり、潰れるまで飲み、練習場

横の合宿所に寝かされた。追い出しコンペは新千葉、追い出し

コンパは六本木のアメリカンクラブ。

13.・図書館ができたてできれいだった。

・早見優・河野景子・王貞治の娘が在学していたらしい。

・東京サミットが開催され、迎賓館にブッシュ大統領が来日して

いた日の夜、新千葉からの帰り、警察官から、キャディバッグ

（怪しく感じられた様子）など念入りに取調べを受けた。

・TVマッチに出場し専修大学と対戦して最終ホールまでもつ

れ込み1ダウンで負けた。
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1989 平成元年

NEWS
（一般）

＊昭和天皇崩御87歳「大喪の礼」

＊消費税3%スタート

＊ベルリンの壁撤廃、東欧に自由化の波

＊中国天安門広場流血の惨劇

＊サンフランシスコ大地震

（ゴルフ）
● 日本のゴルフ場数1,640、ゴルフ人口1,000万人
● ゴルフ場利用税、基本1,100円を800円に引下げ

昭和61年秋季女子Bブロックリーグ戦終了後

＜男子＞

森一洋（主将）・水口貴文（主務）・木村博志（トレーナー）・宮崎

豊尚（新千葉係）・臼谷喜代孝・ブレット アークリナ

＜女子＞

杉浦ゆう（主将／スッチ）・重田友子（主務／トッコ／鹿田）・

児玉京子（会計／アッチ／宇田川）・小淵洋子（新千葉係／プッチ）



3. 合同練習は月・水・金曜で、外苑や皇居のランニングと迎賓館

前での筋トレ（最初に回数を言わないスクワットは恐怖だっ

た）、練習場横の坂道ダッシュ。試合前には真田堀で声出し。

義務練は週2コマ。

4. キャディのバイトは新千葉（深堀圭一郎が客として来ていて

「深ぼっちゃん」と呼んでいた）、セベバレステロス、川奈。日

本テレビのゴルフ中継の手伝い（スコア速報集計など）。

5. グランドハウス。ホフマンホールの部室はほとんど使わず、継

続申請のために使っているように見せ掛けるのが大変だった。

たまり場は学食の、購買部から入ってすぐの空調機の前のテー

ブル。だんだん部員が少なくなってテーブルを半分とられた。

6. ウエアはお洒落な1年上の延澤先輩（JJ掲載経験あり）がユニ

フォームに決めたセントクリストファー。キャディバッグを担

ぐ肩の部分が汚れるので、綺麗なウエアは持っていなかった。

8. 南山大学。同期の女の子に相手にされず、和洋女子大や他の大

学のギャルにアタックしていた奴もいた。

女　　子

1. 3年春C-5位　秋C-3位、4年春C-2位　秋C-2位

2. 新人合宿は新千葉。真夏の炎天下、ふらふらになりながらハー

フで100近くも叩き、これがゴルフなんだろうかと練習不足を

深く反省。夕食に出たオレンジ色のイカがなぜか印象に残って

いる。春夏の合宿で思い出深いのは那須小川や矢板。矢板は夏

にぶよに刺されて痛かった。新千葉はとても大きなゴルフ場で、

最後までコースを全部は覚え切れなかった。

3. 朝練は火曜。義務練は週3回。木・土曜の2時間の合同練習で

は、迎賓館の周りを走ってから筋トレ（腹筋・スクワット・腕

立て伏せ等）。クラブを片手で持って「1、ハイ」「2、ハイ」

とかけ声をかけて上げ下げするグリップ強化練習は体育会の他

の部からみると可笑しかったらしく、飲んだ席でよくからかわ

れた。無断遅刻者が出ると練習場横の坂道を学年全員でダッシ

ュ10本。練習場に行く時、先輩や同期を見たらまず「こんに

ちわ〜！！」と叫ぶのが習慣になっていたので、それが自分の

挨拶の原点になっているような気がする。

5. 部室はクラブハウス。たまり場は学食の購買部側入り口。隣は

テニスサークルだった。

6. 流行のウエアはブラック＆ホワイトやパリスだったが、合宿で

は新しいのはもったいないと先輩に言われ、古いものばかり着

ていた。合宿所でAブロックの成城大学の女子が髪にリボンを

結んでラウンドしていたので、みんなで40台が出るようにな

ったらリボンをしようと誓いあった。

9. クラブはホンマ、ミズノ、テーラーメイドのドライバー、ピン

パター。カーボンやボロンの出始めで、ヨネックスのカーボン

アイアンのフルセットをひっさげて入部してきた奴もいた。

10.羽川豊、倉本昌弘、川岸良兼、丸山茂樹。グレッグ・ノーマン。

岡本綾子、松澤知加子、安藤昌子（クレージュと契約していた

はずだが今いずこ？）。

11.マークII、パジェロ、CR-X8、ローレルスピリット。新千葉に

行くのに首都高速代（当時600円）をケチって14号線をトコ

トコ行った。

12.新入生歓迎コンパは「赤坂ロイヤル」。当時はいくら飲んでも

平気だったので、2年の先輩方とグランドハウスで死にそうに

なっている同期の看病をした。鯨飲させられマグロのようにな

っていた1年男子を見てカルチャーショックを受けた。死亡事故

が起こらず良かったとつくづく思う。（女子）

「スポーツアイ」誌より当時の練習風景

アンケートでたどる、ゴルフ部５０年のあゆみ
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3. 朝練は火曜。合同練習は木曜の夕方と土曜の午後。赤坂御所を

ランニングして迎賓館前で柔軟、練習場に戻って素振り、打撃、

パット練習、ルールの勉強。マラソン大会の前は皇居1周。義

務練は週3コマ。

4. キャディバイトは新千葉、鶴舞、セベバレステロス。学連のトー

ナメントや日本テレビのトーナメント中継のバイト。

5. 部室はホフマンホールにあったが、一部の幹部のみ出入りして

いた。たまり場は学食の購買部から入ってすぐの所。

6. 62年卒の先輩たちがつくられた、背中に「SOPHIA UNIV

ATHLETIC ASSOCIATION GOLF TEAM」と入ったヘリー

ハンセンのウィンドブレーカーを、平成3年卒くらいまで代々

着ていた。

9. ホンマのウッド、ミズノの「MS-1」や「ジョニーミラー」など。

ピンパターが基本。

10.セベ・バレステロス、グレッグ・ノーマン、中島常幸。岡本綾子。

11.インテグラ、セドリック、プレリュード、スカイライン、スプ

リンタートレノ、アコード、ローレルスピリット。

12.新入生歓迎コンパは「赤坂ロイヤル」で。酔いつぶれると練習

場の小屋の2階で寝るパターン。追い出しコンペは新千葉で卒

業生一人を入れたドローを組んで（ドロー表に各人にその日限

りのあだ名をつけた）まわり、コンパは東京アメリカンクラブ

で開いた。

1992（平成2）年卒

男子　回答なし

女子　回答なし

1991（平成3）年卒

男　　子

1. 3年春C-5位　秋C-8位でDに降格、4年春D-4位　秋D-7位で

Eに降格

2. 新人合宿は大日向。どのホールも小道がフェアウェイの真ん中

に出るので、バックティまで戻ると通常の1.5倍を走ることに

なり、死にました。春夏の合宿は大日向や新千葉で。誰かが目

覚ましを止めたために全員が寝坊した時、1年上の岡先輩が

「お前ら何やってんだ！」と起こしに来て、2年上の森先輩には

「お前ら何考えてるんだ！」と叱られた。誰が止めたかは諸説

紛々としたまま。新千葉で100ヤードくらいのショートを3番

アイアンでのせた時の水口先輩の驚いた顔は忘れられない。
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1990 平成2年

NEWS
（一般）

＊礼宮文仁親王川嶋紀子さん結婚

＊女性生涯平均出産数史上最低1.57人

＊イラク軍クウェート侵攻

＊統一ドイツ誕生

＊ソ連共産党解体、リトアニア・エストニア・ラトビア共和

国独立

（ゴルフ）
● 日本企業ペブルビーチ買収84,100万ドル
● 小林浩美米LPGA新人王
● 千葉県ゴルフ場農薬使用禁止

＜男子＞

延澤哲也（主将）・岡一郎（主務）

＜女子＞

角田恵理（主将／カリ／角田）・松本幸子（主務／パピ／佐竹）・

森田千鶴（会計／チーズ）・土屋泉（OG係・トレーナー／セン／

西村）

1991 平成3年

NEWS
（一般）

＊湾岸戦争勃発、イラク敗北

＊バブル経済崩壊

＊雲仙普賢岳大規模火砕流

＊きんさんぎんさん

（ゴルフ）

● （米）USオープン落雷で観客死亡（べゼルタイン）

＜男子＞

尾作謙一（主将）・正光信也（主務）・玄場俊秀（副将）・木村卓爾

（副将・渉外・トレーナー）・大地潤（会計）・三徳隆司（学連）・

上原正人（OB係）

＜女子＞

畦田亜希子（主将／アキ）・渡利由子（主務／リバ）・井田悦子

（副将・バイト係／マド／上野）・千賀史子（会計・トレーナー／

フー／Cheng）・加藤裕子（学連／マレー／飯島）・高橋陽子

（OG係／アイ／岩崎）

迎賓館前広場を使っての
筋力トレーニング

女子部員、
ユニフォーム姿で勢ぞろい
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フォームをそろえた。その他、ラルフローレン、マドモアゼル

ノンノン、トラサルディなどのブランドもあった。

9. アイアンはミズノ、ダンロップが圧倒的に多かった。その他、

プロギア、ホンマ、ミズノ、ダイワ。マッスルパックが主流で、

ピンのアイ2も流行したが、学生の間では定着しなかった。当

時の名クラブはミズノのTN87、ブリヂストンJ`sのMTN3。

ドライバーはテイラーメイドをほとんどの部員が持っていた。

ちょうどパーシモンからメタルに移行した時期だったので、パ

ーシモンを使っていると古いなんて言われたものだ。シャフト

もチタンやカーボンが主流になる時期だった。

10.御三家（青木・中島・尾崎）のなかでも尾崎がダントツで、尾崎

兄弟（健夫、直道）も活躍していた。外国ではニック・ファルド、

そのティーチングプロだったレッド・ベターの本「アスレチック

スウィング」がベストセラーになっていた。女子プロは何といっ

ても岡本綾子、 阿玉。

11.マークII、スカイライン、ジェミニ、セフィーロ、セリカ、ゴ

ルフ。

12.新入生歓迎コンパは「赤坂ロイヤル」というちょっとお洒落な

クラブのような店。新入部員が空のグラスを持って先輩方のテ

ーブルをまわり、ウィスキーを注いでもらって飲み干すことに

なっていた。追い出しコンペはそれまで新千葉が恒例になって

いたが、われわれの代の時に趣向を変えようということで万木

城にておこない、コンパは京王プラザで開いた。

13.卒業する頃から聖イグナチオ教会の改装工事が始まり、2号館

を取り壊す準備に入った。2号館は昔からの風情のある建物で、

2階に食堂があったが利用しているのは女子がほとんどで、体

育会男子には入りづらい憧れの場であっただけに、残念だ。

1993（平成5）年

男　　子

1, 3年春E-1位でD昇格　秋D-4位、4年春D 秋D

A〜Gブロックで、上位2チーム、下位2チームの入替戦。

2. 新人合宿およびその後の合宿も新千葉。たちばなインコースは

距離も短く、いいスコアが出やすいのでみんな好んでまわって

いた。

3. 合同練習は週2〜3回、朝練は2年時からなくなった。ランニン

グは赤坂御所や皇居1周。ふだん優しい先輩方がトレーニング

になると人が変わったように厳しくなった。

4. 新千葉、セベバレステロス、川奈でキャディ。

5. 部室はホフマンホールにあったが実質的にはグランドハウス。

たまり場は学食の一角。

7. 1年下の黒川君の「お嫁サンバ」をもう一度見たい。

女　　子

1. 1〜4年　Cブロック

2. 合宿は新千葉、那須小川、矢板、黒磯、ユーアイ。新人合宿は

新千葉。

新千葉のたちばなインコースは今思えばほんとに距離が短い。

そのショートで主将のナウがホールインワンをした。矢板は虫

に刺されて足が象のようになった。

3. 合同練習は火・木・土曜の放課後。朝練は週に2つの曜日が指

定され、各自が出席できる日を選び、2班に分かれておこなっ

た。赤坂御所1周のランニング、準備運動、打撃、アプローチ、

パター練習。義務練は週3コマ。罰則はとくになし。

アンケートでたどる、ゴルフ部５０年のあゆみ
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1992（平成4）年

男　　子

1. 3年春D-3位　秋D-7位でEに降格、4年春E-1位でD昇格　秋

D-4位

2. 新人合宿は新千葉。春夏の合宿は新千葉、セベバレステロス、

矢板、 月、那須小川。いちばんお世話になったのは新千葉

で、新入部員はこのコースでデビューし、実力がついてから他

のコースで腕を磨いた。冬の合宿では身体がまわらないためテ

ィーショットがスライスし、よくOBや池ポチャを出した。名物

ホール「たちばなアウトの1番」をまたラウンドしてみたい。

（安藤）

3. 合同練習は月・水・金曜の午後5時から、内容は赤坂御所1周

ランニング、ストレッチ、筋トレ、打撃練習、パター練習。義

務練は週3コマ。練習に遅刻3回・無断欠席、合宿でハーフ54

以上、アテストミスをすると坊主刈りに。

4. キャディのバイトは週末に新千葉、セベバレステロス、川奈で。

セベや川奈は名門コースでバイト代も高かったので人気があっ

た。学連の斡旋で、プロトーナメントのバイトもした。

5. 部室はグランドハウス（弓道部と共用）。たまり場は学食の購

買部の入り口付近。

6. ウエアの基本はポロシャツにチノパンで、坊主頭の部員も多く、

腰にタオルをぶら下げてラウンドしている部員もいたので（ボー

ルを拭いたり汗を拭くため）、お洒落とは無縁だった。機能を

追求するならおじさんブランドのマスターズ、マンシング、ブラ

ック＆ホワイト。ブランドをとるならトラサルディ、レノマ、ラコ

ステか。

7. 合宿で先輩方から教えていただいたラウンドマナーや技術につ

いての厳しい指導、数々のアドバイスや援助にたいへん感謝し

ている。

8. 上南戦以外にはとくになし。

女　　子

1. 3年春C-2位　秋C-2位、4年春・秋C

2. 新人合宿は新千葉。新千葉で1次合宿をしたあと、各リーグ戦

のおこなわれるゴルフ場（鶴舞、矢板、黒磯、 月、那須小

川）で2次合宿・準レギュラー・レギュラー合宿をして試合に

そなえた。冬の合宿の朝ラウンドではカチンカチンに凍ったテ

ィーグラウンドにティーを刺すのに苦労した。新千葉は当時、

宿舎に冷房も暖房もなく、夏はドアを開け放していたためネコ

が入ってきたり、冬はコタツをひっくり返して暖をとったりし

た。でも夜の星空はとてもきれいだった。とにかく4年間ゴル

フ三昧で、週末はゴルフ場。どんな天候でも朝暗いうちに起き

て日焼け止めクリームを塗って、重いキャディバッグを担いで

走る、走る、走る。泥まみれになっても、ブヨに刺されて足が

腫れ上がっても、10打めを打っても、林から球が出なくても

続けなければならない学生ゴルフは、今の人生に大きな自信と

なっていると思っている。

3. 合同練習は朝1回をふくめ週3回。赤坂御所1周ランニング（朝

はニューオータニ1周）、ストレッチ、筋トレ、打撃練習、パタ

ー練習。クラブ1本を握って「ファイトです！　ガンバです！」

とかけ声をかけながらのグリップ強化練習、練習場脇の坂道ダ

ッシュ。義務練は週3コマ。

4. 新千葉、鶴舞、ジャパンでキャディ、学連斡旋のプロトーナメ

ントのバイト（外国人選手の通訳やマーカー等）。

5. 部室は弓道部と共用のグランドハウス。たまり場は学食の購買

部との入り口付近。

6. ブラック＆ホワイト、マスターズ、ダンロップなどで毎年ユニ
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1992 平成4年

NEWS
（一般）

＊東京佐川急便事件

＊毛利衛エンデバーで宇宙に

＊日本新党（細川護煕党首）結成

＊牛肉・オレンジ輸入自由化

（ゴルフ）
● カーボンアイアン公認
● 岡田美智子47歳世界女子最年長記録で優勝

平成3年3月　追い出しコンパにて（当時3年生）

＜男子＞

吉田真吾（主将）・平林昌樹（主務）・東田充紀（会計）・瓜生裕明

（学連）・坂田和則（OB係）・佐波淳（トレーナー）・安藤肇

＜女子＞

山本佳菜子（主将／カコ／高橋）・小川裕加（主務／ヒロ／鶴見）・

十枝恵理子（学連／テン／瓜生）・武部美佐（OG係／リン）・森崎

薫（トレーナー／ルル）

1993 平成5年

NEWS
（一般）

＊浩宮徳仁皇太子殿下・雅子妃殿下ご成婚

＊サッカーJリーグ開幕

＊細川首相の連立政権発足で自民党が野党に

＊冷夏、異常気象でコメ緊急輸入

（ゴルフ）
● JGAスパイクレス使用禁止
● 全英オープン賞金総額1,000,000ポンド、

優勝100,000ポンド、ギャラリー140,100人

＜男子＞

久我高輝（主将）・谷田俊彦（主務）・伊藤毅（副将）・大竹隆太

（学連）・大木孝洋（OB係）・大原光貴（トレーナー）・平澤俊太郎

（バイト（セベ））・武居弘治（バイト（セベ））・宮川裕康（バイト

（新千葉））・冨田隆裕（バイト（新千葉））

＜女子＞

今田真実（主将／ナウ）・渡辺裕子（主務／モモ／中井）・有坂

久美子（副将・バイト／アリ／鶴田）・江橋加織（学連／エバ／

都甲）・藤田順子（トレーナー／アミ／高田）・伊藤芳恵（OG係／

メグ／大木）



1994（平成6）年卒

男　　子

1. 3年D 4年D

B以下は各ブロック8校、2日間1.5ラウンドで、7名エントリ

ー・5名出場・上位4名のスコア合計で競う。Aブロックはマッ

チプレーの試合。

2. 新人合宿は新千葉。春夏の合宿は新千葉、セベバレステロス、

那須小川、万木城、ユーアイ、矢板。

新千葉では学生寮での生活が楽しかった。夜はコースに肝試し

に行ったりもした。夜はファミレス（ファミリーレストラン）

で食事をしその後ボーリングやカラオケなどで盛り上がった。

ゴルフ場にいた「ホモおやじ」に怪しい行動をとられた同級生

が何名かいましたが、これも良い思い出です。

3. 合同練習は月・水・金曜。内容は赤坂御所や皇居のまわりを

「ソフィアファイ　Yeah ファイ　Yeah･･･」と声を出しなが

らのランニング（1年の夏ごろまでは全然ついていくことがで

きなかった（斎藤））、迎賓館前で筋トレ、グランドで素振り。

義務練は週2コマ。ともかくよく走り、よく筋トレしたので皆、

体力はめちゃめちゃつきました。遅刻のほか、月例や合宿での

スコア・バイト先での平均スコアがリミットオーバーした場合

には坊主刈りの罰があった。

4. 新千葉、セベバレステロス、川奈でキャディバイト。新千葉で

のバイト中も近くのサンクラシックや昭和ゴルフでよく練習し

た。その他トーナメントバイト（世界選手権、関東オープン、

セベバレステロスで開催されたインペリアルトーナメント、平

尾昌晃チャリティーゴルフ）。　キャディバイトは車での移動

をはじめ夜寝るまでのすべてが楽しかった。

5. 部室は弓道部と共同使用のグランドハウス。たまり場は学食の

購買部入り口付近、しんみちの洋定食屋「バンビ」（「ドカン鉄

板焼き」をよく食べ、お腹をこわした）。

6. パワービルト。ラルフローレンのポロシャツは高級感があった。

7. ・3年先輩の方々はどなたもとても怖く個性があり印象的。

・2年先輩の瓜生さんは飲み屋で大暴れのイメージ。以上の先

輩方にはゴルフのみならず大学生の遊び方（笑）をいろいろ教

えていただきましたし、車にもよく乗せていただきました。　

女　　子

1. 1〜4年　Cブロック

2. 合宿は新千葉、矢板、那須小川、ダイヤグリーン。新千葉では

キャディハウスからスタートが近く、比較的簡単な「たちイン」

こと、たちばなインコースが人気だった。

3. 合同練習は週3回で赤坂御所を1周、朝練は週1回（2班に分か

れて）ニューオータニを1周。

4. 新千葉、デイスターでキャディ。たまにトーナメントのバイトも。

5. 部室はホフマンホールにあったが、グランドハウスを使用。た

まり場は学食。

6. ウエアはラルフローレンのポロシャツ、ジュンコ・シマダ。

7. 個性的な人たちの集まりだったように思う。

9. クラブはダンロップ、ブリヂストン、マルマン、ミズノ、マグレガ

ー、ウィルソン、ホンマ・・・とかなりバラけてた。ドライバー

はテーラーメイドのメタルがはやりだした頃で、その後はJ'sの

ドライバーや中島のM-300／M-500が流行。

パターはピンが多かった。ボールはRoyal Star、Royal Maxfly

を使用していた。

10.ジャンボ尾崎が強く、ジャンボや中島のハイドロー理論がはや

っていた。倉本・金子・東といったジャンボ軍団には飛距離の

面で皆があこがれていた。スイングのお手本はやはり湯原選手

だった気がします。岡本綾子、服部道子。

11.車より電車での移動が多かった。ゴルフ、プリメーラ、マークII、

セリカ。

12.コンペは万木城やセベバレステロスで、コンパは赤坂「ラランジ

ェ」、新宿のカラオケ。クリパ（クリスマスパーティ）は原宿、

渋谷方面で。クリバや追いコンなど、ちょっと大人の雰囲気の

催しは地味ぞろいの平6卒男子は苦手だった。（先輩方は皆センス

がいいのに・・・）

13.・まだバブルの時代で、楽しくのんびりしていた。携帯電話を

もっている学生はさすがにいなかったが。

・細川首相（当時）が来校され、講演をしていただいた。

・2号館がなくなり、11号館（だったと思う）ができたりした。

14.僕らの代はゴルフが全て、という人間がそろっており仲も良か

った。大声を出して挨拶したり、合宿の早起きやマナー、正座

でのミーティング・・など厳しい思い出もいっぱいあるが、こ

れら全てが今では楽しい思い出であり皆の心の支えとなってい

る。そんなゴルフ部に感謝！

アンケートでたどる、ゴルフ部５０年のあゆみ
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4. 新千葉、ジャパン、鶴舞、デイスターでキャディ。プロトーナ

メントのバイト。

5. 部室はグランドハウス。たまり場は学食の購買部への通路に面

したテーブル。

6. ウエアはジュンコ・シマダ、マスターズ、ニコル・ローウィン、

ラルフローレンのポロシャツ。夏はポロシャツとキュロットスカー

ト、冬はチノパンとセーターをプラス。他の大学とくらべると

派手でもなく地味でもなく。

7. ・先輩後輩ふくめ個性派ぞろいで、とても楽しい集団生活を味

わえた。とくに合宿の時は疲れ切っているせいか、みんなと一

緒で楽しいせいか、ナチュラルハイ状態でくだらない事でも笑

いがとまらなかった。

・クリスマスパーティでのマレーさん（平3卒）のセクシーなお姿。

・後輩のリサちゃんがゴム付きの山高帽みたいなのを被ってラ

ウンドし、だんだん帽子が浮いてきて、先輩に「ちゃんと被り

なさい！」と叱られ、周囲は笑いをこらえるのに必死だった。

・試合後のミーティングで主将の尾作さん（平3卒）が話をして

いる時に同期の女子が立ったまま眠っていた。

8. 同期の男子数名がなぜか聖心女子大の合宿のコーチを熱心にし

ていた。

9. アイアンはミズノを使っていた人が多かったが、ブリヂストン

も人気があった。ドライバーはテーラーメイドのメタルが主流

で、紫シャフトを好んで使った。

10.ジャンボ尾崎の強さが際立っていた時代で、髪型をまねしてい

た人もいた。岡本綾子、小林浩美、平瀬真由美。

11.赤のフェアレディZ、シルビア、ジェッタ、エスクード、ゴルフ、

マークII。

12.新入生歓迎コンパは赤坂「ラランジェ」で。翌日はグランドハウ

スに異臭がたちこめていた。追い出しコンペは市原、万木城、

セベバレステロス、コンパは新宿のカラオケ屋などで開いていた。

13.とても平和だった。
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1994 平成6年

NEWS
（一般）

＊松本サリン事件

＊村山連立内閣発足、社会党の凋落始まる

＊関西国際空港開港

＊ソニー・プレステ、セガ・サターン、ゲーム機発売

＊北朝鮮金日成死去

＊大江健三郎ノーベル文学賞受賞

（ゴルフ）
● ゴルフ業界不況で所属契約解約多数
● 尾崎将司年間7勝で賞金王2億14万。
● Ｄ・イシイ、ツアー初スロープレーで罰金10万円
● 全米アマ、タイガー・ウッズ18歳優勝

＜男子＞

藤井利明（主将）・江原純一（主務）・高橋剛士（副将）・岡本寿雄

（会計・川奈係）・野本忠明（新千葉係）・糸賀広之（学連）・黒川

晋司（学連）・斉藤隆信（OB係）・宮原立臣（トレーナー）・片島

聖久（平成9年逝去・セベ係）

＜女子＞

曽我直子（主将・OG係／ラン／今和泉）・木村啓子（主務・学連・

会計／トコ／平林）

1995 平成7年

NEWS
（一般）

＊阪神淡路大震災、6,308人犠牲者

＊地下鉄サリン事件（オウム真理教）

＊東京青島幸男都知事、大阪横山ノック知事誕生

＊住専処理6,850億円投入

＊野茂英雄大リーグで新人王

（ゴルフ）
● PGA 50歳以上のシニアツアー　アマに解放
● 今堀りつ連続出場記録482（14年間）
● 中国で初メジャー、ワールドカップ開催



1996（平成8）年卒

男　　子

1. 3年春D-6位　秋D-2位、4年春D-7位　秋D-4位

2. 新人合宿は新千葉。

3. 合同練習は、迎賓館1周のランニングと、適度な筋トレ、たま

に水泳。遅刻やスコアオーバーをすると坊主刈り。

4. キャディバイト先は新千葉、セベバレステロス。

6. J's、金色のピアス、ネックレス。

8. 独協大、東大、聖心女子大、和洋女子大、大妻女子大、慶応と。

女　　子

1. 3年春C 秋C-7位でDへ降格。4年春D-4位　秋D-6位

3年の入替戦でブロック落ちした時は泣いた。必ず昇格しよう

と練習に励んだことを覚えている。

2. 新人合宿は新千葉。春夏の合宿は矢板、黒磯、那須小川。冬は

朝日が出てボールが見える明るさになると同時にコースに出て

行き、夕方はボールが見えなくなるまでプレーしていた。雨は

もちろん雪が降った日もカラーボールで何とかプレーしようと

がんばった。

3. 合同練習は月・火曜の夕方、迎賓館を1周してから筋トレ。水

曜の早朝はニューオータニを1周して筋トレ。義務練は週3回。

罰則は義務練やキャディバイトをふやす。

入部したての頃は迎賓館を走ると遅れてしまう人がいたが、が

んばって練習し、2〜3週間もすれば全員、最後まで走りきる

ことができるようになり、その時はゴールでみんなで拍手をし

て感動的だった。

4. 新千葉、デイスターでキャディ。新千葉では夕食のメニューが限

られていて、オレンジ色のイカが出る時は車で近くのファミリー

レストランへ行った。夏は九十九里浜に出かけたこともあった。

学生の宿泊所は建て替えられてずっときれいになったと先輩に

聞いていたが、それでもゴキブリ騒動や押し入れにキノコがは

えていたりした。独協大、東大、聖心女子大も一緒にバイトを

した。

5. ホフマンホールに部室はあったが、グラハウ（グランドハウス）

を部室がわりにして、そこに居ることが多かった。

6. ユニフォームは毎シーズン、ボウストというアメリカブランド

で作った。他の大学でも人気があった。

8. 毎年5月に上南戦があり、南山と交代で主催していた。ゴルフ

場のバイトや月例杯で他の大学の人と友だちになった。

9. ウッドはキャラウエイのビックバーサ、アイアンはプロギア、

ホンマ、ミズノのノータス、パターはほとんどの人がピン。

10.尾崎将司、青木功。タイガー・ウッズ、イアン・ウーズナム、

ニック・ファルド、ニック・プライス、コーリー・ペイビン、

ダン・ポール、アーニー・エルス。福嶋晃子。

11.BMW、レガシーワゴン、プレリュード、ボルボ。

12.新入生歓迎コンパは四谷の居酒屋で、男子はウィスキーの一気

飲みをしてほとんど全員つぶれていた。追い出しコンペはセベ

バレステロスで、コンパは新宿の居酒屋。当時は卒業生全員が

最後にサザンオールスターズの「YAYAあの時を忘れない」を

歌うのが恒例だった。

13.1993年に2号館が駐車場となった。

アンケートでたどる、ゴルフ部５０年のあゆみ
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1995（平成7）年卒

男　　子

1. 3年春D-3位　秋D-7位、　4年春D-6位　秋D-2位

2. 合宿はセベバレステロス、ユーアイ、セントラル、矢板などで。

新人合宿は新千葉。

3. 合同練習は月・水・金曜の夕方に赤坂御所、神宮外苑、皇居な

どのランニング、腕立て伏せ20回、腹筋30回、スクワット

40回、背筋30回を3セット。そのほかに坂道ダッシュなど。

遅刻、アテストミス、スコアリミットを越えた（〜打以上たた

いた）場合は坊主刈り。朝夕ラウンドをして、バイトもして、

合宿もして、今考えるとよくあれだけ体力があったなと思う。

4. 新千葉、セベバレステロス、川奈でキャディ。セベで開かれた

アコムインターナショナルなどでプロのキャディなどのバイト。

5. 部室はグランドハウス。たまり場は学食の購買部から入った所。

7. 2年下の塚野君が、経験者とはいえ初ラウンドで37を出したの

には驚いた。

女　　子

1. 1〜4年　Cブロック

2. 合宿は新千葉。新人合宿も新千葉。キャディハウス、スカイハウ

スの建て替えがあった。

3. 合同練習は週3回、朝練は1回、迎賓館のランニング、筋トレ。

義務練は週3コマ。

4. 新千葉、デイスターでキャディ、プロのトーナメントでバイト。

5. 部室はグランドハウス。たまり場は学食、グランドハウス、旧

ラウンジ。

6. ボウストのユニフォーム、ペブルビーチのスパイク、足付きピンの

キャディバッグ。

7. アキさん（平3卒）。テンさん（平4卒）。武居さん（平5卒）に

はゴルフ以外のことを教えてもらった。（カヨ）

9. ジャンボ尾崎の全盛期だったのでブリヂストンのものが売れて

いた。キャロウエイのビッグバーサがはやっていた。ウッドは

ホンマのパーシモン、アイアンはスチールシャフト、ボールは

ツアースペシャル。

10.尾崎将司、ニック・ファルド。ニックに憧れ、ティーチングプロ

のレット・ベターの「アスレチックスウィング」にはまった。

（若林）

服部道子、平瀬真由美、村口史子。塩谷育代を目標としてい

た。（カヨ）

11.フォードプローグ、プレセア、シビック、スプリンターマリノ、

アコード、ボルボ、ローレル。

12.コンパは赤坂「ラランジェ」や、四谷、新宿界隈で。新入生歓迎

コンパは男子は学らんを着て、新人をつぶして2年生がケアを

するというスタイルが伝統的につづいていた。OG会などは麹町

のフルーツパーラー「鶴」。追い出しコンペはセベバレステロスで

開いた。

14.黒磯で夏のリーグ戦の練習ラウンド終了後に、車のキーを中に

置き忘れてドアが開かず、JAFを呼んでもだめだったので、同

期の難波君にだめもとで電話をしたところ、キーを東京から黒

磯まで愛車で届けてくれ、到着したのは午前2時頃でした。彼

は本当にいい人でした。（カヨ）
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平成4年6月上南戦　愛知県の愛岐CC駐車場で（当時2年生）

＜男子＞

岩城達哉（主将）・若林秀宜（主務）・川田真之（副将）・難波貴志

（学連）・伴亮平（トレーナー）

＜女子＞

鈴木淳子（主将／スズ／坂田）・内海稚子（主務／ワカ）・森田悦子

（副将／エコ／岩谷）・野間緩子（会計／カン）・橋本香代子（学

連／カヨ）・小野内真紀（OG係／ノリ）・服部雅子（トレーナー／

マコ／岩田）・鈴木詩子（トレーナー／リズ）・千葉由美子（バイト

係／ミコ／Yiu）・五味有希子（バイト係／ユキ／山野）

1996 平成8年

NEWS
（一般）

＊O-157各地で大流行

＊薬害エイズ安部帝京大副学長逮捕

＊普天間基地全面返還で日米合意

＊民主党結成

＊女子高生のルーズソックス、援助交際

＊英国狂牛病（BSE）騒動

（ゴルフ）
● 尾崎将司ダンロップ優勝で100勝達成
● JPGA「新ツアー機構」設置を発表
● タイガー・ウッズ　プロ転向後5戦目で初優勝

平成7年3月　追い出しコンパ（平成8年と9年卒のみんなで）

＜男子＞

高橋淳（主将）・千羽大介（主務）・増田聡（学連）・福本光浩

（トレーナー）・田中雄一（新千葉係）・長竹正範（セベ係）

＜女子＞

長谷川陽子（会計／バレエ）・高部香苗（トレーナー／カナ）
（2名とも上智短大から2年次編入。実質的には1年下（平9卒）の女子と同じ
学年として3年間活動した。）

1997 平成9年

NEWS
（一般）

＊香港が中国に返還

＊英ダイアナ元妃事故死

＊ペルー日本大使公邸乱入事件

＊消費税3%から5%に

＊北海道拓殖銀行倒産

＊ポケットモンスター大流行

（ゴルフ）
● 青木功、米シニア7勝目をあげ3年連続100万ドル獲得
● 丸山茂樹　コース侮辱発言で罰金20万円
● 日本のゴルフ場1,970、ゴルフ人口1,200万人
● タイガー・ウッズ史上最年少で米賞金王206万ドル
● ベン・ホーガン近代ゴルフの父死去、84歳



とパターの練習。義務練は週2コマ。遅刻の罰は坊主刈り。

4. 新千葉、セベバレステロスでキャディ。ブリヂストンオープンや日

本オープンなどトーナメントのバイト。1年のアコムインター

ナショナルのバイトで、遊び心で4年の先輩の車を勝手に乗り

まわして、たんぼに落としてしまい、こっぴどく怒られ、退部

も考えた。（北本）

5. 部室はホフマンホールの2階とグランドハウス。たまり場はグラ

ンドハウスやラウンジ（11号館地下）。

6. ユニフォームはシャークの青いポロシャツで、個人（永原）的には

アシュワースのデカ（い）ポロ（シャツ）。

7. ・1年上の塚野健太郎先輩がユーアイでのリーグ戦で36・36

でまわられたこと。

・同期の松本君が矢板でのリーグ戦でハーフながら35のアン

ダーでまわったこと。

8. 独協のゴルフ部と新千葉でプライドを賭けて「ノーマネーマッチ」

をよくおこなった。

女　　子

1. 3年春D-4位　秋D-6位、4年春D-2位でCに昇格　秋C-5位

2. 合宿は矢板、黒磯、ユーアイ。新人合宿は新千葉。矢板はアッ

プダウンがきつくて夏の合宿はつらかった。最終ホールをアウ

トする時に乗るベルトコンベアの上でも走るのが義務だった。

レギュラー選考の合宿ラウンド中に雪が降ってきたが続行。打

つのもさることながら降り積もる雪の中にスポッと埋まってし

まうボールを探すのがとにかく大変だった。つらかったけれど、

きれいな雪の中のゴルフはいい思い出になっている。

3. 合同練習は朝練1回、夕練2回で、朝練はニューオータニ、夕練

は迎賓館を声出しランニング、その後ストレッチ、筋トレ、グリ

ップ強化、打撃、パター、アプローチ。

4. 新千葉でキャディ、北島三郎コンペや平尾昌晃チャリティコンペ

のバイト。その他プロトーナメントのバイト。

5. ホフマンホールの1階に部室があったが物置きで、グランドハウ

スを部室にして、たまっていた。雨の日はラウンジに。

6. ウエアはボウスト、ラルフローレン、ポロスポーツ、バーニーズNY。

8. 同じゴルフ場でバイトをしていた大学や、リーグ戦を通じてつ

きあいのあった大学の部員のなかには、今でも連絡を取り合っ

ている人がいる。

9. ブリヂストンのJ'sシリーズや「プロギア」、キャロウエイ「ビッグ

バーサ」、ミズノ「ノータス」、テーラーメイド、レスキュー。

10.丸山茂樹、田中秀道、尾崎将司。タイガー・ウッズ、ジャスティ

ン・レナード、アーニー・エルス。福嶋晃子、岡本綾子。岡本の

番組「NECスーパーゴルフ」を見ていた。（モコ）

11.プリメーラ、いすずビッグホーン、パジェロ、ベンツ。

12.コンパの一次会は赤坂のサントリー館や上智会館。新入生歓迎

コンパでは男子の1年は無茶苦茶飲まされグランドハウスの脇

の小屋で寝ていた。追い出しコンパは二次会がボーリング、三

次会は朝まで。卒業生は最後にサザンオールスターズの

「YAYAあの時を忘れない」を歌っていた。追い出しコンペは

セベバレステロスやプレスカントリーで。

14.好きなゴルフをあれだけできて幸せだったが、当時はもっとゴ

ルフがしたいと思っていた。ゴルフ部に入って良かった。

アンケートでたどる、ゴルフ部５０年のあゆみ
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1997（平成9）年卒

男　　子　回答なし

女　　子

1. 3年春C 秋C-7位でDへ降格。4年春D-4位　秋D-6位

女子はFブロックまで。Dブロックの場合は上位下位1校が入替

戦へ。

2. 合宿は那須小川、黒磯、矢板。新人合宿は新千葉。1年の合宿

で、カーテンレールに洗濯物をたくさん掛けすぎたためにレール

が落ちて、寝ている顔に降り掛かってきた。レギュラー合宿で

は夜7時台には就寝して体力を貯えた。新千葉ではキノコの横

にせんべい布団を敷いて寝た。合宿の最終日のラウンド中に大

雪が降り、ボールも見えないなかホールアウトをめざしたこと

もあった。

3. 合同練習は朝1回、夕方2回で、迎賓館（朝はニューオータニ）

1周ランニング、筋トレ、ストレッチ、素振り、打撃、パター

練習。義務練は週3コマ。スコアリミットの罰則は義務ラウンド

や迎賓館ランニング。

4. 新千葉、デイスターでキャディ。プロのトーナメントのバイト。

デイスターでキャディの集団研修を受けて、先生に不真面目で

やる気がなさすぎると叱られた。

5. 部室はホフマンホールの地下2階。たまり場はラウンジ、カフェ

（1年時）。

6. ユニフォームはボウストのポロシャツとキュロットスカートで、

毎年色を替えていた。（1年ピンク、2年ブルー、3年ショッキ

ングピンク、4年イエロー）

7. 1年上の女子が0名だったので2年から幹部を務めた。そのため

2年上の先輩ととても仲がよかった。

8. リーグ戦や月例杯でまわった共立女子大、東北学院大学、立教、

聖心女子大、成蹊の人たちと仲よくなった。

10.ジャンボ尾崎、丸山茂樹、田中秀道。福嶋晃子。

11.アウディ、レガシー、ベンツ、BMW。

12.新入生歓迎コンパや納会は赤坂「ラランジェ」、OG会は麹町の

フルーツパーラー「鶴」。追い出しコンペはセベバレステロス、

コンパは弘済会館、歌舞伎町のミラノボール。

13.・1年の時に細川先輩が首相になられ、就任発表の日に新千葉

で合宿をしていた私達女子はスポーツ紙の取材を受けて一面に

載った。また40周年記念コンペで名刺をいただき大騒ぎをした。

・ある日6号館が半分になり、イグナチオ教会の工事が始まった。

1998（平成10）年卒

男　　子

1. 3年D、4年春D-6位　秋D-1位でCに昇格

4年の時、リーグ戦で念願のCブロック昇格を達成できたのは、

一つの目標に向かって一丸となって取り組んだ結果だと、心に

深く残っている。

2. 合宿先は新千葉、矢板、那須小川、ユーアイ、プレスカントリー。

新人合宿は新千葉。猛暑の中で1日2ラウンドは体力の限界だ

ったが、そのぶん精神面も鍛えられた。

3. 合同練習は週2回、迎賓館1周ランニングと筋トレ、その後打撃
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＜男子＞

野口宣文（主将）・塚野健太郎（主務）・渡部祐士（副将）・保坂英徳

（トレーナー）

＜女子＞

山口慶子（主将・会計／ナオ）・塚越美紀（主務・体育会／イク）・

田島良子（副将・渉外／ハル）・中澤多恵子（学連／ベル）・三浦

志帆（OG係／ミウ）・蔵みゆき（トレーナー／スー／野元）・河村

真紀子（トレーナー／リオ／増田）
1998 平成10年

NEWS
（一般）

＊長野オリンピック

＊米大リーグ、マグワイア70本塁打達成

＊北朝鮮ミサイル、本土上空越える

＊100円ショップ

＊大手銀行17行に公的資金投入1兆4千億

（ゴルフ）
● 中島常幸、中日クラウン第2ＲのNo.1ホール（パー4、

341Y）でホールインワン（日本ツアー初）
● B・ワッツ、無気力プレーで日本オープン出場停止処分

（フジサンケイ）
● PGA、島田幸作ED解任発言で分裂騒動
● 日本ツアー36戦中外人選手14勝
● 全米女子プロで韓国パク・セリ最年少優勝（20歳7ケ月）
● C・モンゴメリー、欧州ツアーで6年連続賞金王、99万

ポンド

＜男子＞

北本武（主将）・川口崇（主務）・松本慎史（副将・トレーナー）・

石黒純平（会計・バイト）・本間穣（学連）・永原章嗣（トレーナー）

＜女子＞

仙石仁美（主将／クミ）・平木桃子（主務／モコ）



1. ＣかＤブロック

2. ・春夏の合宿は、リーグ戦会場となるゴルフ場（ユーアイ、那

須小川、矢板）やプレスカントリーで。

・新人合宿は新千葉。新人合宿は食事ものどを通らないくらい

辛かった。声も枯れ、意識ももうろうとしながら必死に走った

記憶しかありません。

3. 合同練習は月・水・金曜の夕方5:15〜7:00。内容は、ストレ

ッチ→ランニング（迎賓館1周）→筋トレ（腕立て、腹筋、背

筋など）→パター練＆ショット練→ストレッチ。

4. 新千葉、たまにセベバレステロスでキャディバイト。現役最後

の時期は景気も悪くなり、バイトの募集も減ってきたため東京

湾や青梅ゴルフクラブなどでもキャディバイトをした。

新千葉の従業員食堂でバイトと夕ラン（夕方のラウンド）の後に

男女いっしょにテレビを見たり、スイング談義に花を咲かせた

り、近くのサンクラシックでみんなで練習した時はとても楽し

かった。真っ暗な中を音だけを頼りに夕ランしたことはとても

思い出に残っている。

5. 部室はグランドハウス。幹部ミーティングなどはラウンジを主

に使用した。

7. 新人の時の幹部（2年上）は周りに対しても自分達に対しても

非常に厳しかった。トレーニングのたびに「声が出てない」

「走りが遅い」などの理由で何度も怒鳴られた思い出がある。

強く印象に残っているのは、新人合宿初日のミーティング（異

例の3時間）で怒りを爆発させた石黒先輩がロッカーを裏拳で

叩いて破壊した後に「俺が20歳過ぎててよかったよ！」（未成

年だったらおまえらをぶっ飛ばしてたかも、という意味だと思

うが）と怒鳴った時は本当に生きた心地がしなかった。今とな

っては良い思い出ですが･･･。

8. 新千葉で、独協大学、東京大学、聖心女子大、神奈川大などと

一緒にラウンドしたりした。（独協大学の部員と1年下のリサが

結婚した。）

女　　子　回答なし

9. クラブはキャラウェイ、ブリヂストン、ミズノ。

10.丸山茂樹。タイガー・ウッズ、セルジオ・ガルシア。不動裕理。

カリー・ウェブ、アニカ・ソレンスタム。

12.新入生歓迎コンパは新宿付近でオールナイトを踏まえた飲み

会。追い出しコンペはプレスカントリー。追い出しコンパは一

次会は厳かな雰囲気の中でひとりひとりが4年間を振り返り、

その後二次会でボーリング、三次会は「飲み」でオールナイト。

13.ゴルフ部での4年間は本当に大学生活そのものだった。部活を

中心に毎日を過ごし、同期のみんなで協力し合ってきたのはと

ても良い思い出です。新入生の時は幹部のしごきに何度もくじ

けそうになったが、同期同士ささえ合ってよく頑張れたと思う。

また自分達が幹部になってみて、新入生当時の幹部がどれだけ

偉大で、どれだけ裏で苦労をされていたのか気づくことができ

た。そんな新入生当時の幹部に追いつき追い越せという気持ち

でみんなで何度もミーティングを重ね、よりよい部活の運営を

考えていた頃を思い出すと、いい部活、いい人、いい同輩に囲

まれて4年間を過ごすことができたと感じます。（岡野）

2001（平成13）年卒

男　　子
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1999（平成11）年卒

男　　子

1. 1〜4年Ｃ

2. 合宿は那須小川、矢板、ユーアイ、新千葉で。

3. 迎賓館・皇居のランニングや筋トレ。トレーニング方法を変更

し、声出しを廃止した。

4. キャディバイトは新千葉、セベバレステロス。その他プロトーナ

メントのバイト。

5. 部室はグラハウ（グランドハウス）。

7. ・2年上の野口先輩のオムライス事件。

・同期の掛川君が合宿による疲れで寝言で「ボールマーク移動

します！！」といって夢遊病のように布団をずらしていた。

・2年下の斎藤君パター1本分のマーク移動。

女子　回答なし

10.丸山茂樹、田中秀道、佐藤信人。福島晃子。

11.パジェロ、BMW

2000（平成12）年卒

男　　子
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1999 平成11年

NEWS
（一般）

＊石原慎太郎、東京都知事に当選

＊自自公連立内閣発足

＊住友銀行・さくら銀行、合併合意

＊日本興業・第一勧銀・富士銀、統合合意

＊だんご3兄弟

＊ iモード

＊ IOCオリンピック誘致買収疑惑

（ゴルフ）
● 日本ゴルフツアー機構（代表・島田幸作）設立、

32試合、賞金総額約33億円（前年比14億減）
● 熊本国体でゴルフ正式競技に（成年、少年男女）
● 日本のゴルフ場数2,300
● 最初のグランドスラマー、ジーン・サラゼン死去
● （米）タイガー・ウッズ、史上最高660万ドルで賞金王
● （米）カリー・ウェブ、164万ドルで賞金女王
● ペイン・スチュアート、全米オープン2度目の優勝後、

飛行機事故で死去

＜男子＞

村松竜一（主将）・牛島啓輔（主務）・滝野欣一郎（副将・OB係）・

掛川安純（トレーナー）

＜女子＞

鈴木さち子（主将／シャチ）・馬場由衣（主務／マイ）・篠田彩子

（副将／アコ）・早川真代（会計／ルル）・三浦広子（学連／ミエ）・

市原佳代子（バイト／ミナ／石黒）・上田和可子（OG係・カコ）・

永瀬恭子（トレーナー／キョン）

2000 平成12年

NEWS
（一般）

＊東海村臨界事故

＊雪印乳業、食中毒事件

＊仏コンコルド、ドゴール空港で墜落

＊イチロー、マリナーズと契約

＊そごう民事再生法（１兆8700億）

＊ユニクロブーム

（ゴルフ）
● 日本ゴルフ100年祭
● 丸山茂樹、全米オープン予選で58の世界プロ新参考記録
● 丸山茂樹、サイプレスCC買収、日本人プロ初めてコース

所有
● （米）タイガー・ウッズ、3年連続賞金王、1,103万ドル

（全英オープン優勝で史上5人目のグランドスラム達成）
● （米）カリー・ウェブ、賞金女王211万ドル
● 全英オープン、賞金総額2,722,150ポンド、優勝

500,000ポンド、ギャラリー230,000人

2001 平成13年

NEWS
（一般）

＊愛子内親王ご誕生

＊小泉内閣発足

＊えひめ丸、米原潜に衝突され沈没

＊国内初、狂牛病（BSE）発生

＊（米）ブッシュ大統領就任

＊（米）同時多発テロ

＊イチロー、アメリカンリーグでMVPに選ばれる

（ゴルフ）
● USGAシャフト47インチに制限
● 日本アマ6勝の中部銀次郎死去、59歳
● 青木功、プロ通算1,000試合達成
● 伊沢利光マスターズ4位、国内初の賞金王21,790万円
● タイガー・ウッズ、マスターズに優勝、メジャー4連勝の

偉業達成（タイガー・スラム）

＜男子＞

中里力（主将）・伊藤宏樹（主務）・中崎亮（副将）・鈴木彰浩

（学連）・老田芳人（学連主務）・斎藤大樹（OB係）・垢木雅彦

（バイト）・村瀬直哉（トレーナー）

＜女子＞

茨木三千代（主将／リサ／松井）・秋葉久美子（主務／ミク）・

石田弘美（副将／ハナ）・中澤千恵子（学連・トレーナー／ミル）

＜男子＞

趙来福（主将）・岡野貴広（主務）・今枝森彦（副将）・村上征司

（学連）・芦川靖洋（学連主務）・田崎岳人（トレーナー）

＜女子＞

薄井さやか（主将／カヤ）・鷺坂亮子（副将／サリー）・北村幸子

（トレーナー／チコ）



2002（平成14）年卒

男　　子

1. 3年春C-7位でDに降格　秋D-7位でEに降格、4年春E-3位

秋E-5位

ABは各6校、C〜Fは各8校で、6人出場して2日間の上位5人

のスコアで競う。G以下はブロック外でチャレンジリーグとし

て数多くの大学が競い合う。

2. 那須小川、グレンオークス、ユーアイ、TPC馬頭後楽園。新人

合宿は新千葉。

新千葉のいつもプレーするコースは距離が短く、あさぎりコース

がまわりたかった。たちばな10番のティーグランドが懐かしい。

那須小川は起伏が激しく、ユーアイは距離が長く、TPCはラフ

が深かった。ユーアイの椿4番のショートは合宿でも試合でも

よくバーディーがとれ相性がよかった。まだ朝日も昇らない靄

がかかったコースをまわる新鮮さ、喜びがゴルフ部に4年間在

籍させた要因の一つだろう。新千葉近くのサンクラシックゴル

フ練習場に車も無いので歩いて行ったことを思い出す。（鶴田）

3. 合同練習は迎賓館1周のランニング（時に皇居1周）、打撃とパ

ター練習、アイソメトリック運動。1年時は毎週金曜が朝練で、

ニューオータニを1周して打撃練習。義務練は週2コマ。

4. 新千葉、東京湾スプリングス、グレンオークス、青梅、平成で

キャディ。新千葉では朝ラン（朝のラウンド）して、キャディを

して、夜は遅くまでいろいろな話で盛り上がった。バイトに来

ていた他の大学とも一緒に練習して交流した。プロトーナメント

でキャディ・マーカー・ギャラリー整理などのバイト。

5. 部室はグラハウ（グランドハウス）。たまり場はグラハウ、11号館

のラウンジ。

6. ユニフォームはなかった。

7. ・2年上の岡野先輩には、下手で悩んでいた入部したての頃、

新千葉で真っ暗になるまで教えていただき、恋愛問題の相談な

どまでお世話になった。（水戸）

・2年上の趙先輩はゴルフも上手かったが何事も豪快だった。

・1年上の中里先輩はゴルフのセンスがよく、プロになれるレ

ベルだったと思う。

・1年下の岡村君はいい奴だったがゴルフは上手くならなかった。

（鶴田）

8、学連の関係で、立教、慶応、武蔵、独協のゴルフ部の学連の人

と行動を共にすることが多かった。（水戸）

独協大学は怖かった。神奈川大の久保田君と一緒にまわり、世

の中にこんなに上手いやつがいるのかとカルチャーショックを

受けた。（鶴田）

女　　子

1. 3年D-2位でCに昇格　秋C-3位、4年春C-5位　秋C-5位　

A〜Eの5ブロック（各8校）

2. 新人合宿はダイヤグリーン鉾田コース、2年時は新千葉、那須

小川、 月、3年はグレンオークス、TPC馬頭後楽園、ユー

アイ、4年はユーアイ、那須小川。　2年春の那須小川での雪

中ラウンドは忘れられない。

3. 月曜は迎賓館1周ランニングの後、ストレッチ、柔軟、筋トレ、

打撃、アプローチ、パター練習。安藤コーチのレッスン。火曜は

筋トレ、ストレッチ、打撃練習。水曜は朝練。義務練は週2コマ。

4. 新千葉、グレンオークスでキャディ。ブリヂストンオープン、

ニチレイレディース、サントリーオープン、サンキョーレディース、

伊藤園レディースなどでバイト。ゴルフメーカーの展示会でバイト。

5. 部室はグラハウ（グランドハウス）、たまり場はグラハウ・ラ

ウンジ。

9. ドライバーはキャロウエイ、タイトリスト、ツアーステージ、

ダンロップなど。アイアンはミズノのTゾイド、ブリヂストン

のツアーステージ、キャロウエイなど。

同期の乙幡君が常に最先端をいっていた。

10.丸山茂樹、田中秀道、伊沢利光。タイガー・ウッズ、デビッド・

デュバル。不動裕理。カリー・ウェブ、アニカ・ソレンスタム。

11.マークII、カムリ、クラウン、チェイサー、ベンツ。

12.新入生歓迎コンパは新宿歌舞伎町近辺の店。コンペはプレスや

セントラル。

13.・明治や早稲田のように強烈な個性をもつ学生も少なく、安全

な校風だったが、体育会の人気が落ちていて、どの部も人数不

足に悩んでいた。

・ゾマホンとよく出会った。

・社会人になって、ゴルフで大金をむしり取られることが多く

なり、もっともっと練習をしておけばよかったと思う今日この

頃である。（水戸）
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1. 3年春D-5位　秋D-2位、4年春C-7位でDに降格　秋D-7位で

Eに降格

1年時はリーグ戦の下位2校が上位2校と入替戦をしたが、2年

時から入替戦がなくなり、自動昇格／自動降格となった。

2. 新千葉、矢板、那須小川、 月、グレンオークス、ユーアイ。

新人合宿は新千葉。

3. 合同練習は月・水・金曜に迎賓館1周のランニング、前の広場

で筋トレ。学内トレーニングルームでの筋トレ。週1回のレッ

スンプロによる指導。朝練なし。義務練週2コマ。

1年時とくらべるとトレーニングの内容が年々変わって行った。

3年で幹部になった頃はトレーニング方針などでよく話し合っ

た。技術向上をめざしてレッスンプロに来てもらったり、これ

までにないことを出来たことは良かったと思うが、最後まで部

員不足に悩まされた。

4. 新千葉、グレンオークス、東京湾スプリングス、セベバレステロス

でキャディ。トーナメントのバイトは日給9000円以上になった。

5. 部室はグラハウ（グランドハウス）。たまり場もグラハウ。グラハウ

にいけば誰かいた。

6. ウエアはタイガーウッズの影響でナイキが流行。

8. 新千葉で一緒にバイトをした独協とのつきあいが多かった。他

に東大、神奈川大、城西国際大がバイトに来ていた。

女　　子

1. 3年春C-5位　秋C-7位でDに降格、4年春D-2位でCに昇格

秋C-3位

ブロックはAからFまでで、ABは6校、その他は8校。リーグ

戦は3日間で1日目は練習ラウンド、2,3日目は登録5人のうち

3名のスコアで競うストローク制。

2. 合宿は新千葉、グレンオークス、ユーアイほか。新人合宿は新

千葉、ユーアイ。合宿所の第一印象は汚く、見たこともない虫

がいた。女子の部屋にムカデが出た時は同学年の男子がとって

くれた。でも、夜遅くまで先輩や同輩と飲んだり話したりでき

て楽しかった。Cブロック昇格のかかった4年生の合宿では、

夕食後真っ暗ななかでパター練習や打ち放しの練習をした。ほ

とんどの部員が自室にパターを持ち込んで、じゅうたんの上で

練習した。

3. 合同練習は月・火曜の夕方と、水曜の朝７時30分から。ラン

ニングは迎賓館・ニューオータニ、冬のマラソン大会の前は皇

居を1周。義務練は週2コマ、自主練は週1コマ。

4. キャディのバイトは新千葉、グレンオークス。トーナメントの

バイトはBS、PGA、シニアプロ。北島三郎のコンペや、

SAISON GOLDのゴージャスなコンペのバイト。ほかにOB・

OGからジュエリー販売や成田空港での仕分けなどのバイトが

まわってきた。体力的にキャディのバイトがきつかった。

5. 部室はグラハウ（グランドハウス）。たまり場は11号館のラウンジ。

6. ボウスト、ラコステ、QUIPOをユニフォームとして採用した。

7. ・3年上のクミさん、モコさんがきれいで印象に残っている。

・リーグ戦の最終日に必ずウッズを意識して赤いポロシャツに

黒のチノパンをはいていた1年上の村上先輩。

・退部してしまったが、男子にも負けない飛距離の後輩が2年

下に入ってきて、みんなで驚いた。

・入部当初、ドライバーが当たってけがをした中崎君の、編み

目の包帯を巻いた頭がメロンのようだった。

8. 独協大、神奈川大、聖心女子大、東大とは新千葉で一緒にバイト

をした。独協大と城西国際大と上智でクリスマスコンペをした。

南山大学と上南戦。

9. クラブはキャロウエイのグレイトビッグバーサが流行。女子は

プロギアのズームを使っている部員が多かった。チタンヘッド

が主流になった。

10.丸山茂樹、田中秀道、伊沢利光。タイガーウッズ。女子プロは

カリー・ウェブ、アニカ・ソレンスタム。

11.ベンツ、BMW、ボルボ、カムリ、アコード、クラウン、レジ

ェンド、インプレッサ。電車・タクシーを使ってゴルフ場に行

くことも多かった。

12.新入生歓迎コンパはしんみち通りの居酒屋や新宿の飲み屋。追

い出しコンペはプレス、セントラルJTコースなどで、コンパは

一次会は麹町会館、弘済会館、グランドアーク半蔵門、セント

ラルパーク、新宿のミラノボールなどを利用。OG会は麹町の

フルーツパーラー「鶴」で。

13.・サークルに人が流れ、体育会の部活動をしようとする人が少

なく、フレッシュマンウィークでの新入生獲得に苦労した。

・入学当初から3年くらいまでイグナチオ教会の改修工事をし

ていた。

・4年の時、校内が全面禁煙になった。　
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2002 平成14年

NEWS
（一般）

＊史上初の日朝首脳会談、金正日総書記「拉致」認め被害者

5人帰国

＊小柴昌俊さんがノーベル物理学賞、田中耕一さんがノーベ

ル化学賞を受賞

＊サッカーＷ杯、初の日韓共催、日本はベスト16

＊モスクワで劇場占拠事件、129名死亡

＊バリ島で爆弾テロ、190名以上死亡

＊欧州で150年ぶりの大洪水

（ゴルフ）
● ワールドカップで日本が45年ぶりに優勝
● 不動裕理、3年連続賞金女王（平均ストローク新記録：

71.0506）
● 海老原清治、欧州シニア賞金王
● 宮里兄弟、アジア大会や国内ツアーで大活躍

＜男子＞

鶴田景（主将）・乙幡弘一郎（主務）・山岡将史（副将）・水戸

進介（学連）

＜女子＞

神谷聖子（主将／ミカ）・鷲尾蘭（主務／リン）



4. キャディのバイトは新千葉、東京湾スプリング、青梅、グレン

オークス。

5. 部室・たまり場はグランドハウス。

6. ウエアの主流はナイキ。

7. とにかく先輩には声だしを何度もやらされた。後輩が他のコー

スのグリーンを自分が狙うグリーンと間違えて、まったく違う

方向へボールを打ったこと。

8. キャディのバイトで独協大と知り合った。

女　　子

1. 3年春C-５位、秋C-７位

2. 新人合宿はグレンオークス。春夏の合宿は那須小川、グレンオ

ークス、霞ヶ浦出島。合宿をすることで自己ベストが出たり、

先輩から技術を教わったりできた。また、合同生活をすること

で互いを知り合うことができ、先輩との距離も短くなって、楽

しく充実したゴルフができた。

3. 合同練習は週2回で、迎賓館1周のランニングをした。朝練は

水曜日。

4. 新千葉、グレンオークスでキャディのバイト。

5. たまり場はグランドハウス。

7. ・２年上のミカさんがエンターテイナー的存在で、女子部員の

歩き方や口調をマネしているのがおもしろかった。

・ゴルフクラブの情報を趣味でフロッピーに打ち込んでいた2

年上の乙幡先輩。

8. キャディのバイトをした新千葉で他大学の人と、リーグ戦で同

じドローになった人と仲よくなった。

9. ツアーステージ、テイラーメイド。女子はアイアンはゼファー、

ノータスで、ドライバーはキャロウェイ。

10.丸山茂樹、伊沢利光。タイガー・ウッズ。東尾理子。カリー・

ウェブ。

11.マークII、ボルボ、ムーブ、ブルーバード。

12.追い出しコンペはセントラルJTコースで、4年生に多くのハン

ディをあたえて、チームごとの対抗戦をした。追い出しコンパ

は原宿の店で4年生の思い出などを話した。その他、新宿の

「LIVING BAR」、四谷の「ラテンの食卓」「くうかんぼう」「949」

などでコンパをし、カラオケに行った。

13.4号館が完成間近になっている。

現役3年

男　　子

1. 2年春E-7位でFに降格　秋F-2位、

2. 新人合宿は新千葉。春夏の合宿は那須小川、ユーアイで。コー

スでは学校での練習通りにボールが打てない。

3. 合同練習は月・水・金曜で、打撃練習をメインに、迎賓館1周

ランニングや坂ダッシュ。朝練はなし。

4. キャディのバイトは新千葉、グレンオークスで。

5. 部室・たまり場はグランドハウス。

6. テイラーメイドが主流。

7. 先輩にはアテストの重要性を教えてもらった。

アンケートでたどる、ゴルフ部５０年のあゆみ

71

2003（平成15年）卒

男　　子

1. 3年春E-3位　秋E-5位、4年春E-7位でFに降格　秋F-2位

2. 新人合宿は新千葉。春夏の合宿はユーアイ。合宿では朝起きる

のがとにかく早かった。

3. 合同練習は月・水・金曜で、迎賓館1周ランニングと打撃練習、

パター練習。合宿で一定のスコアを切れなかった者だけが朝練

を課された。

4. キャディのバイト先は新千葉、東京湾スプリング、グレンオークス。

5. 部室・たまり場はグランドハウス。

7. ゴルフ場に行く途中に部員の車が事故を起こした。

8. 独協大と仲がよかった。

女　　子

1. 4年春C-5位　秋C-7位でDブロックに降格。（7・8位は入替戦

なしで降格）

2. 新人合宿は 月。春夏はユーアイ、グレンオークス、那須小

川で。ユーアイはひたすら距離が長く苦労したが、コテージで

みんなで話したことが印象的。夏合宿では大量に日焼け止めを

塗っていたが、それでも真っ黒になっていた。

3. 合同練習は週2回で、迎賓館1周ランニングと打撃練習。朝練

は水曜日。

4. グレンオークスでキャディのバイト。ブリヂストンオープンなど

プロトーナメントのバイト。

5. たまり場はグラハウ（グランドハウス）。とても古くて汚かった

が、時々みんなで大掃除をして大切に使っていた。グラハウに

行けば誰かがいるという、なごめる場所だった。

6. ウエアはラコステが人気ブランドで、上智は他大学にくらべカラ

フルだったように思う。

7. 趙来福（レボ）先輩を筆頭に、2000年卒、2001年卒の先輩方

がとても勢いがあり、レボさんをお父さんのように感じる部の

雰囲気だった。飲み会も盛り上がっていた。

8. キャディのバイト先に他の大学生がいなかったので、リーグ戦

で同じドローになった学生と友だちになった。

9. 男子はミズノのTゾイド、女子はアイアンはゼファー、ノータス、

ドライバーはキャロウェイが多かった。

10.丸山茂樹、伊沢利光。タイガー・ウッズ。東尾理子。カリー・

ウェブ。

11.ボルボ、カローラ、ベンツ。

12.コンペはセントラルJTコースで。コンパは新宿セントラルパーク

で飲んで、ボーリング、カラオケでオールナイトというコース

が多かった。

13.学内ではゴルフは“おやじくさい”という意識が強く、とくに

女子の部員勧誘に苦労した。

現役4年

男　　子

1. 2年春E-3位　秋E-5位、3年春E-7位でFに降格　秋F-2位

2. 新人合宿は東京湾スプリング。宿泊施設がかなり汚くて驚いた。

春夏の合宿は新千葉、TPC馬頭後楽園。夏の合宿は暑くて疲れ

た。

3. 月曜は安藤コーチのレッスン。水・金曜の合同練習は打撃練習、

パター練習、迎賓館1周ランニング、坂ダッシュ。
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2003 平成15年

NEWS
（一般）

＊イラク・アメリカ戦争

＊伝染病SARSが世界を席巻！

＊10年ぶりの干ばつで米不作

（ゴルフ）

● 宮里藍 プロツアーダンロップ女子オープン優勝／30年

ぶりアマチュアV

＜男子＞

岡村建一（主将）

＜女子＞

梅田香世（主将／アヤ）・岸由起子（主務／チャコ）・公望資子

（副将／リタ）

＜男子＞

大坪泰介（主将）・小金井勝義（主務）

＜女子＞

吉岡美智子（サキ・途中退部）

＜男子＞

岩村力（主将）・今吉翔一（主務）・中谷仁亮（学連）・高尾和成・

宮地清志

＜女子＞

なし
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9. クラブの主流はテイラーメイド。

10.伊沢利光。タイガー・ウッズ。

11.ムーブ。

12.追い出しコンペはセントラル、ヌーヴェルで、チームごとの対

抗戦をおこなった。

現役2年

男　　子

1. 1年春E-7位でFに降格　秋F-2位、

2. 新人合宿は新千葉。春夏の合宿は新千葉、矢板で。まだうまく

ないので、とにかく疲れた。

3. 合同練習は月・水・金曜で、安藤コーチのレッスン、打撃練習、

坂ダッシュ。朝練はなし。

4. キャディのバイトは新千葉で。

5. 部室・たまり場はグランドハウス。

6. ナイキが主流。

7. 先輩にはラウンド中のマナーを教えられた。

女子　回答なし

9. クラブの主流はウィルソン。

10.谷口徹、タイガー・ウッズ。

11.ムーブ。

現役1年
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＜男子＞

津川智紀・藤巻忠俊

＜女子＞

黒石亜希（主将／チカ）・竹下織（主務／エリ）・河村彩子

＜男子＞

井上成暁・川瀬陽平・福田嵩大・川原弘朋・降旗昌伸・宇内克成

＜女子＞

なし

グランドの練習場へ降りていく階段。なんど昇り降りしたことか。

新しいネットが張られた打撃練習場。
バンカーも作りました。

われわれのランニングを見ていた土手の桜並木

50年を経た
現在の練習場周辺です。

現在の練習場のハウス。
50年前は「四谷ソフィアゴルフクラブ」のクラブハウスだったもの。

心臓破りの坂道から練習場を見る。
ネットは新しく張り替えられている。



7574

上智大学ゴルフ部に在籍したことが縁で、
一生の縁をつむいだカップルが現在、

17組おられます。
みなさまにアンケートをお願いしたなかで、

回答をいただいた7組の
ご夫婦の暮らしぶりや思い出を

ご紹介します。

細　川　護　煕（S38）・佳代子（S40）

高　橋　　坦 （S38）・豊　子（S40）

益　野　力　一（S42）・紀代子（S43）

三　浦　康　裕（S43）・素　子（S44）

久　原　直　行（S44）・恵美子（S44）

勝　俣　宏　一（S50）・一　美（S52）

江　副　利　隆（S51）・しげ子（S51）

勝　俣　正　志（S53）・正　子（S53）

福　田　愛二郎（S53）・和　恵（S55）

安　達　　正 （S58）・直　美（S59）

玉　置　一　郎（S58）・充　佳（S62）

中　澤　英　雄（S63）・裕　子（S63）

瓜　生　裕　明（H4）・恵里子（H4）

平　林　昌　樹（H4）・啓　子（H6）

大　木　孝　洋（H5）・芳　恵（H5）

増　田　　聡 （H8）・真紀子（H9）

石　黒　純　平（H10）・佳代子（H11）

1. お付き合いのきっかけは？

2. 部内で付き合っていて良かったこと、苦労された

ことは？

3. 当時二人でよく行った場所やお店は？

4. 新婚旅行でゴルフをされましたか。

5. 現在も二人でラウンドをしていますか。

6. これからの夢などあればお聞かせください。

アンケート質問事項

細川護煕（S38）・佳代子（S40）夫妻

1. おじさんくさく、ダサイので付き合いを断った。

5. 一年に一回あるかないかぐらい。

久原直行（S44）・恵美子（S44）夫妻

1. 学校の行き帰りで一緒になる機会が多かったこ

と。

2. とくになし。

3. 杉田ゴルフ練習場や横浜プリンスホテルのシート

コース。行きつけは銀座の風月堂。

4. グアムで、ゴルフをしました。

5. イエス。

勝俣正志（S53）・正子（S53）夫妻

1. なんとなく。

2. ゴルフの調子が悪くなると彼女のせいになってし

まいました。

3. 横浜地下街の喫茶店。

4. 新婚旅行はハワイで1ラウンドしました。

5. 現在妻はまったくゴルフをしていません。

福田愛二郎（S53）・和恵（S55）夫妻

1. きっかけは同期の河村君と、当時新入生だった妻

と三人で多摩動物公園に行ったこと。ただし妻曰

く「1年先輩の杉山さんとあなたが似ていて、ど

っちがどっちかわからない状態だった」から、ど

っちでもよかったということか。

3. 一度しか行かなかったけど、「しの」のしゃぶしゃ

ぶは高かった〜！　

4. 新婚旅行はハワイで、もちろんゴルフをしました

が、自由にプレーができてよかった。じつは2年

先輩の小倉さんも同じ日に結婚し、ハワイに行か

れたので、ハワイで会ったことを鮮烈に覚えてい

ます。

5. 結婚後、一緒にラウンドしたのは3回ほど。

6. ゴルフ部部内結婚カップルのパーティの開催？

江副利隆（S51）・しげ子（S51）夫妻

1. どうして付き合い始めたのか記憶にありません。

4. 新婚旅行はお決まりのハワイ。もちろんあちらに

いる友人とゴルフをしました。記念すべきスコア

カードも残っています。

瓜生裕明（H4）・恵理子（H4）夫妻

1. 練習場で、裕明が恵理子にゴルフを教えたのがき

っかけで、二人とも学連担当だったので、月に一

度学連会議に一緒に出かけていました。

2. 良かったのは一緒にゴルフをできたこと。

3. 四谷のイタリア料理店「カプリチョーザ」や表参

道のメキシコ料理店、渋谷など。マツダゴルフな

大木孝洋（H5）・芳恵（H5）夫妻

1. 付き合い始めたのは卒業後で、1997年の秋に同期

で栃木県の喜連川カントリーでコンペをして再会

したのがきっかけです。在学中はまさかこの人と

結婚するとは思ってもみませんでした。

4. 新婚旅行はハワイのマウイ島で、2日ほどゴルフ

をしました。

5. 結婚当初はコースに行っていましたが、子供がで

きてからは行っていません。いずれ子供も一緒に、

家族でラウンドがしたいです。

6. 年をとってからも、思い出深い新千葉カントリー

にゴルフ部の仲間と集まり、ラウンドしたり、た

わいもない昔話をして、お腹をかかえて笑いたい

と思います。

どのゴルフショップにもよく行きました。

4. 新婚旅行はマレーシアのランカウイ島に行き、ダ

タイホテルのコースをまわりました。私たちの結

婚式の1週間後に同期の平林夫妻の結婚式があっ

たので、それに出席するため駆け足の旅行になり

ました。

5. 裕明がロスアンジェルスに駐在時は、訪問するた

びにラウンドをしていましたが、最近は年に数回、

両親などと一緒にラウンドする程度です。

6. 卒業してからあっという間に10年がたってしまい

ました。お互いに忙しい毎日ですが、これからも

仲よく健康に過ごしていけたらと思っています。

また、現在ペットを連れて病院、老人ホーム、学

校などを訪問するボランティアをしています。忙

しいなかでも少

しでも社会の役

に立てるような

活動を二人でし

ていきたいと思

っています。

5. あっという間の25年。気がついたら娘・息子の家

族四人でゴルフを楽しんでおりました。今は主人

の腕前が程々ということもあり、良きライバルと

して、結構ムキになって闘っています。

6. とにかく健康でゴルフを続けることができれば幸

せです。リタイア後はふたりでセントアンドリュ

ースやペブルビーチでラウンドしてみたいですネ。
ゴルフ部からうまれたカップル



ソフィアゴルフの想い出
松下　正（S34年卒）

その頃、上智の運動場があるお堀端には弁慶橋から四谷

駅方面へ向かうなだらかな坂に、都電のチンチン電車が走

っていた。運動場では、野球部やラグビー部が使用しない

時間帯になると300ヤード打ち放しのできる「四谷ソフィ

アゴルフクラブ」が営業をしていた。この練習場で大きな

フックを打つと、時折電車に直撃することがあり、線路沿

いに防護ネットがかなり高く幅広く張られるようになった

が、まもなくして地下鉄丸の内線が開通すると、この路面

電車は姿を消した。

都内のゴルフ練習場としては他に、赤坂溜池近くの大名

屋敷跡に洒落たレストランを備えた「バーディクラブ」が

あった。銀座の裏通りにはインドアの「フェアウェイ」

「同栄倶楽部」、公詢社ビルの室内や神田美土代町の

YMCAの体育館にも練習場があった。後楽園球場や競輪

場も試合のない日は打ち放しのゴルフ練習場に早変わりし

た。芝ゴルフの出現などまだまだずーっと後のことである。

ここで昭和20年代末からクラブを振っていた学生が、学

生ゴルフ界のスターであったわれらが村田栄さんである。

痩身なのに「飛ばし屋」で、とくにアイアンショットが正確

かつ華麗だった。持ち前のさっぱりとした気性で好かれて

いたが、ベットに強く、学生仲間では「強盗」の異名をとっ

ていた。白いハンチングがよく似合っていた。村田さんを

筆頭に、吉田勉さん、田中哲哉さん、伍堂光雄さん、古知

朝彦さんらも、みな20年代末にゴルフを始めた先輩たちだ。

彼らの活躍でソフィアのゴルフ部は颯爽としていた。汗臭

くて、先輩後輩の序列にうるさく、新入部員に厳しいのが

大学体育会の通り相場だが、上智のゴルフ部にはその一つ

とてなかった。センスのいい人たちが集まった、雰囲気の

いいサークルだった。

ソフィアゴルフクラブの練習ボールは、木箱に24個入っ

て50円のところ、学生は30円。たまり場の来々軒で一杯30

円のラーメンを食べ、コーヒー代は節約して一箱でも多く

打った。打ち放しができないときはアプローチショットや

パットの練習で時間をつぶす。ここは私にとって一番居心

地のいい場所だった。この練習場には一般客も来るので、

そういう時間帯は学生は遠慮した。ある日、オシリの大き

な人が見事なアイアンショットをしているところに出くわ

した。2番・3番アイアンがくりだすその球筋は絶品だった。

近寄ってみると巨人軍の大投手・藤本英雄さん（中日に移

籍後、中上英雄に改名）、スライダーを投げて活躍してい

た頃だ。都内唯一の300ヤード打ち放しが名物のソフィア

ゴルフクラブには、東京でゴルフをしていた有名無名の人

ほとんどが集まっていた。早稲田の学生だった息子にバッ

グを担がせて来ていた佐藤栄作さん（のちの首相）、常連

の福田家（上智の隣の料亭）の主人、ダークダックスのお

兄さんたち。役者の三木のり平さんがお忍びのつもりか、

時折大きな白いマスクをしてやって来たが、かえって目立

ってすぐにわかってしまう。勘定を忘れて帰ってしまった

り、さすがはお笑いの大物だったが、ゴルフはひどいもの

だった。

その頃「関東学生ドライビングコンテスト」というイベ

ントをこの練習場で毎年1回開催していた。一流の学生選

手たちが上智のグランドを訪れ、参加した。持ち球3球で3

回ドライバーショットをして、そのうち最長の飛距離で1

位から3位までを競った。このユニークな行事も、打ち放

しの練習場と環境を備えたソフィアならではのものだっ

た。しかし、私たちが昭和34年に卒業したあと、なぜか開

かれないまま消滅してしまった。

昭和32年の晩秋、わが国初めての国際的なゴルフ競技

「カナダカップ日本大会」が埼玉県の霞が関CC東コースに

世界30か国の代表選手を集めておこなわれたことは、学生

時代の想い出に深く刻まれている。日本最初のテレビ中継

は日本テレビの担当でおこなわれることになり、日本テレ

ビに勤務していた田中哲哉さんの発案で、スタッフにゴル

フ部の学生を起用することになった。田中さんがもってき

てくれたアルバイトの話にはもちろん二つ返事だった。

開催まであと一か月、日本橋三越には各国選手の顔写真や

戦歴を紹介したパネルやカナダカップの歴史、優勝カップ

などの特設展示コーナーが設けられた。代表選手の名前と

顔、戦績を覚えるために何度となく三越へ出向いては、暗

記しなければならなかった。十日程前になって、各国選手

が続々と羽田国際空港に降り立つようすや、霞が関CCで

の練習ラウンドのもようが報じられると、いやが上にも雰

囲気は高まった。

練習日と競技の四日間は、連日、コースの近くにあるロ

ッジ「山小屋」に泊り込み、あの不思議な熱気のなかに溶

け込んでいった。大会中、私はアナウンサーと解説の浅見

禄蔵さんらの助手に選ばれて、テレビ中継のブースでモニ

ターに映し出される選手の名前を瞬時に見極めて知らせた

り、プレー状況を伝える仕事をした。幸せな日々であった。

米国代表サム・スニード、ジミー・ディマレー組はゴルフ

ウエアといいプレー運びといい、どれ一つとっても一級品。
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松　下　　正 S34年卒

中　島　敏　夫 S34年卒

小檜山　紀　之 S38年卒

瀧　川　好　庸 S40年卒

山　田　　肇 S42年卒

北　村　　茂 S45年卒

長　島　真　弓 S45年卒

白　石　俊　明 S48年卒

西　野　雅久子 S51年卒

中戸川　　洋 S52年卒

佐　渡　充　高 S57年卒

稲　垣　善　雄 S58年卒

渡　辺　　孝 S58年卒

三　徳　隆　司 H3年卒

木　村　卓　爾 H3年卒

久　我　高　輝 H5年卒

川　田　真　之 H7年卒

川　口　　崇 H10年卒

E S SAY
エッセイで綴る、ゴルフ部の50年史

上智大学体育会ゴルフ部を巣立っていった元ゴルフ部員は、この50年間で約500名となりました。

時代こそ違え、現役時代、同じ四谷のグランドで練習に励んだ若者たち・・・・

今、それぞれの人生の中で、ゴルフ部時代の思い出、今考えていること、 

現在の生活、など思いつくまま寄稿していただきました。

執　筆　者



た。途中その二人がはぐれてしまったこと、どぶに足を突

っ込んで下駄の鼻緒を切ったこと、意気揚々と引き揚げて

きたこと、そんなことがつづられていた。

この話のクライマックスはその後この先生から御礼をさ

れることになったときに、きまり悪さと恥ずかしさとで、

その場を逃げ出したことであろう。なんとも頼りない高校

生ではなかったかと、いまさらながらそんな自分を励まし

てやりたい気分になる。

あれから五十年近くを経過して三月二日に東京で同窓会

を開くことになった。その席に、あの女史が始めて出席さ

れることになり、お目にかかる。この機会に私の記録を手

渡すことにしようと思う。どんな感想をもたれるか。その

記録をコピーしたものと、読みやすいようにワープロにし

たものと。

活き活きと表現された日記帳は読み物としても楽しいも

の。心の裏側を存分にぶちまけて夢の中を飛び回る。遠い

山のかなたのまだ見ぬ世界を心に描いて、理想の姿を夢に

見る。これからも書き続ける日記。来年あたり、仕事から

解放されることがあったら、初めから整理をしてみたいと

思っている。中には利害関係の絡む話もあるけれど、全て

はもう時効になっていると思っていいだろう。私の終生の

仕事としてまとめてみたい。

北京生活
小檜山　紀之（S38年卒）

卒業後、海外勤務が長く、1995年末より2003年初頭まで

北京に単身駐在していました。

現在北京周辺には約13のゴルフ場があります。数年前ま

では数カ所しかなく、かつ費用も高かったため、ゴルフを

するのは日本人、韓国人駐在員が中心でしたが、最近はゴ

ルフ場も増え、費用も安くなった事、さらに個人企業経営

者・外資企業勤務幹部を中心に可処分所得が増えた結果か

中国人のゴルファーも増えています。私はといえば、米国

駐在時代は公私でゴルフの機会が多く、毎週のようにプレ

ーした思い出がありますが、北京では慣れない工場経営で

2001年まで駐在員1人という環境であったため休みが少な

く、プレーする機会は年に2、3回でした。

ここ数年で中国は世界の生産基地となっており、改革開

放が進む一方、ひろく全中国をみると、農村部と都市部、

沿岸地域と内陸部などで、格差は拡大しています。わが社

の周辺を例にとると、高級車が走る高速道路の近くでは毎

日羊飼いが数十頭の羊をつれて散歩しています。社員の住

居も格差が大きく、都市住民は3LDKのようなマンション

に住んでいる人もいるが、農民戸籍の工員は、TVのおし

んが子供の時代に住んでいたような家に住んでいる人が多

いようです。

日本から来る人が一様に驚くのは交通事情です。一般道

路では自動車・自転車・歩行者が入り乱れており、しかも

皆譲る事はしないので、日本の旅行者は横断歩道を渡るの
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南アフリカ代表のゲーリー・プレーヤーは常識を変えたあ

の変な形のピンパターを持ち込んで来ていた。オーストラ

リアのピーター・トムソン、ウエールズのダイ・リース、

欧州のベンホーガンとよばれたベルギーのフローリン・ヴ

ァン・ドンクらは歩いているだけで絵になった。すべてが

ゴルフのカルチュアショックだった。テレビのゴルフ番組

などまだなく、わずかにゴルフ写真の中の止まった一コマ

がスイングの教科書だった時代に、プロのスイングを目の

当たりにできる──田中さんのお誘いがなかったら、こん

な貴重な現場体験はできなかったとしみじみ感謝した。

団体戦・個人戦ともに初日からトップを走りつづけた日

本代表の中村寅吉、小野光一が優勝をさらい、日本ゴルフ

史に輝かしい一ページを残した。そして昭和30年代のゴル

フ界に爆発的ブームをまきおこしていく。ゴルフ部をもつ

大学も年々1校ふえ、2校ふえ、われわれの時代には14校に

なっていた。野球の6大学をまねて、慶応、早稲田、立教、

明治、中央、上智が関東6大学ゴルフを組織して、春と秋

に団体戦と個人戦をおこなったが、上智以外はみんなゴル

フ同好会だった。そこに行くと、上智はれっきとした大学

承認の体育会系のゴルフ部だ。米国からの宣教師が多かっ

たせいもあるのだろう、さすがは先進のソフィアであった。

他に先駆けて上智に体育会ゴルフ部を誕生させるきっかけ

をつくってくれた村田さんの功績も大きい。

当時毎年開かれていた朝日新聞社主催の信夫杯学生ゴル

フ競技大会の事前打ち合わせに同期の主将・中島敏夫君が

出席した。中島君は、同社企画部でゴルフの世話役だった

二宮さんから「上智はゴルフ部の名門なんだから、もっと

頑張れ」と激励を受けてきたと報告した。名門と名指しさ

れたことにいささか興奮気味であったようだ。上智大学ゴ

ルフ部が名門であることにいささかも間違いはなかった。

日記について
中島敏夫（S34卒）

日本人は日記をつける民族という。私もその一人に違い

ない。中学の二年生の頃からこの年になるまで書き続けて

いる。最近は以前ほどこまめに書くことはないけれど、そ

れでも忘れたときは思い出しながら一週間くらい前までの

ものは書いてしまう。空白になっているのを見るよりは書

き込まれているものを見るほうが心休まる気がする。

日記の効用は書きつくされている。私にとってのそれは

やはり備忘録としての効用であろう。それが顕著に現れた

のが今回のゴルフ部五十年誌発刊の話だ。待てよ、もしか

するとあの頃の記録が残っているかもしれない。ごくごく

個人的な、勝手な形での記録ではあるし、大変に偏った内

容に違いないとは思われたけれど何かが残っているに違い

ないと思い、押入れの片隅に押しやられていた日記の山を

引っ張り出した。ちょうど六冊ほどになる自分の日記帳を

初めて紐解いてみた。なんともいえない強い感動を覚えた。

読み返してみると、世相のこと、新聞を通じた世界のニュ

ースや、始まったばかりの上智での生活、その頃読んでい

た本のこと、音楽のこと、もちろん人と人とのやり取りな

ど、その時に一番心に残っていたことを書き留めていたの

ではないだろうか。何ページにもわたって書き込まれてい

る日記帳は私の財産。金にはとても換算の出来ないもの。

目的があって書かれたものではないので赤裸々な状況が何

の遠慮もなく書かれていたのが分かる。家庭での、外へは

絶対に知られたくないこと、兄弟姉妹六人が一緒に、時に

は別々に生活していたことで、その間の知られたくないや

り取り、親に対する不服不満反抗的な意見など。

そんな中で、寮生活をしていた頃のことが思い出として

書かれていた。柏にあったその高校は全寮制で一学年六十

人ほどの全国から集まってきていた生徒が、三年生を部屋

の長にして二年一年と三世代が五人ほどの単位で部屋に割

り振られていた。先生ももちろんその学園の敷地の中で共

同の生活をした。そこで女子寮の先生が熱を出して寝込ん

でしまい、多分、自分で買って出たか頼まれたか、氷を買

いに行くことになり、自転車で男子寮の黒パンとあだなを

付けられていた先生と二人で暗い夜道をひた走りに走っ
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40年4むかし
瀧川　好庸（S40年卒）

外国語学部フランス語学科に入学し、ゴルフ部に入った

のが1961年だから、もう40年以上も前のことになる。40年

前の話などいまさらと思うのだが、部の歴史の中に残せる

こともあるかなと思い直し、筆を執ることにした。半世紀

近くの前のことで記憶もあやふやだ。間違っているところ

もあるだろう。ご寛恕いただければ嬉しい。

ゴルフ部には高校の先輩に引っ張り込まれた。そんな状

態での入部だったからあまりやる気がない。だから先輩に

よく叱られていた。入って早々に、今思えばブロック決定

の試合だったのだろう、後に一大王国を築く日大との、浮

間ゴルフリンクスでの試合の応援に連れて行かれた。この

試合に負けて、上智はCブロックになったようだ。ABCの

3ブロックしかなかったから、一番下というわけだ。

当時、関西の雄だった甲南大学ゴルフ部に従兄がいて、

全日本学生選手権で武蔵カントリー笹井コースにやって来

た。応援に行っていっぺんにゴルフの試合に魅せられてし

まった。タバコを吸い、茶店で喉を潤し、相手のショット

をほめる、この物静かな戦いにまいってしまったのだ。以

後少しゴルフに身が入るようになった。

我々1年は6人ほどだったが、下の学年にはなぜだか大勢

入部してきた。40人くらいいただろうか。その中にすでに

我々より上手いのが3、4人いて、先輩としてはやりにくか

った。3、4年生からは1年に負けるぞとしょっちゅういじ

められていて、いつやめてやろうかと思っていた。

このころ女子の入部者も多くなっていた。それまで男女

一つの部として練習をし合宿をしていて、野球部などに羨

ましがられていたが、女子も独立できると判断し、女子だ

けで独自の練習をし合宿をするようになった。以来この伝

統が続いている。

合宿の話がでてきたので、少しだけ触れておこう。書け

ばきりがない。合宿は春にも夏にもあったが、だいたい一

次、二次、三次とあって、一次は全員合宿で、たいてい太

田というゴルフ場だった。ここは米軍の空港跡地に芝生を

敷いてゴルフ場にしたところで、真っ平らで木など一本も

なく、死ぬほど暑かった。いまでも夢に見る。二次、三次

はセミレギュラー、レギュラー合宿で、コースがよくなっ

た。いまでは信じられないことだが、茨城、筑波、狭山、

取手国際、大利根、日光、新軽井沢などだった。40年前だ

ということを頭に置いておいてもらいたい。試合や合宿に

は制服の学生服着用だったから、行き帰りの電車やバス、

タクシーなどでずいぶんいやな思いをしたのは私だけでは

なかっただろう。宅急便もないからキャディーバッグは自

分でかついで行く。学生の分際でゴルフなんて、というわ

けだ。

さて、3年の時、主将をしろと言われた。下手で恥ずか

しかったが仕方がない。上級生の命令には逆らえない。そ

れが当時の体育会だった。下手な主将といわれたくないば

っかりに、練習に励んだ。下級生とも張り合っていたが、

別に仲が悪かった訳ではない。むしろ一緒によく遊んだ。

飲む、打つ、買うだったが、三つ目のが一番少なかったの

は、後輩の名誉のために書いておく。

3年の夏ころから部の雰囲気が異常に熱気を帯びてきた。

秋のリーグ戦は優勝しかないというのだ。しなかったら主

将は坊主になれという。まわりからむりやり練習させられ

たといっていい。しかし一方で遊ぶのもやめていなかった。

当時のCブロックのリーグ戦は1日2ラウンドで、5人出場

の上位4人のトータルストロークだった。コースはほとん

ど取手国際で、平均160ストロークを出せばほぼ確実に優

勝だった。これを目指して選手は頑張った。

午前中、私は46、44の90で、皆に申し訳ない思いでいっ

ぱいだった。応援に来てくれた後輩たちの目が、遊んでい

たからだと言っていた。苦い思いで午後をスタートして行

った。開き直ったからだろうか、いまでもなぜだかわから

ないのだが、37、39の76という好スコアで回れた。166で

ほぼ当時の私の実力だった。4番目の男に滑り込み、成城

大学に1ストローク差で勝ち、優勝。メンバーは西崎さん、

山内、平井、大西、私だった。あのときの胴上げの感触は

今でも覚えている。

Bブロックに上がったら一週間新軽井沢でマッチプレー

だ。当時の上智は授業の出席が厳しかった。どうしようか

などと冗談を言い浮かれていて、入れ替え戦のことを忘れ

ていた。結果は当然のように青山学院に負けC残留になっ

た。翌秋、平井主将を中心にまた優勝。成蹊大学との入れ

替え戦に勝てず、また涙を呑んだ。

Bに昇格したのは、私が卒業してフランスにいるときだ

った。手紙をもらって嬉し泣きした。Bには1年いただろ

うか。益野会長はBでのリーグ戦を経験しているか、Bに

上げただけかもしれない。その後私は上智に教員として戻

ることになり、ゴルフ部の後輩たちの学生たちとも付き合

い、合宿の邪魔をしに行ったこともある。女子の合宿が多

かったが、理由は体力的にちょうどいいということにして

いた。
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に苦労しています。地方からの出稼ぎ労働者が多く、柵を

越えて高速道路を歩いて横断する人さえいます。会社の運

転手に歩行者優先だからとか、直進優先だから譲れと伝え

た事がありますが、もし譲ったらいつまでも動けないと言

っています。（実際その通り。）北京市は2008年のオリンピ

ックを目標に交通道徳の改善を目指しています。例えば、

地下鉄では、下りる人が先、乗る人が後とか、エスカレータ

ーでは左側は急ぐ人のために空けろ、バスは停留所で待て、

車道に出るな、などと放送しています。しかし、地下鉄は

ドアが開いたら脱兎の如く乗り込んで来る、バスの停留所

では警察官がいなくなると大勢が車道に出るなど、現状は

まだまだ。ゴルフのマナーも想像いただけると思います。

北京は、秋が9月中旬から11月はじめまでで、11月中旬

には暖房が入り静電気に悩まされる冬の到来です。3月中

旬になると、強風が吹き、黄砂が事務所内まで入ってきま

す。その後、迎春花という小さな黄色の花が咲き、順に花

桃や桐など色々な花が咲き乱れ春が訪れます。5月から9月

中旬までが夏。春秋が短く夏冬が長いのが北京の気候です。

街路樹はアカシア・ポプラ・柳が多く、冬は枯れ木の山の

ようで気持ちも暗くなりますが、春が来て綿埃のような種

が飛び、葉が出ると気持ちが和みます。

中国の95％を占める漢民族と日本人とは顔がよく似てお

りますが、思考は欧米的で個人主義。一方一旦仲間（幇)

となれば徹底的に面倒をみるといった仲間意識が非常に強

い民族です。些細な事ですが、社会環境・文化慣習の違い

から誤解が生じる事があります。日本のベテランの技術指

導員は「機械設備を綺麗にするように」と指示をします。

工員は「解った」と答えます。1、2ヶ月後に再来して確認

すると「もとのまま」。後で解ったのですが、「他社ではも

っと汚いので自社の設備は汚いと思っていなかった」とい

う事でした。「毎日終業時にどこどこの部分を布でふきな

さい」と言ったようにマニュアル化する事で解決しました。

オリンピックに備えマンション・道路・地下鉄などの建

設ラッシュですが、工事はとにかく早い。家が密集してい

た地域でも、数ヶ月後には片側3車線の道路が完成。冬で

も出稼ぎ労働者は作業現場のテントに泊まり込みで工事は

24時間休み無しです。土地が国有地であり、立ち退きは短

期間で実現。北京・上海の繁栄とは別に、それを取り巻く

広大な農村農民の現状を理解する事が、トータル中国を理

解する上の鍵かと思います。
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だけることになり四ツ谷駅で待ち合わせました。この時の

先輩は練習用のクラブバッグを肩に髪をなびかせ颯爽と現

れ、その格好のよさはとても良い印象でした。まだゴルフ

部に入るとは夢にも思っていませんでしたが。

入学式の日は応援団と柔道部に熱心に勧誘され特に柔道

部には部室に連れて行かれ牛乳を御馳走になってしまいま

した。一方大学生活はクラス分け、オリエンテーション授

業と楽しく始まり、勉強よりも人間形成を目指す類が友を

呼びグループができ行動をともにするようになりました

が、宮崎さんが大好きな自動車部に、島田さんが何の迷い

もなく水泳部に、竹沢さん、長沼さんがいとも簡単にゴル

フ部にと、仲間が次々に決断してゆきました。私は根性を

鍛えるには柔道部がいいかな、牛乳をご馳走になったこと

だし、テニスは地下鉄駅から見てもらえるかもしれない、

応援団は親に怒られそうだしと思案が長引いておりまし

た。とはいえ鈴木先輩の颯爽感、気の合った竹沢さんの決

断、諸先輩方の助言、親の賛成もありゴルフ部に決定しま

した。練習場へ行き津田先輩からゴルフ部がどういうとこ

ろか懇切丁寧に指導頂き入部しました。この時の津田さん

が几帳面で優しく、信頼できる方だと思ったことが心に残

っております。

スキーシーズンが終ったからとゴルフ部に入ってきた本

間さん、ボーリング部と掛け持ちだった小林さんと多種多

様の42年組が勢揃い、内訳は益野、本間、山室、岩本とい

った派手な暁星組、三田、西村と地味な理工組、小島、秋

葉といった真面目な経済組、竹沢、山田のバンカラ組そし

て忘れてはいけない、当時とても可愛いければ気も強かっ

た永井、小林、二井、平岡の女性軍。42年組はこうして41

年組を密かにやっつけようとする軍団として誕生しまし

た。これが私とゴルフ部の出会いです。

一年の時の練習は手のひらが豆、皮剥けだらけ、苦手な

マラソン、夏のアルバイト、強化練習、太田の一次合宿、

強化練習、姉ヶ崎の新人合宿と忙しい夏休みでしたが、い

っこうにゴルフは上達しませんでした。ただ一つ良かった

事は81キロあった体重が68キロになりジーンズがはけるよ

うになった事です。

12月の月例でハンディ36ならではの初優勝、納会の時山

室先生（当時ゴルフ部部長）に「おめでとう、いくつで回

ったの」と聞かれ215（2ラウンド）と誇らしげに答えまし

たがコメントなし、何の数字だかお解りいただけなかった

のだと思います。今も親友として家族付き合いをしている

瀬古さんとの出会いも印象的でした。山室さんと練習場で

ブラブラしている所へ大きな学生服姿の彼がぬっと現れ生

意気な感じで入部を希望、ゴルフが上手そうで、我々にと

って初めての後輩という事もあり、少々いじめようと山室

さんと誓いました。がスポーツは実力の世界、逆に彼の存

在で負けられないと練習に励んだものです。夏の太田の合

宿、名門霞ヶ関、箱根での合宿、日大、立教、東洋大との

定期戦、現在プロになった新井さん、城島さん、西田さん、

沼沢さん、山田（健一）さんらとのマッチプレー、ゴルフ

部での思い出は尽きません。お陰様で、同期、先輩、後輩

と多くの人と出会い、そして世間の方々よりゴルフが幾分

上手いこと、人に教える事ができること、社会に出てこれ

を大いに利用する事ができました。卒業後ロスに駐在した

時が生涯で最も上手な時でした。人に教える喜び、教える

事によって自分も向上する発見、手を抜くと必ずしっぺ返

しがふりかかる事実、まさにゴルフは人生の縮図です。

2年後は60歳の還暦を迎えます。あのゴルフ部との出会

い、先輩、同輩、後輩に出会った時に戻り、初々しいゴル

フへ出直そうと決心しました。

私と一緒に還暦を迎える同期の皆さん、先輩、“Why

don’t you join me?”
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50歳のころ、神戸の高等学校の経営を引き継がなければ

ならなくなって、以後、東京−神戸半々の生活の後、いま

ではほとんど東京には戻らなくなっている。学園の経営を

見、同時に滝川第二高校の校長もしているが、この学校は

部活動に力を入れている。野球部は甲子園ベスト8、サッ

カーは国立競技場でベスト4、卓球は11年連続全国大会出

場。吹奏楽部が今秋、全国マーチングフェスティバルで金

賞を取った。そしてゴルフ部も強い。男女とも毎年全国選

手権で那須野ヶ原と霞ヶ関に行く。去年、女子は団体で全

国3位だった。軽く全員70台で回ってくるから、私など相

手にしてくれない。男子も全国で今年10位だった。卒業生

に一人プロがいる。上智大学ゴルフ部の後輩になってほし

いのだが、勉強の面でかなりむりだ。

とにかく、私を育ててくれたのは上智大学ゴルフ部だ。

いい青春時代だった。先輩・同僚・後輩に感謝している。

部長の故山室先生にはずいぶんいろいろなことを教えても

らった。親しくしていただいた方で亡くなった方もおいで

だ。ご冥福をお祈りする。上智大学ゴルフ部がますます栄

えることを願って筆をおく。皆さんに多謝。　

四ツ谷と上智＆ＭＥ
山田　肇（S42卒）

両親が教育熱心だったためだと思います、住まいが東中

野であったにもかかわらず、私は越境入学で番町小、麹町

中とトータル9年間電車通学をしました。当時これはエス

カレーターに乗るといって東大への最短コースとしてもて

はやされました。私の小学校のクラスでは55名のうち5人

が東大へ行き、残りの50名はピラミッドの底辺をそれぞれ

の持ち場で支えた仲間達です。わがゴルフ部の中にも同期

の秋葉さん、一つ下の金子迪子さん、今政界で活躍中の斉

藤斗志二さんも同じエスカレーターに乗っていました。

このように四ツ谷周辺は思い出深いなじみの場所です。

近所に友達が作れない越境者の“勉強ほどほど組”にとっ

て、上智の土手、雙葉側の土手から線路までの原っぱ、今

は迎賓館となっている昔の国立図書館等はかっこうの遊び

場で、毎日寄り道をした本当に懐かしい界隈です。高校は

四ツ谷を離れ目黒へ。高三のある時地下鉄四ツ谷駅ホーム

から見た上智のグランド、学び舎、土手の景色、スポーツ

をしている学生達、なんとも懐かしくそして新鮮でまた羨

ましくドキドキしてしまい“これだ”と上智への進学を決

意しました。

忘れもしない私の受験番号は3番、合格発表の日はとて

も寒い日で、イグナチオ教会横の道は凍結しており、なん

と見事に転び“滑った”と不吉な予感をもったにもかかわ

らず合格。この3番を見つけた瞬間の喜びは今でも忘れら

れません。

さて入学が決まりあの憧れのグランドでどんなスポーツ

をすればよいのか情報収集をしました。子供の頃から野球、

バスケ、テニス、ラグビーと色々チャレンジし、体型に多

少の問題があるものの運動神経には自信がありました。サ

ッカー部の滝先輩いわく、体育会系は高校から或いはジュ

ニアからやっている人達ばかりで入っても長続きしない、

しいていえばゴルフ部かなぁ。テニス部の松尾先輩いわく

結構練習がきつい、留年する人が多いよ。あの地下鉄から

見た憧れは理想であり現実との違いが鮮明に…。38年卒の

鈴木先輩は姉同士が同級生で入学前に学校を案内していた
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「オニマメ」が生まれたワケ
長島　真弓（S45年卒）

この度は創部50周年、誠におめでとうございます。　ひ

と口に50年と申しましても、自らの年を考えますと、これ

は大変な歴史であり、その中の一員として、4年間という

時間を先輩や仲間と共に過ごせましたことをとても感謝し

ております。

いろいろ振り返ってみますと、土手下のゴルフ練習場で

の思い出は、もちろん懐かしいものばかりです。例えば、

型のあるゴルフボールを探して打つのはとてもむずかしく

て大変だったことなど、数えれば切りがありません。

1年生の頃の愉快な思い出の一つに、当時仏語科にコワ

ーイ先生だったリーチ氏がおられました。1年生で新米だ

った私は、ある時、4年生のユミ、3年生のマーチャン、2

年生のモコとノリでクラブを担いでトレパン姿で練習場か

ら意気揚々と学校へもどってきたところ、バッタリとその

リーチ先生とハチ合わせ！　特にユミとモコは仏語科で、

リーチ先生から「ゴルフなんて！」と言った感じで睨まれ

ているという話を聞かされていたものですから、その瞬間、

皆フリーズ状態!?と思いきや、ユミとモコはまるで忍者の

如く、あっという間に隠れてしまいました。残された我々

は顔を引きつらせながら先生にご挨拶したのですが、返っ

てきたのはやはりニコリともしないコワーイ顔でした。そ

れ以来、仏語科と関係ない私も、先生を見かけると、サッ

と身を隠す術を身につけることが出来たという訳です。

さて、ある年の春合宿は箱根ですることになりました。

当時、女子ゴルフはまだまだめずらしく、学生の試合、例

えば全日本、関東学生、団体戦などでも、とても由緒ある

古いゴルフクラブでやらせて頂くことが出来て本当に恵ま

れていたといえるでしょう。練習も含め、霞ヶ関カントリ

ー、筑波カントリー、桑名や和倉と懐かしく思い出されま

す。ところでその春の箱根での出来事。その日は朝から霧

と雨。なかなか止みそうもないので当時のキャプテンだっ

たマーチャンが決断を下し、｢今日は練習なし」に。とこ

ろが、元気な女子達の事、雨空を見上げて、｢つまらない

なー」ということでレコードをかけ、聴くだけではなくゴ

ーゴーダンスで大いに盛り上がり、大騒動になりました。

後で反省しきりでしたが、本当に楽しい一時でした。

その後、二人しか居なかった3年生のノリと私は、当然

どうしてもどちらかが「キャプテン」にならざるを得ず、

その器でなかった私にゆだねられる事になり悩んでしまい

ました。ところが、当時付き合っていた、現在の主人に相

談したところ、なんと、「絶対に歯を見せるナ」と申すで

はありませんか！　それからが大変。どうやったら歯を見

せずにコワーイ顔になるか鏡で研究。そのかいあって（？）

「オニマメ」が生まれた訳ですが、後輩の方々には迷惑な

話で、気の毒なことをしたと思っていますし、穴があった

ら入りたい心境です。ちなみに主人にその話をすると、

「オレそんな事言ったかな？」と申すではありませんか！

年はとりたくないと、自分の事を棚に上げて思う昨今です。

［編集室追記］

長島さんは上智には珍しいジュニア出身のゴルファー。

中学1年のとき父の仕事の関係でブラジルのリオデジャネ

イロ市、アングロアメリカーノ中学に入学。高校1年のと

き「イタニアン・ゴルフクラブ」のメンバーであった父親

からゴルフを伝授される。彼女は、サンパウロ時代の西田

升平（現在プロゴルファー）に会っているそうだ。西田は

当時16歳でハンデ6。＜ゴルフの神童＞としてサンパウロ

市内ではすでに有名であったとか…。昭和38年に帰国、41

年に上智大入学。1年のときから主力メンバー。43年の関

東女子学生選手権（霞ヶ関CC）で6位、44年には全日本女

子学生選手権（城陽CC）で4位（262ストローク）に入賞

した。

（昭和45年刊行『ゴルフ春秋』・・「学生ゴルフの伝統を

探る／第17回・上智大学ゴルフ部の巻」より抜粋）
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ゴルフと良き仲間達
北村　茂（S45卒）

ゴルフ部の五十年誌ですから、当然ゴルフに関して書か

ねばならないわけですが、現在私は一年半ほどクラブを握

っておりません。理由は簡単で、アプローチでのランニン

グが出来なくなり、スコアメークどころではなくなってし

まったからです。

学生時代の私のゴルフを御存知の方はおわかりでしょう

が、私はロングショットは苦手で、アプローチとパターが

命のゴルフをしていました。現役中は、家に芝生の庭があ

り、暇があればピッチエンドランの練習を暗くなるまで飽

きずにやっていました。当時はまだゲーリー・プレーヤー

が元気で、プレーヤー自身の練習をまねて、三回打って全

てノーズロ（チップインのこと。その昔、白木屋の火事で

女子店員がノーズロースでシェルターを使って避難したこ

とが語源なのを知っている今の現役は、いないと思います

が…）で終らないと、その日の練習はやめませんでした。

そして卒業してから武蔵野GCに入会し、当時はよく月

例にも出ていましたし、仕事も営業をしていた関係でよく

プレーをし、しかもゴルフを楽しんでいました。

それがある時、魔法のサンドウェッジを手にしてから悲

劇が始まりました。ピッチショットをすれば、いつでもピ

タッとピンそばに寄るそのクラブは、もう手元から離すこ

とが出来なくなり、知らず知らずランニングショットが打

てなくなり、それをカバーするために、無理にテキサスウ

ェッジを多用し、しまいには一番得意なパッティングまで

おかしくしてしまったのです。そうなるとスコアーはまと

まらず、プレーすることが苦痛に感じるようになってしま

いました。長々とゴルフから離れた言い訳を書いて申しわ

けありません。最近は昔プレーしたテニスをカミさんと楽

しんでおりますが、いずれ気楽な気持でゴルフをしてみた

いと考えています。さて気を取り直して楽しかった現役時

代の想い出を書かせて頂きます。

〇ゴルフ部に入ったキッカケは、二年生の時、当時まだあっ

たカマボコ校舎の前で福岡先輩に強引に勧誘されました。

〇初めての合宿は、あの太田GCでした。プレー前夜にフ

トンの中で、スコアカードを片手に翌日の作戦を練ってお

り、後日その熱心さに同室だった横田にからかわれました。

〇取手国際の合宿では、同組の小倉先輩が6〜7番手でホール

インワンをしたっけ。ティーグランドからホールへ向かう

時の、小倉さんの歩くというより、チョウチョのように跳

びはねていた姿は、今でも頭に焼きついております。

〇個人練習で佐藤のコロナで多摩川へ行き、その帰りは神

楽坂の料亭で（実は佐藤の家でした）徹マンを白田、横田、

鈴木（元紀）、仙波とよくやりました。

〇真夏に草津カントリーでアルバイトをしたこと。休憩所

でお客さんから頂いた冷たいジュースのおいしかったこ

と。そしてプレー終了後は、そのおじさんから「御苦労だ

ったね」とねぎらってもらい爽快な気分になったこと。

〇今はない新宿ゴールデン街の「V」で元紀のギターでフ

ォークソングを皆でよく歌いました。主将の興語はいつも

「想い出の渚」ばかり。

〇学連委員をやってて得したこと。当時高校（暁星）同期

の小林が日大の学連委員長で、千葉カントリーで日大と学

習院の合同合宿があり、それに呼ばれて興語と佐藤とで参

加し、当時常勝の日大の面々（片山康もいたと思う）とプ

レーが出来ました。

〇2ラウンドハーフやりキャディーマスターに睨まれたこ

と。ある夏、後輩の長谷川、佐藤の両君と新袖ヶ浦へ行き、

朝一番にセルフカートでスタートし、最後の最後にあがっ

てきた次第。それにしても当時はタフでありました。

〇仲間と麹町の自宅でよくコンパをしました。同期の仲間

や後輩の長谷川、菊地、アミ、カトケン、ヤマ、アコ、ハ

マ達を呼んで場所代なしの飲み会をよくやりました。それ

にしても一番ヒドイのは長谷川君で、昼飯代、飲み代がな

くなると、決って、「北村先輩…」と言って家にころがり

こんできました。

〇創部40周年記念コンペに細川首相夫人が参加。とにかく

盛大なコンペでした。そしてアミとカトケンとラウンドし、

久し振りに旧交を暖めました。アミちゃん（丹羽あとみさ

ん）とはその後、彼女の個展を毎回見に行かせてもらって

いますが、とてもインプレッシブな画風なので、興味のあ

る方は、足を運んであげて下さい。

いずれにしても、ゴルフ部に在席して、沢山の良い仲間

と出会え、しかも現在も付き合えることに感謝している次

第です。
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済環境の中ゴルフ場は大変難しい経営を強いられている。

特にうちのように都心から比較的遠距離にあるゴルフ場は

客単価の低下、来場者の減少で利益を上げることがとても

難しい。加えて、預託金の変換問題が経営を圧迫し法的整

理に再生の道を見出す経営者が増加している。そのような

状況下、私も経営者の一人として生き残りに懸命になって

いる。メンバーから愛されるクラブ運営、プレーヤーから

認められる上質なコース管理は絶対に維持しなくてはなら

ないプライオリティーである。経営を引き継いで10年、こ

のことを第一にしつつ今日の時代のニーズにあったゴルフ

場運営を心がけ経営の合理化を実行してきた。レジャーの

多様化による若年層のゴルフ離れ、プロのトーナメントの

減少等、ゴルフを取り巻く環境は厳しさを増す一方である

が、ボーリングの様に衰退の一途をたどることは絶対にあ

りえないと思っている。

デフレ経済の影響を真っ向から受けている今このとき

を、ゴルフ関係者は真の国民的スポーツとして発展させる

絶好の機会にするべきである。ゴルフ場事業者はじめ、日

本プロゴルフ協会、プロトーナメント協会、日本ゴルフ協

会、そして用品協会等関係団体が一丸となって、この素晴

しいスポーツであるゴルフを一人でも多くの人に楽しんで

もらうためにはどうしたら良いかを真剣に議論すべきでは

ないか。ゴルフ場利用税の撤廃運動が盛んに行われている

が、財政が枯渇する中、地方自治にとっては貴重な財源を

簡単に手放すとは思えない。であるならば、積極的に行政

を巻き込んでのゴルフ活性化計画なるものを考えたらどう

か。ありのままを受け入れる自己責任のスポーツであるゴ

ルフの素晴しさをもっと学校教育の場に活かすべきだと思

う。実践の場としてゴルフ場を生徒に無料で提供し、その

みかえりとして生徒はコースの清掃、草むしり等の労働奉

仕をする。レッスンはプロ協会のインストラクターにお願

いしても良い。クラブは用品業界の協力で格安に譲っても

らうか、メンバーの使用しなくなったお古をいただくかす

る。ゴルフ場は将来のメンバー、ビジターを養成でき、生

徒たちはゴルフを通して自己責任を徹底的に学ぶ。また、

ゴルフ場メンテナンスの大変さを労働をすることにより理

解する。コースを大事にする行為は自然を尊ぶ心を養う。

ゴルフは教育にもってこいのスポーツと思う。

地元の自治体が倒産したゴルフ場を買収しても良いので

はないか。運営は民間にアウトソーシングすればよい。あ

るいは、ごみの焼却灰の管理場所としてコースの地下部分

を利用したらどうであろうか。コース上には建造物は建た

ないし、灰をゴムシート等で密閉し空気に触れさせないよ

うにすれば汚染物質が漏えいするのも防げる。将来、処理

方法が確立された時には簡単に掘り起こすことが出来る。

地方自治体は焼却灰の処理に四苦八苦しているのだから。

因みに、セントラルゴルフコース、東7番ホールティーグ

ランド横で、茨城県、セントラルが立地する麻生町の協力

を得てコンポスト工場を展開している。ゴルフ場内はもと

より県内で排出される刈芝、切り枝、落ち葉、切り株等の

産業廃棄物を処理し堆肥を生産している。これは地元自治

体の既存の処理施設の負担を軽くすること、また肥料を地

元農家に安価で提供でき、地域社会に多少なりとも貢献で

きると考えている。このように広大な土地を有するゴルフ

場はあらゆる可能性を秘めている。本来は、メンバーから

集めたお金はゴルフ場建設に投下されているのだから永久

債である。にも拘らず預託金制度を認めた行政の免罪符と

して民事再生法を奨励し、外資のマネーゲームの餌食とな

るのを指をくわえて眺めているのではなく、教育制度、そ

して深刻化するごみ問題を含む環境事業にゴルフを、そし

てゴルフ場を有効に利用したらどうだろう。メンバーだけ

が損をし、外資が得する現在のような状況より遥かに発展

的で有意義である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

こうして私は今ゴルフにどっぷり浸かっている。この厳

しい難局のなかでより良い結果を出すため毎日が戦争であ

る。私も含めてゴルフ場事業者を表現するなら、若い時は

筋肉体質であったが、暴飲暴食と運動不足ですっかり筋肉

が落ち、体力も衰えてしまった中高年がもう一度鍛えなお

して筋肉質な体格に作り直さなければ将来はない、と言っ

たところだろうか。落ちてしまった筋肉をもう一度つけな

おしてアスリートになることは、至難の業だ。私の場合、

選択肢がないのだからやるしかない。どうせやるなら明る

く笑ってやろうじゃないのと開き直っている。諸行無常、

世の中のあらゆる事は移り変わって行くもの。「あの時あ

んな大変な時もあったね」といって笑い話に出来るようあ

らゆる可能性を考え最善を尽くしている。このようなスリ

リングな時代に仕事が出来るなんて最高の幸せと自分に言

い聞かせ鼓舞している今日この頃だ。仕事はいつかは辞め

るが、私人としては生涯ゴルフを友に楽しみたいと思って

いる、勿論ゴルフ部の皆さんと一緒に。

87

先輩同輩後輩に感謝
白石　俊明氏（S48年卒）

ゴルフ部創部50周年おめでとうございます。ちょうど30

年前、The 19th HOLE 20周年記念号を昭和48年卒業の一

員として作成しました。あれから30年の時が過ぎ、団塊の

世代の私も50代の半ばに近づいて、時々に自分の来た道を

振り返ってみたりする歳になりました。

今、手許にその薄緑色の表紙の20周年記念号があります。

読み返してみればその当時、なんていい時代を過ごすこと

が出来たのかと感慨深く思い出されます。今になってそん

な時代を過ごすことの出来たことを素直に感謝していま

す。親はもちろん、大学そのものも。中でもゴルフ部の先

輩方や同輩後輩に。

昨年9月に2年先輩の長谷川さんや菊池さん、三木さん、

浅野さんと48年卒とで水海道でゴルフをしました。先輩方

は学生時代と同様あるいはそれ以上に円熟した（枯れた？）

ゴルフでした。その点、大学時代からヘタな私は散々な成

績でしたが、いっとき学生時代に戻って何か大事なものに

触れることが出来たような気がしました。

その後大阪へ転勤となり、なかなかお会いする機会もな

くなりましたが、たまにメールを交換させていただいてい

ます。同期の方も東京勤務の頃は板倉氏が幹事役で時々会

って一杯やる機会もありましたが、大阪に来てからはめっ

たに会う機会もなく一年余りが過ぎました。ところがつい

先日、その板倉氏の呼び掛けで大阪で白根氏と三人で久し

振りに会うことが出来ました。昔に戻って曽根崎あたりの

一杯飲み屋で酒を酌み交わし、昔話に花を咲かせて楽しい

ひとときを過ごしました。

肝心のゴルフの方はあい変わらずの腕で、ハンディキャ

ップも25のままで恥ずかしいかぎりですが、こうして卒業

後30年も経って学生時代の先輩、同輩、後輩にお会い出来

ることはほんとうに有り難いことだと感謝をしている今日

この頃です。

ゴルフと私
西野　雅久子（S51年卒）

私は最近、ゴルフをプレーするのが大好きになってしま

った。ゴルフ部OGとして、またゴルフ場経営者としてこ

のような言い方はとても変に聞こえるかもしれないが事実

だから仕方がない。ゴルフを始めたのは15歳の昭和39年、

亡父が沼津の地、愛鷹山の麓にゴルフ場をオープンした年

である。丁度、東名高速道路が開通した年の6月。「貴方も

ゴルフしなさい」と父がワンセット買い揃えてくれての半

ば強制的スタートであった。以来35年ゴルフと関わってき

たわけである。しかし、以前はゴルフがあまり好きになれ

なかった、特にゴルフ部4年間は。ゴルフがどうしても上

手くなりたくて入部したのだが、部活を続けていくうちに

情熱が無くなってしまい苦痛になってしまったことが、逆

に私がゴルフに反発した理由だ。健康を害した事、人間関

係等いろいろあったが、今思うと総て自分が引き起こした

ことで私自身の責任である。ともかくその時は総てを他人

のせいにし、現実から逃避しようとしていた。そのような

状況下でゴルフなど愛する気持ちにもなれず、卒業した時

はこれでゴルフとおさらばとホッとした思いであった。よ

くも途中で投げ出さなかったと思うし、また投げ出さない

で良かったとつくづく思っている。これはいろいろな意味

で私を支えてくれた同僚のお蔭と心から感謝している。そ

うでなかったら、現在同級生は勿論、諸先輩の方々と垣根

なくお付き合いさせていただき、愉快な人間関係を築くこ

とも絶対にありえなかったであろう。

では、なぜこんな私がゴルフを愛するようになったか。

平成4年11月に父が急逝し、会社を引き継ぐことになって、

当然のことながらゴルフ場経営者としてプレーする機会が

増えた。私たちグループ会社は件の愛鷹カントリー、茨城

のセントラルゴルフクラブ、JTコース、そして栃木の関

東国際カントリーと全99ホールズのゴルフ場経営、中南米

を主とする貿易業務、船舶関係の仕事に従事しているが、

総売上の半分以上がゴルフ場で、ゴルフが我々の基幹産業

である。まさに生活の糧である。父亡き後、西野グループ

のオーナー兼代表者としての責任ある立場からゴルフと真

摯に向き合うことがとても重要になった。日本の厳しい経
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Enjoy the Game & Life
佐渡　充高（S57年卒）

創部50周年という伝統を誇る上智大学ゴルフ部のOBで

あることを心から誇りに思います。諸先輩方には卒業後も

サポートをいただき心から感謝しております。

僕は16歳からゴルフをはじめ、大学に入学した際には授

業のオリエンテーションより先にゴルフ部へ入部を申し込

みました。在学中の4年間はゴルフ漬け。履歴書に「ゴル

フ部卒業」と書かねばならないほどでした。ゴルフ部の毎

日があまりに楽しすぎたため、ゴルフから離れた生活が考

えられず、卒業後もゴルフ関係の仕事に携わるようになり

ました。

特に海外ゴルフへの興味と憧れを強くしたのは在学中に

したキャディでした。“上智の学生は英語ができる”とい

う誤解（？）があったのか、太平洋クラブマスターズで当

時、今のタイガー・ウッズ級の人気と実力だったトム・ワ

トソン（2位タイ）やギル・モーガン（優勝）のキャディ

をする機会に恵まれ、間近に接するスーパースターのプレ

イはもちろん、その人柄にも魅了されました。ワトソンは

「ハワイアンオープンを見においで」と航空券まで用意し

てくれました。85年に渡米し再会した時は二人とも「やっ

ぱり来たか」と笑って歓迎してくれました。昨年、ある日

突然ワトソンから「親愛なる前キャディへ」と添え書きさ

れた写真が届きました。今もあの頃のことを懐かしんでく

れているようです。

渡米し取材をするうちに選手はもちろん、実に多くの人

たちに出会いました。ゴルフは政界財界をはじめ、芸能人、

文化人、スポーツ選手などが一同に集うことのできる唯一

のコンタクトスポーツです。アカデミー賞でもグラミー賞

でも、ここまでの著名人を一度に集めることは難しい、と

いうほどの豪華で稀にみる組み合わせなのです。プロアマ

戦ではフォード、ブッシュSr.、クリントンの歴代大統領

のゴルフも見ました。特にブッシュSr.の大きくスライス

した打球はワンバウンドして僕の膝に命中。あまりの痛さ

と危険を感じてすぐにコースを後にしました。（笑）

古くは試合のホストをしていたサミー・デービスJr.、ボ

ブ・ホープ、ジャック・レモン。昨今はビル・ゲイツ、マ

イケル・ジョーダン、NYヤンキースのジョー・トーレ監

督、クリント・イーストウッド、ケニーG、アリス・クー

パー、イヴァン・レンドル、ジミー・コナーズ、ダンサー

のミハイル・バリシニコフなどありとあらゆる著名人の

「ゴルファー」の姿を見てきました。それぞれスウィング

にもゴルフにも個性が出ていて楽しいですが、揃いに揃っ

てあまりのゴルフ好きにいつも驚きます。

高齢で滅多に会えないはずの名匠ロバート・トレント・

ジョーンズには94年のUSオープンの際にホテルのロビー

で偶然出会いました。走りよって挨拶をすると、歩行機か

ら右手を離し握手を求めてくれました。フレンドリーで優

しさにあふれ、彼が創り出す雄大なコースそのものの人柄

でした。

ジーン・サラゼンは93年サウスカロライナ州のヒルトン

ヘッド会ったのが最後となりました。記者会見にはトレー

ドマークのニッカーズスタイルで現れ、前週に開催された

マスターズでのチップ・ベックについて質問が飛び、（優

勝争いをしていたベックは15番パー5の2打目でグリーンを

狙わず3オン。ドイツのベルンハルト・ランガーが優勝。

ベックの選択にマスコミは「卑怯者」「臆病」などと書き

たてた）サラゼンは「勝利の女神はむやみに実力以上を求

める者より、自分の実力をどう生かすかを考える者に微笑

むものだ」と悠然と答えました。僕はその言葉も声も今も

はっきり憶えています。そのサラゼンの言葉に対しベック

は「彼は単なるメジャーチャンピオンではない。人生を教

えるチャンピオンでもある」と述べました。

特にPGAツアーは選手がクローズアップされてしまいま

すが、試合にかかわる様々な人たち、選手を含め、みんな

大きな家族、というか仲間という一体感があります。

記者という立場であっても「ツアーの仲間」として助け

られ励まされてきました。旅先ではハプニングはつきもの

で、選手や関係者の豪邸からキャディの相部屋のソファま

でいろんな所に泊めてもらったり、移動に困っている時に

ボランティアで来ていた人に遠方にもかかわらず車に乗せ

てもらったり。選手のみならずカーティス・ストレンジの

母親と義父には会う度にアイスクリームを、マーク・オメ

ーラの父親には必ず「一杯いこう」と酒をご馳走にもなり

ます。移動の飛行機で一緒になると夫人から選手の愚痴を

聞かされたり、買い物を頼まれたりも。

というわけで、僕は今も上智大学ゴルフ部の延長線上で

ゴルフを楽しみ学ぶ毎日を送っております。
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｢山室イズム｣を後輩に
中戸川　洋（S52年卒）

冒頭から私事で恐縮ですが、昨年は大学より銀祝を賜り、

重ねて本年はゴルフ部の創立50周年、卒業後お会いするこ

とが出来なかった方々と親しく旧交を温める機会を頂き、

私にとって、昭和52年卒の同期にとって喜ばしい年が続き

ました。上智大学、特にゴルフ部に在籍できたことにあら

ためて感謝です。50周年事業にご尽力頂きました、益野会

長はじめOB会役員の皆様、実行委員の皆様に心より敬意

を表します。

私は、縁ありまして、昭和60年より足掛け10年、監督を

努めさせて頂きましたが、仕事の合間に小田原からという

こともあり、年に数回顔を出すだけの、まさに名ばかりの

監督であったと、当時の現役諸君には申し訳なく思います。

そんな頼りない監督であった私が､現役に何よりも伝えた

かったことは、上智大学ゴルフ部の伝統です。50年前にゴ

ルフ部の歴史が始まったその時から、山室先生は「エティ

ケットとマナー」のお話を繰り返し繰り返しされていたこ

とでしょう。私が入部した30年前も､新入生歓迎コンパや

納会、追い出しコンパなどセレモニーでのご挨拶は必ず

「エティケットとマナー」でした。

しかし、私自身､現役時代はグッドマナーを実践してい

たとはとても言えません。どうしてもスコアのことに頭が

行ってしまったのでしょう。そんな折、卒業前後に山室先

生をはじめ、大先輩諸兄と度々プレーする機会に恵まれ、

一日を共にする中で、プレー態度はもちろんのこと、他人

へのおもいやり、コースへの愛情、ハウスの利用にいたる

まで、ゴルフというスポーツをあらためて学び、自分なり

に山室先生の教えを理解できた思いでした。それは、卒業

してからの長い人生で必ず役に立つ、そして、身につけな

ければならない「エティケットとマナー」をゴルフという

スポーツを通して学びなさい、ということです。私は、山

室先生の「エティケットとマナー」の教えこそ、上智大学

ゴルフ部の伝統だと確信し、当時日経に連載されていた、

金田武明さんの「ぐりーんさろん」から引用させて頂いた

りしながら、監督時代現役にことあるごとに伝えてきたつ

もりです。

OB、OGの皆様も一人一人それぞれに、山室先生の教え

についての思いがあることと思います。50周年を機に今は

亡き山室先生の教えを、あらためて上智大学ゴルフ部の伝

統として現役に伝えていきたいと思います。

［編集室付記］

中戸川さんは監督在任中、何度となく現役の合宿に参加、

指導してくださいました。昭和62年の秋に女子がCブロッ

クに降格、翌年春のリーグ戦から黒磯CCで闘うことにな

りました。長年Bブロックだった上智は「夏は那須小川・

春は矢板」が定番でしたので、「黒磯って、どこ？」とい

う感じで、一から戦略を練らねばなりませんでした。その

ときに試合の激励とコース戦略指導のため、中戸川さんは

遠く黒磯まで足を運んでくださったのです。

黒磯CCは箱庭のような狭さ、スキー場のようなアップ

ダウン、100ヤード以下のショートもある距離の短さ、す

べてが驚きのコースで、40も出れば60も叩く、そんな不思

議なコースでした。厳寒の2月、中戸川さんは女子と飛距

離をあわせるためにキャディバッグのなかに6番以下のア

イアンだけを入れ、OBと闘いながらラウンドし、パッテ

ィングやアプローチを丁寧に教えてくださいました。その

頼りがいのある大きなお身体は、いまも脳裏に焼き付いて

います。

春のリーグ戦は雪で2日目が無くなるというめずらしい

試合となり、結果は4位でしたが、女子一同、感謝してお

ります。（H3年卒渡利）
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憧憬のまととなれ
渡辺　孝（S58年卒）

年間100ラウンドは、当り前だった現役時代。就職して、

それが10分の1になっていた。都内の私立女子校（武蔵野

中学・高等学校）で、社会科の教師になり、時々仲間とゴ

ルフをしながら、「体力、有りあまってるんだけどなぁ」

と、ぼやいていたものだった。就職3年目のある日、理事

長でもある校長に、ひとつ頼みがあると呼び出された。

「タカシ、お前、うちの中高にゴルフ部を創らないか？

お嬢さん学校ってイメージに、ちょっと体育会系の味をつ

けたいんだ。」

校長はオフィシャルハンディ6の腕前だ。

「あの、僕確かに体育会ゴルフ部でしたが上智ですよ。」

「分かって言ってるんだ。ちょうどいいじゃないか。強く

してくれと言ってるんじゃない。皆が憧れるような人気部

活で、しかも、挨拶がしっかりできるようならそれでいい。」

後で振り返ると、この言葉でゴルフ部の基本方針ができ

あがっていた。エチケットがもっとも重要。次にルール。

審判は自分自身である。ゴルフを通して学んで欲しいこと、

それは人の生き方そのものだった。

中1から高3生まで、1人1人手を取って教えた。上手に打

てなくても、そんなに悔しがらなくていい、また明日教え

てあげるよ。今回は、きちんと挨拶できた、それでいい。

創部から7年間、部員の中には80台でラウンドできる者も

ちらほら出てきた。このころバブル花盛りなこともあって、

ゴルフ部には600人を越える入部希望者がいた。まさに、

皆が憧れる人気部活になっていたのだ。しかしゴルフ部の

スタイルは少しも変わっていなかった。変ったことは、先

輩が後輩を面倒みるシステムができあがったことだった。

そんなある日、中1からゴルフを始めて、もうすぐ中学

を卒業する生徒が相談に来た。

「先生、武蔵野も高ゴ連（全国高等学校ゴルフ連盟）に入

って団体戦に出場しませんか？」

今までも個人戦参加は奨励していたが、高ゴ連に入会し

ての団体戦には積極的になれない理由があった。これは僕

の個人的な見解だが、高ゴ連に限らず政治的な臭いの組織

や特権をもつ団体には近づきたくなかった。優秀な選手を

もつチームの監督には、必ずといっていいほどスポンサー

が出現する。そしてこれは本当に気づかぬ間に、皆が皆初

心をどこかに忘れて来てしまうものらしい。

「今年どこまでやれるか分らないけど、君が高3になるまで

に、武蔵野を強くしよう。ただし、僕は監督登録しないぞ。

組織に縛られたくないんだ。皆が憧れるチームを創ろう。」

その子が高1に進級し、団体戦にいよいよ参戦すること

になった。選手5人のうち、上位4人の合計スコアで競う団

体戦は、関東大会を突破して、全国大会（みどりの甲子園）

に駒を進めた。もちろん上位には入れなかったが、チーム

を一層結束させた。

女子高生とはいえ（女子中学生も同じ）、合宿となると2

泊3日で、5ラウンドし、しかも最終日は目土をして帰る、

かなりハードな内容だった。夏休み中は、試合の合間に、

4クールの合宿をし、試合会場となるゴルフ場については

選手がそれぞれ練習ラウンドの際にデータを集めた。

そして3年後、彼女は高3。チームの主将になっていた。

チームを強くしようと思ってから、約束の3年目だった。

関東大会を順調に突破し、全国大会。最終的な戦力分析を

全員でした。もちろんチームのメンバーである。選手は5

人、登録は6人。そして採用スコアは上位4人分の合計。武

蔵野には80を切る実力をもつ7人の優秀な選手がいた。そ

の中から、高校1年生3名、2年生1名、3年生2名を登録メン

バーに選んだ。調子のいい者から4人のスコア。目標は平

均77に決めた。試合は2日間。初日のスコアはまさにその

77平均だった。2日目もチームベストの戦いだった。結果

は全国2位、準優勝だった。

まさか、ここまでやれると思わなかった。大会期間中、

もっとも明るく、もっとも尊敬されたチームだった。そし

て皆が憧れるチームになっていた。

主将、西川みさと、副将、西川藍、2人は姉妹でも親類

でもないが、尊敬し合う先輩と後輩である。昨年、そろっ

て女子プロゴルファーの仲間入りをした。勝負は時の運。

勝つことよりも、皆が憧れる選手になって欲しい。そうし

て、エチケットが一番。次にルール。審判は自分自身であ

ることを、忘れないでいて欲しい。
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もう一花咲かせたい
稲垣　善雄（S58年卒）

1993年1月17日、この日USPGAツアーで一人の男が頂点

に立った。その名は、ハワード・トゥイッティである。場

所は、1983年に青木功が最終日の18番ホールで大逆転のイ

ーグルで優勝したワイアラエカントリークラブ、つまり、

ハワイアンオープンでの出来事である。この優勝は、私に

とって一生忘れられないものとなってしまったのです。

私が大学4年生（1982年）の時、最初で最後のトーナメ

ントキャディーを務めたのがトゥイッティ氏です。場所は、

当時大挙して出かけた『太平洋クラブマスターズ』で知ら

れる太平洋クラブ御殿場コース（Bogey News Vol.4 で紹

介された加藤君と同じ場所）で、前評判としては192cmの

長身から繰り出すパワーと、小技とパッティングのうまさ

で急成長の一人ということでかなり期待していたのです

が、結果の方は40位くらいだったと記憶しています。しか

し、1日目・2日目とジャンボ尾崎（小学校5年の時から豪

快なショットで大変魅力を感じていて熱烈なファンでし

た）と同じ組で回れたことの方が良き思い出となっていま

す。その後活躍の噂は聞こえてこなかったのですが、大学

を卒業して10年たった頃何気なくつけたBS放送で、トゥ

イッティ氏の名前が上位にあるではありませんか！　それ

も優勝争いをしているではありませんか！　あのときの胸

の高鳴りは今でも忘れません。結局、2〜3（？）打差をつ

けて優勝を手にしたのです。トゥイッティ氏には、1979年

と1980年にUSPGAツアーで優勝経験がありますが、もう

一度優勝カップを手にしたい！もう一花咲かせたい！とい

う思いがあったのだと思います。トゥイッティ氏にとって、

優勝するまでには辛い事や苦しい事が数多くあったと思う

のですが、幾多の困難を乗り越え“優勝”という夢に向か

ってボールを打ち続けたことでしょう。再び優勝カップを

手にすることを夢見て…。

私はアマチュアゴルファーとして神奈川県の大会（準決

勝に進出したことが2回だけで、決勝には進出していませ

ん。1989年卒業の森君も参加しているようです）や横浜市

の大会（決勝に進出したことが2回ほどあります）に参加

しています。今は、ゴルフ熱が冷めてきたこととパソコン

にのめり込んでいることと仕事と子育てに忙しいものです

から練習もろくにできないですが、50歳や60歳でもドライ

バーで280ヤード以上がんがん飛ばしている人（冗談でな

く本当にいるのです！　平均して40〜50ヤードもおいてい

かれたことがあるのです。こちらは250ヤード位飛んでい

ると思うのですが…）もいるくらいですから、5年後、10

年後にはますますパワーアップしてゴルフでもう一花咲か

せるぞ！　優勝カップを手にするぞ！　夢を現実に変えて

やる！　いつまでも、いつまでも、夢を追いかけて行くこ

と。それが“青春”だと信じます！

90

現役時代の仲間



暮れ雪が降ってもラウンドする人達のことをうちの社内で

いうんだ。もちろん社員旅行も翌日はコンペだよ。僕はゴ

ルフ部出身というんで、『人が足りない』『ちょっと見てよ』

と毎週土日ラウンドに誘われる様になって、そのうち調子

も上がってきて異動のショックが癒されたって訳。不思議

なもんで、30台が出始めると、後ろ向きだった仕事も、も

う一度やるぞという気になって来たんだよね。上司もそう

いった事情を察しているのか、『次の一打をどう打つか考

えて行動しろ』『ゴルフのパットと同じでもっと慎重にや

れよ』なんて冗談のように指導してくれて、最近は『いい

環境に恵まれているなぁ』と思えるようになって来たんだ

よ。本社で毎日午前様で信用取引・先物取引の契約書や証

券六法と格闘しながら、支店へ制度改正などの連絡に明け

暮れた毎日に比べれば、健康的でいいと最近は心から思え

るよ。ゴルフをやってて本当によかったな。」

木村：「なんか、ゴルフにまつわるいい話って感じだな〜。

俺は今、多い時は月の半分位出張でさぁ、忙しくて全然ゴ

ルフやる気力なんかなくて、この前も海外に出張行ってた

んだけど、周りに最高のゴルフ場が沢山あったにも拘らず

休みはホテルで寝てた。俺も頑張ってゴルフまたやろうか

な？倒さなくちゃ行けない敵も多いし…。三徳みたいに生

活していく上でゴルフが活力になれば最高だよね。よし明

日から練習場行くぞ！でも東京の練習場は狭い、高い、混

んでるの三拍子だからやっぱりメゲそ…。ところで三徳、

原稿早く出せよ。」

三徳：「キムちゃん！それはないよ〜。どうすればいい

の？何を書けばいいか教えて〜。」　

木村：「これから練習行くから知らん。自分で考えろ！」

ゴルフ天国？南米コロンビア・ゴルフ裏事情
久我　高輝（H5年卒）

創部50周年、おめでとうございます。ゴルフというスポ

ーツを介して様々な世代を超え交流出来るということは本

当に素晴らしいことだと思います。今後ゴルフ部OB会が

益々発展されることを祈念致します。

今般50周年の記念誌にエッセイを寄稿して欲しいとの依

頼を頂きました。たまたま現在南米コロンビアの現地企業

に務めており、大変僭越ではありますが、なかなか触れる

機会の無い、当地の事情を紹介する意味でも書かせて頂き

ました。

最初に「何故コロンビアの現地企業で働いているのか？」

と思われる方がいらっしゃると思うので、自分の経歴を簡

単に説明させて頂きます。卒業後三井物産に入社し北中南

米の自動車関連事業を担当していましたが、数年前に海外

勤務地として赴任を命ぜられたコロンビアに滞在。その間、

ふとした経緯から現在勤めている会社と縁ができ、スカウ

トされたのがキッカケとなりました。最終的に三井物産を

02年3月末で退社し現在に至っている次第です。日本人が

現地企業に就職するというのは、「多分初めてのケースで

はないか」とビザを発給してくれたコロンビア領事も言っ

ていましたので、非常に稀なのでしょう。色々な意味で毎

日エキサイティングな生活を送っています。

コロンビアという国のイメージとしては「麻薬、ゲリラ、

誘拐」等が一般的ですが、逆に良いものはあるのでしょう

か？　敢えて挙げるとすれば、

・ コーヒー（缶コーヒー、スターバックスでお馴染み）

・ 美人の産地（ミス大会常連？）

・ エメラルド（知っている方はかなり通です）

といったところでしょうか。しかし、今回、ここに是非と

も加えなければいけないものがあります。コロンビア駐在

経験者、出張者ほとんどの人が一様にして挙げること、そ

れは「ゴルフ天国」であることです。意外に聞こえるかも

しれませんが、今回は知る人ぞ知る（？）「南米コロンビ

ア＝ゴルフ天国・裏事情」をお伝えしたいと思います。

ここで、簡単にコロンビアという国をおさらいするとし
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転勤族のゴルフ事情
三徳　隆司、木村　卓爾（H3年卒）

年明け早々の一本の電話。

三徳：「キムちゃん、助けてよ〜。」

木村：「三徳…？久しぶりだな〜。しかし相変わらずだな。

50周年の原稿のことか？」

三徳：「ウン、書いたことは書いたんだけど50周年の趣旨

とは違うものしか書けないよ。感動させる話も書けないし、

上手く書けない。正月気分も吹っ飛んでるよ。おかげでイ

ノキボンバイエも熱中できなかったし…。とりあえず出し

てみるけどキムちゃんなんとかして、というよりキムちゃ

ん書いてぇん、矢板の時、昼飯ごちそうするから。」

木村：「はァ？『皆様、50周年おめでとうございます。こ

の度は記念すべき〜』とか適当に書けばいいんじゃない

の？題はなんだっけ？」

三徳：「確か『転勤族のゴルフ事情・海外コースでのプレ

イとかサラリーマンゴルファーとしてよかったこと、体験

談など』だと思ったけど…。」

木村：「なんだ、お前にぴったりじゃん。お前、確か今ま

で名古屋、京都、高知、東京、仙台と転勤したよな？どん

なコ−ス回ってたんだよ？」

三徳：「名古屋は“和合”“三好”。京都はあんまり記憶な

くて、高知は“土佐”“黒潮”。東京はゴルフなんか忙しく

てできなかった。今の仙台は“東蔵王”“表蔵王”“レイン

ボ−ヒルズ”あたりをよく廻ってる。でも一番良かったの

はやっぱり“土佐”だね。来年、日本オープンやる“黒潮”

なんかは海を見ながらティーショットが打てるし、距離も

たっぷりあるから、めちゃお勧めだよ。高知でラウンドす

るなら絶対“黒潮”だね。しかも高知は1年中暖かいし、

酒も魚もうまい。ついでにカリー・ウエッブ似の僕の奥さ

んも高知出身だし…。キムちゃんは？」

木村：「お前、人も羨むいいコースばっかりじゃん。ちな

みに奥さんのことは別に聞いてねぇヨ。俺は大阪、成田、

アムステルダム、名古屋、東京と転勤してきたけど大阪、

成田時代は試験を受けなければならなかったし仕事を覚え

るのに必死でゴルフ1、2回しかやってないなァ。どこかも

覚えてないよ。アムステルダムに行ってからは多少余裕出

てきたからオランダ内はもちろんイギリスやフランス、ス

ペイン遠くはオーストラリアまで遠征したな。でもヨ−ロ

ッパはハンディキャップ証明出せとか結構うるさかった

よ。北の方は冬は地面がグチャグチャになるからまず満足

にプレーできないし、それ用にスパイク付きの長靴なんか

売ってるんだよ。珍しいから買ってこようと思ったけど日

本じゃ使い道無いから止めたよ。

でも一番傑作だったのはセントアンドリュースだな。こ

こはくじ引きに当たらないとラウンドできないんだけど、

これが厳しい。まず一般の一見さんは当たらないらしい。

結局、自分達も案の定くじに全部外れて『ニューコース回

れ』なんて言われてふてくされてさぁ、記念にとコース横

のゴルフ用品店でガンガンお土産買ってたんだけど、父親

がそこの親爺と意気投合して、なんかわからんけど急に回

れることになって結局2日間ラウンドできちゃった。最初

のホールは人が道横切ってるしマイクで『ティアッププリ

ーズ』なんていわれてがちがちになってひっかけてOBだ

よ。1日目は天気が良くて、これがあのセントアンドリュ

ース？意外に簡単？なんて思ってたんだけど、2日目は大

雨で風がびゅんびゅん吹いて前の日9番で届いた距離が4番

で打っても届かないんだよな。打ったボ−ルが本当に90度

近く急上昇するのを初めて見たよ。正に風の壁だよ。凄い

よ。それと海外のコースはどこもそうだったけどラフに入

ったらまずボール見つかんないし、あってもまず1打じゃ

出ないよ。ほんとに。ターンべーリーとかロイヤルトルー

ンなんて俺にとってはただの荒野原にしか見えなかったぐ

らいだもん。それを考えるとプロっていうのはやっぱり神

様だね。その後、異動した名古屋は今から考えると本当に

ゴルフ天国だったな。“三好”とかは本当にいいコースだ

よね。上司のピンチヒッターで東海クラシックのプロアマ

に一回出さしてもらったけどグリーンが鏡のようで大変だ

ったよ。」

三徳：「何！キムちゃんだっていいところ行ってるやん。

でも、そう考えると、やっぱりゴルフを含めて東京は最低

だね。僕も本社時代は最悪だったよ。だって去年の今ごろ

自分がまさか仙台に行くとは思ってもみなかったもん。通

常うちの会社の異動は、3〜4年弱が普通で、2年で異動は

何か特別な事情がないと有り得ないからさァ。だから今年

の3月に、本社からたった2年足らずでクビ同然で異動とな

った時はあまりのショックで、1ヶ月位落ち込んでた。シ

ョックから立ち上がれたのは仕事じゃなくゴルフがきっか

けだったよ。異動して暫くして、雪解けと共にゴルフ場が

オープンとなったんだけど、異動した店が支店長以下全員

“ゴルフバカ”の集団であることがわかってさ、ちなみに

“ゴルフバカ”って言うのは、毎週『週刊ゴルフダイジェ

スト』を読み、休みはゴルフ、しかも調子悪いと翌日日曜

もラウンド、道具はほぼ最新、ラウンドは1ハーフ、年の
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筆者は右、友人夫妻と



テレビ局のスポーツを通じて
川田　真之（H7年卒）

「スポーツ番組を希望する君が、今まで見た中で一番い

い企画は？」

日本テレビ入社試験では最大の難関である局長面接でそ

んな質問が飛んできた。私が答えたのはテレビ東京で見た、

「小田和正が青木功のキャディにつき、トーナメントを共

に戦う」という企画。ゴルフは好きだが、トーナメントの

仕組みも知らない歌手の小田和正が、青木に怒られながら

キャディの仕事をおぼえる。二人の距離が近くなるに連れ、

青木の順位が上がっていくというストーリーだった。「あ

れはよかったよ！」誰も見ていないような企画がこの面接

で大好評。合格を決定付けた。

しかし、配属先は営業。しかも電通担当。激しい飲み会

と果てしない残業に追われ、自分を見失った時期もあった。

ところが、そこで出会ったのは当時電通の営業にいらっし

ゃった遠田先輩。上智ゴルフ部の先輩である遠田さんに電

通社内の色々な人を紹介してもらい、ゴルフ好きが集まる

「電通マスターズ」に出場。幸い、まだ新入社員で腕の衰

えていなかった私はなんと準優勝。「日本テレビ川田」の

名がその業界で一気に広まった。人脈が出来た私はお得意

さんや代理店の人を相手にゴルフレッスンを開き、貴重な

情報を入手。仕事も順調に進んだ。このままの仕事をして

いれば楽だ。売り上げでフジテレビも抜いたし、結婚もし

たし、いいや。そんな生活が6年間続いた。

ところが去年、こんな情報が舞い込んだ。

「タイガー・ウッズ、日本で行われるEMCワールドカップ

に出場決定！」

招待料だけで何千万もかける日本ツアーと違い、今度の

世界ツアーは本気だ。どうしてもウッズを取材したい。そ

う思った私は一応新入社員から出し続けていた、スポーツ

職場への異動を強烈に志願。上司にわがままを通してもら

うと、スーツからGパンに着替え、新たな職場へと向かっ

た。しかし、現実は厳しい。29歳ともなるとAD業務と徹

夜続きで休みは月4日。これはさすがに堪えた。今までの

仕事がリセットされてしまい、いつのまにか「仕事の出来

ない人間」に戻っていた。やはり自分は営業に向いている

のか？

異動から5ヶ月。あまりの忙しさに、今日が何曜日かす

ら分からなくなっていた去年の10月、シフト表をふと見る

とこう書いてあった。

「川田…EMCワールドカップ4日間取材（太平洋クラブ御

殿場コース）」

プロデューサーが忘れかけいてたウッズの取材につけて

くれていた。新千葉の従業員食堂で夜中にテレビで見たマ

スターズを思い出した。ウッズに会える、喜んで御殿場へ

向かった。

最終日の18ホールのPAR5。日本のゴルフトーナメント

では考えられない数のギャラリーが遠くからやってくる。

そして、しばらくすると最強コンビ、ウッズ・デュバル組

がペアルックでやってきた。前半出遅れながらも、驚異の

追い上げでトップと2打差につけたアメリカチーム。グリ

ーン右からウッズの第3打。その瞬間、時間が止まった。

しばらくしてから、「イエー！」という、USPGAツアーか

リーグ戦の第1打でしか聞けないアノ歓声が上がった。2打

差で迎えた最終日の最終ホールでプレーオフに持ち込む奇

跡のチップインイーグル。こんな芸当が出来る人間は世界

に1人しかいない。プレーオフで敗れたウッズにどうして

も聞きたい事があって、たどたどしい英語で質問した。

「今日は何でデュバルと同じ服を着ているの？」

ウッズはデュバルと顔を見合わせてこう言った。

「朝起きたらたまたま同じ服だっただけさ。」

けたたましいプロペラ音がゴルフ場中に響き渡ると、ウ

ッズは感動だけを残して自家用ヘリコプターで帰っていっ

た。やはり、この仕事を希望して間違いじゃなかった。そ

う思った私はウッズの企画を作った後も、担当する「スポ

ーツうるぐす」や「スポーツMAX」でカリー・ウェブ、

中島常幸、日大の故竹田監督と湯原信光、ほかにもゴルフ

に限らず色々な企画を作ってきた。いずれは上智大学ゴル

フ部の企画を作りたい、そう思う今日このごろです。
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ましょう。南米大陸の北部に位置し、日本と比較した場合、

面積は3倍、人口は4000万人弱と逆に1/3程度。経済面から

みますとGNPは日本の1/58（南米では5番目）、一人当たり

の平均年間所得も1900ドル（日本は25000ドル）と非常に

低く、国民の半分以上がいわゆる貧困層に属すとの統計が

ある一方で、全人口の数%の高所得者層、つまり一握りの

人達がこの国を動かしている、とも言われます（因みに、

物価は大まかな印象で日本の1/4といったところでしょう

か）。首都はボゴタ（人口800万人）。標高2600mという山

間の高地に位置していてほとんどどの邦人駐在者が集まっ

ています。

それでは「何故コロンビアがゴルフするには最高な場所

なのか？」その理由を幾つか挙げることにします。“それ

はオカシイ”と感じる方もいらっしゃるかもしれませんが、

独断と偏見に基づいていますのでご容赦の程を。

1）ゴルフ場が高地にある＝空気が薄い分飛距離が出る！

→　確実にドライバーの飛距離が伸び、アイアンの番手も

一つは違います。しかし、これには欠点もあります。例えば

低地のゴルフ場でプレーした場合、距離感の調整が難しく

なり、加えて今まで「もっと飛んだはずなのに」と、勝手

な勘違いなのに悩みます。また慢性的ですが、急に走った

りするとやはり息苦しくなります。

2）ゴルフ場が高地にある＝一年中爽やか、陽射しが強い

時でも汗がほとんど出ない！　

→　普通にラウンドする限りでは汗をかきません。従って、

ラウンド後はそのまま自宅に帰り（大体車で30分以内の範

囲にある為）自宅で風呂に入ることになります。服も傷み

づらくGOOD。

3）四季が無い（乾季と雨季のみ）＝スギ花粉が無い、蚊

が居ない、等々

→　個人的には四季がある方が好きですが、花粉症に悩ま

なくて良いのは大きいです。衣替えする必要もありません。

因みに雨季といっても亜熱帯地域の雨季とは異なりシトシ

ト降る雨です。

4）物価が安い＝プレーフィーが安い！（勿論その後の飲

み代も）

→　なんといっても魅力です。会員である場合は月の会費

（平均28000円位）を払えばラウンドはタダ。ゲストで回っ

ても、1ラウンド2500〜5000円です。これに、専属キャデ

ィをつけて（プレーヤー毎に担いで一緒に回ります）500

〜900円。これに昼食・軽くお酒をつけた場合1500円位で

しょうか。毎週末、日に2ラウンド回りたくなる人がいる

のも当然の成り行き？

5）ゴルフ場自体が素晴らしい＝世界のベストホール百選

にボゴタのコースも2、3！？

→　日本からは川奈CCも選ばれた中に意外や意外、当地

のコースも複数入ったことがあるとのこと。コースは確か

に綺麗です。加えて、サウナ、屋内プール、テニスコート、

乗馬場等の施設・設備が充実していて、家族で過ごすには

もってこい！

「これだけ好条件が揃っていてゴルフが上達しなければ

オカシイ！」と言われるのも当然です。実際にほとんどの

駐在員が腕を上げて日本に戻られます。一方で単なる趣味

の範囲に止めないように意識して活動しているゴルフ仲間

もいます。現実として「ゴルフ＝お金がかかるスポーツ」

として当地では経済的な理由からごく限られた一部の人達

の趣味・娯楽であるのも確かです。そのような環境の中、

現地の人と一緒にラウンドしたりコンペを開催したり、ゴ

ルフが懸け橋となりお互い交流を深めています。様々な意

味でゴルフは役に立つものだと、最近強く感じています。

肝心な本人の腕前は？やはり例外ではないみたいです。

何より、学生時代とは違い「しぶとい」ゴルフをするよう

になったのは気のせいでしょうか。近い将来、このエッセ

イを読まれて興味を持たれた方達と当地でゴルフ部OB会

コンペを開催出来るのを夢見つつ…。
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現役時代、筆者は左
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「人に伝える」仕事
川口　崇（H10年卒）

上智大学体育会ゴルフ部、創部50周年おめでとうござい

ます。学生時代、大学の東門から歩いて10秒の好位置に住

んでいたので、グラハウ（グランドハウス）にはよく通い

ました。ジャージ姿で語学の授業を受けて直行するのが日

課でした。雪の日のネット下ろしはとにかく焦りました。

幹部になっても「積もってネットが破れたら、坊主だ!」

と練習場のネットよりペナルティのことばかり心配してい

たのが昨日のようです。わが庭のように使わせてもらった

グラハウと、半世紀も続く伝統ある部に所属できたことに

感謝の意を込めて、今回は書かせていただきます。

大学卒業後、ゴルフ雑誌の出版社「ゴルフダイジェスト」

に入社しました。漠然としていますが、もともと「人に言

葉で伝える」仕事がしたくて活字･写真媒体を選びました。

それは今も変わりません。その後、週刊編集部に配属にな

りました。レッスンページやクラブページの担当になり、

ツアープロが活躍するトーナメント会場でプロを捕まえて

は取材と写真撮影をお願いする日々。トーナメントは木曜

日からなので、練習日の火曜日かプロアマ戦の水曜日に取

材をするのが常です。写真撮影が多く「晴れるように」天

に祈る気持ちでやっていました。

想い出の取材はハワイで開催された2000年の米ツアー開

幕戦でしょうか。アーニー・エルスとのプレーオフを制し

たタイガー・ウッズは見事に出場試合6連勝を飾りました。

そのとき練習場のタイガーに密着して、ラウンド前後の練

習内容をそのままページに仕上げたことが印象に残ってい

ます。日本でのオフは新春ジャンボ合宿に飛び入り参加し

て軍団の選手達と仲良く（怒られながら）1年の抱負を聞

いたりもしました。

ただ、雑誌作りは取材がメインではなく、ページを作る

ことがメインなので取材から帰ってきてからが（本当は取

材に行く前が）勝負です。ページ構成、ラフスケッチ、見

出しつけ、図版・イラストの発注まで、推敲しながら作り

ます。それでもデスクからダメ出しの連発。これがないと

独り善がりになり、ページが面白くできません（でも、締

め切りギリギリまでチェックしてもらわないで、やりたい

ようにページを作る裏技もよく使ってました）。これから

がさらに勝負。デザイナーとページ構成の打ち合わせをし

たら、文字数に合わせて、ライターに原稿執筆を依頼。自

分で取材した企画は自分で書きます。取材不足は電話での

再取材や直接会って話を聞きました。米ツアーの企画では

佐渡充高先輩にも原稿をお願いしました。最後に念入りに

校正して担当ページの完成です。

これを毎週繰り返していましたが、疑問がありました。

「読者が必要な情報が何かを掴んでいないし提供していな

いのでは？」と。もっと受け手と個別に直接的に対話でき

る伝え手になりたい。3〜4年で雑誌の編集職人を究められ

るわけではないし、ゴルフや雑誌作りが嫌いになったわけ

ではなかったのですが、より情報を必要とする人と現場で

仕事がしたくて転職を決意しました。そこで探し当てたの

が昨年9月から働いている在宅医療のクリニックです。

雑誌の編集という異業種からの転職に不安はありました。

意味不明な多くの医学用語や福祉用語を前に、多くの宇宙人

と話をしている感覚で日々を送り続けています。ただ不思議

なもので、毎日の電話応対や医師に同行して患者様宅を訪

問するうちに、メスを持たなくてもできることに気付きま

した。答えは単純でしたが、医療ではまだまだの分野です。

「患者さんやご家族が何を求めて在宅を選ぶのか知ろう。

それからその現場で得た生の情報をクリニックや地域に伝

えよう。もし診療情報の中で患者さんが知りたいことがあ

れば分かりやすく伝える役割を担おう」と考えました。世

の中では情報公開法や保護法が整備される中、医療従事者

と患者さん側の情報量を考えたとき圧倒的に医療側が多量

です。この情報量のギャップを少しでも埋めて、もっとス

ムーズにコミュニケーションがとれる媒体になれれば、患

者さんの選択肢、理解度、医療サービスの満足度に貢献で

きるのでは？というのが医療を選んだひとつの理由でもあ

ります。

在宅は患者さんの意志を明確にしやすい場所です。訪問

する時間、医療処置も病院と違い限られますが、それだけ

に患者さんの選択権・自己決定権が強く求められます。こ

ちらも情報を提供する分、消費者（患者さん）が自分のこ

とを自分で判断しなければなりません。一般サービス業で

はごく普通のことが、医療でも当たり前になるかもしれま

せん。臨床現場ではどんな声が聞かれるか寄せ集め、毎月

発刊の通信を作り「人に伝える」仕事も続けています。終

わりはありませんが、少しでも役に立てればと思い現在に

至っています。

最後になりますが、今回記念誌への寄稿の機会を賜りま

して本当にありがとうございました。上智大学体育会ゴル

フ部が創部60周年、70周年と迎えられることを祈りまして

筆をおかせていただきます。

（注：筆者は現在医療系出版物の作成に携わっている。）
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しんみち通り。角の来々軒やBAMBI、ルノアールは今も健在だ。

上智会館1階食堂（学食）の奥左手が、ゴルフ部の指定席だった。

半世紀のうちに、変わったもの、変わらないもの…

現在の四谷近辺

上智大学の土手側の門。
右手の1号館は昔の趣を伝えているが、
左手には新2号館（仮称）を建設中。

50年前とはすっかり変わった四谷見附の橋。
現在は地下鉄南北線も通っている。

新装されたイグナチオ教会と7号館



─まず、細川さんがゴルフ部に入られたきっかけからおう

かがいしたいのですが。

細　川 たまたま上智の運動場が当時都内でもめずらしい

打ち放し練習場で、そこだとただでいくらでもボールが打

てると聞いて、それならやってみようかなと。それで練習

場へ行ってみたら、野村（征二）さん（36 年卒）がひとり練

習していて、なんだか寂しくてちょっと田舎っぽい雰囲気

のクラブでしたね。道具は父のお古を一式もらいました。

クラブはウォーターヘーゲンでしたね。

─日本ゴルフ協会の会長だった父・細川護貞氏も、祖父・

護立氏も、東京ゴルフ倶楽部でハンディキャップ４と 12

という名手でいらっしゃいました。細川さんもすでにゴル

フをやってらしたんですか。

細　川 やってません。テニス、スキー、山登り、乗馬と

かいろいろやりましたが、ゴルフには全然関心がありませ

んでした。父は子供のころからゴルフをしてましたからね。

関東アマのベスト４くらいまでいってるんじゃないかな。

軽井沢や東京倶楽部のクラチャン（クラブチャンピオン）に

もなっています。祖父はハンディ９とかいってましたけど、

あんな細身の人ですからほんとかなと思いましたけどね。

母方の祖母（近衛千代子）とは何回かプレーしましたが、い

ちばんうまかったのは伯父の近衛文隆（文麿の息子）。プリ

ンストン大学のゴルフ部のキャプテンで、当時ハンディプ

ラス２だった。軽井沢の 10 番の、250 ヤードほどのとこ

ろにあるクリークにドライバーで打つと入っちゃうので、

アイアンでティーショットしていたというほどの飛ばし屋

で、ウォーターヘーゲンとラジオマッチ─当時テレビはな

かったですから─をしたり。

話はそれますが、ぼくは大学なんかいかずに植木屋にな

りたかったんです。ところがこの伯父が、ぼくが高校２年

のときにシベリアで亡くなってしまった。日本の将来を担

う政治家として嘱望されていたから毒殺されたんですね。

「異国の丘」という劇団四季のミュージカルの主人公ですけ

ど。それで植木屋をあきらめて政治のほうへいく決心をし

たんです。

─当時のゴルフ部の練習のようすは？

細　川 当時はレッスンプロといっても職人さん気質で、

体系だってスイングを教えるなんてやらなかった。プロも

先輩もいっしょになってクラブハウスで「こいこい」なん

かやっていて（笑）。坂口（弘征）さん（36 年卒）はまじめに

練習してましたけど。グランドに向けてのドライビングレ

ンジはすでに使用時間がかなり制限されていて、ソフィア

ゴルフクラブが新しく建てたインドアの鳥かごの練習場が

中心でした。こっちはグランドを背にしてニューオータニ

側に向かって打つんです。

─試合はどういう所で？

細　川 浮間とか東雲でやりました。立教や学習院とのフ

レンドリーマッチが中心で、個人戦とかはあまりなかった

ですね。練習場のゲージでしょっちゅう昼飯代を賭けてア

プローチやバンカーの練習をしてたから、スコアはわりに

まとまって、学生時代のハンディは７か８くらいかな。そ

れ以来、何十年とスコアカードを提出してないのでよくわ

からないんだけど、いまは東京倶楽部も軽井沢もハンディ

10 になってるんじゃないかな。

─合宿はおもにどちらで？

細　川 太田ゴルフ場ですね。暑い盛りに２ラウンド以上

まわるんだが、アイスキャンディー売りのおじさんがコー

スの外の田舎道を自転車で、チリンチリンと鈴を鳴らしな

がらやってくる。それをつかまえるのが最大の楽しみでし

た。もう一つの思い出は上州名物の雷。太田は飛行場跡で

避難小屋はおろか木一本ないから、雷がなるとみんなスパ

イク脱いだり時計やら金めのものを捨てて大騒動してクラ

ブハウスまで走って逃げたんですよ。ズボンのベルトを外

して逃げて、あとでズボンにチャックがついていることに

気がついて、なんだばかばかしいって大笑いしたり（笑）。

ほかに軽井沢にも行きましたが、これは遊びで合宿ではな

かったと思う。合宿は男女いっしょでした。女子は人数が

少なかったからね。ぼくが入ったころは女子の部員はまだ

数人しかいなかったと思う。少したってから日比（桜井）さ

ん、上岡さん、小倉（蔵本）さん、柳田さん、岡村さんとか

５名くらい入ってこられて。佳代子たちのころから女子が

多くなった。
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昭和 38 年卒業のわれらが OBにして日本政界のトップ

に昇りつめたひと、さらに夫人も OGという意味では、

羨望の的であり異色の才能
タレント

である細川護煕さん。

政界をしりぞかれた現在は湯河原で畑と陶芸三昧の

日々を送っておられます。今年７月、その湯河原のご

自宅「不東庵」にうかがって、夫妻の話をおうかがいし

ました。



それきり二人だけで逢うことはしなかった。でも、私が試

合に出る前は電話がかかってきて「がんばれよ」といわれ

たり、そんな感じでした。

細川が卒業して朝日新聞社に入り、鹿児島支局勤務がき

まって出かける前の日によびだされて「こんど鹿児島へ行

くけど、ぼくは将来政治家になる。ぼくは君を有望株とし

て買っているから」なんて、へんてこなプロポーズをされ

たわけ。失礼しちゃうわよね、株だって（笑）。でも私はま

だ二十歳だし、夢がいっぱいあったから、今は考えられな

いといってお断りしたの。

その後、私はゴルフは卒業して好きな歴史を勉強しよう

と思って留年したの。大学に入ったときにすでに自立宣言

をして、お小遣いは全部キャディとかのアルバイトでまか

なってたんだけど、その年にアルバイトに行った会社で正

式社員になってくれ、少し英語を勉強したあとはヨーロッ

パに出したいといわれ、そこに就職しました。英文科とい

っても英語なんてろくにしゃべれなかったけど、行きたい

一心で。その会社は、手であけるビールの王冠やら、立体

写真を凸版印刷と共同開発して特許をとって、観光地で絵

葉書にして売ったり、ポスターにしたりといったアイデア

商品をつくっている小さな会社で、ヨーロッパにエージェ

ントをつくってその駐在員として派遣しようとしたわけ。

当時、女性を駐在員として海外に出すなんて前例のないこ

とだったけれど、社長が変わったひとでしたからね。

ところが最初の駐在所が急にハンブルグになったので、

現地であわててドイツ語を勉強してるうちに、ジュネーブ

に変わってフランス語になっちゃった。それからパリに１

年。そのうちの半分以上が出張で、凸版の技術者といっし

ょに観光地をまわった。最後は王冠の仕事でスウエーデン

に半年。とにかくたいへんな 3年間でした。最後の５か月

間だけ英国の語学学校に行って勉強して、そのまま親戚が

やってたテレビ放映用にマカロニウエスタンとかヨーロッ

パ映画を買い付ける仕事を手伝うためにイギリスに残った

の。そんなときにローマで彼とばったり出会ったのが、こ

んなふうになるきっかけです。

─ほんとに偶然なんですか？

佳代子 そう。彼は最初の衆議院議員選挙に落選して浪人

中で、朝日新聞や雑誌の取材の仕事をもらって初めて海外

に出た。で、モロッコで書いた取材記事を当地から送るの

が心配だからってローマに出しに来ていた。ちょうど私も

ローマで映画会社を買い付けにまわっていて、そろそろロ

ンドンに帰ろうと思って私用で日本大使館に寄った。その

とき大使館のすぐ先の角でみかけたわけ。私が先に気がつ

いて「あれ、細川さんじゃないかな」と思って、向こうが

気づくのを待ってたらタクシーに乗って行っちゃった。で、

大使館の受付の人にたずねて細川さんと確認して、宿泊先

を教えてもらって、よしおどかしてやろうと思ってね。私

の宿泊していたペンションに戻って、イタリア人のお兄さ

んに日本語を教えて「あなたを知ってる日本人の女性があ

なたに逢いたいと待ってるので来て下さい」と電話でしゃ

べってもらった。でも待てど暮らせど来ない。で、もう一

度自分で電話したの、受話器にハンカチ巻いてね。「名前

はいえません」といったら「どこの誰かもわからない人に

逢いに行けません」といわれちゃった。「それではこちらか

ら逢いに行きます」といって、行ったらホテルの玄関のと

ころで待っていて…私をみてびっくりしたようよ。喜劇よ、

喜劇（笑）。

で、話を聞いてみると、家族は一切選挙の応援や援助を

しなかったので勘当同然で、経済的にもたいへんで、絶望

的な状況だった。そのときに「いま自分に必要なのはお金

でも何でもない、君の明るさと元気だ」といわれて、うー

んそうか…、という感じ。恋愛感情というより、手をさし

のべねばという使命感にちかいかな。一人前の議員になっ

て目的を達していたらそれで終わってたかもしれない。じ

つは選挙に落選したことはロンドンで語学学校に行ってる

ときに聞いていて、そのときに初めて「残念だったけど、

がんばってください」という葉書を書いたの。それがきっ

かけだったのね。だからローマで偶然再会して、やっぱり

こういう運命なのかなと。気がついたら私も 28 だったし、

このへんで結婚するのもいいのかなと自然に思った。それ

で１年後に結婚しました。
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─奥様はどうしてゴルフ部に入られたのですか。

佳代子 湘南白百合学園はスポーツなんて何もさせていた

だけないお嬢様学校でした。だからプライベートに波乗り

とか泳ぐこと、スキーとかはしたけれど、部活動をしたこ

とがなかったの。それで、大学で一から始めても高校から

しているひとには絶対にたちうちできないから新しいス

ポーツがいいなと思って。たまたま父と兄とがゴルフをし

ておりまして、そのころ江ノ島の片瀬山という所にゴルフ

場があって、いまは住宅地になってますけど、家から車で

10 分くらいだったので、兄はしょっちゅう行ってました。

もう一つ合気道もやりたかったので、合気道のクラブにも

顔を出して両方やろうと思ったら、両方は無理だといわれ

て、あちらは女性が一人もいなかったのでゴルフに決めま

した。

─それは細川さんが３年のときですね…。

佳代子 私たちが入ったときのキャプテンは高橋（坦）さん

だったの。高橋さんは女子にはすごくやさしくて、それは

ていねいに教えてくださったから、みんな憧れちゃって。

とくにタコ（田中豊子さん）がもう大変な熱をあげて、その

まま結婚しちゃったけど（笑）。それくらい親切に教えてく

ださった。新入生のころはまだ男子の合宿に連れていって

いただいたり、甘かったわよね。ところが１年の秋になっ

たら女子のキャプテンが日比さんから上岡さんに変わっ

て、練習も厳しくなった。上岡さんは松山高校の短距離走

の選手で国体にも出たくらい足が早くて、男性でも叱りと

ばすような元気のいいスポーツウーマンでしたから。男子

のほうもいつの間にかキャプテンが高橋さんから細川に変

わっちゃったわけね。そしたら何も教えてくれなくて知ら

ん顔でしょ。あまり話す機会もなかったわね。

─細川キャプテン時代はランニングとか、いわゆる合同練

習はあったのですか。

細　川 ありませんでしたね。

佳代子 うそですよ、みんなは走ってましたよ。みんなで

朝の強化練習したり走ったりするときでも細川の姿はみえ

ない。一人だけしないんですよ。

細　川 そういえば、ちょっとは赤坂御所のまわりをラン

ニングしたりなんかしたかな。でも、あまり記憶がありま

せんね。

佳代子 やっぱり殿様だった。みんなといっしょにわいわ

い騒いでいるけど、ちょっと違ったわね。年も同期と五歳

離れてますしね。本人はちっとも変わってないと思ってる

けど、われわれからみたら、すごく変わってる（笑）。

─私たちの時代は、合宿はキャディバッグを背負って、

ボールからボールまで走る、先輩がショットをしたらドン

マイかナイスショットと大声でいうのが義務でしたが。

細　川 ゴルフ場で走るの？　そんなことしなかったよ。

変なキャプテンがいて、そうなったんだな、それは。

佳代子 私たちはボールからボールまで走らされました。

ゴルフ場でも練習でも、年がら年中走ってましたよ。

─奥様は２年で女子のキャプテンになっておられますね。

佳代子 上岡キャプテンのあと、3年生は二人だけであま

り活動をなさらないから、５人入ってきた１年生から不満

が出て、女子は独立してほしいという要望があったんです。

そしたら、３年のキャプテンが「私にはとてもできないか

ら、あなたやって」といわれたので、私が２年でキャプテ

ンになったの。それで厳しくしたら、半年くらいして「こ

れじゃ厳しすぎて、とても学業と両立できない」って５人

ともやめちゃった。一生懸命練習したわりには技術が伸

びないという悩みもあったんだと思いますけど。だから

OB 会名簿は私たち 40 年卒の前後は、女子の名前がない

んです。

─「バーブ」というニックネームは？

佳代子 私は生まれたときから「バーブ」。佳代子といえな

くて自分でつけたニックネームなの。だから親戚はもちろ

ん、湘南白百合の校長先生から全校生の間でバーブで通っ

ていて、本名を知ってる人がいないくらい。だから上智に

来て上田さんていわれると、ピンと来なかったわね。たま

たまゴルフ部の２年先輩の小倉さんが白百合の先輩で、

バーブ、バーブと呼んでくださったので、ゴルフ部でもバ

ーブになった。だからゴルフ部女子のニックネームの伝統

には私のバーブが影響したんではないかしら。最後まで５

人でがんばった同期生の伊藤（曽田）園子にはソンコ、田中

（高橋）豊子はタコ、小穴（藤井）桂子にはオア、堤（岡本）

智佐子は合宿中ホームシックで夜中にずっと泣いてたので

アカちゃんと私がニックネームをつけました。

─細川さんと奥様は、ゴルフ部時代におつきあいされてた

んですか。（ここから細川氏、中座）

佳代子 ちょっとおつきあいしてくれといわれたんだけ

ど、おつきあいってどういう意味かわかんなくて、「ワン

ノブゼムならいいですけど」といったら、「たまにお茶でも

飲みましょう」といわれて 3回くらい二人だけでお茶を飲

んだかな。でも先輩後輩でいたほうがいいと思ったので、
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やきものの窯がある工房



らお茶碗が一国一城に匹敵する価値のものとされていまし

たから、やるならその核心にズバリいこうと思っているう

ちにそうなっちゃった。いまは七割がお茶碗で、そのほか

水指とか花入とか茶入とか、お皿なんかも焼いています。

─ずいぶん各地でやきものの展覧会を開いておられますね。

細　川 ７月も 15 日から札幌の三越で展覧会があるので、

昨日 350 点くらい作品を送りました。今年はそのあとパリ

と京都で予定がはいっています。陶芸は数寄者としてやっ

てるだけでプロになる気はないんだけど、個展を開けば無

茶苦茶お客さんが来られるものだから、どのデパートも集

客のためにやってくれって頼みにこられるので、最近個展

においまくられて、これではいかんと思っています。

これが商売だったら大変だと思うけど、好き勝手にやっ

てるから、何とかできるのかな。でもプロの陶芸家の方々

からみると、４年かそこいらで展覧会を開いてこんなに売

れるなんて「とんでもない」と思っておられると思いますよ。

─ここでの日々の暮らしは？

細　川 家内は十日に一度くらいしかここにこないから、

基本的にはいっしょにやきものをやっている息子と二人暮

らしです。息子は大学をやめて植木屋でアルバイトしてい

たのですが、ちょうどぼくと同じ時期に偶然やきものを始

めた。朝はまず８時半までにゴミ出し。その前の８時くら

いから宅急便が来るから、そのころにはもう稼動態勢。陶

芸の材料を届ける宅急便が一日に最低でも５回は来ますか

らね。9時にもう一人やきものを手伝ってくれている人が

くると、三人で作業を始めます。やきものの仕事って、土

こねや削りや天日干しなど、ろくろをまわす以外に下仕事

がいっぱいあるんですよ。それに三つ窯があってひっきり

なしに焚いているから、忙しい。その間にお客様がこられ

るでしょ。夜は夜で、個展のための「書」も書かなければ

ならない。それが結構たいへん。

とにかく来客が多いんですよ。最近、お茶室ができたか

らその取材もふえて。この工房も窯場もお茶室もぜんぶ、

東大の藤森照信さんをはじめとする縄文建築団の方々がボ

ランティアで建ててくれたんです。茶室のほうは、3月に

シラクさんが来るというのに間に合わなくなったから、俳

優座の大道具さんたちにお願いして一晩で仕上げた、だか

ら「一夜亭」。たまたまシラクさんがイラク問題で来なく

なったからよかったんだけど。だから７月からはお客さん

や取材を週１回に制限しようと思っています。

─炊事・洗濯は？

細　川 料理は家内が一週間分まとめて作って、パックに

二人分にわけて冷凍庫に入れていってくれるのをチンして

食べてます。窯焚きのときはお手伝いさんに来てもらいま

すけど。掃除、洗濯、もちろん自分たちでやりますよ。

佳代子 今日は突然夕方の電車で東京へ帰らなくてはなら

なくなったので、大急ぎで料理を仕込みました。

─いまは月にどのくらいゴルフ場に行ってらっしゃいま

すか？

細　川 月に２回くらい、この近くのゴルフ場でお誘いを

受けたときですね。東京倶楽部なんか３０年間で行ったの

が 3回か４回くらいかな。ここから東京をこえて埼玉や千

葉へ行くのはちょっとつらいんですね。前の日から泊まり

がけで行くほど熱心じゃないもんで。

─ 50周年記念コンペは神奈川県の相模カンツリー倶楽部で

開きます。スペシャルオリンピックス日本のチャリティー

募金も考えておりますので、ぜひご夫婦で参加してくださ

い。本日はありがとうございました。
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─熊本にはつごう何年いらっしゃったのですか？

佳代子 25、6 年。毎日が子育てと選挙運動で、でもずっ

とボランティア活動をしていました。いっとき５千人を擁

する女ばかりのボランティア団体を組織して、地域に根ざ

した活動ということで県内でやっていました。まず熊本市

内にある汚れ切った湖の清掃奉仕から始め、チャリティ

パーティを開いてその収益金をいろんな施設に寄付した

り。ビアフラの難民が国際問題になって食糧援助していた

ころ、ビアフラに百万枚の毛布を送る活動のことを新聞で

知って、すぐに熊本で活動を始めました。ビアフラは一日

の温度差が 30 度以上という地域があって昼は毛布で日陰

をつくり夜はそれにくるまって寝るために毛布が必需品な

の。古くなった毛布を必ずクリーニングしてから出すよう

にするため県下のクリーニング屋さんと交渉して、毛布の

クリーニング代を安くしてもらって、次は運輸会社と契約

して倉庫を貸してもらい、１万枚の毛布を２か月か 3か月

で東京の本部へ送り届けました。中国の残留孤児を育てた

養父母に感謝の思いを届ける「ありがとう基金」のことを

知ったときも、会長さんを訪ねて募金のつのり方を教わっ

て熊本で展開し、４か月で 1700 万円集めたのね。そんな

ふうにその時その時にしているボランティア活動を察知し

て、これを応援しようときめたら、その会のみんなで協力

して活動をしていました。たくさんの方々との出会いがあ

って、みんなで楽しく喜んでやってきましたね。

現在は、知的障害者の人たちのオリンピック「スペシャ

ルオリンピックス」を支援するボランティア活動をメイン

にしています。

─ところで、現在の細川さんの暮らしぶりをうかがいたい

のですが、ふだんはこの湯河原にお住まいなのですか。

細　川 そうです。この家は母方の祖父（近衛文麿）と祖母

が昭和の始めに建てたもので、98 年５月に政治家をやめ

たあと住み始めました。基本的には晴耕雨読の暮しがした

いということで、以前はこの前の庭が畑だったんだけど、

やきものの工房と窯場をひろげちゃったんで、畑はここか

ら７、８分の所に借りています。ほんとうは知事をやめた

ときに、晴耕雨読の生活をするつもりだった。あれは 54

歳だった？

佳代子 45 で知事になったから 53 歳。

細　川 だから当時の県庁の記者クラブの連中から鋤やら

鍬やら麦わら帽子までもらって。ところが行革審に引っ張

りだされて、そのうち日本新党だって話になっちゃったか

らね。その鍬や鋤は今ここで使ってますけど（笑）。だけど

も断固として 60 歳くらいになって区切りがついたら、と

思ってましたからね。幸いに民主党を立ち上げることがで

きたので、それを区切りに、ここでひかしてもらおうと

思ったわけです。

─陶芸を始められたのはいつごろ？

細　川 99 年の４月８日、お釈迦様の日。奈良の山奥に

窯をもっている陶芸家の辻村史朗さんを訪ねて、そこで初

めてろくろをまわしました。それまでやきものには全く興

味がなかったんだけど、たまたま亡くなった評論家の白洲

正子さんの娘婿の牧山さんの個展をみにいったら、なかな

か楽しそうなので、じゃあやってみようかと思ったんです

よ。例えば絵とか別のものに出会っていたら、そっちへ

行っていたかもしれない。

─抹茶茶碗を中心に焼いてらっしゃるのは、子供のころか

ら茶道具をみておられたからですか。

細　川 それが全然みたことないんです、最近まで。もち

ろん 600 年前からの先祖伝来の名碗といわれるようなもの

は、細川家の美術品を収蔵している永青文庫にいっぱいあ

るんですよ。それに祖父も父も蒐集家でしたから日本画・

洋画、中国の古陶磁いろんなものを集めていた。私は祖父

と暮らしている時間が長かったんですが、祖父は毎晩夕食

がすむと絵を掛け換えるのが習いで、梅原さんの絵を安井

さんの絵に掛け換えるとかそういうことは毎日してた。で

も祖父も父も茶陶（茶道具）にあまり関心がなかった。だか

ら２年前に出雲で細川家の茶道具展が開かれて、そのとき

初めて家に伝わる茶陶をみたんですよ。

抹茶茶碗を焼くようになったのは、信長・秀吉の時代か
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右手は自宅とつながる工房、左手が窯場

今年完成した茶室「一夜亭」



上智大学体育会ゴルフ部 OB会は、卒業後も時間の許す

限り現役の合宿に参加して後進を指導してくださった村田

栄氏（S31 卒）、吉田勉氏（S32 卒）らの志からスタートした

といって過言ではないでしょう。こうした OBと現役学生

との交歓ゴルフコンペもおこなわれるようになる一方、

OB仲間でコンペをしようという声も高まり、昭和 42 年 1

月、千葉カントリーで OB12 名がゴルフコンペを開催、以

降、毎年 2回 OB会のゴルフコンペが開催されるようにな

りました。

しかし、OB会といっても当時はまだ会費も定められて

おらず、村田氏が会長、吉田氏が会長補佐、瀬川幸一氏

（S41 卒）が会計および現役学生窓口となって、なかば独断

的に運営し、会費不足になれば三人が補いながら現役の援

助金として役立てるという状況でした。

昭和 43 年、ゴルフ部は創立 15 周年を迎えます。6月に

柏ゴルフコースで創立 15 周年ならびに山室部長還暦祝コ

ンペ、10 月 19 日には東京プリンスホテルで記念ダンス

パーティーを開催（ちなみにパーティー券は１枚 600 円）。

その時に「The 19th hole」という記念誌が創刊され（編集長

は平沢富吉氏、S44 卒）、OB 90 名の名簿が付けられまし

た。これは現役学生が OBとのつながりを持つために編集

した小冊子で、45 年には白田福秋氏（S45 卒）を編集長に

第２号が編まれています。この頃には年 1回 OB総会が上

智会館でおこなわれ、新入生歓迎コンパ、現役 OB交歓コ

ンペ、納会、追い出しコンペ・コンパなどの諸行事には、

山室宗忠先生や村田会長はじめ数名の OB が必ず参加し、

交流をはかっていました。現役にもOB・ OG係があって、

当時母校上智大学で教鞭をとられていた滝川好庸（S40

卒）・瀬川幸一両先生の指導で、定期的に行事の連絡、戦

績報告、会費納入のお願いなどを郵送していました。

昭和 47 年には創部 20 周年記念コンペが久邇カントリー

クラブでおこなわれ、翌春「The 19th hole 第 3 号」が出

されています（編集長は白石俊明氏、S48 卒）。

25 周年となる昭和 52 年には、ゴルフ部が主催して第１

回ピタウ学長杯ソフィアンズゴルフコンペを大宮ゴルフ

コースで開催。第 2回ソフィアンズゴルフコンペは現役ゴ

ルフ部と OB会の共催で福島県グリーンアカデミーで開か

れました。このコンペはその後、経済学部出身者による経

済学部 OB会（伍堂光雄会長、S32 卒）が、その発足記念事

業として引き継ぐことになりましたが、現在はソフィア会

主催、体育会ゴルフ部 OB会が後援する形で「ソフィアン

ズカップゴルフ大会」として続けられています。

昭和 60 年 4 月 12 日、山室宗忠先生の喜寿のお祝コンペ

が相模原ゴルフクラブにておこなわれました。その夜、横

浜大飯店で開かれた祝賀パーティーの席で、主催者の林北

辰氏（S32 卒・故人）から、村田会長の永年の功労をたたえ

るとともに、坂口弘征氏（S36 卒）にバトンタッチしてはと

の提案があり、出席者全員賛成で、新会長が決定。またそ

の年の OB総会で、坂口会長の指名により、中戸川洋氏

（S52 卒）がゴルフ部の監督に就任することになりました。

技術以上に、山室先生直伝の「エチケットとマナー」を現

役に伝えるべく、昭和 40 年代には村田氏が、昭和 50 年頃

より吉田氏が瀬川氏を助手に頼んでつとめてこられた重責

が、若手に引き継がれたのです。

しかしながら、その後坂口会長は大阪へ転勤となり、東

京への出張や帰省を利用して会長職をこなしていただきま

したが、滝川氏・瀬川氏も大学の公務が忙しくなったため、

OB会の運営が総務の藤岡三樹臣氏（S35 卒）と中戸川氏の

双肩にかかる状況がつづきました。坂口会長からも度々交

代の申し出があったので、平成 4年 12 月 4 日の OB総会

で吉田勉氏に会長が引き継がれ、吉田新会長のもと、翌年

にひかえる 40 周年記念行事を目標に、OB会の組織化が

はかられることとなりました。

これに先立つ平成元年、昭和 50 年卒で個人事業経営者

の松田茂氏、高橋紀雄氏、51 年卒の林裕美子氏の三人の

雑談の中から、ゴルフ部諸先輩の人脈と智恵を集めるべく、

現役当時の名簿をたよりに、近い年代の先輩に声をかけて

OBコンペを開催することになりました。こうしたコンペ

は続けることにこそ意義があるということで、林氏のメン

バーコースである大利根カントリークラブで年 2回、懇親

ゴルフコンペを持つことを決め、「四ッ谷会」と命名。第１

回四ッ谷会は平成 2年 2月に、前夜からの降雪ももろとも

せず 27 名が参加しておこなわれました。この四ッ谷会は

吉田氏が新会長となって以降、第 7回より OB会主催の懇

親ゴルフコンペとして位置づけられることになり、平成

15 年には 30 回を数えました。また、OB会員名簿の必要

性を痛感した林氏らは、新組織に移行するにあたり、平成

4年 9月に会則、役員、幹事の氏名を付記した初めての名

簿を発行し、全 OBに送りました。さらに 10 月には OB

会や現役の活動案内と報告を林氏がワープロに打って作成
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上智大学体育会ゴルフ部 OB会のあゆみ

した OB会誌を郵送。年に 4回発行、全 24 回までつづけ

られました。個人的に OB会と現役とのパイプ役をつとめ

た林裕美子さんの情熱と努力に負うところは大きいと思わ

れます。

平成 5年、11 月 15 日には水海道 GCにおいて、国連難

民救済チャリティー「上智大学体育会ゴルフ部創部 40 周年

記念ゴルフ大会」を行いました。当日はゴルフ部OB 87 名、

他大学ゴルフ部 OB 49 名、上智大学関係者 33 名が出席。

時おりしも昭和 38 年卒の細川護煕氏が率いる日本新党に

追風が吹き、平成 5年 8月には内閣総理大臣に就任されま

したので、首相在任中に 40 周年記念ゴルフコンペが開催

されたわけです。当日は台風一過の快晴に恵まれ、さすが

に細川氏はご多忙のため出席できませんでしたが、夫人の

細川佳代子さん（S40 卒）が代理で出席、18 ホールスト

ロークプレーの後、表彰式・パーティーではスピーチもさ

れ大いに盛り上がったものです。優勝は楠義紹氏（S41 卒）

で賞品のマグレガーのゴルフクラブフルセットを獲得され

ました。

以降、四ツ谷会、OB総会その他年 2回位の懇親会、そ

して全会員に送られる OB会誌の発行が続けられ、少しず

つOB会活動への参加者が増えてきました。

平成 11 年 1 月からは、会計、総務、広報、渉外、指導、

幹事会というように役割も具体化し、現在皆さんのお手元

に届く「BOGEY NEWS」を 11 年 6 月 15 日に創刊、現在

年 3回のペースで発行されているのはご存じのとおりで

す。ゴルフのプレーは、四ッ谷会、ソフィアンズカップゴ

ルフ大会、現役・ OB対抗戦のほか、関東八大学（早稲田、

慶応、立教、明治、学習院、中央、法政、上智）ゴルフ部

親睦ゴルフ大会への参加など。ゴルフをされていない方も

ビアパーティやクリスマスパーティなどの懇親会で旧交を

温めています。

活性化した OB 会の会長職は平成 13 年に益野力一氏

（S42 卒）に引き継がれ、新役員が中心となって今年の創立

50 周年記念行事の準備をおこないました。
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■ 昭和 42 年頃〜
村田栄（31 卒・会長）・吉田勉（32 卒・会長補佐）
瀬川幸一（41 卒・会計及び現役学生窓口）

■ 昭和 60 年頃〜
坂口弘征（36 卒・会長） 藤岡三樹臣（35 卒・総務）
中戸川洋（52 卒・監督）

■ 平成 4 年 12 月 OB 総会〜
会長 吉田勉（32 卒）
副会長 益野力一（42 卒）／林裕美子（51 卒）
監督 中戸川洋（52 卒） 総務 藤岡三樹臣（35 卒）
総務補佐 松田茂（50 卒）／高島勝広（51 卒）
会計 浅野義夫（46 卒）
会計補佐 深澤雅子（52 卒）／望月明美（52 卒）
幹事長 古知朝彦（32 卒）

■ 平成 6 年 12 月 OB 総会〜
会長 吉田勉（32 卒）
副会長 平井康征（41 卒）／林裕美子（51 卒）
総監督 滝川好庸（40 卒）
男子監督 礒正光（62 卒） 女子監督 林裕美子（51 卒）
総務 吉田麻耶（49 卒）
総務補佐 鈴木重美（57 卒）／星野政仁（61 卒）
会計 浅野義夫（46 卒） 会計監査 望月明美（52 卒）
幹事長 蓋孝（50 卒） 副幹事長 浅田将之（51 卒）

■ 平成 8 年 12 月 OB 総会〜
会長 吉田勉（32 卒）
副会長 平井康征（41 卒）／林裕美子（51 卒）
総監督 益野力一（42 卒）
男子監督 藤田宗（59 卒） 女子監督 林裕美子（51 卒）
総務 吉田麻耶（49 卒）
総務補佐 鈴木重美（57 卒）／星野政仁（61 卒）
会計 浅野義夫（46 卒） 会計監査 望月明美（52 卒）
幹事長 浅田将之（51 卒） 副幹事長 鈴木悌介（54 卒）

■ 平成 10 年 12 月 OB 総会〜
会長　吉田勉（32 卒）
副会長〔総務担当〕楠義紹（41 卒） 総務補佐 吉田麻耶（49 卒）
副会長〔会計担当〕吉原重喬（41 卒） 会計補佐 高島勝広（51 卒）
副会長〔広報担当〕林裕美子（51 卒） 広報補佐 板倉広忠（48 卒）
副会長〔渉外担当〕益野力一（42 卒） 渉外補佐 高橋紀雄（50 卒）
総監督 高橋坦（38 卒）
男子監督 藤田宗（59 卒） 女子監督 鈴木重美（57 卒）
幹事長 浅田将之（51 卒） 副幹事長 鈴木悌介（54 卒）

■ 平成 13 年 2 月 OB 総会〜
会長 益野力一（42 卒）
副会長 板倉広忠（48 卒）／吉田麻耶（49 卒）
総務 林裕美子（51 卒） 会計 高島勝広（51 卒）
広報 松田茂（50 卒） 渉外 高橋紀雄（50 卒）
総監督 藤田宗（59 卒）
男子監督 尾作謙一（H3卒） 女子監督 鈴木重美（57 卒）
幹事長 楠義紹（41 卒）

■ 平成 15 年 2 月 OB 総会〜
会長 益野力一（42 卒）
副会長 板倉広忠（48 卒）／吉田麻耶（49 卒）
総務 林裕美子（51 卒） 会計 高島勝広（51 卒）
広報 松田茂（50 卒） 渉外 高橋紀雄（50 卒）
総監督兼女子監督 栗原晃（41 卒） 男子監督 藤田宗（59 卒）
幹事長 楠義紹（41 卒）

＜ OB 会活動メンバーの変遷＞



約 1年半をかけてゴルフ部 50 周年記念誌を刊行する

ことができました。創立時の大先輩方の座談会と、その

後 50 年にわたる活動の記録を柱にすえ、多くの OBの

声を反映させることをめざしました。後者のアンケート

については、予想外の数と量の回答を得たことから、当

初の予定の 2倍近いページ数のボリュームのある記念誌

となりました。

「ゴルフ部創立事情」では、驚きの歴史を知ることに

なった OBも多いのではないでしょうか。挿図の写真か

らは、たかが 50 年、されど 50 年ともいうべき時の流れ

がひしひしと伝わってきます。

「アンケートによる 50 年のあゆみ」については、ご自

身の前後の学年だけではなく、ぜひ、大先輩たちのアン

ケート回答も読んでみてください。自分たちと同じこと、

違うこと、さまざまわかって、とにかくおもしろい。た

だし、リーグ戦の成績については、学連に戦績表の資料

が残されていないことから、アンケート回答者の記憶に

拠っていますので、ご了解ください。同じような事情か

ら、個人戦の戦績を掲載することができなかったのは、

残念です。

「カップルアンケート」については、予想通りの回答

率でした。先輩方はやはり、語るのが恥ずかしいようで

す。それでも、17 組のカップルが誕生していたことを確

認できたのは収穫でした。福田夫妻の呼び掛け通り、カ

ップルコンペが実現することを期待しています。

細川夫妻の湯河原のご自宅は、冷夏のあおりで氷雨降る

7月 6日、益野会長をドライバーに、永井恵子、林裕美

子、滝井真智子の 4人で訪問しました。ランチはもちろ

ん小田原「鈴廣」のレストランで（経営者である S54 卒・

鈴木悌介さんにお会いできなかったのは残念でしたが）。

ご夫妻の写真を頂戴する時に、下着シャツ姿の細川氏に

いちおう「そのお召し物でよろしいですか」とお尋ねし

たのですが、「これがユニフォームだから、いいでしょ

う」との仰せで、シャツとスーツのツーショットとなり

ました。細川さんのインタビューの中に登場する、尊敬

する伯父・近衛文隆氏については、劇団四季のミュージ

カル「異国の丘」になっていますが、その元本が『夢顔

さんによろしく──最後の貴公子・近衛文隆の生涯』

（西木正明著／文藝春秋刊）。プリンストン大学でのゴル

フの話、美女にのめりこむ一途な青年の姿などがくっき

りと描かれている好著で、文庫本（上下 2 冊）にもなっ

ていますので、ご一読をお勧めします。

最後に、編集委員のご紹介を。

委員長林裕美子は、OB会のあゆみでもふれたように、

OB会や広報誌「ボギーニュース」の実質的な牽引者です。

各OBとの交渉役を一手に引き受けました。

永井恵子は、日本語より得意な英語と、愛用のデジカ

メを駆使して（？）、おもに写真班を任じました。

松田茂は、プリンティングサービス業という自身の業

務を最大限に利用して、デザイン・編集・印刷を担当し

ました。

滝井真智子は、出版社での編集の仕事の延長上で、全

般に関わりました。

渡利由子と長谷川陽子は、平成年代の OBとの連絡役

と、学連の資料調査にあたりました。

編集委員一同、この記念誌編集にあたって、数々のご

協力をいただきました OB諸氏にあつく御礼を申し上げ

ますとともに、この記念誌がきっかけとなって、いま一

度、自分がゴルフ部の部員であった良き時代に思いを馳

せ、同期や先輩後輩との縁がより一層深まることを祈願

いたします。

編集室より  〜編集をおえて〜

Tracing50yearsh
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Sophia Golf Club
記念誌寄付金協力者一覧 

 
古知　朝彦　（Ｓ３２）

吉田　　勉　（Ｓ３２）

中野　弘敏　（Ｓ３３）

藤岡三樹臣　（Ｓ３５）

大内田　康　（Ｓ３６）

小檜山紀之　（Ｓ３８）

高橋　鉄郎　（Ｓ３９）

高橋　豊子　（Ｓ４０）

清水　威男　（Ｓ４１）

平井　康征　（Ｓ４１）

益野　力一　（Ｓ４２）

秋葉　　哲　（Ｓ４２）

勝俣　宏一　（Ｓ５０）

松田　　茂　（Ｓ５０）

野本　真理　（Ｓ５０）

藤田　　宗　（Ｓ５９）

谷口　達也　（Ｓ６１）

小山　幸世　（Ｓ６３）

大木　孝洋　（Ｈ５）

林　李愛珠（故林北辰氏夫人）

石橋ファミリー

（2003 年 10 月 25 日現在）
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